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刊行にあたって

農林水産祭事業は、平成 1 6 年度で第 43 回目を迎えました。

この事業の中心の一つをなす農林水産祭式典は、昨年 1 1 月 23 日に明治神宮

会館で開催され、当日、天皇杯、内閣総理大臣賞及び日本農林漁業振興会会長賞

が、各賞とも 7部門、併せて 2 1 の鋼人・出体に授与されました。これらの受賞

者は、全国で開催された 326の農林水産祭参加表彰行事において見事に農林水

産大臣賞を受賞したら 53 人(含む間体)の最高峰に立つものとして、農林水産

祭中央審査委員会の厳正な審査の中で、評価されたものであり、あらためて祝意を

表する次第であります。

前年度に引き続き、今[EI] も、新しい制度による夫婦連名の受賞者が表彰されま

したが、これは農林水産業の現場の実態を反映したものとして評備すべきものと

考えます。

ここに刊行する「受賞者の業績j は、天皇杯等三賞の選賞審査に関手された各

{立のご尽力によりとりまとめられたものであり、 1=[:1央審査委員会の八木会長の「選

賞審査報告」、各受賞者の「受賞者のことばJ、それに各分野の専門家による

者(出品財)の技術的経営的評{íllîに関する部分で講成されております。今日の

我が留の農林水産業を拐う最先端の経営者像をお読み取りいただきたいと存じま

す。

この IIH-子が今後の我が国の農林水産ー業主2び、に農 111漁村の発震の道しるべとして

広く活用されることを期待するとともに、受賞者をはじめ、関係者各伎の謎々の

ご健勝とご活躍を祈念し、農林水産祭事業に対するさらなるご支援とこ、協力をお

願いして刊行のことばといたします。

平成 1 7 年 3 月

財団法人 iヨ本農林漁業振興会

理事長官田 勇
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選賞審査報告

王子成 16 年 11 月 23 日の農林水産祭式典において、

の授与に先立ち、八木宏典農林水産祭中央審査委員会会長から、

選賞審査報告が行われました。

以下は、間報告の全文です。

審査報告を申し上げます。

昨年 8 月から本年 7 月までの陪に、農林水産祭に参

加いたしました 326 行事において、農林水産大臣賞を

受賞いたしました 537 点、及びむらづくり部門で農林

水産大陸賞を受賞いたしました 1 6 点を対象に、農林水産祭Iや史一審査委員会にお

きまして、書面審査及び現地調査を通じ、慎重な審査を重ね、農産、間芸、畜産、

蚕糸・地域特産、林産、水産、むらづくりの 7部門それぞれにおいて、天皇杯、

内閣総理大臣賞、日本農林漁業振興会会長賞の 3 食合計 2 1 点の受賞者を、決定

いたしました。

受賞者のそれぞ、れの業績につきましては、お手元にお配りしております資料に

その概要が記載されておりますので、省かせていただき、全体を通じて感銘深かっ

た幾つかの点について申し上げ、審査報告とさせていただきます。

まず第 l の点は、どの受賞者も先駆的な技術の導入や開発・実用化を通じて、

積接的に事業を展開しているということであります。米の独告ブランド化や加工

品開発を進める(有)すえひろやパソコンを使った綿密な管理記録簿の活用により、

こんにゃくの単収向上と有利販売に成功した佐藤裕志氏、機械設備の自動化や

]AS ， ISO などへ意欲的に取り組む(附西村オ寸寸店など、先見性ある技術導入

と実用化、そして人より一歩先んじた商品開発の努力が、厳しい我が国の農林水

産業をめぐる環境の中でも、自らの経営を成長させてきた原動力であると言えま

す。

第 2 の点は、どの受賞者も消費者や実需者の動きを見て、そのニーズを重視し
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た経営の舵取りを行っているということであります。顧客ニーズを的確に捉えて

生産・販売を行う(朝末継花園や、大規模茶閣の山内祥正氏、そして風味を損ねず

高品質な玄そばを供給するきたそらち農業協同組合幌加内支所そば部会、加工法

の消費者への提案を通じてイカナゴの需要拡大を進める神戸市漁業協同組合女性

部など、安全・安心、高品質、良食味、低コストというキーワードで示される、

消費者の食や生活への要望に沿った生産の努力が、経営発展の力となっていま

す。

第 3 の点は、どの受賞者も土作りを重視し、環境や生態系に配麗した生産を行っ

ているということであります。農地集績により飼料自給率の高い資源循環型酪農

を実現している清水英夫氏や詳細な土壌分析と優れたサイレージ技術に基づく放

牧酪農を確立している大矢根督氏、ナマコの生態調査に基づく資源管理と増殖に

取り組む川内町漁業協同組合青年部などが注目されます。

第 4 の点は、いずれの受賞者もしっかりとした農業経営の理念を持ち、また事

業や経営の継承者の育成にも力を入れ、地域振興にも貢献しているということで

あります。果樹の安定・省力栽培体系によりオールシーズン型観光農闘を確立し、

年間 3千人近い研修生を受け入れている(有)平田観光農園、タケノコ生産とともに

林業の後継者育成にも力を入れる合馬たけのこ振興会などが特筆されます。

また、むらづくりでは、こだ、わり立腐など農産加工品のi直売と集落グリーン・ツー

リズムを通じ、全住民参加による村づくりを進める大分県安心院町松本集落や女

性の農産加工と子供たちの体作験活動を核にしたいくみの活動が特筆されます。

しかし、どの受賞者も一朝一夕で現在のような水準を築いたわけではなく、そ

れぞれのたゆまぬ努力の成果として、今日のような経営や中島織へと発展して来た

のだと思います。足腰の強い攻めの農業が求められている今日において、このよ

うな受賞者の経営、技術、地域振興への取り組みが、点から線へ、さらに面とし

て日本農業に広がりをもつようになることを期待いたしまして、審査報告を終わ

らせていただきます。

つ
山
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受賞者 有限会社 すえひろ

(石川県珠洲市若山町経念 2 -27- 1)

受賞者のことば 有限会社すえひろ 代表末政博司

私たち有限会社すえひろは、それまでの農作業受託組織から脱却し、平

成 7年 2 月に農業生産法人を設立しました。 「自然豊かな奥能登珠洲で、お

いしい米づくりのこだ1つり」をコンセプトに地域水田農業の担い手として、

下記の事項を経営理念としてがんばってきました。

1 地域とともに歩み、地元資源を活用する農業法人

2 有機質資材を用いた安全 ・安心なこだわり農産物の提供

3 事業の多角化を進め、 異業種交流やネットワークを活用して農産物や

加工品の販売

4 企業体としての利益の確保と地域社会への貢献

この度の栄えある受賞は、法人設立 1 0 年目の節目の年に当たり、条件

不利地奥能登において、私たちの取り組んで、きた経営実績や地域の皆様と

取り組んで、 きた集落営農.活動等が評価されたことは、関係各位のご指導の

賜と探く感謝申し上げます。

円
《υ



受賞者のことば

これを契機に米づくり、大豆づくり等にも生産性の高い水田農業を確立

するために労働時間短縮、低コストに努め、より高度な栽培技術の修得に

努力していきたいと思います。

また、日本海に突き出た能登半島最先端の珠洲の風土を生かし、農作業

体験と農家民宿での郷土料理の提供、伝統文化の紹介等を組み合わせたグ

リーンツーリズムに取り組み、交流入口の拡大による地域活性化にも努め

ていきたいと思います。

地域の概要

1 .地域の立地条件

珠洲市は能登半島の最先端に位置し、三方が海に囲まれ、西側を輪島市、柳田

村、内浦町に接している(第 1 、 2 図)。年間平均気温は 12.4
0

C 、年間降水量は 2，127

mm 、日照時間は1.646 時間、積雪深 20~30cmで、ある O 土壌は主に褐色森林土壌で、

水田は砂壌土~埴壌土、畑地は埴壌土~壌土である。

第 1 函能登半島の概要菌 第2函 (有)すえひろの周辺図

2. 農林水産業の概要

現況の農用地等面積は 2.4lOha で、その内訳は水田 l絹Oha (6l.4%)、普通焔

7l4ha (29.6 %)、牧草地 (6.2%)、樹菌地 (2.5%)となっている(第 l 表)。

農業粗生産額は 26.6 億円で、そのうち主に米が 12.8 億円 (48.l %)、畜産物 5.3

億円 (20.l%)、工芸作物 3.5億円 (13.0%) となっている(第 2 表)。また、総農

家数は 1，567 戸で、うち専業農家 262 戸 (16.7%) 、第 l 種兼業農家 98 戸 (6.3%) 、

第 2種兼業農家 1，207 戸 (77.0%) である(第 3 表)。
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第 1 表珠洲市における耕地面積等(平成 15 年)

2 , 410 
事手通畑

714 

(29. 6) 

60 
(2.5) 

牧草地

150 

(6.2) 

(単位: ha) 

その他

6 

(0. 3) 

初地削:f:j!J合計 おt闘地

(単位; i.意円)

第 3表専兼業別農家数の推移 (単位:戸)

総農家数 i 専業農家 i 第 1 麓兼業農家 i 第 2 種兼業農家
3, 395 
3, 072 
1, 567 

資料:終業センサス

354 

426 

262 

205 

237 

98 

2, 836 

2, 409 
1, 207 

受賞者の略歴及び漣営概要

1. 条件不利地域における大規模経営の展開と地域資源の維持管理

(1) 条件不利地域で、の大規模経営の展開

能主主半島の先端にある珠山lïîjの中山間地という条件不利な地域において、地域

の高齢化、担い手不足が深刻化してきたため、平成 4年度の大規模国i場整錦亭業

の導入を契機に(有)すえひろの前身である(齢者 IlJ第一機械利用組合を 5 名で組

織し、水稲と集団転作大立の受託作一業を行った。

設立さ5初の怖)すえひろは地域内での倍頼度が低く、思うように農地の集積がで、

きなかった。そこで側う石JII 21 世紀農業育成機構、市、普及センタ一等の関係

機関の協力を得ながら、集落との話し合いを重ねた結来、「地域内農地の総合的

かつ効率的な利用を進めることが一番である j との理解が得られ、平成 8 年 11

)=1 に県下で初めての特定農業法人に認定された。

正式に地域の担い手として位置付けられたことと、地道な営農努力が認められ

たことから受託面積が拡大され、現在では 2 集落(経念、出国)で 95%以上の

に
U



農地集積率になっている(第4 、 5 、 6 表)。

現在、末政氏を代表取締役、他の 2 人を取締役として、経営管理及び機械管理

部門、栽培管理等、役割分担して運営し、積極的に経営基盤を拡大するとともに、

労働配分や作業計画の見寵し、栽培技術の改善による生産の安定、積極的な商品

開発と販路開拓により足腰の強い経営の確立に努めている。また、末政氏はまだ

44 歳と若く、集落営農組織で問題になりがちな次世代の担い手への経営継承が

順調に進み、地域における信頼も非常に高い(第 3 図、写真 I 、 2) 。

第 4表 (有)すえひろの主な作物の作付菌積の推移 (単位: ha) 

第5表特定農業団体の概要

市主 dイl斗与、 出 回

Jl~家数 49)コ 66Y' 
水任!面積(l ha区画) 21. 5ha ( 6 築) 34. Oha (9 筆)
特定農用地利用規定認定年月釘 1ド)jJG8主ド 11 月 27 日 平成9年3月 28 臼

特定JL~別地利用規定作成団体:名 経念21 1i1:紀烈生産組合 Ii¥ 111 生産組合
同上団体の範伺 |農家数 19? 66? 

|水田面積 21. 5ha 34. Oha 
特定jtf業法人への利用集積目標i凶積 17.0ha 25.0ha 
間体の地区.内での現況集積面積 19.9ha 25.5ha 

うち借i也 9. lha うち{昔i也 4. 5ha 
iF菜受託 10. 8ha 作業受託 21. Oha 

第6表 (有)すえひろの主な農業機械・施設の所有状況(平成 15 年)

施設・機械の額類 導入年 台数 施設・機械の種類 導入年 台数
1 .農業泊施設 乗用管理機 H8 1 
堆きゅう肥舎 H9 トラクター (75ps) H15 
作業場 H7 トラクター (53ps) H7 1 
育苗b仮設 H12 トラクター (33ps) H7 1 
ピニーノレハウス H7 問楠機 (8 条) H15 2 
乾燥機 日 7~ 5 阿波機( 6 条) H7 3 
青苗播種機‘式 H12 コンパイン (6 条) H14 1 
II. 農業機械 コンパイン (4 条) H14 
無人ヘリコプター H8 コンパイン( 5 条) 上17

マニュアスプレッダー H9 1 大豆コンパイン(リース) H14 
ショベルローダー H9 大豆コ〆パイン H7 
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第 3 図 すえひろの組織体制鴎

作目、 IK幽
分担制

写真 1 (有)すえひろのみなさん 写真2 作業風景(左上から時計閤りに
土間鵠姉、水樹立穫、大副議童、田植え)

(2) 役割分担の明確化による効率的な農業生産

相D 筆もの多くの水出を効率的に生育に応じて管理を行っていく上で、構成員

の得意分野を活かした役割分担が必要になってくる。また、多くのほ場と用水の

確保や各作自の計画的な栽培管理、 トレーサピリティー管理を行う上でも、関場

管理マップの作成を基にした栽培管理の構築が不可欠で、あった。

当該地域においては水利も不便であるなど耕作に不利な条件下にあるが、地権

者への水管理や11庄畔管理の再委託、シルバー人材センターを通した畦11咋草刈り者

の臨時雇用、基披整備された大区画臨場での効率的作業の実施や藍播栽培(平成
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14 年 6ha) 導入などの工夫によって中山間での大規模経営の成立が可能となって

いる。さらに、これらの取り組みによって耕作放棄地の発生が抑止されるととも

に、高齢者への麗用機会(延べ1.2∞人臼)が提供されるなど地域への貢献がな

されている。

これらの雇用システムの確立により業務の効率化が図られた結果、地域の信頼

度が向上し、大規模経営を展開していくとでの労力の確保が可能となり、所得菌

でも安定がみられた。

農地の集積や作業受託という経営面積の拡大においては、どうしてもほ場が分

散するが、(有)すえひろでは、ほ場毎に管理作業を再委託するなどの対応を行うこ

とにより、農作業の効率化を図ってきた。また、ほ場管理のできない場所につい

ては惰)すえひろがほ場管理マップを基に作業を計画的に進めるようにし、品震向

上に努めるようにしてきた。

大規模経営体になると適期管理ができずに低収量、低品質になりがちである

が、その改善を図るため、集落や作物ごとに担当者をおき、地域分担性や作自分

担制の導入を行った。その結果、第 3 図のように経理、販売、作業の各担当者に

大別し、また、作業は水稲(大区盟、小区画)、転作作物、野菜に細分化を行っ

ている。

この体制に移行してからは役員個々の経営者としての自覚形成が育成され、決

定の迅速化、行動のスピード化が函られ、経営意欲を高めることに繋がった。

(3) 地域の担い手としての情)すえひろの作業受託体系

作業受託の体系は、前身の傍若山第一機械利用組合が大型高能率機械を装備

し、不足している農業機械を惰)すえひろが所有する形態で展開してきた。若山地

区からは水田や開発地の経営受託、集団転作の作業受託を行っている。したがっ

て、〈艶若山第一機械利用組合から機械を借り上げし、〈信号若山第一機械利用組

合へリース料を支払っている。なお、〈艶若山第一機械利用組合内では、オベレー

タ一個々が個別に機械を使用したときは(艶若山第一機械利用へリース科を支

11、うシステムになっている。

また、平成 14 年には、隣接する上戸地互において大規模圃場整備を行う際に、
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上戸農地利用組合を設立したが、担い手が上戸地尽にいなかったため、情)すえひ

ろの社員が上戸農地利用組合に出向きょ戸地i三のオベレーターとして参入してい

る(第 7表、第 4 、 5 図)。

第 7表 (有)すえひろの作業受託面積の推移 (単位: ha) 

7 '+二度 8 年度 9 年度 10年度 11 1引iE 12 ，q三度 13{jミJJt 11年度 15勾τ L芝
'liJÞ起 7. 0 9. 5 15.0 15.0 15.0 15.0 3.0 3.0 4. 0 

代かさ 7. 0 10.6 15.0 15.0 15.0 15.0 5. 7 6.0 6. 0 

IL1航 7.0 13. 5 13.0 13.0 13. 0 13.0 8. 7 6. 0 7.0 

稲メIjり 25.0 25.0 30. 0 20.0 21. 0 20.0 17.6 17.0 17.0 

乾燥調製 3. 3 11. 0 13.3 13.3 20.0 22. 3 ]11. 7 15.5 15.5 

脊[:Lî 7. 0 6. 0 11. 0 2. 0 6.0 4.0 11. 6 11. 0 20. 0 

転作大兄 6. 5 9. 0 13.0 19.0 21. 0 18. 0 15.2 17.0 22. 0 

第 4 函 (有)すえひろ作業受託体系図 第 5 函地域における主要装備の賃貸借

(4) ~有)すえひろと集落との信頼のある受委託関係

怖)すえひろとの作業受委託、借地契約のブj式は、各集落とも集落営農組合へいっ

たん農地の提出と ~ql刊コ希望の申し込みをしてもらい、そこから転作部分を除いた

部分を水稲作を申し込んだ農家へ再配分し、再配分を受けた農家からの作業委託

と、再配分されなかった部分(いわゆる耕作希望のなかった部分)の作業受託を

(有)すえひろが51 き受けている。このような方式は、実貿的に l 集落 1 農場方式の

取り組みをしていることにもなり、集落としても安心して農地の流動化が行われ

、法人としてもまとまった農地を受託できるという利点がある。また、 ]1伝作につ

いては、 l!去作割当面積や転作助成金などは集落営農組合が一括して受ける。集落

営農組合でブロックローテーションの場所・面積、拠出金の決定等を行い、基本

的に全作業を倒すえひろへ委託する。その際、互助flJ日度への拠出はlOa 当たり 2
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~3千円である。ちなみに、集落営農組第6 図 集落における転作の受委託関係

合から(却すえひろへはlOa 当たり 5 万

円の作業委託料が支払われ、また、

産物の大豆は(有)すえひろの収入となる

(第 6 図)。

(5) 限られた水資源を有効に活用

奥能設地区には高い山がなく丘陵地

帯が広がっており、大きなj可川がない

ため水源がほとんどない。珠i川市も伺

様で、主要な河JII は内浦地区では若山} 11、鵜飼川と外浦地区では珠洲大谷川だけ

であり、夏期の昨水量が少ない年には、干ばつの被害を受けることもしばしばで

あった。

そのため、古くから農業用の水源確保を行うために、先人達は f ため池」の整

備など水源確保に努めてきており、珠洲市全域において 215 ヶ所が繋備されてい

る。また、ため池だけでは不十分なので、ダムの建設も行われており、「岩坂ダ

ム(農業用水)J、「若 111 ダム(農業用水、飲料用)J 等があります。最近はほ場整

舗に伴う既設の「ため池J や用水路の改修、慢性的な用水不足が生じているとこ

ろについては、末端からポンプ圧水によるパイプラインの整舗により用水の反復

利用を行うことで、水不足の解消を図っている。

受賞期の特色

1 . 宥機関料を用いたこだわり農産物の生産・販売

「おいしくて安全・安心なお米」を求める消費者ニーズに応えるため、平成 13

には県のエコブアーマーの認定を受けるとともに、平成 14 年からはコシヒカ

リで有機 l∞%(籾殻堆肥+有機質肥料)のこだ、わり米の生産に本格的に取り組

んでいる。籾殻堆肥は白経営や地域で産出される籾殻と珠洲市内の畜産農家から

産出される家畜の糞尿を有効利用し、1.5t1lOa を毎年水田に還元しており、地域

における耕畜連携の中核的な役割を担っている。また、土壌条件に応じたきめ細

かな肥培管理を実施し、食味等の向上に努めるとともに、長刃のロータリーを使

ハH
U

司l
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用して 21自の深耕を実施し、水稲の根が深くまで入るような土づくりにも取り組

んでいる 3 、 4) 。

さらに、生産物の栽培履歴の記帳や残留農薬検査の実施など徹底した品質管理

を実施し、 fすえひろ前u としてブランド販売を行っている。加えて平成 15 年に

は、米の民間検査移行に伴い、奥能登地域の水田農業者の仲間と(有)奥能登検査協

会を立ち上げ、自社生産米の検査を一元化している(写真 5) 。

写真 3 堆肥舎で籾殻堆肥を生産 写真4 水稲、大草作前には堆開を散布

写真5 備〉すえひろの PRのためのパンフレットと「すえひろ舞j の紹介

2. 実需者ニーズを踏まえた上での農産物生産

(有)すえひろは、側う石JI121 世紀農業育成機構で、開催されている異業韓交流会

において「食と農のマッチングj に参加している。この中で、金沢の和菓子屋と

最中の皮の原材料としてもち米(新大正モチ: 6.7ha) の栽培契約を結んでおり、

高い評価を受けている。

また、小立については、間内で、は北海道、京都、|前Ul11が産地として有名であるが、

(有)すえひろでバミ産されている能登大納言は丹波大納言に次ぐ商品として位置付け

1
3
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られている。平成 15年に異業種間の共同製造販売組織として14 つの笑顔(消費者、

生産者、加工業者、販売業者の意)J を設立し、能登大納言を l∞%使用した「金

つば」を加工、販売している。

3. 異業語交流やネットワークを活用した事業の多角化と販売戦略

平成 9年に知人を通じて神戸、東京のアンテナショップへ農産物を出展したの

を契機に、現在では神戸の f 酒蔵・神戸酒心館j 内のレストランやショップ、東

京有楽町Aの「まちからむらから館j、「能登ふるさと館J に農産物の展示・販売を

行っている。さらに、能登の認知度を高めてもらうことを目的に設立された、東

京銀醸の能登居酒屋「のとだらほちJ へは、米などの農産物の展示・販売だけで

なく資本参加も行い、事業の多角化を中心とする新たなビジネス展開を進めるな

ど、消費者や首都圏の外食産業、米屋との取引拡大に積極的に取り組んでいる。

また、地元能登においても、平成 12 年に(有)すえひろを含む農業法人 3社、加

工業者2社が共同出資して「闘がのと食彩耕房j を設立し、すえひろ舞を使用し

た「雑炊シリーズJ などを開発、販売している。さらに、平成 15 年には、同じ

く異業種間の共同製造販売組織 14 つの笑顔J を設立し、「土づくりから始める

菓子づくり j をコンセプトに、自社の生産するもち米や大納言小豆を使った「栗

入りぜんざいJ、「金つば j 等お菓子の新商品開発販売と原料供給を手掛けてい

る。

また、情)すえひろは、原料供給だけでなく、これら加工食品を自らの「米j の

販売ルートを活用して販売展開するなど、経営の「多角化・高度化J に向けた積

極的な事業展開を進めている。

4. 効率的で無理のない営農体系を実践

水稲、大豆、小豆については、作業が分散しているため、効率的に作業を進め

ることが可能である。また、水稲直播を導入することによって育苗作業の軽減、

作期幅の拡大ができるため、今後は面積を拡大させていくことを計属している(第

7 凶)。
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第 7 図 (有)すえひろの作業体系 (単位:丹)

i 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 保i考
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また、水稲のlOa 当たり米生産所要労働時間は石川県平均の 33.74 時間に対し、

(却すえひろでは 15.79 時間と県平均の半分以下となっている。これは実襟に機械

労働を行っている人の労働時間であり、水管理等の管理作業などを多くの雇用

者(シルバ一人材センターからの躍府等)にアウトソーシングしているため労働

時間の圧縮が可能となっている。さらに、全算入生産費でも県平均がlOa 当たり

156，562 円に対し、陥)すえひろが 119，145 円と県平均の 25%程度削減しており、環

境にやさしい農業と低コスト化の両立を実現している(第 8 、 9 、 10 表)。

これは大豆においても問様で、lOa 当たり労働時間は県平均の約半分、lOa 当

たり生産費については 5%程度(有)すえひろの方が削減されている(第口、 12、 13

表)。
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第 8表 10a 当たり米生産所要労働時間

労働時間 (h) 県平均 (h)

種子予措・育苗 1. 92 2.51 

堆肥・耕組整地 1. 50 5.17 

基肥・田植 1. 35 6.42 

追1巴 O. 75 O. 82 

除草 3.10 1. 53 

管理 4. 20 6.61 

防除 O. 25 O. 91 

メリ取脱穀 O. 96 5.96 

乾燥諦製 1. 00 1. 67 

生産管理等 O. 76 2. 14 

計 15. 79 33.74 

第 11 表 1c沿当たり大豆生距庁要労醐寺閤

労働時間 (h) 県平均 (h)

耕起整地 1. 10 1. 48 

基肥 0.17 O. 59 

播種 0.88 1. 37 

中耕除草 0.66 4.65 

管理 0.55 1. 26 

防i徐 O. 20 O. 76 

刈取税穀 1. 43 2. 02 

その他 1. 40 1. 43 

生産管理等 0.20 0.09 

計 6. 59 13. 65 

第 14 苦笑 1白当たり小豆生産所要矧翻寺間

労働時間 (h) 県平均 (h)

耕起整地 1. 20 

基肥・播種 1. 00 

中耕除草 O. 70 
管理 1. 20 

坊除 1. 26 

刈取脱穀 12.00 

調製その他 5. 50 

生産管理 0.20 

合計 23.06 

第 9表 10a 当たり米収量の推移 (kg/10a)

第 10 表 10a 当たり米生産費(円 110a)

一次生産費 i 全算入生産費
101 , 145 
(77. 1 弘)

131 , 183 

119, 145 
(76. 1 九)

156, 562 

第 12表 1 0a当たり大豆収量の推移(kg!1 0a)

第 13 表 10a 当たり大豆生産費(円 110a)

一次生産費 |全算入生産費
51 , 010 (85.1見) I 69 , 010 (95.7%) 
60, 012 I 72 , 148 

第 15 表 1 0a当たり小豆収量の推移似g!1 0a)

第 16 表 10a 当たり小豆生産費(円 110a)

1 一次生産費 !全算入生産費 1

45, 730 63 , 730 
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5. 備〉すえひろの収支実績

「地域社会との共存共営」、「お客様に満足して頂く米づくり J、「経営の多角化・

高度化J、「社員の豊かな生活と地域全体の発展に貢献」を経営理念として掲げ、

法人としての売上金額は設立当初(平成 7年度)の 3，∞0 万円弱から平成 15 年度

には 13ωo 万円まで増加させています。また、当期利益(平成 15 年度)も 1.016

万円に達し、構成員給与は 1 人当たり 670 万円を確保するなど、法人経営として

高い収益を挙げている(表 17、 18) 。

さらに、(有)すえひろには構成員 3名の他、常持雇用者6 名が所属し、このうち

4 名は農外からの新規就農者であり、地域社会において、新しく農業を希望する

者の受け皿になっている。

第 18 表 (有)すえひろの平成 15 年度損益計算番
良平成 15 年 1 FI 1 日 至平成 15 年 12 月 31 日 (単位:円)
Tò 今 H イt党 ?干l'i

I(終3日(気常j付ニ業江fJiJ 主主】1主1ーの主主部の)者[1)

炭価作役)(:.産物抑受収制前金収品入先上 106, 40 1, 140 
2 , 079 , 751 

{ JJ業-名労l:: JJf、者古ii与!E日先5'íU二 18, 903 , 994 
997 , 708 129 , 282 , 686 

当期製1売\!t 品袋上詰i設係品総交官llí 82 , 846, 289 

[JIRV日及びー Þ~;平mij14]主主 46 , 436 , 397 
31 , 781 , 483 

タ楽ト j業主z主l 平IJ 能 11 , 654 , 914 

【必(ア殺; 外11).( 主1主の古[1)

'交成i取3bたz ;金fiL包、 44 , 844 

助~igll).(/人 . '1定励合 1, 248 , 294 
日， 194 ， 109 6 , 487 , 247 

{ 外投j刊}

語知辞fEEI 阻翠
1, 444 , 741 
1 , 767 , 548 
1, 666 , 729 7 , 879 , 018 

(付ニ J5iliと右常]左び〉手符iiji) 経 10, 263 , 11:3 

【特別

凶定税資主当期尚iJ1I初除不m人Ii切繰処去当割理期越「利利煩主益主E 多
19, 595 19, 595 

10, 21:3 , 548 
79 , 981 

10, 163 , 564 
1, 809 , 168 
8 , 354 , 396 
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普及性と今後の方向

1 . 法人経営の理念の提示と地域に根ざした大規模経営

今後とも、堆肥や有機質肥料を用いたこだわり農産物の生産・販売を基本とし、

さらに、低コスト生産技術の拡大による省力化を図っていくため、水稲直播栽培

や無人ヘリコプターによる効率的な防除の導入を図っている。

また、設立当初から高い理念と「地域とともに歩む」ことを意識しており、こ

の理念のもとにさらなる経営体の発展を目指している(第 8 図)。

第 8 図 (有)すえひろの経営理念

一、米の生産販売を通じて地域社会との共存共営を l羽り、お客様に満足してい

ただく米作りに努めます。
一、経営の多角化、高度化を進め、夢のある新しい農業経営の確立を図ります。
、社員の豊かな生活と地域全体の発展に貢献していきます。

2. 異業種交流やネットワークを活用した事業の多角化・高度化

生産物をただ、単につくるだけでなく、県内農業者間のネットワークの拡充、異

業種間ネットワークによる商品開発・改良を今後も続け、さらに消費者も取り込

んだ形で発展させていくことを考えている。

この他、現在、能登半島の先端・珠洲の特徴を生かした農作業体験と農家民宿

で郷土食の提供を組み合わせたグリーンツーリズムに取り組み、交流人口の拡大

による地域の発展に貢献していくことに新たに挑戦しているが、さらに、(有)すえ

ひろとして、グリーンツーリズムの認証資

写真6 グリーンツーリズム農作業体験

格を取得し、積極的に地域発展の方向性を

模索していこうとしている(写真 6) 。

このように、(有)すえひろは、企業として

の成功だけでなく、地元高齢者の活用、新

規就農者の積極的受け入れなど地域ぐるみ

の営農体制づくりや、異業種交流などネッ

トワークづ、くり、さらにはグリーンツーリ

ズムの取り組みなど経営の多角化・高度化を通じて、今後の地域社会の発展につ

いても先導的な役割を果たし、「地域とともに歩むj 新しい金業的農業経営の事

例として、大いにその発展が期待される。

(執筆者農林水産省生産局農産振興課稲班稲係長 千葉孝仁)
16 
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この度、農林水産祭三賞において、私どもの会が「内閣総理大臣賞j

という大変栄誉ある設を賜り、只々驚きと喜びで一杯であります。

振り返りますと、 fそばj は米の生産調援を契機に導入された転作作物

であり、かつては過疎のあだ花と事!日撤された時期もありましたが、作付

面積が増加の一途をたどるに伴い今では「たかが そば」から「されど

そばj に発想、を転換。昭和 6 1 年に本会を発足し、以来そばの栽培技

術が確立されていない中、本[IlTの気象条件や土境条件に適合した独自の

そば専用肥料の開発、一元集荷と乾燥調整体制の確立など、試行錯誤を

繰り返しながら、良品質で安定したそばの生産が確立され現夜に至って

おります。

この閥、会員で取り決めを致しましたそば生産技術の三か条により、

肥培管理や排水対策、爽雑物混入抑制の収穫作業を徹底して遵守してい

ただいた会員の皆様に感謝を中し!ニげますと共に、この度の栄誉は会

の栄誉であるものと、等しく喜びを分かち合いたいと思います。

i幌加内町では、生産量、品質ともに日本一のそば生産地としてブラン

ド化を図りながら fそば」を地域の大きな資源として捉え、二次加工・

17 



受費者のことば

三次加工製品販売をさらに充実し、より付加価値を高め、一次産業を超

えた地域のトータル産業として町おこしの核にしようとの機運がありま

す。

私どもは、日本農業のトップランナーに名を刻んだ今回の栄誉を誇り

に、今以上の高品質で安定したそばの生産に一丸となって取り組み、そ

ばのマチ眠加内の発展に寄与することに加え、微力ながら我が国の農業

に貢献することをお誓い申し上げます。

最後になりましたが、今回の受賞に当たり、各関係機関の皆様の絶大

なるご支援に衷心より厚くお礼申し上げ、受賞に当たっての言葉とさせ

ていただきます。

地域の概要

1 .地域の立地条件

幌加内町は、札幌市から約 150km、北海道中央部の空知支庁管内最北端に位寵

しており、東西に 24km、南北に 63km と組長い地形を有し、四方を山林に囲ま

れた中山間地帯で、ある(第 l 凶)。

町の総面積は 767km2 で、北部には日本最大の人造湖で、ある朱鞠内(しゅまり

ない )ì胡を擁し、ここから南に流れる石狩川水系雨竜川に沿っていくつかの集落

又は市街を形成している(第 2 図)。

最上流に位置する母子虫(もしり)地底は標高 287m、町役場等主要施設のあ

る幌加内地包は標高 156 mで、約 130mの標高差を宥している。

流域に広がる平坦地は沖積土で埴壌土が多く、地味も比較的肥沃で、あるが、高

台には一部重粘土が分布し、南部には泥炭土が点在している。

夏季の平均気誌は 19.3
0

C、農耕期間の平均気温は 15.5
0

C 、日照時聞は約 780 時間、

年間降水量は約1，印o ~ 1，8∞mm で、「雨竜郡」の名のとおり i嘩雨が多く、また、

内陸性気候であるため日較差が大きい。

夏季は冷涼で過ごしやすいものの、初霜は 10 月 8 司、根雪初め 11 月 11 問、

降雪量 150cm ~ 290cm、融雪期 5 月 l 日、晩霜 5 月 23 日であり、積雪期間が 6 ヶ

o
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月に及ぶため農耕期間は短い。

また、昭和 53 年 2 月には、母子里地区においてマイナス 41.2
0

C の日本最低気

識を記録しており、「自本最寒の地」としても有名である。

第 1 臨 i幌加内需の位置

盟盟国

第 2 図幌加内町の地勢

税加内町白地問

2. 農林水産業の概要

北海道空知支庁管内の最北部にある脱却!内l町は水稲栽培の北限地帯で、ある O

昭和 40 年代前半には、冷害に悩まされながらも多くの農家が寒冷地稲作の技

術改良に取り組み、水稲を恭幹作物としていたが、米を巡る需給情勢の変化に伴

い、現在では、畑作・水稲・畜産が基幹となっている。

畑作部門のうちそばについては、平成 14 年において、町の作付延べ面積の

53% に当たる 2，370ha が作付けられており、この面積は、北海道の全作付面積

1L300ha の約 21%、全関の作付国旗 41，4∞ha の約 6%を占め、昭和田年以降は

作付面積日本一の雌を保持し続けている。

平成 14年のそば生産額は 6億 6 千万円で、平成 11 年以枠は米の生産額を上IDJ っ

ており、名実ともに幌加内町における基幹作物となっている。

そばの他には、大豆 (61ha) 、小麦 (57ha) 等が作付けされ、水稲 (494ha) で

は北海道の基幹品種で、ある「きらら 397J、「ほしのゆめJ に加え、平成 10 年から

は「はくちょうもち J í風の子もち」の栽培も開始されている。

畜産部門では酪農を主体としており、生産される堆厩肥などの有機物は畑へ還

され、望ましい循環型農業を形成している。

販売農家戸数は 195 戸で、うち専業農家 89 戸 (46%) 、第 I 種兼業農家 84

(43%) 、第 2極兼業農家 22 戸 (11%)となっているが、このうち、そば生産農

Q
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家は 170 戸あり、町内農家の約 9割がそば生産を行っている(第 1 表)。

また、平成 15 年 11 月現在、認定農業者数は 49 ~I (平成 16 年 8 月現在 77 名)

である。
第 1 表幌加内町の農業

耕地面積等(平成 14年単位: ha,%) 

(単位:千万円)

受賞者の略歴及び経営概要

1 . そば選択の着眼点

幌加内町では、戦前、馬鈴しょを基幹として、水稲、えん麦、はつかを作付け

ていたが、戦後は米の増産に努め、ピークの昭和 45 年には水田面積が 2，1∞ha を

超えるまでになったが、折しも開始された米の生産調整政策により 26% (翌 46

年には 58%) の転作を余儀なくされ、また、単純休耕には奨励金が支給されな

かったことから、米に代わる何らかの土地利用型の転作物を選択する必要に迫ら

れた。

幌加内町は、積雪期間が長く農耕期間が短いことや、初霜や晩霜の害が発生し
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やすいことなど、決して気象条件には恵まれておらず、栽培できる作物は授られ

る。

そのような国難な条件の中で、

(l) 水稲や他の一般作物の播種・移植作業等と競合しないこと(水稲 :5 月下

旬移植、 10 月上.句収誌、そば :6 月播棟、 9 月収J菱)

(2) 開花・結実期にさ当たる 7 月下旬から 8 月中旬の気置や寒媛奈が、そばの生

と高品質生産に適していること

(3) 栽培期間が約 90 日間と短く手のかからない省力作物であり、北海道農業

の特長であるスケールメリットを活かし得るほか、労働集約的な作物との

複合経営や農業以外の兼業部門と組み合わせ、さらには将米の農業従事者

の高齢化にも対花、できること

(4) 水稲や他の畑作物のような作付に関する制約がないことから、そばが選択

された。

2. 生産拡大、部会設立の経過

昭和信年、わずか 38ha で開始されたそばの作付は、北棋の稲作地J貯において

mlÉ農が急、増する中で、農地を維持するための窮余の策と見られ、また、荒廃地や

寒村を象徴するマイナスイメージから「過練のあだ花j と朝日撤する声もあったも

のの、その後次第に増加し、昭和 55 年には作付面積全国一の 353ha に達した(第

3 凶)。

しかしながら、そばは他の作物に比べて収主主性が低いため、必ずしも栽培農家

の評価は高くはなく、従って技術改善のIlx組も少なく、地力収奪農業として批判

的な意見すらあったほどである。

このような中で、米の生産調整の推進と、町内の米生産集i宝!が所有していた施

設の更新により、 JAライスセンターへの米乾燥捌製依頼が減少しつつあったこ

とから、その有効活用を|玄iるため、昭和田年、試験的にそばの乾燥調製を行って「最

寒そばj として供給したところ、実需者から「製粉歩習まりが良いj と好評を11~t

し、従前を l二回る勢いでfド付が増加することとなった。

評価の高まりと同時に、実需者からは、①粒径が均一であること、②抜き実の
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色合い(緑色が強く、加工したとき香りが高いこと)、③爽雑物がないこと、④

水分量が適正かつ均一で、あること、⑤そば打ち時の粉の感触など、日本一の産地

に対する期待が込められた一層厳しい品質条件が求められるようになった。

これらのことを契機として、そば生産に対する農業者の意識が大きく変わり、

また、昭和 61 :q三には遂に水稲の作付面積を凌駕することとなったことから、そ

の年、生産技術の向上、そば生産農家の経営安定と所得の向上を目的として、当

時の作付農家全 184 戸によりそば部会が設立された。

そば部会は、 JA、幌加内町、農業改良普及センター等の関係機関からの支援

も受けつつ、栽培技術の確立と普及、生産、集荷、乾燥調製及び出荷販売等の組

織化並びに共同化に取り組み、 l 戸当たり作付規模の拡大、単位収量の向上、安

定した玄そば品質を達成し、そば生産農家の経営安定に大きく寄与している。

なお、現夜の部会員の経営概況及び経営類型は第 2表及び第 3表のとおりであ

る。

ha 

3 ,000 

2 ,500 

2,000 

1,500 

1,000 

第3図 幌加内町におけるそば作付面積の推移

そば乾燥調整施設
「そば日本一の館j光成

| 閥的i町そば活性化協議会設立 | 

| (有)~ド設立 I¥¥¥  

(株)ほろカミない振興公社
加工センター設l澄

イJ汀.-LJ--.C( --~ I :J&:;1，~ 
48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 H1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 チF
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第 3表 そば部会参加農家の経営類型(平成 14 年)

3. 組織の構成・運営等

E アでU いt."d^ I そlま1主的HîJÇE

50ha以上
30~50ha 

15~30ha 

5~15ha 

5ha米1r;tj

そば部会は、そばを耕作する組合員で構成され、そば生産技術の向上、部会員

相互の親睦・融和の増進、計i閥的な生産・出荷・販売の推進により、生産農家の

経営安定と所得向上に資することを百的としており、現在の部会員数は 170 名で

ある。

運営は、各地区の自治J乱織である 4つの農事組合から各 6名ずつ選出された 24

名の運営委員及び運営委員の五選により選出された役員(部会長 l 名、副部会長

4 名、監事 2 名)が中心となり、総会において決定された事項の推進に当たる(第

41Él)。

そば部会の活動推進に必要な経費には、部会員から鍛JI又される作付面積 10 a 

当たり 10 円の部会費'と JAからの活動助成金を充てている。

事務局は JA幌加内支所営農課に置いており、支所長が事務局長を務めてい

る。
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第 4 図 そば部会組織臨

写真 1 そば部会の皆さん

受賞財の特色

1. 栽培枝術の確立と普及

部会設立前、そばの一般的、標準的な栽培技栴は確立されていたものの、雑穀

であるそばに関しては、各種指導機関による指導も不十分で、あったことから、そ

の取組状況は個別農家毎にまちまちで、単収も 50 ~ 60kg 程度で、あった。

このため、そば部会では、幌加内町の条件に適した栽培技術を確立し、単収及

び品質の向上に取り組むことを最重要課題とした。

具体的には、試験展示ほ設置による技術実証、多収穣共励会の開催による技術

の閉鎖、青空講習会や懇談会による技術の普及、ほ場調査及び栽培アンケート調

査等に取組み、従前必ずしも明らかにされていなかったそばの①播種期、②播種

③播種法、④施肥量、⑤キタワセソバの品種特性の 5 点について、技術改善

のポイントを明らかにした。

特に、ブロードキャスターによる散播よりも総合播種機による条播の方が、ま

た、慣行法より早い 6 月下旬まで、に播種を行った方がいずれも単収が高いことな

どを明らかにし、これを推進事項として部会員に普及させてきた。

さらに平成 5 :1{三には、 JA、道農業試験場、普及センター、ホクレン肥料等と

協力し、全町にわたる土壌分析を行い、その結果に基づいて、既成の化成肥料よ

りも窒素成分を減じ、リン酸成分を多く配合した低コストそば専用 BB肥料を開

発した。

これらのうち、単収及び、品質向上に資する特に重要なポイントについては、「そ

ば生産技術の三カ条」として現在でも部会員の必須実践事項となっており、部会

AA 

つ
ω



のそば生産技術の高位平準化が閣られている。

また、そば部会が確立した技術体系は、現在、空知・上J 11 地域における標準

的な栽培体系として採用され、他の市町村においても普及指導されている(第 4

表)。

そば生産技術の三カ条

(1) 万全な排水対策

(暗襲、心土破砕等、排水対策の徹底により、生育促進、単収向上)

(2) 出芽を揃えて雑草抑制

(雑草に負けないそば栽培で、労働力と経費を節減、生育を揃えて適期収穫、

異種穀粒の混入|功。11::)

(3) 倒伏させない肥培管理

(脱粒及び央雑物混入の抑制)

第 4表耕種概要
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2. 高品質安定生産への継続的な取組み

幌加内町のそばは、水田では転作作物として、また、 rlIl地では輪作体系を構成

する作物として位置付けられている(第 5 表)。

しかしながら、そばは槌端に混寄に弱い作物であることから、ほ場の排水性の

良否が収量と品費に大きく影響する。

そば部会では、発足時から土地改良を重要課題としており、そば殻を活用した

ほ場の暗渠、サブソイラによる心土破砕、プラウ深耕による耕盤破砕のほか、転

作間の溝切り、lO a 当たり 2 t の堆肥投入など、継続的な土地改良の取組を進
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めており、引き続き、部会員の共通課題として推進することとしている。

また、特性の揃ったそば生産のためには、自家採種によらず、由来の明確な優

良種子を用いることが重要であるが、北海道寒地遺伝子畑作試験場からキタワセ

ソパ原穂子の供給を受け、一般栽培ほ場とは距離の離れた母子里地匿において採

種ほ場を設置しており、部会員の全ほ場の種子が毎年吏新されている。

これらのことによ札幌加内町平均のlO a 当たり収量は、平成 14 年産で、

115kg と、道平均 (93kg) 及び全国平均 (64kg) を大きく上田っており、部会開

催の多収穫共励会表彰者には 4俵以上の高単収をあげている者も多い(第 6 表)。

一方、部会員に対して技術的な支援を行っている幌加内町農業技術センターで

は、部会員のほ場から、草丈が短く耐倒伏性に優れ、有限伸育性で開花期も早い

個体を発見し、これを選抜・育成した。

有摂伸背性品種は、一斉に開花・結実する特徴があることから、適期に刈取れ

ば3割近い増収が期待でき、幌加内そばのさらなる発展に資する新品種として、

部会員の期待も大きい。

当該新品種は、平成 16 年 3 月に「ほろみのり j として品種登録されたところ

であり、部会では、「キタワセソパj に続き、今後「ほろみのり J の品種特性に見合っ

た栽培技術の確立にも取り組むこととしており、既に部会員 10 名が試験栽培に

取り組んで、いる。

部会では、将来的に全面積の 2割程度に導入していくことを目標としている。

第5表幌加内需における作付体系

基旦
� 

そ 'i部会多収穫共励会表彰者の単収(平成 14 年度)
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3. 収護、乾操調製体制の確立

作付面積の大幅な増加に伴い、~又拡機械の不足や乾燥施設の能力不足が顕在化

し、収穫適期を逸することによる糖、発芽などの品質低下や収1・芝ロスの増加、収穫

期に襲来する台風による脱粒被害が発生した。

また、玄そばの粒径や水分量の均一性、適正水分量については、個別農家毎に

乾燥調製を行っていたのでは実需者ニーズに応えられない。

このため、町及びJAに対し新たな乾燥調製施設の建設を働きかけ、その結果、

11汀を事業主体として、平成 12 !tj三に総工費 13 億円を費やし、そは字放呆謂製施設「そ

ば日本一の館J を建設させた(写真 2) 。

新施設は、出然乾燥に近い除湿マドラ通風乾燥方式により、玄そばを均一に乾

燥調製し、 5恭のサイロ設備において品質保持しつつ貯蔵管理するものである。

施設の処理能力向上により、従前、収穫物の搬入に 40 日開を要していたところ、

9 月 10 日から 30 日までの 20 日間の収穫適期内において、町内全ての収穫物を

搬入できる体制が擁立し、また、部会員が一丸となって幌加内産玄そばの品質及

び評価の向上に取り組むことが意思統一されていることから、現在では個人乾燥

は一切行われておらず、従って、庭先での玄そば取引もない。

加えて施設の効率的な稼働にも資するため、収穫開始条件、施設への搬入条件

についても遵守されている。

(1) 収穫開始条件

ア黒化率.概ね 70%以仁

イ水分 :概ね 26%以 F

(2) 施設搬入条件

ア メ刊文開始時間は午後 1 fI寺からと

し、早朝からのJj又稜はしないo 写真2 そぱ乾燥調製施設「そば日本一の館J

イ 当 iヨ収穫したものは必ずその日のうちに施設に持ち込む。

ウ 水分 40%以上のそばは施設で受け入れない。

さらに、高品質で、バラツキのない幌加内そばを、実需者の要望にJ;与えて 1) ット

ル重田o g (1等標準品は 610 g) に調製して供給していることもあり、実需者

ウ
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から高い評価と信頼を得ている。

また、平成 11 年からは、従来廃棄していた玄そばのうち、リットル重 530 g 

以上のものを再調整し、これをそば部会加工センター及び守場ほろかない振興

公社加工センターにおける加工原料として用いることにより、lO a 当たり約 5%

の増益となり、部会員の所得向ヒにも している。

なお、 JAでは、収穫ロスの低減や品質向上、実需者からの評価の向上など、

新施設の建設により l 億数千万円に相当する効果があったとしている。

4. J A アグリサポートの設立

適期内にロスなく収穫作業を行うためには、乾燥調製施設の受入れ能力の問題

とともに、収穫機械を不足なく整備することが必要で、あるが、高額な大型機械を

農家毎に保有するのは困難かつ非効率である。

このため、従前からそば部会が中心となって、近隣市町村からの支援を含めて

コンパイン収穫作業の受委託調整が行われてきたが、町外の農業者に委託するよ

りも、部会内の中核的農家が保有するコンパインをより効率的に掠働させる体制

を袈えた方が、部会員にとって経済効果が高い上、将来の担い手づくりにもつな

がると考え、 JAや HD-に働きかけ、平成 15 年に rJ Aアグリサポート(農作業

受託組織)J が設立された。

現在、部会内の中核的農家(機械利用組合を含む)が保有する全66台(大型48台、

小型 18 台)のコンパインにより、町内の約 2/3 の収穫作業が行われている。

平成 16 年現在、オベレータの平均年齢は 55 歳であるが、 20~40 代の若い担

い手も育っている。

なお、オベレータは、収穫に先立つて受託ほ場全てを下見し、適期に達したほ

場から収穫作業を行うよう、委託者と刈取日程を綿密に調整している。

5. 一元集荷体制の確立による有利販売

かつて幌加内でもそうであったように、玄そばの流通においては、穀物商や製

粉業者が個別農家の庭先で直に買付けを行うことが多く、必ずしも農家及び農協

の利益にならないことがあるが、そば部会では、実需者との相互訪問による情報
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交換を進めることにより、実需者が高品紫・均質な玄そばの安定供給を求めてい

ることを部会員に理解させ、部会員の高品質そば生産への意識を高め、 JAへの

一元集荷体制を確立した。

現在、税加内においては個人乾燥及び准先販売は一切行われていなし、

すなわち、幌加内産玄そばを欲する者は、部会員 170 名の代表である JA との

み頁付交渉を行うこととなり、このことにより JAの販売力が高まり、農家所得

の向上にも大きく寄与している。

現在では、集荷量のうち約 6割については、関東方面の製粉業者などの大手実

との契約に基づき、ホクレンを通じて安定供給を行うとともに、残りの約 3

割については道内外の製粉業者等からの購入申し込みに応じて販売を行っている

(第 5 凶)。

fそば日本一の館J において風味を損ねず乾燥調製された商品質かっ均一な l脱

加内産玄そばは、 l 俵 1 万円程度で取引されており、国内他産地産の 6 千円程度、

輪入ものの 3千円程度と比較しでも、その価格悲は明らかで、幌加内ブランドの

銘柄が確立していることのtiiL左である(第 7 表)。

なお、そば作経営の特徴として、単位面積当たり所得は低くても、省力性を活

かして大規模営農を行えば高い労働生産性が得られるが、 i幌加内では、 1 時間当

たり 6千円以上の所得を実現しており(第 8 表)、大規模そば作経営の有利性が

存分に発障されている(第 9 表)。

第 5 図 幌加内産そばの流通経路
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第 7表玄そば価格の比較

第 8表経営収支試算
主S.~ 悶 金額 F司 百ミ

粗収入 35 , 100 :k‘そば販売代金 @1l，700X 別表
1耳Z雨空1t 1 ,560 王道子ー @270X5.5kgX 1.05 
Il巴ヰ斗空1}~ 1.741 BB121 l\在 @1 ， 105X 1. 5袋 X 1.05 
光熱動力投 615 ぎmもvお同む-Ii攻Hi51空l!L?l @50>く 9し〉く1. 05

奴長平三トヨ'(XO.3
百者本寸才ュトヲT 504 麻袋 @160X3袋 X 1.05 
貸借金及び料金 8 ,1l00 収i;I'z:穫燦;訪主主問び迄運搬委託料 @5 ,000 X 1.05 
!l'( 委託料 (ij) 1 ,OooX 3袋 X 1.05 
)日 民主幾具主主' 150 

タ'jイ動 'l:J: 3 ,328 
その他 2 ,306 づブ‘手し斉リ(干話料 i当主}主主!徐~~工斉リ) @3.31 X 200ml X 1.05 

見反3'C !{H刊 @198X 3{J\ミ

15日会費 @10 

~Jn手5匂'王守Hそ @1, 000 
費用計 18 ,604 

10a当たり所得 16.496 (参考江戸当たり平均そば作規模 14.0lm 

よH切立当たりÆ得 6 ,315 

資料: JA きたそらち 1幌加内支所資料

第 9表 そ (;f部会員の経営収支事例
事例A ~J]:1YúB 

経営凶秘 22.5ha 経営而私立 110ha 

I託:ぅ1" イ乍イ寸 z日\Ø そば(14ha)、米(8ha) 作付品開・そば(l 10ha)
経?守形態 家族経営 経常形態:家族経'{ii;・
労働力 家主返2 労働力. 家族2、経斤l2(五:[6ヶ月)

13年 14"l三 15勾三 13壬F三 14icf三 15"'ド

成立た I 卦そ全ば 7 ,412 7 ,290 16 ,910 。

!二三互設
。

みB呈Z ~.l匂 2 ,487 ~民生一 …-2豆足356
応1..;入、 |その俄 3.406 11.363 5.176 5.651 3.083 3.927 

f主主外 781 1.200 4.776 2.000 2.221 4.124 
14.431 23.034 29.349 39.845 40.922 4 1,407 
….J，~旦旦… ….，~.1J5.立L 一…… L1.~… 一一ふり旦三 …一..bU堅一 4 ,467 
764 2.cl3,g i …....~斗-'l.7_ 4主豆企 一.. JL19.~ 5 ,912 
905 870 ......LQ.~4 3 ,394 2 ,128 3 ,335 
464 659 494 L __ l ，~担9豆5一 349 164 
489 533 607 885 一ーしUL

火山 農業 542 621 557 158 135 145 
1 ,837 2 ,218 …--.b烈Z 1 ,497 一一ーム 459 1,811 
会9.92. 3 ,847 ーム盟 7 ,844 君主旦L 5 ,959 
565 884 1 ,747 ," "1,803 2 ,810 4 ,098 
779 715 621 665 721 570 
199 240 473 542 226 561 

言l' 11.843 14.220 16.571 24.533 ~5 ， 753 28.139 
況を弓 11むりζ 2.588 8.814 12.778 L 15 ,312 5 ， 1旦旦 1~， 268 

資料: JA きたそらち収力1I内支所資料
j主・ lF例 A について
13 {jコ及ぴ 14 if.は、冷害による米の作柄不良により収入が低下。
(11 及び 12 年 l土、米の収入 l 二i二 1 百万円程度であり、子長引 11又入は 6，800 千円、 6，500 千円)
14 年は農業共済のネil叫1により、特にもち米が高騰したことから収入が士自力110
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6. 高付加価値化の取り組み

幌加内のそばは、 9割以ヒが玄そば販売であるが、収益向上には加工販売事業

の推進が不可欠という認識が部会員に強く浸透している。

部会設立翌々年の昭和 63 年には、そば部会加工センターを設置し、そばの付

加価値を高めるため、製粉、製麺の研究を始め、地元の食堂へ生麹を販売した。

この取組は現在まで続いており、その利援はそば祭り開催時においてそば部会

の分担金に充てられている。

また、平成 6年に町や ]A等の出資により守紛ほろかない振興公社加工センタ

が設立され、本格的に製粉・製麹事業が行われていたが、平成 10 年には、部会

80 名が出資して、 n制ハード(平成 16 年から i(槻ほろかないj に改組)J を設

立した。

(有)ハー Fは、そば加工新商品の企画立案と加工委託、製品販売などを行ってお

り、近年では、そば焼酎「最寒の雫」、そばビール「そば酔いJ 等の新商品を続々

開発している。

7. 地域社会への貢献

(l) そばを核とした地域振興(第 6 悶)

部会員にはそば打ちを行う者も多く、全国のそば関係自治体による任意総織「全

国麺類文化地域間交流推進協議会(通称:全麹連)J が実施している素人そば打

ち段位認定制度による右-段者が指名、うち最高{立の 4段位には 3 名が合格して

いる。

有段者をはじめとする多くの部会員が、女性が組織する「そばっこ倶楽部(J

A きたそらち女性部i幌加内支部)J とともに、そば打ち講習会やそば料理講習会

など、道内外各地(大阪、青森、東京、加)11、札幌、浦FJ等)の行事に参加し、

技術交換や情報提供等の交流活動を行っている。

幌加内町は呂本ーのそば産地でありながら、かつて町内にそば屋が-l!îf もな

かったが、現在では、本物の手打ちそばを供する店が7軒となり、また、部会の

活動が輸を広げ、 11I]内にそば打ち愛好会、そば*;1.理サークルなど、そばに関連し

た各様活動悶体が 20 以上育っており、部会員は、これら主要な活動団体の 1) -

1
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ダーとして活躍している。

これら各種活動団体の会員数は実に却O 名にのぼり、総人口わずかね00 人の

町において、町民 5 人に 1 人が何らかのそばに関する活動団体に所属している計

算になる。

さらに、こうした町内の様々な活動団体の連携を強め、一層強力な町おこしを

進めていくため、平成 11 年には、そば部会を中心として、各種活動団体、幌加

内町、 ]A、町F@j工会、町観光協会及び空知北部農業改良普及センターが結集し、

「幌加内町そば活性化協議会」を設立し、「私たちのそばによる地域活性化計画j

が策定されており、 f次の 10 年を目指し、暁加内そばをみんなの手で! J を合い

言葉に、将来を見据えた町民一体の地域振興に取り組んで、いる。

なお、活性化協議会の役員 11 名中、会長をはじめとする 7 名がそば部会員で

あり、正にそばを核とする地域振興活動の中核を担っている。

第6図 そば部会(部会員)と関連組織との潤係

JA&びそば部会関係組織 行政関係機関

きたそらちI設業協同組合幌加内支所
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(2) そばによる世界との交流

そばを核とした交流は、日本国内にとどまらない。

平成 15 年 9 月には、平成 6年から開催してきた「税加内新そば祭り」が第 10

回目を迎えることを記念して、「世界そばフェスタ m 幌加内」が開催された(写

真 3) 。

このイベントでは、札幌市に在住するロシア、カナダ、アメリカ等出身者が自
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閣のそば料理を紹介する「世界そば料理

広場 (11 ヶ国 13 J苫舗 )J や、南は九州大

分から福島、山形まで国内各地方のそば

料理を振る舞う「全国そば食べ歩き広場

(13 道府県 18 店舗J25舗)J の他、そば研

究者らによる「世界そばシンポジウム j

など、多彩な企画が用意され、 4 日間の

写真3 世界そばフェスタ h幌加内の犠子開催期間中、道内外から 6 万 4千人が来場

する大j盛況となった。

このイベントにおいてもそば部会員が中心的な役割を果たしており、そば祭り

実行委員 681=1 1=1:r 35 名の、また、実行委員会役員 14 名中、委員長をはじめとす

る 9 1=1の部会員が、イベント成功のために粉骨砕身した。

(3) 地域に根ざした食農教育

幌加内町には、生徒の約 9割が札幌市や旭川市などから入学してくる全寮制の

幌加内高等学校がある。

同高では、地域に根ざした食農教育を方針の一つに掲げ、 l 学年の必修科 jj と

してそばに関する学習を授業に組み込んでおり、 l 年を通じてそばの歴史と文化、

食品としての特徴、栽培、加工、そば打ち実習、そば粉を使った調理など計 35

時間の授業を行う。

そば部会員の懇切丁寧な指導により、技術を身につけた生徒連は、地域の様々

なイベントでそば打ちを披露するととも

に、小中学生を招いてそば打ちを教えて

いる。

やがてl幌加内町を去る生徒達が多いが、

卒業後、各地においてi幌加内のそば文化

を伝承する大切な拙い手となろう(写真

4) 。

写真 4 生徒遠のそば打ちの様子
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普及性と今後の方向

幌加内町では、そば生産農家のほとんどがそばを打ち、家族や仲間同士で批評

し合い、自信のある者は外来者に手打ちそばを振る舞って幌加内の味を提供して

いる。

部会員の「美味いそばJ に対するこだわり、すなわち消費者サイドに立った視

点と、自らのそば作経営改善に対する飽くなき探求心が幌加内ブランド強化の原

動力となり、今日の地位を築き上げたものであるが、その周辺に、貴重な地域資

源を活かして町を発畏させようとする優秀な指導者層や、そばによって町内外と

の交流を深めたいと考える郷土愛豊かな町民が多数いたことも大きな要因であ

る。

町民の 7 人に 1 人がそばを打ち、 l∞名を越すそば打ち有段者がいることは、

部会の活動が地域に深く根を下ろし、また、町民一体で、そば文化を担っているこ

とを如実に物語っている。

恵まれない立地・気象条件下において地域農業・経済を牽引するとともに、と

もすれば停滞しがちな中山間地の様々な業種・人々を結集させる核としてそばを

活用してきた経過や、農外住民をも巻き込んだ住民総参加型志向、地元高校のカ

リキュラムにそばを取り入れさせる未来型志向、そばで国際交流しようとする外

向き志向は、単に特定品目振興のモデルにとどまらず、あらゆる「中山間地域J

の農業活性化の方向性を示唆している。

効率一辺倒の社会風潮や、ゆとりのない日常生活に対するアンチテーゼ、として、

「スローライフ」、「スローフード」への回帰が関心を呼び、郷土色豊かなf云統食

材として、また、栄養豊富な機能性食品として「そばj の価値が見直されている

ことと相侯って、「単なる転作」ではない「地域の条件を活かした本作J として、

遅しく、強かにさらなる発展を続けるであろうことを予感させられる。

(執筆者農林水産省生産局農産振興課稲班種子雑殻係長米山敏章)
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z 日本農林漁業振興会会長賞受賞 高
。伊

勢勢
6[:J~ 

事 出品財経営(水稲、麦、大豆) 落
合司 会治
勢 受賞者篠原幸雄 参
:i:l 

場 篠原美佐子※夫婦連名での表彰 塁
。

"rγ 

キ (栃木県佐野市堀米町 2 8 4 8) 捧
持捗
場来場来場*畿勢最殺農場場来場*保母を場場最場来場場場最場場券農場場最

受賞者のことば 篠原幸雄・美佐子

私達夫婦は、栃木県南部の佐野市で、水稲・ピール大変・大立を組み合わせ、

経営面積26.5ha の土地利用型農業を営んで、います。

l 戸当たりの経営面積の少ない首都間近郊の地で、ここまで規模拡大を

して団地化を進めるには地域の理解と協力が不可ー欠でした。その契機にな

ったのは付近で耕作放棄されてゴミ捨て場と化していた農地を復活させ、

地主の方から大変感謝されたことで、それから耕作者が高齢で管理できな

い農地での委託作業が増えていきました。どの農地でも丁寧な管理作業に

努め、作柄を良好に保ち、畦畔管理にも気をつかうことで地権者の方から

大きな信頼を得られ、農地を預けたいという方が年々増えて今日に歪りま

した。

生産した米の半分は、自家精米したものを直接販売しており、顧客は飲

食脂・個人とも地域の方ばかりで口コミで少しずつ増えていきました。皆

さんが安心して食べていただける、安全かつおいしいお米を提供するため

に、消費者との意見交換を大切にしており、農薬をなるべく控え、食味を

良くするために乾燥調製を丁寧に行うなど、心のこもった米づくりを心が

けています。
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受賞者のことば

地域の方とのコミュニケーションを大切にし、併を深めていくことを私

達の農業経営の信条としています。いつまでも地域の農業担い手として貢

献するために、経営のさらなる安定化と将来の発展に向けて、来春に法人

化を自指しています。

こうした私達の取り組みの結果として、このような栄誉ある食をいただ

けたことは、地域の農家、消費者、県や-mの関係機関の皆さんに支えてい

ただいた賜物であり、この上ない喜びと感謝の気持ちで…杯です。今後もこ

れまで築き上げた信頼に応えられるように、より一層の努力をして参りたい

と考えています。

地域の概要

1. 地域の立地条件

佐野市は栃木県の南西部に位置し、南は渡良瀬川が東流し、酉は足利市に隣接

した、水と緑に恵まれたまちである。間積は東西 12km、南北 14kmで、 84.37 km2 で、

ある。年平均気温は 13.7
0

C、年間降水量約1.200 mm、日照時間は約 1，的0 時間であ

り、関東平野内陸部の気候上の特性もあり、現在まで災害も少ない。

総世帯数は 28，869 戸、総人臼は 83，414 人で、このうち農家戸数は 2，168 戸(全

戸数の 7.5%) 、農家人口は 9，352 人(総人口の 1 1.2%) である。

2. 農林水産業の概要 第 1 函佐野市の位置

佐野市の平成 12 年における農家戸数は 2，168 戸、 1

たりの平均耕地面積は 125 a となっている。農家戸

数のうち 12% に当たる 265 戸が専業農家である。碁幹

的農業従事者のうち、65 歳以上の高齢者が 58%である。

農業算出額は 50.5 億円であり、その内訳は、野菜 18.3

億円 (36.2%)、米 16.7 億円 (33.0%) 、畜産 5.9 億円 (11.7

議議綴

神話居間際

%)、麦類 3.8 億円 (7.5%) 、果実 3.6 億円 (7.5%)等となっている。
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第 1 表佐野市における農業算出額(平成 14 年度) (単位百万円、%)

受賞者の略歴及び経営概要

篠原氏は、栃木県でも f話指の規模を誇る大規模土地利用型経営で、あり、その経

営問積は平成 14 年で、水稲1l.5ha、ピール麦 25ha、大主主 9ha、この他に農作業

受託を延べ 8.4ha 行っている。

就農した昭和 58 年当時は自作地 3ha であった

が、基盤整備が終了した昭和 60 年以降、高齢化で

麦の作付を減らす人が増えたため、期間借地によ

る麦の規模拡大を割ってきた。篠原氏の丁寧な作

業により地権者の信頼を得、口コミ効果で徐々に

写真 1 篠原氏夫妻 面積を増やしてきたが、平成 6 年のミニライスセ

ンターの整備、平成 7年に認定農業者になったことをきっかけに、規模拡大が一

勝進んだ。特に認定農業者になってからは、佐野市農業公社から農地の借り入れ

を行い、既存ほ場に隣接したほ場の借地を増やすことにより、自宅から 3km 閣

内に農地を集積し、効率的に作業ができるようにしている。

第2表農業従事者

第 3表経営作物の推移 (単位: ha) 
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第 4表経営収支の概要(平成 14 年度) (単位:千円、%)

民主主粗収益 足生業経営~'i: j災業所干!j 厄Ir 干守斗《

メIι, 39 , 380 21 , 675 17 , 705 15. 0 
(33 , 080) (1 1 , 105) (31. 5) 

ノk 干1古 11 , 761 9 , 667 5 , 091 31. 5 

五三 11 , 219 8 , 319 5 , 870 11. 2 

J三 主主 -1, 100 3 , 659 111 10. 7 

注 1 合計欄の農業粗収益、農業所得には、経営確立助成金 6，300 千円を含む。
注 2 合計欄の下段の( )は、経営確立助成金を lí;í~いた額である。
J主 3 : 7.K稲部門には、水稲の作業受託を含む。

受賞財の特色

1，技術

(1) 品質を重視した生産技術

ア水稲

水稲については、 5 月の中旬以降では外気温でもlOoC以下になりにくい地域の

特性を活かし、催芽もみの平置き常温育苦に取り組んでいる。また、米の食味や

品質を重視するため、多品種作付けによる危険分散、危険時のみ深水管理の実施、

控えめな施肥量の実施を行っている。

これらの取組の結果、 14 年度では、コシヒカリ及びひとめぼれは、すべて l 等

となっている。なお、コシヒカリ等良質米の作付面積が半分を占め、さらに、ほ

ほ全面積、麦後の水稲であるため、単収は必ずしも高くない。

イ ピール麦

麦については、タンパク質分析に基づいた肥培管理を行い、品質の向上・維持

に努めている。また、播種適期である 11 月中旬までに播種を完了させるため及

び縞萎縮病囲避のため、 2 品種を作付けするとともに、それぞれの品種の適期播

種に努めている。さらに、適期収穫を徹底するため、ほ場によっては部分刈りを

して未熟粒の混入を阻止している。これらの取組の結果、平成 14 年では、すべ

てビール麦2等の高品質となっている。

。
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ウ大豆

大立については、虫害による品質低下を防止するため、乗用管理機を導入し、

生育期間中 3 回の防除を徹底し被害を軽減している。また、輪作により連作障害

を回避し、単収 266kg (14 年)と、栃木県平均単収の 124%の高単収となってい

る。さらに、品質については、上位等級比

率が 80% (14 年)と栃木来平均の 59.4% を

上田っている。

なお、いずれの作物も、発生予察情報等

をもとに、乗用管理機を有効に活用しなが

ら必要最小授の適期訪除を行っている。
写真2 乗用管理機による病害虫防除

第5表作物毎の 10 a 当たり収量及び上位等級比率 (平成 14年度)

11立 (kg/IOa) ーとイ立さ手級上ヒネ (%  ) 

篠原氏 栃木県平均 篠かi( 氏 栃木県平均

オく 五百 417 544 ひコシとめとぼ7J れリ 100 60. 0 
100 

ビーノレ麦 400 410 100 86. 5 

大 2;2 266 215 80 59.4 

i主.ヒ位等級比ヰさとは、水稲 1 等、ピール変 l 等、 2等、大豆 l 等、 2~与の比率である。

(2) 環境保全型農業の実践

稲・麦わらの鍬込みや米ぬか・くず大豆等の施用により地力の増進を図るとと

もに、側条施肥による化学肥料の使用量節減など環境に配慮した農業経営を行っ

ている。また、田植え後は基本的には無農薬栽培で、いもち病発生が予測される

年・ほ場のみ殺菌剤を使用している。さらに、畦畔の雑草については、除草剤を

使わず刈り払い機で除草し、農薬散布の田数を減らす努力をしている。

なお、ほ場開辺は通学経路となっていることから、通学時間苦の妨除は避ける

などの配慮も行っている。

2. 経営

(1) 消費者重視の生産・販売

二毛作体系では田植え時期が遅れるため、栽培が難しいとされているコシヒカ

リなど良食味品種の導入や窒素施肥最の抑制、米の低温貯蔵、乾燥機の送風温度

ハ
吋d
q
J
 



写真 3 低温貯蔵庫 直販米の品質向上
費者や飲食店への藩実な販売拡大を行って

きた。米の販売については積極的な PR活動を行っていないが、美佐子‘氏の丁寧

な応対や米の食味の良さ等により、利用者

の口コミ(マーケティングではもっとも石在

実な宣怯方法といわれる)により個人の活

費者は約 50 名に拡大し、販路先の拡大につ

の留意等により、うまい米作り、売れる米

作りを目指している。また、米の販売は、

現在の大規模経営の多くが取り組んでいる

戦略であるが、篠原氏は特に、都市近郊で

消費者が近隣に居住するという地域条件と

夫婦の人的ネットワークを生かし、地元消

なカすっている。

写真4 ミニライスセンター きめ細かな
乾燥認製作業による高品質米の供給

(2) 低コスト化への取組及び高所得の確保

ア 作業の効率化と低コストへの取組

篠原氏の経営は、;二毛作を基本としているため、機械・施設利用の効率が高ま

り、減価償却費の節減が可能となっている。また逆に、作物切り替え持の作業競

合が問題となり、的確な作業遂行が求められる。

水稲については、地域の特性を活かした平量育苗を常温管理することにより、

コスト削減を図っている。また、田植え作業は側条施肥田植機を利用して施肥労

力の低減を図るほか、箱施用剤の活用により春作業の省力化を園っている。なお、

田植え時期は麦の収穫時期と重なり労働過重となるため、田おこしと代かきは篠

原氏、田植えは美佐子氏と役割分担をするとともに、雇用を導入し、作業を効率

的に行っている。

麦及び、大立については、荒起こしした後、施肥播種・覆土・鎮圧までー工程で

行うことにより、作業の省力化を図っている。

この他に、肥料・農薬などの資材の大量購入や農業機械の長期利用による減価

償却費の低減などにより、コスト削減を図っている。また、佐野市農業公社を活

ハ
U

A

せ



用した借地の団地化、昨年までの作業自誌を参考に毎月の作業計聞の作成・実行

などにより、効率的な作業を行っている。

なお、篠原氏は、農業機械や施設について、ミニライスセンター以外はすべて

自巴資金で整備しているため、借入金が少ない。

これらの取組の結果、lO a 当たりの労働時間は、麦及び大豆は、「栃木県経営

診断指標j で定めている労働時間を達成し、水稲もほぼ近い水準となっている。

第 6表主な農業機械

干近 JiW 数九王 対i 4及 導入年度

トアクター 2 ï令 4 6 ps H6  、 9 壬ド
コンパイン 1 i�' 5 条 H8  

111 航機 1 f=�' 8 条 ]-1 10 

乾燥機 5 il 30石 (3 お)、 15石 (2 令) S60~H13 

籾問機 1 Î分 5 インチ l-I6 

第 7表 10 a 当たり労働時間 (平成 15 年度)

9(; HYl 11手j~ 11 り ( II~並行行 /lOa)

;ffi結 JJJ{ 上記 t房7t三リムキ3三?弓7Jf注 I~~子 4i寺:j~宍

ノk 干1自 24 23.2 

ビ?ぃーノレ送ζ一 7 7.0 

ブ℃ ~;} ん 8 10. 0 

ij::栃木県総営診断J旨擦とは、 j:2:業経常診断の参考として作物別に策定された指燃。

第 8表 10 a 当たり所得(王子成 14 年度) (単位.円/10 a) 

手1111)[ 主主 約~ ):5;・ 2を 11)1' 1~-ト

/)<. 干前 JJF 上、 119 , 147 7 il , 347 44 , 800 
イ-.: lJi~ 、 i え iさJ 122 , 804 65 , 414 57 , 390 

ビーノレ次 引~洛μ L\乙 日 6 ， 879 32 , 905 23 , 974 
十lJJ り込、 l三上6) 5:3 , 105 29 , :33:3 23 , 772 

注 1 絞?守~~と l土、 I:þ.滋賀のうち続営外へ支:)1、ったものO ただし、終予?授には il，ii. fllIi償却裂を合む。
注 2: 篠原氏の水稲の絞1{"~t1~(のうち減flUî償却271には、作業受託i立J Jlliの経費も含んでいる

(分離が倒難なため)。そのため、実際の 10 日当たりの所得より低めに鉱山されている。
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第9表篠原氏の作業体系図

水稲

自|己 1jl' 一

上
中
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ビール麦

隣国半除草
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小
「
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芸立期

イ 地域の特性を活かした高所得の実現

二毛作ができるメリットを最大限に活かし、土地利用率を 182% まで高め、所

得の向上を図っている。この結果、夫婦と父の 3 名で所得 1，770 万円となり、 1

時間当たりの労働生産性は 2，541 円と栃木県平均(ビール麦)の1.4倍となって

いる(麦類は他作物に比べ、 1 時間当たり農業純生産が格段に高い。篠原氏の値

は、稲・ビール麦、大豆の平均値であるため、篠原経営の生産性としては、本来

さらに高く評価すべきであろう。)。
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第 10 表生産性(農業純生産) (平成昨年度)

股:総労働 1 時間当たり

布J\1& J詩 j: 1'1;己 1 3 , 2 9 o--F-PJ 2 , 5 4 1 FIJ 
km オ， !J~:~ .5:1之上手J I 7 , 688 汁土~ 1 ， 820 内

ä: 栃木県ベZ均は、ビール変の数値。篠原氏の数似は、経営:{í{Ji立助成金を除いた

従業所得に、 k五月j労ヨミ及び小{乍料を力11幻:して然出している。

(3) ゆとりある農業経営の実践

篠原氏夫妻は、夢とゆとりのある農業経営と健康で、明るい家庭を築くことを目

的として、平成 16 年 2 月に家族経営協定を締結している。この家族経営協定に

恭づき、月に 8 日程度の休日を心がけ、年間 2.∞0 労働時間を目指すとともに、

年に l 自の家族全員で健康診断の受診、年に 1 自は家族旅行を行うなど、健康で

ゆとりのある農業経営を実践している。

3. 地域社会や地域農業への賞献

篠原氏の「地域に貢献できれば社会に愛献で、きる j との考えから、高齢化や兼

業化により耕作できなくなった農地を積極的に借り入れることにより、地域の1ijj:

作放葉地解出に賞献している。また、{昔地はlIitlll'j:管理にも気を使い、作柄良く作

ることにより、地権者や地域住民の信頼を得、このことが篠原氏の経営の規模拡

大につながっている。さらに、大豆一麦というこ毛作型の転作が営農的に成立す

ることを地域に示すことにより、地域の転作対誌が積極化してきた。また、地元

佐野米の良品買・良食[1末生産に努める

ことにより、地元の米の再評価につな

カ古っている。

さらに、篠原氏は普及協力員の他、

普及センター主催のパソコン簿記教室

のインストラクターとして、美佐子氏

は学校教育ボランテイアや手話講習会

の講師としてj舌躍している。
写真5 手話5講習会の議師として活践する美佐子氏
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普及性と今後の方向

「美佐子氏がいなければ、この経営自体が成り立たない」と幸雄氏は語る。

幸雄氏は、来年の春をめどに法人化することを検討している。法人化により雇用

を安定的に確保し、経営規模の拡大による所得の向上を図るためである。また、

経営の継承に向けて、第 3者でも経営に参闘できるような経営体、地域とのコミ

ュニケーションやきずなを第一に考えた経営にすることとしている。

(執筆者農林水産省生産局農産振興課麦斑麦第 2 係長佐藤京子)

4A 
A
A
 



場最場最*常常務場場春場*保母き母語場きさを場様替を農場最索活き*場場最常務場務省を*常
持

3 
25 天皇杯受賞 zf 

z 山 経営(ぶどう、川ご他) 3 
守仏

語 受賞者有限会社平田観光農圏 雲
寺4金 (広島県三次市上田町 1740-3 ) 霊
薬 事
場場最****農場*悲鳴骨量骨量***悲鳴来場悲鳴場場来場骨骨量殺場舗を*場

受賞者のことば 有摂会社平田観光農園 代表平田克明

この度、図らずも天皇杯受賞の栄誉を賜り、身に余る光栄と感激してお

りま す。これもひとえに、広島県をはじめ、三次市等行政機関、 J A グル

ープ広島、地元の皆様の御指導 ・話[J支援の賜と衷心よ り感謝申し上げます。

[観光農|盟で地域おこしをしたいJ という両親の夢の実現を目指して脱サ

ラ .u タ ー ンで帰郷し、 果物狩りを通じた都市と農村Aの交流に着手し、は

や20年が過ぎました。 今では、平田観光燥閣に年間10万人も のお客様にお出

でいただき、年間を通して大変賑わっております。

また、維11来場のお客様が皆さん満足してお帰りいただけるよう社員教育

に最も力を入れていることが功を奏したのか、お客様の70%は リ ピーターと

なっています。

この20年間で沖山間地域の年間入込み観光客数は、 80万人、 3 倍強増加し

ています。 その問、当農|霊iは広島県観光農業協議会会長などとして、都市

と農村の交流促進のお手伝いをさせていただき ました。

一方、 就農を希望する若者の研修、 中高生の体験学習、大学生のインタ

ーンシップ、 企業研修など年間約 3 .000 人を受け入れ、担い手育成にも

取り組んでおります。
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受賞者のことば

経営面に関しましては、地域の畜産農家、木材チップ業者と連携して、

堆肥の自家生産のしくみを確立し、堆肥費用を抑制できるようになりまし

た。労務費につきましでも、独自の技術開発を行った結果、ブドウを例に

取りますと、県の指標の36%にまで省力化することに成功しております。

また、医l内の施設建設は、経費節減とともに、手作りの暖かさでお客様

をもてなすことを自的に大半を自分たちの手作りで、行ってまいりました。

「見て触れて遊んで、食べて学べる」悟性あふれるオンリーワンの

農園を創ろうーをモットーに今後も更なる経営発展に努めるとともに、お

客様に心から楽しんで、いただき一層の都市と農村の交流に貢献できるよう

遇進したいと考えております。

地域の概要と受賞者の略歴

1. 地域の概要

(l)地域の立地条件

平田観光農園が所をする三次市は、広島県の中北部に位置し、平成 1 6 年 4 月

l 日に三次市、甲奴郡甲奴町と双三郡 6 町村が合併し、新しい三次市となった。

三次市は、中国地方最大の流域面積を持つ江のハ!と、盆地地形の影響で霧が多

いのが特徴である。

三次市の年平均気祖は、 12 ~ 14
0

C、年間平均降水量は約 1，印O~ l，鉛Ommで、

冬期の積雪が 1mに達する地域もある。土壌は、流紋岩土壌(一部火山灰土壌)

で構成される。

当農園は、標高5∞mに位置するため霧海から頭を出す形となり、日照量も多く、

晩霜の被害も少ない。降雪期間は 1 2 月から 3 月までである。内陸部であるため

気温の日較差が大きく、主要栽培品目のぶどう、りんごなどの着色に有利である。

当農園は、中国自動車道三次インターチェンジから南方 15kmに位置し、顧客

のターゲ?ツトとなる広烏市から自動車で所要時間 1 時間 30 分程度である。
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第 1 国 三次市及び王子田観光農菌の位置図

平田観光幾匿

(2) 農林水産業の概要

平田観光農閣が所在する!日三次市の総農家数は、 2鎚3 戸 (20∞年)で、耕地

面積は、 2，660ha、そのうち水田が 2，330ha (87.5%) 、畑 207ha (7.6 %)、梅関地

91ha (3.4%) の水田農業地帯である。農業粗生産額は、米が 177，∞0 万円でトッ

プで、次いでぶどうが 91，∞0 万円となっている。

水田は、ほ場整備がほぼ終了し、大規模農家や農事組合法人、営農集団により、

水稲と麦及び大変栽培が比較的大規模に行なわれている。米は、コシヒカリ、ヒ

トメボレが中心で、食味、品質、 JI又量ともに高位に安定した産地である。 ]A三

次では、きんさい米(コシヒカ 1) 、ヒトメボレ)、低タンパクのスーパーきんさ

い米(コシヒカリ)等のこだわり栽培に取組んでいる。転作には、アスパラガス、

ピーマン等の園芸作物を奨励作物にしている O また、夏の小ギクや丹波黒大豆の

ほか、産売用の少最多品目の野菜栽培が拡大{頃向にある。

ぶどうについては、75haで、栽培されており県内でも有数の産地を形成している。

特に、「黒い真珠」と称されるピオーネは、昭和 49年の農事組合法人三次ピオ

ーネ生産組合設立に当たって導入され、向時にピオーネの無核化栽培技術に取り

組み、昭和 58年には全国に先駆けて無核大粒のニューピオーネを初出荷した。

近年、種無しピオーネは、巨峰に変わる品種として栽培面積が急増しており、ニ

ヴ
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次ピオーネ生産組合はその先駆的な産地となっている。

また、シャルドネ、メルロ一等のワイン専用品種が栽培されており、平成 6年

にオープンした母栂広島三次ワイナリーに供給されている。ワイナリーは、今

年度目周年を迎え年間 40 万人の利用客となっている。

JA三次が平成 1 3 年に開設した広島市内のアンテナショップ「双三・三次き

ん菜館j は、果菜類、葉菜類等の多品目の野菜や農産加工品の直売施設で、平田

観光農厨もジャム、ジ、ユース等の農産加工品を出荷しており、平成 1 5 年の販売

額は 2.5 億円となっている。

2. 受賞者の略歴

昭和 59 :fj三当時、平田氏の父が経営してい

たりんご圏に隣接した農事組合法人霞ケ丘ぶ

どう園(面積約lOha) が、市場出荷で十分な

成果が得られなかったことから、経営継続を

断念せざるを得ない状況に陥った。三次市農

協、市役所など関係機関や地元から、広島県

果樹試験場の研究員であった平田氏に対して

ぶどう園の経営を引き継ぐよう強い要請があ

った。職場では中堅研究員として将来を嘱望

されていたが、「研究は他の人でもできるが、

上回の農業を蘇らせるのは私しかいない。」と

考え、父が経営していたりんご閣と併せてぶ

どう闘の経営を引き継ぎ、昭和 60 年 8 月に
弘、比九i必μ刊し仏、

有限会社平田観光農園を設宣した。 写真 1 平間克明氏と農匿のみなさん

役員は、父と平田氏の義弟をあわせた計 3名で、義弟もサラリーマンであった

が退職してこの農園の経営確立にかけた。農地保有合理化事業により広島県農業

開発公社が中間保有していた農隠を、 1.800 万円の借り入れ金で購入し経営を引

き継いだ。経営責任の明確化と、意思決定の速さを実現するため、経営形態を有

限会社とした。向時に従業員として霞ケ丘ぶどう閣の組合員 6 名を含む 21 名を
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麗い入れることで、地域住民の就労の場を確保した。

消費地から遠く、観光農業には恵まれないま地条件であったが、①全国各地で

産直の動きがあり、経営再建のためには、市市働場f出H荷カかミら直売を I中十十ヤc1川1

業へのi転陪換がが'J忠必~\、要で、あつたこと、②栽培間積が大きく労i鵠勤力の『確龍保が図1到難~j拡!tなため、

品自分散による活崩j主年ド栽培により労力の分散を閏る必要があつたこと、③若者に魅

力のある農業をつくりたい、都市住民が農業を楽しめる憩いの場をつくりたい、

といった夢の実現のため、厳しい条件を魅力ある農間づくりで克服する決意をも

って、市場出荷から観光農業への転換を行った。

経営を引き継いで以来、足i笥めをしながら徐々に投資を行い、果物の周年供給

システムを確立し、現在では知名度、来l盟者数ともに広島県内ーの観光農園とな

り、経営手法のユニークさから全国からの視察も多い。

また、果実のもぎ取り観光だけでなく、教育、福祉といった視点を取り入れ、

各種研修や三次市上田町の自然景観を活用した農業と自然の体験学習などに地域

と連携して取組み、農業・農村の持つ多面的機能を提供している。

受賞者の経営概要

1 . 経営の概要

(l)オールシーズン~~観光農園

有限会社平田観光農屈は、樹!覇地 14ha に果棋やいちご、花木 23 種類、 ω 品

棋を植栽し、四季を通じて果実の11又砿、花木の鑑賞が楽しめるオールシーズン型

の観光良国としている。 1 年中果実の採れる農閑は、tJt.\技研究機関のほ場を除け

ば、全国でも数少ない。
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第 1 表作物の種類と作付面積(平成 1 5 年現在)
項悶 作付けïIíî綴

主主芸品寝室 収穫期間 作製
樹穏 (a) 

とよのか、女線 12月中旬
}JOIlül.ノ\ウスいちご 60 

とちおとめ、さちのか 翌年6月上旬
佐藤錦、 I宵i砂、ナポレオ 5月中旬~

!!日日温ハウスおうとう 55 
ン、レッドグ口 リー 7月上勾

ソルダム、大石早生、太 6月下旬~
H すもも 30 

i場、ピュ ティー 8月下旬

ア リ -リパ、ロブ
7月上旬~

ドサージェン、グランドプ J/ プノレーン 30 
9月中旬

ライズ、{也
筏降、ピオネ、紅協会、 7月中旬~ 簡易被援ぶどう 420 
デ、ラウェア、 ftl1 10月中勾
白川臼 i弘、あカミっき、よし 7月下旬~

J/ もも 30 
ひめ、他 9月 k旬
主幹水、豊水、愛甘水、 ゴ 8月上旬~ 五草地日本なし 60 
ノレド 十世紀、他 9月下旬
ふじ、陽光、ゴ ノレゲンゲ 8月下旬~

H りんご 160 
リジャス、 f也 12月上旬

丹沢、筑波、伊l火、石槌
9月上旬~

H くり 40 
10月上旬

フ・ブフンス、ノレ・ノレク
10月 1=勾~

チェ、マリゲワットマリー J/ 西洋なし 45 
11月中旬

ラ、{也

その他泉綴
マルメロ，ブノレ ベリ

J/ 145 
銀谷、アケビ、{也

花木 350 藤、八葉桜、校王監桜 露地

言| 1, 425 

第 2表主要品目の収護・販売期間

1月 2月 3月 4Jl 5Jl 6月 7月 8月 日月 10月 11月 12月

いちご @@@  。@@ 。。。 。@@ 。@ @I@  。。

おうとう 園 。。 。@@。

すもも 園 。@@@ 。。。

プノレーン 園 。@@ 。。。 。。

ぶどう 盟 。。 @@@  。。。 @@  

も 唱〉 園 。@ @ @I@ 

日本なし 盟 。。。 。@@

りんご 。 o 。 000  000  麗 。@@@ 。。。 @@@  。。 。

く り 国 @ 。。。

E耳洋なし 000  000  理 。。。 。。。 。 o 。

書覇 防花織問 。 収穫期間 O 絞務期間

(2) 観光及び直売を基本とする販売

収穫物の 6 割が観光、 3 割が直売での販売となっている。また、 l 割を加工原

料として別組織である川西地包果実共同加工組合に提供し、アイスクリーム、ジ

ャム等に加工し、農園の度売所及び三次ワイナリ一等地域内の観光施設で販売し

ている。

平成 1 3 年度からは、 JA三次のアンテナショップ f双三・三次きん菜館」へ

ハ
U
F
h
d
 



も出荷を開始しており、品揃えが不足しがちな冬季において重要な商材となって

いる。

第3表主要作自完IJ生産量および、競売額の推移(最近3 か年間の実績)単位 :a、旬、千円
項関

ヂド E廷 11" 1寸』ナ i10手点 主主波紋 104zKxRE波1ft紋たり 協Z火た R反 ?ll!，縦 Jl!R;:Jc のJ1予1怠
11'悶

ヰ之r;)<:l 2{!三 420 46 , 355 1, 104 41 , 719 51 , 033 総光・[J't ぽ

右主どう 五ド)J)U3{ド 420 51 , 911 1 , 236 41 , 127 53 , 136 移t光. ftJ:1i己

ポー)])と 14if' 420 43 , 614 1 , 038 40 , 290 51 , 964 )'f: . rtf冶3 -ゐ克
コド刈と 12{f' 160 35 , 560 2 , 223 26 , 670 15 , 791 綴l.ft .u'(公5

りんご 主終局と 13全学 160 42 , 756 2 , 672 36 , 343 2 1, 833 vヨ t; ・n'fゲw己 ・表立
司り戊 14叶三 160 39 , 984 2 , 499 35 , 986 21 , 176 W~ • 11'(抗会
斗ι月比 12{F 53 8 , 482 1 , 600 8 , 482 16 , 963 傘立.ft . ll:t ~/I己

いちご 一、J乙)])乙 13壬T三 53 12 , 626 2 , 382 12 , 626 25 , 252 絡!ft ・ il~î.グd

'fL)]主 11妥ド 60 12 , 225 2 , 038 12 , 225 24 , 451 jう守Aqir，tフ泡z誌立・総L

(3) 自助努力に徹した農関づくり

ほとんどの施設を社員自らが建設している。事務所、休憩所、資材庫等大半が

中古建物の移築であり、解体、再構築は社員自らが行っている。

ビニールハウス、閣内の給排水の工事も資材のみの購入で、建築は社員が行う

など手作りに徹した農閤づくりを行っている。農圏内での来問者の送迎用自動車

も、地域住民カ鴻車にするものを農関が譲り受けたものが多い。

第4表主な農業用施設・農業用機械等の所有状況(平成 1 5 年現在)
j災3詰F自給託宣 燦設起用機械

鈍11没名 J商 望書 機械'Í'> 台数

イ乍3露綴 l斜ト 300nf 協議限ブノレドーザ 1 台
I1IIJ1, 1 やl[ ・ 50rrí トフクタ 1 台
水洗使所 11事長・ 30~40 nl j品臨機 2台
綴光小燦 H1n '200nf 油圧(パワー)ショベノレ 15i1' 
総掛71<設備 gjJU・ 2.500nl 張主ノ'Jd掻 1合
fi1j，!JJ水除施絞 3棟・ 386 a ダンフ'jJ 1 ム仁1

貯水機 3~1ト1. 0001 マエュアスプレッダ 1台
j没:桂月1施設ハウス 百-IJI['242 a 小期自動車 3台

t名斜Jhl1 JjJl[' 50nf 放送施絞 1 ム口

事務所 1#l!' 30rrr 冷車道hlí 6合

社宅 I機・ 200111 保冷JI託 I台
部i施設 765 a スピ ドスブレヤ 3合
防風~fI般(メタセコイア) 1. OOOm 水$Jtブ、フント 4合
:lË起草 2.000nf I，t刈機(フレーノレモア) 2台

11{%�r 2税i マノレチスプレーヤ l台
シュレッダ lム仁3

事手トラック 3ムι1 

マイクロノ〈ス 1 ，討7

然線機 15台
1J!l!昆機 15台
!f告話 Uj[ l台

市
，
ょ

に
J



2. 経営の成果

(l)周年供給システムの構築による安定収益

平田氏は、昭和 60 年に有限会社平田観

光農闘を設立以来、経営の足場を固めなが

ら「果物のテーマパーク j を目標に、順次

投資を行い、屑年供給システムを構築した。

23 年間の果樹研究者としての経験を活か

し、主要品目である果樹の安定生産と省力

的な栽培体系技術を社員に浸透させ、天候写真2 平田観光農園のエントランス

の変動にも対応することができ、入園者数の平準化により各種観光施設の利用率

向上、労働力の有効配分を実現した。

果樹部門・観光部門をあわせて、事業収入約 17，∞0 万円の安定的高収入をあげ

る観光農闘に発展させた。

第5表閤年供給システム構築の過程

年次 過 手塁
IJZ 間観光農園設な

昭和60年 リンゴO. 6ha、楽O. 5ha、すもも O. 3ha、ブルーンO. 3ha 、
ぶどう(紅富士他 5 品種) O. 78ha 計2. 48ha新植

昭和61年 トイレ 3 ヶ所建設、炭焼き小震建設

昭和62年 スモモハウス建設

昭和63年 おうとう(ハウス栽培) O. 55ha新横

平成元年 立耳洋なし0.45ha新植、 J~ミ新植

平成 2 年 ノ〈ーベキューハウス建設、売店建設、}11 西地区果実共同加工組合設立

平成 3 年
水耕イチゴ 3 棟 (0.12ha) 建設、川西地区果実共同加工;組合農産物カ日
:工場建設

平成 4 年
藤ハウス建設、広島ニ次ワイナリー専用闘場4. 6ha造成、二次地区果実
力日I.開発センター建設

平成 5 勾.. 日本なし O. 3ha新植

平成 6 年 水洗トイレ 4 棟建設

平成 7 年 パラ植栽

平成 8 年 水車Jþし、ちごO.lha、夜売店 2 店オープン

平成 9&ド もも O. 1ha新糠

平成 12年 日本なし0.3ha植栽

平成13年 みよし桜の閤造腐(枝垂桜500木、八重桜500本楠栽)

つ
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第2国 月別入霞者数
(人)
お酬

15, 000 ~・‘...... ーーーョ
ー-・』一平成"旬

開ω&ωω1ドム，'03 j均

一一企ァ一平1:<.14 I!

第 6表主要部門別経営収支の推移 単位:千円
平成12年1Jl: 平成13{fふl笠 ヰ品wドl主

収入 支出 収入 支出 収入 文部

項目 金綴 成目 綴 草1 詩 {&.綴 明îfj 金譜1 羽目 金額 項目 余震買

いちご 16 ,963 的{素材料提 12 ,722 いちご 25 ,252 後材料提 15,881 いちご 24 ,.[51 政接材料費 13 ,151 

デラウェア -1 ,913 滋倒償却 6,007 デラウzア 7,673 減悩f商i草野 7,196 デラウェア 7,160 以{車紋却費 5,219 

大粒ぶどう 48 ,223 人制 25 ,478 大粒ぶどう 43 ,360 人i'!'1を 31 ,251 大統Aぞう '14 ,804 人iH'I 34 ,017 

梨'51; ， りんご 17 ,830 般管耳 14 ,614 ・東りんご 24 ,8tB 絞史資 14 ,177 Ji!'見i ・りんご 24 ,849 絞管理智 13 ,359 

月;j話 時洋裂 1，4~η 史料料金 6,,104 間I下翠i 2,328 賃料料金 6,662 時打 2,495 資料料金 2,429 

桜桃 2,886 その他経費 1,742 {~挑 4,265 その地経費 2,218 桜桃 2,205 その他経費 5,635 
すももプルーン 2,925 すももプルーン 4,699 すもも'ブルーン 2,510 

JJII[{共tIJ 1,553 加工Dti!l 1.154 JJiL[jlW1 1,540 

その他 3,315 その地 4,097 その地 5,131 

果的絡門小計 100 ,105 66,967 117 雪691 77 ,385 IIι J.15 73 ,840 

ノ、"同J、J元手，・rニ"峰山 14 ,442 藤l光lfI品 28 ,589 ハqーへ唱F守b よ，- 14 ,476 綴光!日、 28 ,248 ハ子ーヘJユ'í-ュー 12 世909 観光111品 30 ,191 

f1Jj主出 7,890 人材持 14 ，日8 和食店f 8,548 人件費 14 ,496 和史í1i 10 ,315 人件狩 16 ,486 

義i光
欽料 4,773 総妓l俄J司設 1,910 飲料 4,571 減悩償却資 987 欽科 4,250 滅{匝fil却費 887 

おみやげ 8,737 地"京投 1,701 おみやげ 9,316 地代家賃 1,797 おみやげ 9,135 i世代:うご \,723 

荷造り宅配 1,903 その地続 6,317 前進り宅晶1 2,167 その!車総資 5,489 イ;:i造り't:花: 2,051 その{由経 5 ， 1叩

加 I うとり1:1 1 14 ,192 }，11J売り上げ 13 ,060 加工品:り w 14 ,900 

観光部判、計 51 ,937 53 ,175 52 ,138 51,017 53 ,560 54 ピ.173

その他の部門 共通費 40 ,969 共通費 39,625 共通費 39 ,230 

合計 152 ,042 161 ,111 169 ,829 Hi8 ,027 168 ,705 167 ,543 

~!~成 12'f 度の収入絞i土、りんごの台滋被害による。
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主盛当主
些8 ，705 
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※ 平成 lZiド l土、台風によるりんごの務泉でJ[)(~主が怒化した。
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(2) 顧客満足度優先の農園経営による高いリピート率の確保

「忠恕:真心と思いやりの心」を社訓に掲げ、顧客満足度優先の農園経営を徹

底している。

1 年間の入園者数は、約 10 万人にのぼり、サービスの向上に努めることで、

リピーターが確保され 70%以上のリピート率を誇っている。新規の顧客も 80%

が口コミでの来園となっている。

徹底した社員教育によって、顧客アンケート結果に社員に対する苦情が上がっ

てくることは全くなく、農園に対する満足度が高い。

顧客の満足なしには、安定した入園者の確保はできないと考えている。

写真 3 収穫を待つピオーネ 写真 4 収穫を楽しむ来園者

(3) 都市農村交流型経営体の特質を生かした担い手の育成

職業として農業を選択したい意欲ある若者は多いが、経験の不足、資金の不足、

他地域から移り住んだ場合は社会的地位が不安定なこと、農地が確保できないこ

となどから、就農へのハードルは高い。

その中で、当農園は、有限会社の社員という社会的な地位と安定した収入があ

り、交流を中心とした魅力ある農業ができる就農の場を提供してきた。

農園の創設以来、当農菌で働くため三次市外より 36名(家族及び既退職者含む。)

が移住しており、地域の活性化に活躍し地域文化の継承に欠かせない人材として

貴重な役割を担っている。

受賞財の特色

1.技術

(1)研究員時代に培った栽培技術によるぶどうの安定生産と省力的な栽培体系
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主力品目であるぶどうについては、花穂整形、捕粒作業など重要な作業が重な

る繁忙期の労働時間を最小にするため、休眠期、生育初期から不要な新梢を残さ

ないようせん定・新梢管理を行っている。また、:ftf恵管理については、結実確保

技術が確立されているため、開花前の花穂整形房数は、 11又稜時の着果房数と i可じ

とし、余分な房は残さず、しかも主主形能率の高い小房や、副穂、の利用によって整

形時間を短縮している。

このことにより、lO a 当たりの総労働待聞はピオーネで比較すると、県の指

標 492 H寺間に対して 178 時間(対県比率 36%) となっている。

また、りんごについては、有機物をlO a 当たり年間 20 t 程度投入し、地力増

強に努めている。また、みつばちを多く導入し、中心果の結実確保に努めてい

る。夏季せん定を重視して、果実生産に働く短果校の受光が多くなるよう努めて

いる。

さらに、石i立いちご栽培では、冬季の葉の受光量を確保するため、石却を南西

に向け印。の傾斜をつけている。幼苗期の徹底抗除と、換気管理により湿度 60%

の栽培環境を確保し、病気の発生を防いでいる。若い健全な葉の比率を高めるた

め、高齢葉の摘葉を徹底している。

第8表平田観光農園における生産実績と県経営指標との比較

労働時間 (h/10a) i技量 (kg/10a)

ぶどう
L思 492 1, 230 

(ピオーネ)
平田観光農園 178 1, 038 
対県比率 36.2弘 84.4見

県 236 1. 956 
りんご 平田観光農園 207 2, 499 

対県比率 87. 7免 127.8免

l泉 1, 550 1, 753 
いちご 平田観光農閤 721 2, 037 

対県比率 46.5見 116.2弘

労働時間は県経営指標、 I1又最は広島統計・情報センタ一平成 1411三果樹の
結果面積及び収穫量・出荷量より

に
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第3図 ピオーネの 10 a 当たり労働時間の年間推移

+県指標
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(2) 集客力を高めるための品目選定

導入する品目の選定に当たっては、その作自の収益性だけでなく、観光農園と

しての魅力を高めることを重視している。特徴的な品目としては次のものが挙げ

られる。

ア 間年観光へ向けての第一弾として、果物の少ない冬から春にかけて収穫で

き、しかも植栽年から収入につながるいちごを導入した。そのなかでも話題性と

高品質生産を目的に石垣いちごを栽培している。

イ 昭和 63 年には、 5 月 ~6 月の収穫に向け当時広島県では栽培されていな

かったおうとうを導入した。西南暖地においては、おうとうの安定生産を実現し

た産地は少なく、当農園においても交配不良による着果不足、樹脂病による突然

の枯死、などが問題となっていたが、栽培技術の改善により克服している。

ウ 平成 3 年 9 月 27 日の台風 19 号でりんごの 90%が被害を受けた。その教

訓から気象災害を受けやすいりんごの栽培面積を削減し、成熟期の早い、もも、

日本なし、いちごなどの面積拡大を図るとともに、新しくブルーペリーの導入を

試みるなど、入園者数の増加が見込まれる 8 月・ 9 月の品目数、出荷量を増加さ

せている。
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第 9表経営規模の推移 (単位 a)

部門
毛主どう りんご いちご おうとう 日本なし

年度

IlB 辛口 62主ド 420 220 31 。 。

昭和63年 420 220 31 55 。

平成元年 420 220 31 55 。

平成 2 年 420 220 31 55 。

lJ'-成 3 年 420 220 13 55 。

平成 4 "1三 420 220 43 55 。

平成 5 年 420 190 43 55 30 

平成 6 年 420 190 13 55 30 

平成 7 年 420 190 43 55 30 

斗正月j之 8 勾三 420 190 53 55 30 

平成 9 生存 120 180 53 55 30 

平成 10年 420 170 53 55 30 

平成 11年 420 160 53 55 30 

平成 12生存 420 160 53 55 60 

三fLfi)と 13主ド 420 160 53 55 60 

平成 11年 420 160 60 55 60 

(3) 地域内循環による化学肥料を削減した施肥設計

地域の大思!宙産農家と契約し鶏糞 15 ~ 20 t とパークを紙料で入手し、農闘

で、完熟:ttt:胞を製造している。:l1í肥の総投入量:は年間約 5∞ t 、 10 a 当たりでは 4

~5t となっている。

窒素の逆効きによるぶどうの着色不良の発生など、Il~効のコントロールが難し

く、果鰐栽培において使用が敬遠されている鶏糞を、長年の経験に基づき障害が

で、ないかたちで、有効利用し、安定生肢を実現している。

このことで、地域内循環現農業を確立するとともに、化学肥料施用の削減、!肥料

費の節減にもつなげている。この地域のぶどうの一般的な施肥体系では、肥料費

はlO a 当たり 26，130 円であるのに対して、当農闘ではlO a 当たり 3，669 円である。

ウiにJ



第 10 表 ぶどう生産地域での標準的な施肥設計と平田観光農園の施肥設計

ぶどう生蔵地域での標準的な施肥設計 平田観光足並闘の施総設計

成問時
時期

成殴i時
時期 肥料名 肥料名

使用益(kg) 金額{内) 使用鐙(kg) 金額(汚)

マリンカノレ 50 1,600 苦:i:石灰 15 334 

ぶどう有機複合 40 3,500 燐硝安力司皇 26 2,015 
元肥 10月中下旬 元IJ巴 12月上旬

BM苫土車協燐 40 3,780 サンライム 15 390 

堆肥 2,000 10 ,000 堆肥 5,000 

春肥 3月下旬 ハイグリーン 30 3,000 

追IJ巴 6月上旬 研訪日 15 960 追目巴 6月上旬 燐硝安力H里 12 930 

燐磁安加盟 20 1,550 
ネLß巴 9月中旬

油粕 40 1,740 

10a当たり合計 26 ,130 lOa当たり合計 1 3,669 1 

(4) 発生予察に基づいた減農薬防除体系

病害虫の防除は、主要品目においてスピードスプレーヤを利用している。

当農閣では、農作物の安全性に対する顧客の関心の高さから減農薬栽培に積極

的に取り組んで、いる。

通常、果樹の病害虫防除は、発生前からの予防に重点を置き、防除暦に碁づい

て、定期的な妨除を行っているため、農薬散布回数の削減が困難である。

当農園では、平田氏の研究者としての経験を活かし、ほ場の十分な観察による

発生予察に基づいた防除を行っている。

ぶどうにおいて地域の標準的な防除体系では、年間 11 回の農薬散布を行うが、

当農園では年間 4 囲まで削減を実現している。また、りんご、もも、なしを除く

すべての品目でハウス、 トンネルなどの雨よけ施設を導入している。

探準的な栽培体系では、梅雨明けごろにピ、ニール被覆を除去し、高温による

色不良などの障害を防ぐこととなっているが、当農閣では、標高が高く(印o m) 

冷涼な気候を活かし収穫期まで被覆を続けている。

このことにより、病害の発生を抑えるとともに、雨天時のもぎ取り観光にも役

立てている。
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第 11 表広島県における標準的な防除臆と平田観光農閣の防除実績
(ぶどう:ピオーネ)

広ぬ1J;l，;jj'，'Ul矧Ij l除潟、 耳Zßl観光淡路131さ綴

回数 111子持i i終 予測 希釈イ宮本 @]数 H者 3哲l Z終 空宇j ヰ~i絞fおヰ迂

1 発芳三 I)Î1 ベフラン液剤25 500{l'i 1 厳然6~8枚 ジマンダイセン水平日斉'1 1000f符

石灰』封Et立合舟j 71tfi 2 IJ持才t; u'( 古11 ポリベリン水1'n剤 1000イ白

2 I災書室3~4枚 オーソサイド水平11舟IJ80 800ft:r ミクロヂナポン水干n :fitj 1000イ;主

スコfラガイドオ丈手口弗j 1500イ吉: 3 袋かけi!lrlÎj フルピカブ口アブ/レ 3000{r:f 

3 1炎楽6~8枚 口ブラー/レ500アクア 1500{l'i スカウトフロアプfレ 2000{ff 

4 1l~11t; WJ クリーンピッター 1500{~{- 4 7 ゚J J二1û コサイドボノレドー 1000{古

よそスヒ。ラン水j容剤 4000{古

5 日司才t;{去 オーシャイン水和舟j 2000{詰

6 幼*~切 ストロピードライブ口アゾfレ 2000{，守

コテツフロアブノレ 4000{ff 

7 袋かけがI スイッチ聖樹立水和剤 3000{百二

アヂイオンブ口アブノレ 1500イ辞

8 袋かけ後
Z;j" レド

800千1寺(クレフノン IOOf音 fJl1Jfl)

スミチオンホ和持ljÆO 800{1干

9 8 Jl lて 1û Zポfレドー{タレ //"'1田悟 800'HY� 

10 q旦機後 スミチオン本和舟1]40 800{古

11 務総持i モスピフン水溶剤 2000ff叝 

2. 経営

(l)部門ごとの管理責任者の設置

各部門ごとに社員の中から管理責任者を指定し、社員の技術力を向上させ中間

管理職としての能力育成を留っている。

このことにより、 14ha に及ぶ経営面積全体に平田氏の持つ栽培技術が行きわ

たる体制を整えている。管理責任者は、担当作自の防除及び作業体系、独自の販

売マニュアルを作成し、パートタイマ一等に対する労務の割り掠りに対しでも責

任を持つ。

作成された計商は役員会にかけられ、役員のチェックを受けたのち、現場での

実行に移される。

また、ぶどうでは、新たな房作りの手法、最適な無核果処理方法などの新技術

の開発に管理責任者が積極的に取り組んでいる。

社員の中には独立して自立経営を日指す者もおり、責任を持って管理する経験

により栽培技術だけでなく経営の手法も習得することができ、独立に向けての能

力向上に役立っている。
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(有)平田観光J災関

第 4圏平田観光農園等組織函

総崎純一一一一十一一一 経理

」一一- fVfiCf 

r一一一一 説。問機械、資料備品

隣高齢一一一斗
イチゴ

社品 一一一- 1 • .1}:務 手;Ç"Æ.J5
し一一一 組出作用 サクランポ、モモ

ブドウ

リンゴ、ナv

「一一一 常識、企 !lljJ

1 一、ーベ一日ー

トー一一 部:f，l: 一一一寸 、 --二
一一一一 、， "た tまフし

紛u吃部江一一一一十一一一ー ク百五管 (3クー日If)

ト開境整備 --[二 224f昔、州

~- ，山 一一仁二宅Z

(参考)
「一一一J iI刊地i豆地主協liîlJJW! 組合

qC! ll l!日1地崎前接主払jjjIJ"立

一仁…勿JJf!X.J必

三次地区井";A;加
工開発センタ

フノレ ツレストフン支るめろ

砂子位三ji

二田強器会長
地域以興 一一一寸

ト一一一一一一〈掛 )U;.，品二次ワイナリー

加~;.-jミ校

」一一一一ーと川町内会〈会長〉
一一仁三1::11l町挺興協議会〈会民〉

6 H~ (JJ廷距物 U~げ'1.5，11')会:刊会、 1\1;帥 fi'

第 12 表有限会社平田観光農園の構成(平成 1 6 年度)
)i羡; '!)J 7主主 立長 メ日合、 男 'I~主 女性

役員とその家族 5名 3~， 2名

平田克明 本人 64 "，長 代表取締役 c1名) c1名)

十令谷i浅 y孝 義弟 5ni長 専務取締役〈栽埼) c1名) C Li会)

司王山純子 芸さ 62 "，長 tfMヨ't オミイZ三 (J!反ジ己、 Jヨ主治二) C1;oj古) c1名)

検谷道子 立ふ|主 58高気 手念 jヲ5 オt イヨミ (庁主主王tlD Cl~，) cl名)

ヰ主任J ;J.;~~一 長男 39怠E '~Î~l努 c:食在留) cl名) cl名)

月給制社員 11名 4名 7名

日露合月手合制宇土員 6名 6;ojろ

ノぐート社員 8~ 8~， 

J口C入 言卜 30名 7~ 23名

※年令は平成 16 年 9 J'1 1 日現在の満if令とする。

(2) 先進的な自標管理型能力主義賃金体系

社員それぞれに具体的な数値目探を持たせ、その達成度合いに応じて給与を決

定する自標管理型の能力主義賃金体系が採られている。各事業単位に損益計算書

を作成し、業績を評価している。

役員会が行う評価に当たっては、扶養家族の有無、居住状況などを考躍し、生

活維持のための賃金ベースは確保している。年功給は、完全に廃止されているた
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め、 30 代の社員のほうが 50 代の社員よりも賃金が高いといった例も見られる。

パート社員も、能力により 650 円~l，∞0 円の賃金格差がある。年間の目標達

成に対して社員が責任を持って取り組むことで、社員の自主性が発揮されるとと

もに、社員自らの能力の向上と農鴎の経営発展に寄与している。

休暇については、週に 1 B は交代で必ず休暇をとる体制をとっている。目標達

成に対し責任をもつことを条件に、いつ休暇を取得しでもよいこととしており、

日数にも制限がない。農閑期の冬に l ヶ PJ の連続休暇をとり、海外旅行に行く社

もいる。競争原理を生かしながらも余裕のある労働条件を確立している。

将来に向けては、能力主義をさらに轍底するため、年俸制の導入が検討されて

いる。

(3) 顧客満足度の向上を目的とした徹底した社員教育

社訓として「忠恕:真心と思いやりの心j を掲げており、顧客満足度{麦先の農

園経営を徹底している。社員の採用時はもちろん、毎朝のljîjj札時などを利用し意

識統一を図っている。

毎朝の朝礼では、パート社員にいたるまで、その自の作業計師、目標を全員に

対して発表する場を設けており、コスト意識と目的意識をはっきりさせた仁で作

業にとりかかることができている。

また全員に作業日誌の記i肢が義務付けられており、役員が定期的にチェックし、

より効率的な労務配分に結びつけている。

経営に対する意思統一を IZIるための講話を社長が毎日実施し、社員全体に次に

あげる経営のコンセプトを徹底している。

ア 失敗から学ぶ

イ プラス思考

ウ 「苦J f ;1!\U は宝 工夫、アイデア、技術、エネルギーを生む源泉

長期的な、経営ビジョンとしては、次の司王を掲げている。 構成員のみではなく

社員も含めて全員が共通の目的意識を持った上で経営に取り組んで、いる。
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ア 農業で生活できる仕絡みを作る

イ 若い人たちが魅力の持てる農業を構築する

ウ 果物栽堵を中心としたテーマパークとする

ヱ 体験を通して農業に興味の持てる学習の場とする

オ 地域の発展に寄与できる組織体とする

(4) 各種イベントの開催とパブリシティの活用

後継者の真一氏が中心となって、年間を通じて

さまざまなイベントを企闘している。

ナイターぶどう狩り、本核果物作り教室といっ

た話題性のある取り組みを行うことで、テレピ、

雑誌など報道機関による取材も多く無料での宣伝 写真 5 いちごの加工体験

効果を得ている。 I

顧客アンケートの結巣では、回答者の 70%以

上が 20~30 代の女性で、ここを開拓すべき顧客

層として位置づけ、イベントを企画している。

写真 6 竹工作教室

第 13 表年間イベントスケジ、ユールと参加者数 (平成 1 5 年度)
Ih1' J哲i 戸、J 若手 珪主力fJ三tí~ 護主 〈五15...-ミ〉

ブノレーツの最長ジャム&クーキ作り体験 8~ 

i必勾三イベント
ブノレ ツケ キ作り体験 37 

リ スナ11' 1>181乍りイ本店灸 3~2 

木村守.*q均作り数三〆(年6[司) 19 

イポのブンチ&ケーキノくイ弐ング (3YI) 355 

，!ð会 0;; 干巨岩;ミり (5)'J) 3.829 

♂ú三 わ~(J:J L:4'iJfü'iÆ安よ苦手ミ (1)'J) 183 

スローアード山の IJAノ《イキング (6)J) 329 
ヰ忌

イf::. O:J ピアノコンサート 14 

白百 カブトムシの森 (7月) 203 

ザーマ アンチ&ケ m キパイキング (8月〉 206 
イ ヤT :I二 11三立モ" (五正や示 :1:フム〉 811 

忌E
ぶどう染め数五三J¥  13 

FR~見荏 v' 65 
〉ノ

ぶどうの UJ ブエ;7... 7 イパノレ〈干4供のキャンプ〉 29 

品た
)CJ子主 O:J);ζ どうねーり 1-12 

フーキシーアンドジャズコンザート(J on) 123 

シンヂレァの瀧ダンスパーァィー 53 

各 クリスマスディ 7-- 18 

パーチャノレいちご北土計 11 

合 Jl 6 , 896 
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(5) 海外市場の開校i

平成 1 2 年には、大手旅行代理店と提携し、香港の渡航客がパッケージツア

によって来臨するようになった。 SARS の影響などから、その後は続いていな

いが、アジアが急速に経済発展を遂げていること、ソウル、大連、北京、上海、

への定期路線を持つ広島空港から、車で 40 分程度に農園が位置することから今

後の発展が期待される。

(人) 第 5函海外からの渡航客の推移

口平成 12 .ety;

(6) 食事提供部施設の充実による観光施設としての集客力の向上

高級問洋食レストラン「まるめろ」、ダムの

水没地にあった江戸時代の庄屋だ、った民家を

社員の力だけで移設した日本食レストラン「い

ろり茶)設やまほうしJ などのレストラン

にも川}現地区果実共同加工組合とともに取り

組んで、いる。 写真7 和食レストランやまぼうし

また熱帯の花ブーゲンピリアヤ藤抑jのドで、のバーベキューも行っている。

このことにより、観光施設としての価値を高め、集客力を向ヒさせるとともに、

地域食材の消費拡大に繋がっている。

(7) 地域住民との協力による新たな特産品の開発

平成 2 ::fT三 1 2 月には、川西:l1iL 1玄果実共同加工組合を集溶の果樹栽培者 9戸と組

織した。市場流通においては知Híl日産とされる少量多品目、 2級品等の果物を加工
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することで付加価値を高め地域特産品として販売に結びつけた。

現在では閣内の直売所のみならず、近隣の道の駅、三次ワイナリーなどへも出

荷しており年間約 5，∞0 万円の売り上げを達成している。

また平成 1 3 年度からは、 ]A三次が大消費地である広島市内に開設したアン

テナショップ「双三・三次きん菜館」へも出荷しており、品揃えが不足しがちな

冬季の重要な商材となっている。平成 1 5 年 9 月の売り上げは、加工品が20万円、

農園の生果が 25 万円となっており、都市での消費動向を探る手段としても有効

に機能している。

(8) バリアフリーへの積極的な取り組みによる福社関連市場の開拓

見て、触れて、遊んで、食べて、学べる「都市と農村の交流の場」としての環

境整備を目指しており、身体障害者兼用水洗トイレ 4 ケ所、1.∞Omに及ぶメタ

セコイアの防風林、 2，∞0 ぱの花壇、芝生広場、小動物ふれあい広場の整備を進

めている。

いちごでは、車椅子での収穫も容易な高設栽培を取り入れバリアフリーへの取

り組みを進めている。このことにより、高齢者のデイサービス、身体結害者など

さまざまな福祉施設のレクリェーションの場としても活用されている。

知的障害者に対する農業を中心とした作業療法の有効性も広く知られている

が、当農菌はその受け皿としての利用も多い。

圏内が広くまた正陵地であるため施設の整備が追いつかない部分については、

車での閣内送迎など、人的なフォローを積極的に行っている。閣内美化にもカを

入れ、ガーデニングブームのなか景観も楽しめる農園作りを行っている。

(9) 果物のもつ魅力を利用したインターンシップなど各種研修の場の提供

これまでに、①外国人研修生として、中国、インドネシア、ネパール、フランス、

USAから合計 28 名、②農業者大学校の農家派遣研修 27 名、③就農を目指す

著者の研修8 名(うち 2 名は農園の女性社員と結婚し地元に帰り就農している。)、

④平成 1 3 年にはインターンシップ大学生を 26 名、⑤広島県立大学農場実習年

間 120 名、⑥小学校・中学校・高等学校の体験学習、公務員や企業社員研修、
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各種農業集団研修、など年間約 3，∞0 人に

様々な研修の場を提供している。

年間を通じて絶えず 5 名以上、多いとき

には 15 名程度泊りこみの研修生を受け入

れている。研鯵生は、平田氏の自宅もしく

は社宅での宿泊となり、朝食、夕食を一緒

にとることとなっている。農作業だけでな

く、研修生と生活を共にすることで、交流 写真 8 研修生との打合せ風景

も活発になり、ここで得られた人脈が生きる 7訟を作っている。

栽培技術の修得や観光果樹園経営を学ぶだけでなく、自ら働いた結果が収段物

として実っていく果樹栽培のよろこびを活かした精神間で、の研修効果が求められ

ており、農業分野以外からの研修が増加している。そういった人材の中にも将来

農業に人生を託したいと考える人も出てきている。また、このことによって農業

に対して理解をもっ市民の創生、消費者教育に貢献している。

普及性と今後の方向

1. 普及性

(1) 研究員時代に培った栽培技術による地域貢献

平田氏は、長野県農業試験場研究員時代には、結実向上、凍害紡止、裂果防止

等回峰を中心としたぶどうの生産安定技術を開発し、宮本最大の巨l峰産地育成に

貢献した。

広島県果樹討渇免場研究員時代には、発叶友化技術の開発によりマスカットベ 1) -

Aで種無し果の生産技術を確立した。消費動向が撞無し果房にシフトしていく中、

開発された新技術を導入することで、県内の沼探i町を中心とした産地が存続し、

新たな産地に再生している。

昭和 49年の農事組合法人三次ピオーネ生産組合設立に当たって、当初導入が

検討されていた臣峰にかわり、山梨県などぶどうの主産地で栽培が難しく導入を

中止していたピオーネをあえて進めた。 I可時に種無しビオーネとして新しい栽培

技術確立に貢献した。消費者ニーズに対応した生産を実現したのみでなく、ピオ
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ーネの安定生産につながった。

現在、種無しピオーネは、巨峰に変わる品種として栽培面積が急増しており、

三次ピオーネ生産組合はその先駆的な産地となっている。

研究員時代に平田氏が開発した技栴は、ぶどうの生産のための標準的な技術と

して全国に普及し、高品質安定生産に寄与している。

(2) 広域連携による観光農業の推進

昭和 60年には、三次市観光協会副会長、三次商工会議所観光サービス業部会

副部会長、昭和 63年には広島県観光農業経営者協議会長、王子成 4年には全国観

光農業経営者会議理事を歴任し観光農業の振興に遁進してきた。

広島県全域の観光農業を線で結ぶ観光農業回廊構想、を提唱し、県内全域で直売

を含めた農業の観光化の動きが始まり、とりわけ国営農地開発が行われた世羅台

地では、花や果実による新しい観光の取り組みが急速に進展しており、これには

平田氏が培ってきた技能や経験が活かされている。

当農園の作目選定に当たっては、近隣の農罰と競合する作目を避け共存共栄を

心カτけている。

一般的に観光果樹園経営では、商業観光との競争に打ち勝つことが求められて

いるが、平田氏は、地域内での競争ではなくそれぞれの観光施設が協調すること

で、地域全体での観光振興を図り、集客力を高める視点での取り組みを行ってい

る。

平成 1 3 年より、平田氏の発案で県北の 4 市町村の 8観光施設をむすぶ「や

まなみルートパスj 事業を開始し、 6 月より 6 ヶ月間運行し参加した観光施設の

集客力向上に成果をあげている。 3台のチャーターパスが lB4~6 呂田遊し、

2 臼間のフリーパスポートで大人 L∞0 円、子供 5∞円で運行しており、年間約

3，5∞人の利用者がある。

(3) 第 3 セクター守掲広島三次ワイナリーの経営確立に貢献

昭和 63年には三次市観光協会の資源開発部長として、ワイナリー建設構想、を

提言し、平成 6年に三次市、三次農協、地域のぶどう生産者、地域の酒販店が出
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資した守対広島三次ワイナリーが設立された。創立以来、平成 1 4 :íj三度まで取

締役に就任し創立期における連続黒字経営に貰献している。

長野県農業試5知義でのワイン専用品種の育成、ワイン醸造研究の経験を生かし、

4.6ha のワイン専用ほ場の造成、地域に適するワイン専用品種の選抜とその商木

の育成などを担当した。

ワイナリーは、年間約 40 万人の入場者を誇る地域の観光拠点として、第 3 セ

クターによる経営の優良事例となっている。

また、ワイナリーがワイン原料として生食用出荷に向かないぶどうを高価格(ピ

オーネ 525 円 /kg、ペリー A 220 円 /kg、ワイン専用品種 350 円 /kg) で貰い入

れることで、三次ピオーネ生産組合など地域のぶどう生産者の経営安定に大きく

している。

平田氏が基礎を築いたワイン専用ほ場は、平成 1 0 年から 3戸の農家に経営を

委譲し、 3戸の農家は現在、全員が認定農業者となり安定した経営を営んでいる。

(4) 地域と連携し農業体験学習の場を創設

農閣の位置するよ田町は、高齢化率ω%、独居老人世帯が 50% を超える過疎

化が進行している地域である。農地の維持のみでなく、集落機能の維持も図難に

なってきている。

平田氏は、王子成 1 4年に上田町内会の会長に就任し、地域の信用を得るなかで

地域と共に発展する農園経営を行っている。

平成 1 4年度末で廃校となった上田小学校を体験学習や交流の場として有効活

用するため、地域住民の中心となって三次市や関係団体と協議し、平成 1 5 年度

に「ほしはら山の学校j が開校した。

塾長には、 I ターンで当農閣に就農し、地域の若者と結婚した女性が就任した。

これまで、小学 3 年から中学 2 年を対象にした l 泊 2 日の塾に 38 名、 27白 3

日の塾に 15 名が参加し、農家民泊体験が人気を呼んで、いる O

平田氏は、三三次市教育委員を 8 年開、現在は広高県教育委員を歴任するなかで、

初中等教育段階で、農業を中心とした自然体験の重要性を感じており、児童の学

習の場として農園の利用を促進している。新しい学習指導要領、で小学校での総合
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的な学習の時間が盛り込まれており、また自然体験学習の有無が児童生徒の問題

行動と大きな関係があるといわれている。そのための学習機会の受け皿として、

廃校を活用した施設と、当農園での果樹栽培や地域で営まれている野菜、畜産、

しいたけ栽培、炭焼きなどの農作業体験を連携させている。

今後は、行政の支援を持ながら廃校を改装し宿泊可能な施設へと充実させ、地

域住民とともに、自然体，験学習の受け皿作りをさらに進めていく計画である。

このような取り組みを継続するには、ある程度の収益性の確保が重要である。

教育行政には予算措置がないが、今年行われた 2 泊 3 臼の塾では、受講料を

18.∞0 円に設定しでも参加者の満足度は高かった。修学旅行での利用などマーケ

ットの開拓を行い、地域の農地保全もあわせ都市農村双方にメリットを見出せる

取り組みにつなげていくことを考えている。

(5) 環境保全型農業への取り組み

減農薬栽培や堆肥を主体とした減化学肥料栽培は、既に当農園において実践さ

れている。

近年では、有機農業など環境保全型農業に関心のある若者を社員として採用し、

社員が主体的にかかわり平成 1 3 年に自然生態環境研究会が発足した。平田氏が

副会長に就任し、また社員も 3 名が会員となっている。

県内の農業者 50 名の会員とともに、試験ほ場での研究会や講演会を開催する

など、活発な活動が行われている。有機農業については、これから技術を習得す

べき農家が大半であるが、しっかりした技術を持つプロの農家が、新たなマーケ

ツテイングのもとに取り組めば現在の市場が大きく膨れ上がると考えており、そ

のための技術開発に積極的に取り組んで、いる。

2. 今後の方向

周年供給システムが確立され観光農園として一定の基盤が整ってきている。平

成 3年、平成 1 2 年と台風によるりんごの落果にみまわれ、経営面でも苦しい時

期があったが、~又礎期の早い、もも、なしへの更新を行うなど、気象災害に対す

る危険分散も進んで、きている。
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今後は、地域との連携により、果物のもぎ取り観光だけでなく、農閣を 1:1:1心

とした農業と自然の体験メニューを増やし、テーマパークとしての位龍づけを

め、顧客のi帯在時間の増加をねらい、客単価の向上につなげていきたいと考えて

いる。

特に農家民泊を中心とした宿泊をともなう利用形態、では、現状 1.5∞円程度の

客単舗が、数倍に跳ね上がることが見込まれる。このことで、農園だけでなく地

域とともに発展する仕組みをつくっていく。

新たな体験メニューには、教育、福祉といった視点を取り入れ、果物を中心と

したj設業、自然体験テーマパークとして絶えず進化しながら時代のニーズを捉え

ていき、当面は売りヒげ2億円の実現を目指す。

(執筆者広島県農林水産部技術振興室専門官富士原修司)
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3E 内障総理大臣賞受賞 援
マp
6¥Z );lK! 

事 出品目オ経営(施設園芸) 幕
。

マpz 受賞者有限会社 末継花園 5 
σ( 
。p

事 (福岡県嘉穂郡嘉穂町大字才田 92 1) 嘉
勢 争善
寺島 寺島
常**常務常務場脅常務来場合岩場常務場岩場来場来場来場悲鳴務当者*常務

受賞者のことば 有限会社末継花富代表末継聡

嘉穂町は、福岡県のほほ中央部にあたり、旧産炭地である筑豊地域の南

端に位置しています。年間を通じて標高千メートル弱の山系から流れる

な水に恵まれており、夏場は比較的低い気温であるため、園芸栽培に適

しています。

私は昭和 6 1 年に就農し、平成 7 年に花き専作農家となりました。この

後平成 1 4 年に有限会社末継花園を設立し、現在、栽培用鉄骨ハウス 6棟

約 50aで、ユリ類とトルコギキョウの組み合わせによる年 3作の輪作を行

っています。

トルコギキョウの栽培に関しては、全面的に多数の技術水準の高い競争

相手がおり、毎年訴しい品種が次々と種苗会社等から発表されています。

市場で売れる人気品種は 2~3年で入れ替わると言われるほどの激戦霞で

あり、この中で今後も生き抜いてゆくためには、現在、ある程度成果をあ

げている独自に品種改良したオリジナル品種のブランド化路線を強化する

ことが必要と考えています。

また、情報面には気を配っており、高知県、長野県、静開県などの生産

者とは常に連絡を取り合い意見交換に努める一方、インターネットを積極
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受繋者のことば

的に利用し、ホームページを立ち上げて情報の発信も行っています。

現在、嘉穂町は、全国でも有数のトルコギキョウ産地であり、年々、栽

培面積は増加し、当初 3 人であった花き農家は、今では 20 人以上に増え

ています。また、筑豊地域における、 トルコギキョウの生産掠興のため組

織された、筑豊地域花き生産者連絡協議会トルコギキョウ研究会の会長と

して、本年度から筑豊地域 4 J A、福岡県農業総合試験場、鹿児島大学の

産官学でトルコギキヨウの新品種の育成や、周年栽培技術の確立等の研究

を行うこととしています。

今闘の受賞を契機として、 トルコギキョウ生産のさらなる振興に努める

とともに、この地域が有力な花き生地として、さらに大きく発展すること

に少しでも協力できれば幸いと思っています。今後とも、地域全体の花き

の有利販売、生産農家の所得拡大に努めるとともに、後輩の指導にも力を

入れていきますので、関係機関のこれまで.1:)、上のご指導・ご鞭捷をお願い

申し上げます。

地域の概要と受賞者の略歴

土地域の概要

(1)地域の立地条件

嘉穂町は、福岡県のほほ中央部にあたり、県の中央を北流している遠賀川の源

流部、筑豊盆地の南端に位置し、町の中心部は東経 130 度 44分、北緯 33度 33 分、

標高 45mの位置にある O

南は古処山地、東は英彦山地、西は三郡山地に閤まれ、南側の山地部から流れ

る遠賀川に沿って北方向に開けた扇状地を形成している。総面積は 87.34k ぱで、

その約 70%は民有林を主とした山林、耕地は 15%でそのうち 30%は遠賀 JII と千

手JII に沿った平坦地にある(第 l 岡、第 2 関)。

気象条件は、夏は平均気温が県内の他地域に比べて比較的低い温度で経過する

ため、閤芸栽培に適しているが、冬は曇天日が多く日照には恵まれていなし、。

また、年間を通じて、 L∞Om弱の山系から流れる豊富な水に恵まれている。
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(2) 農林水産業の概要

嘉穂町の総農家数は 841 戸、うち専業農家数 121 戸、耕地面積はl.280ha、う

ち水田1.但Oha、普通畑 240ha となっている。町の基幹産業は農林業であり、米

作を中心に畜産、施設野菜、果樹等が盛んである。農業粗生産額はぬl 億円で、

音躍が 46%、米麦 28.5%、野菜 14.1 %、果樹 5.8%、花き 5.5% となっている。花

きについては、主要品自であるトルコギキョウ (136 a )とユリ類 (125 a )の作付

面積は、それぞれ福岡県で4 位、 7 位であり、県内での嘉穂町の花き生産の点め

る位置は高い。

2. 受賞者の略歴

住所:〒 820 -0336 福岡県嘉穂郡嘉穂町大字才田 921

氏名:惰)末継花園

昭和 6 1 年 末継聡氏 21 歳で就農。当時は、父が中心でパイプハウスによる

果菜類経営で、あった。

平成 2 年 トマト、イチゴ、メロン作経営から徐々に花きへ切り替えを始め

る。母親の病気や結婚した妻が生け花師範の免状を持っていたこ

とが品目転換のきっかけであった。

つ
山

門i



平成 5年 トルコギキョウを導入し、次いで、、ユリ、キク、スターチス、ア

スター、デルブイニユウム等多数の花を導入していった。

平成 7年果菜類をやめて花き専作農家となる。

平成 8 1:]三 初めて、パイプハウスを鉄骨ハウスに建て替えた。(1.584trl ) 

平成 9年 農協が合併し、福岡嘉穂農協となる。農協は花きへの取り組みを

始め、聡氏は率先して協力する。

この頃、黄色蛍光灯を嘉穂町で初めて施設に導入した。

描岡県青年農業士に認定される。

平成 1 0 年 筑農地域花き生産者連絡協議会が発足。

トルコギキョウのオリジ、ナル品種育成を始める O

平成 1 1 年パイプハウスを鉄骨ハウスに建て替え。( 2 回目・ 684 ぱ)

トルコギキョウで穂子冷蔵を始める。

平成 1 2 年パイプハウスを鉄骨ハウスに建て替え。( 3 回目:1，104 ぱ)

筑:豊地域花き生産者連絡協議会トルコギキョウ研究会が発足。

平成 1 3 1:1三 連作障害対策として蒸気土壌消毒機を導入した。

平成 1 4年 2 人を年間常時雇用とする。

栽培品目をユリ トルコギキョウに絞り込む。

防虫ネット導入、弾丸培渠設置、外部遮光シート採用。

福島県から出荷用オアシスを導入。

「有限会社末継花顕J 設立。

平成 1 5 年 育自ー用のパイプハウスを残して、すべて鉄骨ハウスに交替。

第 30 回施設罷i芸共進会農林水産大臣賞受賞。( 4 回目: 1,449 rぢ)

平成 1 6 年 筑豊地域花き生産者連絡協議会トルコギキョウ研究会会長、

福岡県青年農業士会会長に就任。

受賞者の経営概要

1 . 経営の概要

(有)末継花園(竿真1)は、聡氏を中心、に家族 3 人と雇用 2 人の年間平均 5 人の

労力(第 1 表)により、約 5，∞0 ぱの生産施設(第 2去、写真 2) でトルコギキヨ
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ウ、オリエンタルユリ、スカシユリを組み合

わせた施設切り花園芸を経営している(第 3

表)。栽培体系は、 トルコギキョウとユリ類だ

けを組み合わせたローテーション(第4 表)で、

約 5.∞0 ぱの施設を回転利用している。 2作物

だけのローテーションなので、効率的・省力的

な作付けが可能であり、年間平均して 3 作と

いう高い施設利用率が実現されている。さら

に、夏と冬に経営的性格が異なる品目を組み

合わせることで、リスクが回避され安定した

経営に役立っている。

写真 1 末継氏ご夫妻

写真2 (有)刺慨園栽培b鍛外景

第 1 表家族構成(農業従事者のみ)

Eた 4', お引ご丙 勾三位告 年|初出業労働時間 抗告 ヨ些J 

対ミ完封 耳念 :;1fζ メ、 40  3 ， 4001時 n1J

オミミ剰~ 出紀子 実 44  2 ， 500 1l寺!日j

オミ埠i来 告手手 うと 6 8 2 ， 500 1l占Î' Fl'日

亥} 1 メ、 c;主自主千三) し 600H寺 fl:fJ 8 Il;~'符号 X200 日
frl メ、 c;泊勾二) 1 , 600H寺 IffJ " 

第2表施設・農業用機械類の所有状況

hむ社・機械名
お庁主総・

百I毛主主・寸匂委主 古島 プJ
~q:三 nJJ

官iIJ ィラ
主手"f.y.、 /':f~ 抄く ~Ij P白日当 IIU

73r 政汀ハb イア時ハウス 主 i乙日主t 11 {干三 270ITﾍ j~"J /.c!三イ必用 31卦4
鉄 'Îザハウス ぶi乙 p)之 8 勺ミ 1 , 584rrf j，lij 壬F三もi工 j ドi 2 十見主
'1径:l tì::;I;5ミ 'Îゴ会ノ\ウス 平成 11年 684r6 ;;11] >'r3.イ且工 JFJ 1 ヰ井4
量失午l' ノ、ウコζ 三干乙 n\と 12"1三 1 , 104rrf 迎-i:f三イ吏用 1 1'iH 
\f?\ミ 'i'j~ノ、ワス ご正|三月主と 15'全F三 1 , 449rrf ;;'ij >'1'三似王 J子悶 Eヨヰ*
f乍設乏杉紅 "1乙日党 10生f三 250 nf 五五j 壬1三三 15位丹ヨ 1 1升ミ
カーテン・担足手d誕訂以 主1''')5)と 8 勾三 …ゃ二エ二℃ ji'}j 生ドf見~m 2 オ*
カーテン・担込公t 姿l三夜王 二、1乙):>)と 12&{三 …一去に j.'司祭Iミイ主主m 1 オ*
カーテン・拶在矢t 韮長江:)~ 斗乙 )J)と 15勾三 一"，1:: fi'jJ チT之 151工 J干j 21，見工
ぷiえ i'l1百品、'/(71く製三-(;(1': すJ之日父 14ゴcr三 4. 821rrf 1司勾三イ史F目 6 i* 
カ日刊誌杉並 司2乙万öG s ヂド 2τ与 75 ， 000k回Vhr し 260fl寺，'I1J
カ口弘tt:持品 王手反\(; 11 "1三 分 87 ， 000k四Vhr 1 , 260fl寺!日J
力fl j，品1杉並 平成 12年 l -f=� 50 ， 000k四lIhr 1 ， 26011寺!日j
)JO i'1fri.牧民 、 fZg父 15'εド 2 -t=コ局 75 , OOOkcaVhr 1 ， 26011，辛口1'.1

モT'<'令 hP' 王iス )'iX; 10'εF三 2 モT 3 がド〉く 2 j;"J "F三イ止U'I'l
Jぷ~(ニi 二主夜干pj 若Jd機 J正予尺\(;13勾三 1/2 "1全? 相当蒸発!Jt 70Qkg/hr 240fl年!日j
，tg壬トラック 王f" )j)乙 11勾三 1 句 350kg 1 ， 200口寺院口
トラック 守三日比 2 勾三 1 壬ヨ 850kg 1 ， 20011ミ.j"nu
トラクタ}ー 玉1'''13)主 2 ，佐1"' l -t才 23主!'[， 7J 50 日当j~lnJ
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第 3表栽培面積等の推移(最近3 か年) 単位 a 、千本、万円

栽培面積 販売量 販売額 10 a 当たり収量

13年 (14年 il5年 13年 :14年 i15年 13年 (14年 il5年 13年 i14年 :15年

トjレコキゃキョウ 40 40 42 1 120: 125: 14011680:1813:2562130.0:31.3:33.3 

オリエンタルユ91 45 45 45 1 68: 70: 7511904:1960:2348115.1:15.6:16.7 

スカシユ 91 40 40 45 1 115: 120: 14711380:1440:1936128.8:30.0:32.7 

栽精品穂は、 ト)1;コキ守キョウ‘ 50 品種、 オワエンタルユリ: 20 品模、 スカシユリ: 25 品種。

表4表栽培体系

Jミl

スカシニL リ (J:づくり j韓!出〉 トノレ口ギキ司ウ

謹|一一斗~ ~----~ jこ H 
知J I ニL リ| スカシニエリ (:1:づくり WJIl司) トノレ口ギキ百ウ

1m Iω 上--~・---~----~-----~----~
カシユリ i オリエンタノレヰリ〈土づくり期間 トノレコギキ田ウ

2. 経営の成果

(利末継花l!illの経営成果は、第 3 、 5 表に示され

ている。売り上げ第 11îr.はユ 1) 類であり、第 2

位がトルコギキョウである。ユリ類は海:外から

購入される球根費が費用の半分を占めている。

トルコギキョウは 8 割が自家交配によるオリジ

ナル品種(写真 3) であるため種的費は少ない

が、品目の性質上、こまめな栽培管理が必要で、

雇用労賃が多くなっている。 後に述べるように、

エヌ二

(有):;l:.:*I'Ë花開の経営はこのオリジナル品種の一育成写築 3 (有)末継花筒オリジナル品穫

に掛かっていると言って良い。

また、経営内容については、切り花の高上詳細を実現する高品質・オ 1) ジ、ナル品

種生産、しかも低コストの効率的な生産により、所得総額 2斜2 万円、栽培面積

lO a 当たり所得 216 万円、所得率 42% という、他に抜きん出た高収益経営が可
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能になっており、 3，∞0 万円に迫る所得で大きな成果を上げている。

第5表花き経営収支(平成 1 5年度単位:千円)

H巴司斗

王， 666

8 , 733 

1 , 350 

10a 当長 7とり 上也夜Eこ3:fZ主勾

く 10a 当たり〉

5 , 186 4 , 859 

126 75 
一一一一一一一ー一日

662 1 , 320 

102 72 

71 28  

宅頁 回 壬主主 イ本

足急会主主半且H又妥品正
(只BE 3~13 饗頁〉

I~苧刀3ω苧:伺』甲町
穏主音吉・張主オ三

68 , 452 

|彦経主主主議l芸斉リ a 

『 ωω山自由ー一-吋叩

股 j 言者資材

943 

3 , 834 290 

210 

45 

三戸色努~;抵1)/コ 2 , 771 154 

主主主 IJ安是+>~主主貝ー 2 , 038 1 154 138 

|うち 詩話E イ出i イ~主去fJ I 2 , 038 154 138 
1 ωωωω 即時 ω" “- ---一一一一一ー一一一一一一一一

結リ立を J'Iヨ起さ牛勿 4.758 360 440 

うち掃討凶イ鈴去PI 4 , 758 360 440 

営|主主千古)jB十

|こと地改良

'l¥i'i' 1 ・オく禾Ij萎を

3乞主ムノj、ナド司斗ー
一一一一一一一一一一『ー

出荷経必' 9 , 072 687 1 , 253 
一ーー一一一一一一一一一 一一一一一一ー一一一一 一一一一四一一一

イ1多締到' 2 , 603 197 79 
} 一一一一一一『

そのイ也 2 , 267 172 37 

i?十 40 , 035 3 , 031 3 , 641 

足主主主主主万1子守主手 28 , 417 2 , 155 1 , 218 

受賞財の特色

1. 技術

聡氏は、現在の労力では今の規模が限界と考えており、当面、施設面積を増や

す計画もない。よって、施設面積を増やさずに、さらに所得を増やすために、栽

培技術の面で最大の目標としているのは、歩留まりの向上である。聡氏の考えて

いる歩留まりとは、積極的な意味での単位面積あたりの所得の増大である。歩留

まりの向上のためには、①施設利用率(施設西転率)の向上、②単位而積あたり

の切り花本数の増加、③販売単価の向上などが必要となる。

(1)施設利用率の向上

(有)末継花関では、トルコギキョウとユリだけを組み合わせたローテーションで、

5，∞Orrlの施設を田転利用している。 2作物だけのローテーションなので、効率的、
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省力的な作付けが可能であり、年間平均して 3作という高い施設利用率が実現さ

れている。 4 月から 10 月の光線の充分得られる春~秋は日光を好むトルコギキョ

ウを植え付け、日本海型気候のため日照量が不足する冬は、ユリを 2作するとい

うのが基本的な作型となっている(第 4 表)。トルコギキョウ、ユリという比較

的省力栽培の可能な作物を選び、立地条件に合わせた作控を組み立てている点が

施設利用率の向上につながっている。

トルコギキョウに関しては、交配育種によるオリジ、ナル品種の育成を行ってお

り、 l 年 3作のローテーションに適合する品種を育成するのに成功している。従

来の品種は、 4~6 月定植で盛夏季の 7 月に出荷する際には、生育期間が短くな

るためボリュームが不足し、花持ちが悪いなど j-分な品質が得られなかった。し

かし、青成品種は、生育期間が短くてもボリュームがあり花持ちも良い。よって、

4 月定植で 7 月に切り花出荷ができるようになり、余裕を持ってローテーション

を組み込むことが可能になった。トルコギキョウの場合、切り花生産者は種子や

苗を種首会社から購入するのが一般的であり、自家でオリジナル品種を育成して

実用に結びつけている例は少なし、

(2) 切り花本数の増加

① 遮光カーテン、二重カーテン

春~秋に作付けされるトルコギキョウは、日光を

好む作物とはいえ夏季の高温には弱く、生育が衰え

て切り花品質カ河J1下する。高温対策として、通常は

祖室内部に遮光カーテンを張り温室内の気温上昇の

抑制を図るのであるが、協案内部にカーテンを張っ

ても昇温抑制j効果は十分には上がらない。しかし、

温室外部にカーテンを張るのは高額の設備投資が必

要となることから、実用例は少なかった。そこで、

情)末継花関では、遮光率 40%の軽量:の被覆資材を 写真4 鉄骨ハウスの外部
一、 (天井の上に遮光カーテン、

用い、巻き取り装置を簡易化した外部遮光カーア/ 横にネット)

を工夫して施設全保に装着している(写真4)。その結果、温室内の夏季の昇温
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を抑制することができるようになり、秀品率の向

上につなげることができた。また、祖室内部の二

カーテン(写真 5) を活用することによって冬

季の保温効果を高める努力も行っており、ユリの

秀品率の向上に効果をあげている。

写真 5 鉄骨ハウスの内部
(奥に加温機、二重カーテン、

上と下に潅水用パイプ)

②蒸気土壌消毒を軸にマニュアル化された土壌管理

年 3作の作付け体系では、それぞれの作の植え付け時に、連作障害対策や作物

の種類による好適土壌物理性、化学性の違いの調整など、きめ細かな土壌管理技

術が必要になる。情)末継花閣の作型はトルコギキョウとユリの 2作物からなって

おり比較的単純なので、マニュアル化した土壌管理技術によって効率的・省力的

に土壌管理が行われており、高い効果をあげている。

マニュアル化された土壌管理技術体系では、主な土作りは、 2作自のユリ終了

後からトルコギキョウ定植までの 1 か月間で完了させる(第4 表)。

まず、ユリ終了後、耕起せずに湛水し 5 呂ほどかけ流し状態にする。 i甚水の理

由は土壌の化学性の改善(塩分、アレロパシ一物質の除去)と認識している。次

に通常 2週間位適度に乾燥させたところで、麦作等で利用する弾丸暗渠を実施す

る。トラクターのアタッチメントを用い、ハウスの平行方向に 30~40cm間隔で、

毎年行っている(写真 6)。目的は、地下水の遮断で

ある。その後、クロルビクリン消毒を行い、ガス抜

き後、牛糞堆肥をlO a 当たり 4 t 程度投入している。

この堆肥は pH は 7.5程度で、中性ないしアルカリ

性を好むトルコギキョウには、 pHが低い植物性堆

肥よりこの堆肥のほうが良い結果が得られた。堆肥

投入後は、 20 日間程度土になじませ、 トルコギキョ

ウの定植準備に入る。 写真 6 弾丸暗渠実施状況

トルコギキョウ終了後は、直ちにユリ類の植え付けを行う。通常最後の収穫後、
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中 1 日で定植している。またハウス全体が終わるまで待つのではなく、終わった

畝から産ちに植え替え作業にはいる。畝ごとの植え替えは、作物の回転上非常に

都合が良いし、ハウス内の媛房も無駄にならない。プレルーテイングを紐み合わ

せることで、さらに栽培期間は短縮される。この植え替え作業の手順は、無調整

ピートモス (6 c b) を 3 坪に 1 袋の割合で均一に広げ、小型耕転機で 20cm程

度の深さに耕す。ユ 1) 類はビートモスの量を増やしたほうが良い生育をするが、

pHの面でトルコギキョウの生育が悪くなるため、あまり深く混和せずにユリの

上根が密な上層部に集中させることで、均衡を保っている。その後は蒸気土壌消

毒を実施し、土壌が冷めた翌日中に定植を済ます。この植え替え作業は完全にパ

ターン化され、収穫後のピートモス広げから蒸気土壌消毒終了までを 1 日で 1∞

坪以上処理している。ユリ類の 2作自はピートモス投入を行わなくても、蒸気土

壌市毒のみで 1 作目と同じ生育状況を保てる。

この一連の作業の繰り返しによって、温室内の土壌は常に好適な状態に保たれ

ている。トルコギキョウの場合、従来は最大の生育阻害要閣であった連作障害が、

湛水処理により完全に抑えられるようになり、病虫害による欠株や品質低下も少

なくなっている。ユ 1) は有機質に富んだ軟らかい土壌に植え付けられるため、健

全な生育に必要な上根の張りがよくなり、秀品率の向上の要因となっている。

また、蒸気土壌消毒を行うことは、土壌病害虫防除効果があるだけでなく、ロー

テーション作物の植え付け間隔を縮める効果もある。従来使用されていたクロル

ピクリンなどの土壌薫蒸薬剤は、処理から定植

まで約 1 ヶ月必要で、、その間は次作物の植え付

けができなかった。それに対して、蒸気土壌消

毒では、消毒した翌日に植えつけが可能であり、

ローテーションの問闘を縮める効果が高い。平

成 13 年に他に先がけて蒸気土壌消毒機

7)を導入し効果をあげている。 写真 7 蒸気土壌消毒機

(3) オリジナル品種による販売単位の向上

備)末高l主花閣の切り花は、市場での取引単価が高いのが経営の特徴の一つである。
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その理由は出荷される切り花が高品質であるということはもちろんであるが、最

大の理由は自家で育成した、他人が真似ることのできないオリジナル品種を出荷

していることである。とくに、従来はまれにしか市場に出荷されていなかった茶

色系の花色の品種にいち早く着目し、交配育種を行い商品性のある茶色系品種を

育成し、独自のオリジナル品種として全国の市場に出荷している。茶色系品種は

稀少価値から市場での単価が高く、嘉穂町の生産者のトルコギキョウ切り花の平

均単価が 100 ~ 180 円であるのに対して、惰)末継花園の市場単価の平均は 180~

250 円、最も高値なときは判O 円になったこともあった。いち早く市場の好みの

動向を見定めて、市場が望む花色のオリジナル品種を育成し出荷する能力が市場

での高単価につながり、経営を安定させている大きな要因になっている。

2. 経営

(1)技術改善の開発を軸とした経営発展と仲間作り

受賞者の略歴に示したように、器氏の就農してからこれまでの 18 年間は、最

初の 4年聞が果菜類経営であり、次の 5年間は結婚して、徐々に花きを導入し、

その後現在に至る 9年間が経営主としての花き専作経営である。現在のようなオ

リエンタルユリ、スカシユリ、 トルコギキョウの F 1 種とオリジナル品種の栽培

になって、 3.∞0 万円に迫る所得を上げる高収益農家になったのは、ここ 3年ほ

どのことである。

総氏の経営パターンは、綿密な観察によって問題点を把握し、インターネット

などを駆寵した情報収集による解決法の模索、試作を通じて対策を決定して実行

するというものである。これは、 トルコギキョウのオリジナル品種育成に典型的

に見られるパターンであるが、施設の選択や土壌管理法の考案についても言える

ことである。重要なことは、技術が確立してそれを継続するということではなく、

状況が変わるに従って果敢に技術を変更することである。従って、次のような経

営行動のサイクルが休むことなく回っており、現在の技術や経営形態は数年後に

は違うものになっているかもしれない。
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<末継花園の経営行動のサイクル>

観察・情報収集→試験・改善→導入・ →市場ニーズに対応した

花きの出荷

さらに、自分のハウスヤ花き作を観察するだけではなく、重要なことは、

のものを見ることであると考えている。現在、 トルコギキョウは高知県が先進地

であるが、ブエリーに乗れば近いこともあり年に何度もかよって、最高の花き作

に近づく努力をしている。これらの先進地視察等の情報収集費用は、計算したこ

とはないが、年間 l∞万円を超えているのではないかと感じている。

また、総氏の経営は一人で発展してきたのではなく、地域の内外で仲間を増ゃ

しながら発展してきた。地域外では 高知県やオリジナル品種育種のヒントを得

た長野県などに仲間がいて、ホームページ(www.suetsugukaen.com) などを通

じて交流している。嘉穂、昨でも、当初は 2~3 人程度の花き農家数であったが、

農協共同出荷での聡氏のリーダーシップで今では 20 人以上になり、嘉穂町や J

Aふくおか嘉穂における将来性ある品目に成長した。

(2) トルコギキョウのオリジナル品種育成と販売戦略

(有)末継花園の経営を特徴づけるものは、 トルコギキョウのオリジナル品種の育

成である。トルコギキョウには種首会社から購入す

る F 1 品種もあり、また、所得的にはスカシユリ、

オリエンタルユリのユリ類が多い。しかし、ここ数

年の努力はトルコギキョウのオリジナル品種育成を

軸に進んで、きたと言ってよい。それは、先のホーム

ページを見れば一目瞭然である。

忠家育種を始めたのは長野県の見学がきっかけ

で、良いと思えば、自分でもできると考え、早速試

してみるのが総氏の経営行動のパターンである。も

写真8 オアシスにt草して箱詰めされるちろん最初は試作であり、徐々に、交配して育種し
トルコギキョウ

た品種をストックして、品揃えを増やしてきた。現

τ
i

よ
。
。



在では、 I~有)末継花園オリジナル品種J (写真 3) に

みるように、代表的な品種がホームページに紹介さ

れている。

特に、茶系統(写真 9) はまだ固定されないので

数が少なく全国的にも珍しいので、全国のオリジナ

ル品種育成仲間と東京の市場へ、福岡→高知→静岡・

群馬→福島の順でリレー出荷している。広域的なネッ

トワーク出荷であり、新しいタイプの出荷形態とし

て注自される。
写真 9 茶系のオリジナル品種

出荷の仕方は、ユリ類とトルコギキョウでは異なっ 写真上プチライトブラウン
写主主下 マジカルブラウン

ている。ユリ類は、個選で、関東市場への JA共同出 (トラッキー)

荷 (50%) と福岡花き市場への鋼人出荷 (30% )の二本立てになっており、ネット

市場取引きも導入(lO% )している。種類は、スカシユリで 25 品種、オリエンタ

ルユリで 20 品種で、すべて海外からの輸入球根である。それに対して、トルコ

ギキョウは、すべて倒選 JA共同出荷で、関東や関西を中心としたlO前後の市

場に出荷している。嘉穂町のトルコギキョウは年間 50 万本が農協から出荷され

ているが、その 3分の l が惰)末継花園のオリジナル品種になっている。また、情)

末継花関自体のトルコギキョウ出荷量も、嘉穂町全体の 3分の 1 近くを占めてい

る。

惰)末継花園では、旬ごとの品種を

ホームページに掲載し、数の程度も知

らせている。また、出荷箱の中には、

総氏が福島県の見学で採用したオアシ

ス(写真 8 ・フェノール樹脂。現在、

写真 10 ユリの出荷籍に貼付されるシール福岡県では JAふくおか嘉穂のみ)を

使っている。また、ユ 1) 類には、これも総氏のアイデアであるが、どのような花

かをシール(写真lO)にして、市場業者や小売店の便宜を図っている。

府)末継花園のトルコギキョウ切り花単価は、 JAふくおか嘉穂嘉穂、支所(嘉穂

町)の中でも一番高く、また、嘉穂支所は福岡県平均よりも高い。市場評価が高
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いのは、これまで紹介したような市場対応への努力であるが、稀少性の高い色と

りどりのオリジ、ナル品干重、ニーズ、にあった小!論で、しかも日持ちの良いこと、 2~

3年で更新できるように次々と新しい品種を育成していることによっている。

(3) 施設管理と作型・土壌管理勾

現在で、は、(有)末継花閣のハウスはすべて鉄骨である。台風は九州、lの宿命で、あり、

平成 3(1991) 年には大きな合風が襲来、本年も台風 16、 18 号と大きな台風が立て

続けに襲来したが、ハウスの被害は皆無で、あった。

ハウスには惜しまず費用を投入しているが、節約できるところはその努力をし

ている。夏にはハウス内の泊度が上がるために、内張りの遮光シートをつけるの

が通常のことであるが、それで、は昇祖の}J[liljljが不ト分であると感じていた。洋ラ

ンで行われているような、外張りにすれば効果的であることに気づいてはいたが、

通常の設備で、は高コストになる。いろいろ工夫した末、写真 4 のように直接ガラ

スにつけて巻き上げ巻き戻す方法を考案した。これだと、問題なく低コストにな

る。

先に述べたように、総氏はよくないと気がつけばいったん採用した技術も、こ

だわりなく止めている。黄色蛍光灯は地域では一番に導入し、他の生産者も追随

したのであるが、黄色蛍光灯があると、油i析して、結持病害虫を増やすことにな

る。観察して、きちんと初期防除をした方が良い、として中止した。

ハウスのJ黄にネットをかけているカ宮、これは虫捻けというより、 m-\~よけのため

とのことである。遮光シートで日照が悪くなる場所には、光感適応、性が低く臼照

不良で、も咲く品種を選んで植え、風の通りやすい横端には、風に強い{至IJ伏しない

品種を選んで、植えるようにしている。つまり、大事なことは、ハウス内の観察な

のである。

現在重視しているのは、病虫害などでの出荷量の減少をいかにくい止めるかと

いうことである。特に、連作障害による立枯れ病は被害が多く、その対策が問題

である。そこで、観察と情報収集の結果、まず、弾丸暗渠を徹底することにした。

普通はハウスの周りに通すだけなのであるが、立枯れ病に効果があることを知る

や、ハウス内部に 30 ~ 40cm間隔で、通すことにした(写真 6)。水はけがよくな

っ
。
0
0
 



ることで、画期的な効果があったとのことである。また、蒸気土壌消毒機(写真

3) を購入して、

湛水 (5 B程度)→弾丸暗渠→クロルピクリンでの土壌消毒→牛糞堆肥投入

→トルコギキヨウ定植→収穫→ピートモスで pHの調節→蒸気土壌消毒→

1 作目ユリ定植→収穫→蒸気土壌消毒→ 2作目ユリ定植→収穫

の順序の中で、蒸気土壌消毒を行うこととした。 i甚水も通常は塩類除去のためと

されるのであるが、ここでは、連作樟害対策とされている。従って、長くつけて

おく必要はないとのことである。豊富な水が嘉穂町の自慢である。苗の小さいう

ちは、たっぷり上からスプリンクラーで、濯水するのが効果的と考えている。そし

て、聡氏の観察によれば、この水が日持ちの良さをも保証していると考えている。

(4) 情報の収集と活用

40 才の聡氏は高い栽培技術を持ちながらも、常に謙虚な気持ちで高知県、長

野県、静伺果など全閣のトルコギキョウやユリの生産者を訪ねて意見交換や技術

の習得につとめている。そこで得られた情報を聡氏自身で阻睡し、自らの経営に

取り入れている。またインターネットも積極的に活用しホームページを立ち上げ

るなど、生産情報、流通情報、消費情報の収集に努め、その結果を経営方針に反

映させていることが、高収益を上げる要因の一つになっている。

普及性と今後の方向

1. 普及性

聡氏は、地域における先進的な花づくりのリーダーとして若い仲間を募り、他

県の先進的花き農家との濃密な技術交流等を深めてきており、その結果、嘉穂軒

でも、当初 2 、 3 人であった花き農家が、現在では 20 人以上に増えた。

また、高い技術力は、市場はもとより種苗会社からも高い評価を受けており、

この地域が有力な花き産地として、今抜大きく発展することが期待される。さら

に、筑豊地域花き生産者連絡協議会トルコギキョウ研究会会長、 JA花き共販委

員長として、地域全体の花きの有利販売、生産農家の所得拡大に貢献する他、福

岡県青年農業士会会長として、後輩の指導に努めるとともに自ら行う品種開発、
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独自の販売戦略の結果である高い農業所得の実現が県内の若い農業者の希望であ

り目標となっている。

現在、嘉穂UlJは、西日本でも有数のトルコギキョウ産地であり、年々、栽培面

積は増加しているが、怖)末継花園の実績は花き生産者の大きな励みとなっており、

(有)末継花園のオリジづっレ品種及び、(有)末継花問自体のトルコギキョウ出荷量は嘉穂

町全体の 3分の l を占めている。筑豊地域においても、 トルコギキョウの生産振

興のため、 トルコギキョウ生産者の研究会が組織され(筑豊地域花き生産者連絡

協議会トルコギキョウ研究会)、本年度から会長に就任した。トルコギキョウ研

究会は、本年度より福岡県農業総合試験場、鹿児島大学、筑豊地域4JA との産

官学でトルコギキョウの新品種の育成や、間年栽培技術の確立等の研究を行う

となり、トルコギキョウ生産のさらなる発展が期待される。

2. 今後の方向

(1)技術の展望

(有)末継花園の経営を支えているトルコギキョウの切り花栽培に関しては、全国

に多数の技術水準の高い競争柏手が存在している。また毎年、新しい品種が次々

と種苗会社から発表されている。市場で売れる人気品種は 2~3 1'ドで入れ替わ

ると雷われるぐらいの激戦区で、ある。その仁!こ1で今後も生き抜いてゆくためには、

現在、成果をあげている独自に品種改良したオリジナル品種のブランド化路線を

いっそう強化することが必要である。トルコギキョウに誤らず、今後の花き経営

では独自品種の開発が経営の基礎になる時代が来ることが予想されている。また、

その路線を個人だけで、はなく地域のブランド化につなげてゆく努力も、産地の継

続性の点から必要になってくる。市場での需要動向を見定める日をもち、若くて

バイタリティーのある聡氏が中心となって嘉穂地域のトルコギキョウの生産が産

地として大きく伸びることが期待される。

ユリの切り花経営は全出的に見て比較的安定しているので、多少のリスクをと

もなうトルコギキョウの切り花と組み合わせた経営はバランスのとれたものとい

える。今後もこの組み合わせで、の経営の発展が期待で、きる。ユリ切り花の品撞は、

オリエンタル系、スカシユリ系以外にも LAハイブリッドなど新しい品種が登場
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してきている。また南半球のニュージーランドでの球根生産が始まるなど世界的

に見た生産、流通の変動要因が存夜するので広く内外の情報を収集し対応する努

力が必要である。

(2) 経営の展望

これまで見たように、聡氏は綿密な観察により徐々に改善していくことを得意

としている。そこで、今後ともこのユリ類とトルコギキョウの作型を、無駄を減

らし歩留まりを上げる方向で改善すること、また、オリジナル品種の品揃えを増

やしていくこと、その結果として、種苗会社と連携して育種の面でも収益を増や

すことを考えている。

このようにして、(有)末継花園の経営は、今後更に発展し、数年後には大きく変

貌していると考えられる。

(執筆者独立行政法人農業生物系特定産業揃研究糊1

花き研究所長腰間政二 / 
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σb 

舎も 寺島
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受賞者のことば 那須野農業協同組合ねぎ部会代表村上千秋

私たち那須野農業協同組合ねぎ部会は、栃木県北部の那須山麓地域でき

れいな水と豊かな土壌に恵まれた水田地域でねぎ栽培をしております。

成4年にねぎ部会が発足して以来、日本有数の産地作りを目指してきました。

播種から定植・管理までの機械化一貫体系をいち早く導入した省力栽培技

術や、部会独自のハウス軟白長ねぎ栽培の導入、また流通関係者等と連携

した販売対策などに取り組んで参りました。

このような取組の結果、農業経営の改善や作付拡大に伴う水田の効率的

利用、労力確保のための環用の拡大やブランド化による地域のイメージア

ップなど、地域社会活性化にも貢献できたと自負しております。

私たちは、常に消費者の視点を重視し、安全、安心、新鮮かつ安定供給

をモットーとして、消費者の健康はもとより環境にやさしい生産にも取り

組んで、きました。また、品質ーでは日本ーとの市場評価を頂くまでになりま

したが、さらに安全で美味しいねぎづくりに向けた品質管現や技術対策を

進めていきたいと考えております。さらに、 1 Tや国際化対記;した産地づ

くりを推進するため、担い手育成と高齢化対策として青苗や出荷調整の分

業化、流通の改善による低コスト化を推し進め、消費者とともに前進する
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受賞者のことば

ことを目標に取り組んで、いくつもりであります。

今回頂いた名誉ある賞を糧として、県内はもとより全国のねぎ産地の先

導的な役割を祖うとともに、今まで以上に消費者の信頼に応えられるよう、

より一層の努力をしていきたいと考えております。

地域の概要と受賞者の略歴

1.地域の概要

(1)地域の立地条件

当部会のある那須地域は栃木県の北部に位置

第 1 表大田原市における年間気象概要

年平均気温 1 年間降水量
12.4 'c 1,426.5mm 

(2) 農林水産業の概要

日 照時間

1,715 .3 ß寺慌1

平均風速

1.0 m / s 

第 1 図

拐木県

那須地方の農業産出額は、 690 億円(平成 15 年度)で、県全体の約 25% を占

めている。北部の那須山麓の高原地帯は酪農や肉用牛を中心とした畜産業が盛ん
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で、県内最大の生産を誇る。中央

部以南は、米麦大立を主体とした

県内有数の土地利用型農業が醸ん

な地域であるが、近年は広い耕地

を活かして「ねぎJ t うどJ tなす」

第 2表 JA なすの販売取扱実麓 (H15 年度)

「トマトJ 等野菜振興が穣極的に

行われている。また、平成8年 3

米 類

表 類

野 菜

果 実

E5 ii: 物
花き・花木

そ の 他

計

販売額(千円)

9,830,246 
893 ,488 

3,170,823 
924,779 

3,870,146 
1,007,023 
1,062,429 

20,758,933 

比ヰ~% 備考

47.4 

4.3 

15.3 ねぎ トマト

4.5 イチコ。 穿l

18.6 

4.9 

5.1 

100.0 

月、那須地方の 7市町村6農協が栃木県内でいち

く広域合併を行い tJ Aなすの」が誕生した。

(比率は IJlj拾J工入のため一致しない)

2. 受賞者の略歴

当部会のねぎす却をは、転作作物として水稲作業と競合が少なく、年聞を通した

需要があり、市況の安定した収益性の高い作物として、首都圏農業の一環として

推進カサ台まった(第 3 表)。平成 4年には「大田原市農協ねぎ部会」が設立し、

平成 5年からは雄大な那須山系の麓に広がる那須高椋で育まれ、白い肌を持った

すらりとした姿から、“最高のねぎ"をイメージし「那須の白美人ねぎ」と命名し、

第2図組織の構成

約報. i!I5 性/・4 .J A なーすの ι~時半世珪E 絡
I 翠冨童施麗燦綴拠職務鼠 .'王:………向日明日-"-"r-"-"-"-"-・-一一二三寸鐙 措 置I 村 l 

ヨξ 緩・アドパイ:;;:- .....、文J努・7tドパムτすンラz:-- 文綬・アドバイス

i .J A なすのね霊宮部会

2思役・縫佳援蝿
一一一一三役 一一一一
部会主義 1 名

郡部会長 3 名

会計 1 名

-tj'f卒設 ・ アト。ハ'イス."，.，〆 \\'IW 幸投 ・ ア卜守ハ叩イス
J 鍋倒刷備制幡 R ・四四・・・・・・・.......... ..・・づ".，.~・ 穏健霊密室翠 J吋・ー・- -・同圃・・・・・・・・・・・・・・・同・・・~

r一生匙露璽蒋門器宮 ーι..， rよ」一 般翠揺喜怒内線一一--，
1，生産部長名販路部長 1 名

: I生産郡部長 2 名 i 情 報 l 販爽副部長 2 名l
i 卜生産蒋門部長主 7 名 l アドバイス IR反苑専門部図 7 名

園町・・膏・・・・輔副副副舗姻舗網"・"“・・.輔、- --欄網- --剛、網---~暢剛側欄網- -“備削網"綱- -欄側側剛綱嶋附綱網"備舗舗 L.:
挺案・ 4前線・ ìili 絡 I I イメー γ7 ツ 7 ・部隊 i

i 巡絡ぬ: 41 名 : 10 名 i 

\、・ー、 i 
ぬ援活・的;辛艮.i!.1!絡 機主総ト情報. i!IE 絡\\、 fl造拠'h'f ~IÆ • ìili 絡

i 一般 f協会民 均 年 昔話焔入部( Iヨヨミ入会) I 
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統一ブランドとして販売を開始した。ハウス軟白ねぎの取り組みは、消費者から

望まれるものを供給したいという思いと、出荷時期の拡大及び高付加価値化を目

的とし、「ハウスねぎj に着目、遮光資材の開発や試作を重ね平成 6 年より出荷

を開始した。平成 8年には JAの広域合併に伴い、 JAなすの合併後初の統一部

会として「那須野農業協同組合ねぎ部会」を設立し、一元出荷を開始した(第 2 図)。

平成 1 5 年度は、栽培戸数 193 名、販売金額6億 2千万円となり、 JAなすの

管内で今後最も発展が期待される園芸品目となっている(第 3 表)。

第 3表年次別の推移

年度 戸(戸数) 面(ha積) 出(荷ト量) 販(万売円) 備 考

日 4 "f. 55 12 207.0 4,441 大問原市 j及協ねぎ部会設立

日 5 {手 79 18 290.1 11 ,117 1 億円達成、 1-2-3 運動開始

H 8 年 144 50 1,014.0 24,186 J A なすのねぎ部会設立

日 10 年 155 60 1,154.0 53 ,950 販売金額 5 億円 i案成

村上部会長日本 J1tk ~臣賞大災受賞

H 14 年 193 66 1,637.6 64,605 全箆施設悶芸共進会 3 1:t受賞

会県最t% 優業秀・賞農受村賞活性化コンクール大

H 15 年 193 70 1.854.6 62.387 日本農業1't大賞受賞

受賞者の経営概要

1.経営の概要

(1)期待される水田転作作物

ねぎ栽埼は水田の転作作物・農

業経営改善の作物として導入され、

ねぎ栽培者のほとんどが水稲を中心

とした複合経営となっている(第 4

表)。

なお、大田原市における転作作物に占めるねぎの割合は 2.4%であり、ねぎ栽培

第4表部会員の概況(平成 14 年 3 月末)

項 自 内容

部l 4i; 員 数 193 人

平 均 年 齢 52.8 歳

:t 主喜 {乍 物 ねぎ

イ宇 付 面 積 66 ha 

I 1 戸当たり平均作付凶秘 34.2 a 

奴 で7é己 金 額 646，053 千円

I 1 戸当たり平均販売額 3，347 千円

ねぎ栽培平均経験生ド数 6.1年

に占める水田作付け割合は 99%以上となっている。

(2) 機械化一貫体系の確立

ねぎ栽培当初から、労力の省力化と生産効率の向上により、産地の規模拡大の

ための機械化栽培体系の確立に向け取り組んできた(第 5 表)。
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(3) 独告の生産技術の確立

管内の優良事例を基に作成したね 第5表組織内の動力農業機械保有状況

ぎ栽培マニュアルを作成し、栽培

農家全戸に配布を行い、部会員へ

の技術の向上と技術の統一を罰り

品質、出荷量の向上を割ってきた。

機 被 名 側人脊 総織有

{話 磁 機 0 台 1 1 台

定 主査 機 。台 1 6 台

ねぎ専用自定式防除機 8 合 1 8 台

iliiJ jJ P立言語機 182 台 。台

蒸気 ììï 議機 。台 3 台

jJ.ï 縮機(管理機) 1 8 0 t 8 4 台

好』 取 機 5 0 台 9 台

i禁耕ロータリ} 2 0 合 1 台

皮 む き 機 152 合 1 5 1 台

会かロt 束 機 5 4 台 4 4 台

(4) 栽培の拡大とブランド化

日本一の品質と最の確保を目標

に、周年出荷と品質重視のねぎ栽

培(ブランド化)を目指し、毎年、技術・販売・品質管理とあらゆる課題に向け

て取り組みが行われてきた。

2 経営の成果

(l)地域社会の活性化への役割

たり平均耕 第6表部会の平均経営規模の推移

地面積は、 2.2 h a と大きく

米麦大豆を主体とした土地利

用型作物中心の地域である。

年度
平成 12 年度
平成 13 年ー度
平成 14 年度

規模
34.0a /戸
32.la /戸
34.2a /戸 一

一
一
一
一

ねぎは転作作物として水稲作業と競合が少なく、大規模作付けが可能で、あったこ

とから、経営改善効果の高い作物として水田地帯に導入・普及した。これにより

農家の生産意欲が高まり、地域農業全体の活性化につながっている(第 6 表)。

ハウス軟自ねぎは、安定した高い所得が上げられることから、若い農業者を中

心に導入され高収益農業経営を実現し、農業後継者や帰農者の確保にも多大なる

貢献をしている(第 7 表)。また、ねぎの作付面積の拡大に伴い雇用労力導入農

家が増加し、地域に新たな雇用機会を作り出している。

「那須の白美人ねぎj を、テレビや新開等の多くのメディアに紹介し、那須地

i玄の農産物がクリーンなイメージを消費者に定着させ、 JAなすのの認知度を飛

躍的に向上させ、魅力的な那須地域を再発見させる大きな役割を担ってきた。

可
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第7表部会の平均経営収支の推移

平成 12 年度 平成 13 年度 平成 14 年度

作付図積( a /戸) 34.0 32.1 34.2 
平均反収~!Oa) 2 ,724 3,360 2,946 
生産盤 (kg /戸) 9,262 10,786 10,075 
平均単価 (円/ kg) 230 291 332 
Jj.fI.奴主主(千円/戸) 2,l30 3,l39 3,345 
経営費(千円/戸) 1,286 1,341 1,346 
所 得(千円/戸) 844 1,798 1,999 
所得率(% ) 39.6 57.3 59.8 

受費財の特色

1 .技術

(1)独自のハウス軟自ねぎ栽培技術の確立

消費者から望まれる商品づくりを自指し、研究と試作を重ねて軟自遮光資材(発

※農家の平均経営収支の推移はねぎ部門のみの数値

平成 14 年度のねぎ部会内におけるね

ぎの平均販売金額は 335 万円で、販売金

額 5∞万円以上の農家が 42 名と全体の

22% を占めている。また、近年の規模拡

大により、販売金額 L∞0 万円を越える

農家も現れてきた(第 3 図)。

第 3 呂ねぎ販売金額l.l1J農家数 (H14)

ねぎ販売金額別農家勢
50 
45 
40 
35 
_. 3日

空 25
20 
15 
10 
5 
9 

y全 くさ @ く~ -~ 令 9> ...... <<> "'((). くる も
へL、③ ζるもくさくるく?>""" ...0 今令、r."-I'r ~、 'v 円~~' .þt~ :6 。ペ .qiJ ~.可 7

00 イイイイぷ。〆ぷ .ct' 3Jr ぷP
。 .0- _'0- .0- ~O- ~o"""- ~O- _0- S)- Jo...V 

イレ "'-金 6 モグ ペ q;.- q> 、

ね" !!i1完全額〈方円〉

泡スチロール製)で高品質の軟白部を作る独自の「ハウス軟白ねぎ栽培」を確立

した。これによりねぎの周年出荷が可能となり、年間労働時間の平準化、市場へ

の年間安定供給が図られた。柔らかく、糖度が高く、サ

ラダ感覚の生で食べられるねぎと消費者から高い評価を

得るなど、多くのメリットをもたらし安定生産と有利販

売を実現することができた。

(2) 部会独自の栽培技術の統一・高位平準化

部会内の優良事例を基に関係機関と共に詳細に記述し

た部会独自の「那須の白美人ねぎ栽培マニュアル(露地

ねぎ・ハウス軟白ねぎ)J rねぎ病害虫防除マニュアル」写真 1 遮光板による軟自

つ
山

内
可U



を作成し、部会員に配布してきた。部会員の栽培技術の統一、高位平準化と新規

栽培者の栽培手引きとすることで、第農家を作らずに部会共通技締として高位平

準化が鴎られ、安定した高品質ねぎづくりに結びついている。

(3) F AX活用と技術リーダー育成による技術レベルの向上

ほほ毎月、地ほごとの栽靖講習会・現地指導会を行うと共に、気象状況や発生

予察に応じたタイムリーな病害虫対策情報や適期作業管理技術を、 FAX一斉送

信で随時部会員に提供しており、 j白期管理. I坊除を可能にしている。

(4) さらなる安全・安心と環境にやさしい栽培への追求

14 年度から「ハウス軟自ねぎJ でとちぎの特別栽

培農産物 iLink TJ の認証を受け、取りお]み

を開始した。農薬、化学肥料の{吏用量が慣行栽培の

50%tJ、ドの栽培基準をクリアーするための栽培指針

「那須の白美人ねぎ栽培マニュアル(Link-T)J

の作成及び配布。栽培ー講習、独自に開発した有機質

写真2 防虫ネット l∞%の白美人ねぎ専用肥料の使用や防虫ネットのハ

ウス商被夜、蒸気消毒・太陽熱消毒の実施等、環

境に配慮したねぎ生産の環境整備に取り組み、より安全・安心で美味しいねぎの

を実現している。

(5) 機械化栽培体系による省力化

全国に先駆けてセル成形商を手iJ用した栽培体系を

確立し、平成 5 年度に「全自動播種機J、「全自動移

植機j を導入すると共に、平成 8 1'1三にはねぎ専用自

走式訪除機を関係機関、メーカーと共同開発・導入

するなど省力を悶るために、積根的な機械化栽培体 写真3 自走紡除機

系の確立に取り組んできた。
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(6) 安心・安全システム(残留農薬自主検査)の導入

今年度から、生産者全員による年 1 人 l 検体の残留農薬自主検査を行っている。

この検査に係わる費用は生産者自らが負担し、検査結果は全て各市場に公表して

いる。

(7) ハウス軟白ねぎ糖度調査

集荷場で毎日、生産者個人ごとの糖度 (Br広)調査

を実施し、その結果は各市場を通して仲卸、バイヤー、

量販店に情報提供している。また、調査結果は肥堵

管理、瀧水管理指導にフィードパックし、さらに

味しい「那須の由美人ねぎj の生産に努めている。

(8) 品質管理の徹底

写真4 糖度調査

「品質は栽培管理から」との考えを基に、各栽培講習会、現地指導会では、先

ずは販売ありき、生産技術 l つ l つの取り組みが商品、販売に直結していること

を常に周知徹底し、意識改革を図っている。また、ハウス軟白ねぎ、露地ねぎ共

に出荷時期別に年数回、出荷f目揃会を実施し、品質・規格の統一、品質管理の轍

底に努めている。

2. 経営

(1)産地拡大

部会員を対象とした作付経営指導会を毎年実施

し、個別経営改善に向けての作型・作付面積の計

画策定、経営相談を実施している。

新規栽培者の確保には、 ]A広報誌や推進資料、

集落ごとに新規栽培者推進盛談会を開催し、ねぎ

を導入し易い環境づくりを心掛けている。また、 写真5 経営指導会

部員自らが仲間を増やす「部会員 1 人、新規栽培者 I 人運動」を展開しており、

毎年途切れることなく新規栽培者を確保している。
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(2) 栽培履躍の記帳による信頼される産地づくり

平成 14 年度からすべての作型において、栽培履歴の記'Ij援を開始した。その結

果は農協が完備しており、 トレーサピリティーにいつでも対応できる体制を整え

ている。

(3) 露地ねぎ周年出荷体系の確立

当初出荷は露地ねぎの秋冬取り作型が中心で、出荷ピークは 9 月 ~12月と短く、

総出荷量は 207 t であった。周年安定生産実現を目指しJ春どり作型jの導入と「初

どり作型J の面積拡大を推進した結果、現在は 7 月 ~5 月まで出荷期間が延長

され、平成 15 年度の露地ねぎ出荷量は f大田原市農協ねぎ部会」設立当初の約

9倍となる 1筋4 t に達するまで拡大してきた(第 8表)。また、新品種の育成に

も関係機関と連携して取り組んでいる。

第 8表ねぎ部会の作型

平成 16 年ハウス軟自ねぎの作型

月 11 12 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 2 3 4 5 

包帯為
lo  -I2/-20 活量 露覇 塁審

mo 2/詰
話転 露悪 E霊

話量 露軍 属護

斐 o 弘 慰霊霊

0
3120 訴訟 露語圏

4/20 0 傘 悶悶
5/20
0 図盤調
6/20
0 金 E語圏
7/20 

。 d弘 盤霊 医覇

。
8/20 

d包 E霊 E翼

mor  認証 震霊
1012 

F
h
u
 

ハ
叶
υ



平成 15 年露地ねぎの作型
月 1 2 3 4 5 6 7 B 9 10 11 12 

平手どり

空回
定布iÏ

初 1EY / 100 /I 

に7\

際線

f'� U I2C/2H5 -隆盛璽
人ノ( nJ� ) 。1/5目 ÇïJ, 

亥どり お。 強定

初くどり 告。 認転

I~È 干';Jçどり 3一72-0 過盃

主}J 冬どり
B10 

通E

冬どり
震露 盤盟 お。 品弘

(4) 出荷調製作業場の環境・衛生管理

平成 15 年度から、ねぎの可食部に千が触れる機

会が多い出荷調製作業場の環境・衛生状況の点検

を開始した。点検項目は、案内の整理、整頓やね

ぎを拭くタオル・手袋の使吊状況等 12 項自で、評

(面すると共に改善点の指導を行っている。

(5) イメージアップ・消費拡大

「イメージアップ部員」が主体となり、スーパー

や量販店で夜接消費者へアピールする試食販売

キャンベーンを積極的に展開している。部会主{誌

のキッチン交流会や地域食材を和用した料理コン

テストに参加し、優秀作品を試食用ねぎ料理とし

て販売キャンベーンに活用するとともに、ねぎ料

理レシピや「那須の白美人ねぎj のリーフレット

も配付している。また、今年からねぎの栄養価や

その栄養を摂取しやすい調理方法の勉強会を実施
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臨調 盤理 審理

凶器麹

写真 6 出荷調製作業

写真7 料理研究会

写真8 動く宣伝カー



し、消費者に美味しさと健康にも役立つア 1'-パイスができる「ねぎソムリエj を

育成し、販売キャンベーンに臨んで、いる。

(6) 市場・仲卸・バイヤーとの連携

ねぎ流通研究交流会を毎年開催し、市場・仲卸・バイヤーを招いて最新の消費・

各産地動向や市場の販売戦略などの情報提供を受けている。部会からは、栽培状

況や生育状況、月間出荷計部等きめ細やかな情報提供を行い、データ分析に基づ

く年間販売戦略の検討、策定に取り組んでいる。

(7)出荷規格の見直し

平成 15 年度からは出荷規格をA 、 B 、 C等級の三段階級から A 、 B等級二段

階級に簡素化し、品質の底上げによる A等級率 30%から 80%への向上、高頭で

販売しやすい規格の拡大、数最確保、予約相対等販路の確保を目指している。ま

た、季節により市場の要望に合わせた時期限定の出荷規格にも対応し、消費者が

求めやすい商品づくりにも心掛けている。

普及性と今後の方向

1.普及性

(1)地域活性化への役割

農業所得の低下が深刻な問題となり、農業全体に沈滞ムードが漂う中で、 JA

なすの管内ではねぎ経営が多くの農家に受け入れられてきた。これらにより、経

営改善が図られ農家の生産意欲が高まり、地域担い手の育成に結びつくなど、地

域農業全体の活性化に繋がっている。

(2) 主財哉活動の牽引役

平成 8年に管内 6農協の合併に伴い、いち早く部会主導型で管内のねぎ部会を

合併させた。組織の統一・ロットの拡大・販売戦略等の手法は、後に続く生産組

織の合併への道標となっている。

ウ
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(3) 躍用促進の拡大

ハウス軟自の周年栽培や 2ha を越える露地ねぎ生産者の増加で、ねぎ農家で

の雇用導入が増えている。麗用による農業経営改善と地域の雇用機会の拡大等、

地域全体への波及効果が拡大している。

(4) 家族経営協定推進

家族一人ひとりがやりがいと責任を持って意欲

的に仕事に取り組める就業条件整備として、家族

経営協定を部会の重点事項に位置づけ、他生産組

織に先駆け積極的に推進してきた。現在 108 組が

締結したが、女性や後継者の意識向上と経営改善

の広がりが進んで、いる。

(5) さらなるオリジナルブランドの確立

写真9 家族協定調印式

消費者から品質、食味で高い評価を得ているオリジナルブランド「那須の白美

人ねぎJ はそのネーミングの付け方やブランド品の開発等、他の ]Aなすの生産

札識でもその手法を活用した新しいブランド農産物づくりへの取り組みが始まっ

ている。

(6) 環境保全型農業・特別栽培農産物への挑戦

減農薬・減化学肥料栽培など環境にやさしい栽培技術をねぎ部会が率先して叡

り組み、収量と品質の向上が証明できたことで、減農薬や減化学肥料栽培は収量

が低下するとの農家意識が見宣され、環境保全型農業の地域への波及が動き出し

ている。

2. 今後の方向

(l)ブランドの確立と足腰の強い産地づくり

消費者ニーズに正、えた出荷・販売体制の確立や定価格・定量販売の実現、さら

に高付加価値栽培による差別化等の対策をさらに進め、輪入農産物に対抗できる
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足腰の強い産地づくりを目指していく。これらにより、「那須の由美人ねぎj の

産地確立(目標:販売額 15 億円・栽培面積 150ha ・部会員数 3∞人)の早期実現

と、周年による新鮮で安心かつ美味しい那須の由美人ねぎの消費者への提供を目

標に、更なる活動を展開していく。

(2) 周年出荷了への取り組み

ハウス軟白ねぎは周年を通した出荷を実現しているが、さらに年間出権量の平

準化を図っていく。露地ねぎは、 トンネル十マルチ被覆等の初夏取り作型の導入

を拡大し、完全なる崩年出荷体系の確立を進め、揺るぎないねぎ産地を構築して

いく。

(3) ハウス軟白ねぎの高付加価値化

「とちぎの特別栽培農産物認証・表示制度j や安心・安全システム(残留農薬

自主検査)をさらに高度化および充実していくことで、高付加制値商品づくりを

追求し、消費者に信用、信頼される産地を目指していく。

(4) 環境保全型農業への取り組み拡大

すでに開発導入の始まっている、独自に開発し

た有機質 1∞%専用肥料や防虫ネットハウス被覆

の利用拡大。ソルゴーによるクリーニングクロッ

プや蒸気消毒等、徹底した環境に配議した技術の

整備を図り、環境にやさしい農業の実践を押し進

めていく。
写真 10 蒸気消毒機

(5) 機械化栽培体系の確立‘と作業の効率化及び分業化の実現

露地ねぎで 58%、ハウス軟白ねぎで 83% までの労働時間短縮を目標に、全自

動収穫機、共同選果システムの導入、青苗の外部委託、部会員聞のヘルパー制度

の整備により、機械化栽培体系の確立と作業の分業化と効率化を図り、規模拡大

と後継者が定着するゆとりある安定経営を実現していく。
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平成 16 年度からは背苗の労力軽減を日的に、青苗専門

メーカーとの外部委託制度が動き出している。これによ

り、栽培管理への集中と面積拡大に弾みがつくものと期

待されている。

(6) 消費者交流・販路開拓・拡大

消費者を産地に招待し、産地見学、情報交換を行うこ

とにより、「那須の白美人ねぎ」の美味しさ、安全性の理解、

イメージアップを図ると共に「見える産地j づくり、「な

すのブランド」のファン確保にも積極的に取り組んでい

販売しやすい規格の簡素化による数量拡大、通

いコンテナ、カット品、 FG フィルムなど用途に

応じた出帯体制の確立、業務用等の契約取引の拡

大を進め、さらには生産方式、技術の再編と確立

に取り組み、安定生産、安定供給による収入を実

写真 11 全自動播種機

写真 12 全自動定植機

現する。また、学校給食、観光地・ゴルフ場等、 写真 13 消費者交流会

那須地域の立地条件を活かした販売チャネルの拡大により、地産地消を積極的に

推進していく。

(執筆者独立行政法人農業叩開業開「
野菜茶業研究所長石内博治 / 
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場最場最*治省き*様替台岩場母争当寺普台場場脅替を場場***場場活争当最*常務*場**場
。c!.，

天皇杯受賞
σ8 

選
く荷主a

幹
線1

受賞者清水英夫 翠
ZB 

捧 (熊本県球磨郡錦町大字木上東 1178 -4) 事
合〈【

婚 事
場最場最*場最善き母語舗を令官場務省春場合常務務省春場*常務場最場*常務場場場皆様

受賞者のことば 清水英夫

我家の農業は、両親が昭和21年に中国東北部引揚者として現在の場所に入

植 したことに始まります。 当初はお茶と養蚕を営んでいました。 酪農は、 昭

和40年代初頭に乳牛 l 頭を導入したことに始まり、 51年に40頭規模に拡大し

専業となりました。 その後さらに増頭し、現在は経産牛60顕を飼育していま

す。

酪農開始当初、天候不順により我家で栽培した飼料作物の生産量が著 しく

減少し、やむなく購入銅料に頼ったことがありますが、飼料の購入は経営を

圧迫し、 飼料生産の重要性を痛感しました。

以来、 頭数に見合った飼料畑の確保を基本とし、近隣の休耕地を購入・借

地するなどして飼料畑を 13haまで拡大してきま した。大区間の飼料畑を牛舎

付近に集積したことで、効率的な作業が可能となり、飼料生産用機械も日頃

の保守管理により法定耐用年数を大IjJ高に超えて稼働しているものが大半で、

飼料生産の低コスト化につながっています。

また、 家畜排せっ物は肥料と して農地に返 し、経営内で全量利用していま

す。我家の飼料畑は火山灰土で、地力の高い土質で、はありませんが、家畜排せ

っ物の還元と石灰の投入、 j栄耕等により収量を維持しています。

球磨地方は台風の襲来が多く、 トウモロコシの栽培にはこれまでの経験に
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受賞者のことば

基づき工夫しています。このことにより今年の複数の台風にも、被害を最小

限に1:J~えることカfできました。

牛の飼育管理については子牛の頃から我家で栽培した飼料作物を十分に

与え、また、乳量を無理に求めないことで、疾病の発生が少なくなっています。

牛の健康は良質な生乳の安定生産にもつながっています。

土地資源を生かし充分な牧草を低コストで確保するという酪農の基本に

徹し、地道に経営に取り組んできたことを評価していただき大変喜んで、いま

す。

これからは、息子夫婦を中心に、錦町で第 l 号として締結した家族経営協

定に基づき楽しい酪農経営を続けたいと思っています。

地域の概嬰と受賞者の賂麗

1 .地域の概要

(1) 地域の立地条件

j毒水氏が酪農経営を行っている錦町は、熊本県の南部、人吉盆地のはほ中央に

位置し、総面積は約85krrlで、その59%は森林で、ある。年平均気温は15
0

C であるが、

盆地性の気扶で、寒援の差は大きい。町のやや北よりを球磨111が西に向かつて流

れ、その周辺部は水田地帯となっている。南部は山麓地帯で、一連の事業により

畑地潅蹴を備えた国場整備が行われ、錦町特産の一つである梨、挑の産地となっ

ている。北部は丘陵地帯で、一部ゴルフ場となっている他は、ほとんどが国営川

辺川土地改良事業毘域内であり、畑地造成と区画整理が完了している。この地域

は、お茶、畜産、野菜を主体とする畑作地帯となっている。お茶は全国で農林水

産大臣賞と産地賞に輝き、産地銘柄を確立している。 清水氏の牧場はこの北部地

区にあり周辺には茶畑が広がっている(第 l 図)。
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(2) 農林水産業の概要

錦町は、果実を始め米、茶、音産など農業を基幹とする

町である。農業センサスによれば、農家戸数は1，104戸で

専業農家は192戸、耕地面積は1，665haとなっている。平成

14年度の錦町の農業総産出額は4.882百万円であり、その

うち乳用牛が1，064百万円で第 1 位、次いで米の935百万円、

以下、内用守二、野菜、工芸作物(茶)、果実のJIJi'îとなって

いる。農家 1

ている。

たりの生産農業所得は1，736千円となっ

2. 受賞者の略摩

第 1 図錦町位置図

戦後、父の登氏が開拓でき当地に入植し、当初はお1í~と養

を営んで、いたが、 昭和40年に乳牛 l 頭を導入したのが

酪農の始まりである。 48年頃から酪農部門を拡大し、 51年

に酪農専業に転換、総合融資を受け40頭の牛舎を新築した。さらに平成10年に10

頭の増頭と牛舎の増築、パンカーサイロ 3基を設置した。現在パンカーサイロは

5基となっており、いずれも既製品のコンクリートパネルを活用し安舗に仕上げ

ている。

酪農を開始した当初、天候不順により

自給飼料が不足し、多量の購入粗飼料に

頼ったため、経営を庄迫した苦い経験か

ら、「土地なくして増頭なし」という経

営哲学・理念のもとに、昭和50年より、

離農跡地の購入、借地を進めた。自作地

は当初の330aから現在では、 8∞aに拡大

している。これに借地5∞aを加え現在の

餌料焔部積は13haで、ある O これをトウモ

ロコシ、イタリアンライグラスの作付け 写真 1 清水英夫氏(前列左)とご家族
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体系でフルに活用し、経産牛 l 頭当たり延べ飼1引乍作付け面積は48aと土地に立

脚した酪農経営を実現している。

受賞者の経営概要

1 .経営の概要

清水英夫氏の経営は、本人と妻、長男の 3 人を主軸とし、それに長男の妻と父

が加わって労働力は 5 人で、ある。年間労働時間2，200時間換算では、家族労働力

は3.59人である。

第 1 表労働力の構成

続柄 年齢 日数 備 考
本人 57 360 自給飼料生産、搾乳、簿記記帳
奏 55 288 搾乳、乳牛管理
長男 34 360 自給館料生産、搾乳、銅料給与、簿記記帳
長男の妻 29 99 錦料給与、ほ育
父 80 99 環境整備、衛生管理

1.206 

経産牛飼養頭数は54頭であり、飼養形態はスタンチョン・パイプライン方式で

ある。牛群は全頭自家育成で、乳量よりも牛の健康と乳質に重点を置き、自給飼

料活用により能力を発揮する牛作りに専念している。経産牛 1 頭当たり延べ作付

け面積48aの飼料基盤を確保し、飼料畑を確保してから増頭しているため、ふん

尿と飼料畑のバランスが適正に保たれ、資源循環型酪農を確立している。

ふん尿はパーンクリーナで搬出し、国液分離機で由形分と液分に分離する。固

形分は堆肥舎にて堆肥化、液分は尿溜に貯留し、ともに全量を元肥または追杷と

して飼料畑に還元している。ふん尿の還元による肥料費の節減と効率的な機械作

業を可能とする飼料作の工夫により、 TDNlkg当たり 25.6円と飼料生産の低コス

ト化を実現している。

搾乳牛にはトウモロコシサイレージとイタリアンライグラスサイレージを通年

給与し、これに地域内で生産される稲わら2ha分を通年給与することにより、 輪
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入乾草なしで、搾乳干の飼料自給率39.5% 、 i主i産粗釘tl~q.自給率1∞%を達成し、ま

さに土地恭盤に立脚した都府県における資源循環m酪農のモデルである。

写真2 牛舎 写真3 パンカーサイ口

2. 経営の成果

平成14年度の経営実績は、第 3 表(l)経営実績のとおりである。平均経産牛飼養

頭数53.7頭で、総産乳量は424 t であるが、所得率は41.4% と高く、生乳1kg当た

り生産コストは64.9円となっている。経産午 1 NJî当たりの乳量は7.887kgと県平均

を下回っているが、無理をして搾らないという方針のもとに、午の健康と乳貿を

重視している。平均産次は3.5産と高く、家畜共済金の支払額は、加入陥農家160

戸中、第 8位、経産午飼養Nfí数50頭山、仁の麟農家では第 21立と少なく、共済の掛

金額も最も低い足分となっており、疾病の少ない健康な飼養管理が行われてい

る。

濃厚飼料給与量:が少ないため、手L飼比は28.7%と f尽く、飼料効果は3.2と品い。

後継牛は20{j三 T1írから l~ 家産相l飼料l∞%で育成しており、全体の粗飼料自給率は

90.8% と高い。

飼料知113haのうち、 5haが借地で、 l~j 給飼料のすDN1kg当たり生産費は平均で

25.61斗と低コストである。これは牛舎鴎辺への土地の集積による作業効率の向上、

減価償却費の削減、ふん尿の完全科用による}肥料費の節減などによるものである。
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受賞黙の特色

1 .技術

(1) 土地に立脚した酪農を一貫して追及

「土地なくして増頭なしJ という理念のもとに、土地の購入や借地をすすめ、

頭数に見合った餌料畑を確保し、土地に立脚した酪農経営を親子 3代に渡って

構築。経営全体として44.2%と高い飼料自給率を実現している。

(2) 資源循環型の酪農経営

トウモロコシとイタリアンライグラスの作付け体系で、ふん尿は全量飼料畑

に還元している。これにより購入肥料費の大幅な節減をはかるとともに、経営

内で資掠を循環させる資源循環器の酪農経営となっている。ふん尿は固液分離

を行い、堆月担及び液肥として利用している。堆肥はイタリアンライグラスとト

ウモロコシの播種時の基肥として利用、液肥については播撞時に施用するとと

もに、追肥としても利用している(第 2 図)。ふん尿は頻繁に飼料畑に還元さ

れるので(第 3 図)、ふん尿の処理、 27留施設は小規模なもので対応できコス

トの削減につながっている。

当地域の錦料畑は火山灰土壌

で地力は低いが、ふん尿の全景

還元、石灰などの土壌改良材の投

入と、年 l 回のプラウによる深耕

を行うことにより、地力の向上を

図っており、清水氏の飼料焔は、

20年以上デントコーンを作付けて

いるが近隣地域より高い収量を

第2留年間のふん尿処理、利用量

得ている (第 2 表)。 イタjアンうイグラス 1 ，3ooa トウモロコシ 1 ，3∞a
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第3図ふん尿還元体系

感翠麹ィ…ィーツプサイトジ〉 慶露巡sイ柑例タ世判lリ…J庁昨アbン

第 2表飼料作物の収量(生kg/10a)

経営全体単i良

近隣王子均単収

イタリアンライグラス

(1間刈り)

3,989 

3,800 

トウモロコシ

(3) 牛の健康、乳質を大切にした略農経営

4二群は全頭指家育成で、 i耐用年数が長く、反拐生理にかなった飼料給与によ

り、牛に優しい飼養管理を行っている。粗飼料はトウモロコシとイタリアンラ

イグラスのサイレージの通年併用給与により牛偶体の能力を最大限に発揮さ

せ、乳量、乳質の安定化を図っている。

経産牛 l 頭当たりの乳量は県平均より少ないが、乳量よりも乳牛の健康、牛

乳の品質を大切にしたゆとりある経営である。疾病が少なく、平均産次は3.5

産と高い。乳質も乳脂肪4.03%、無脂i主ト万五分率も 8.58% と高く、細菌数や体細

胞数も低い。

(4) 低コストな銅料生産

飼料生産困場は分散しているものの、牛舎から 2km以内に集積し、一臨場の
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而積も平均80aと広くし、作業の効率

化を図っている。また、飼料生産機

械を大切に利用し、多くが減価償却

ずみとなっており、館料の生産費を

TDN 1 kg当たり 25.6円と低く抑えて

いる。

(5) 飼料生産の工夫(栽培法、労力配分)

飼料作では、新品種を試作し、自分

の焔に適した(自然条件、作業体系等)

品種を選定するとともに、台風常襲地

写真4 トウモロコシ闇場
(倒伏しでも、機械による収穫作業が可
能なように、播種方向を決めている)

であることから、 ifÚ伏しでも機械による収穫作業が可能なように播種方向を定

めるなど栽培に工夫を凝らしている。また呂場によって播種時期をずらすこと

により、飼料作物生産にかかる作業の集中を避ける工夫をしている。

2. 経営

平成14年度の経営実績は、総所得18.813千円(経産牛 I 頭当り 350千円)、所得

率4l.4% と高い。所得率の高さは、生乳 1 kg当り生産コスト(第 1 次生産費)が

64.9円と低いことと、他方、生乳 1 kg当りの平均販売価格は97.74円と高いことに

よる。その販売価格の高さは、乳質の良さによるところが大きく、生産コストの

低さは自給飼料の低コスト生産によるところが大きい。低コスト生産の自給飼料

を基盤に、牛乳の量より質で、高所得を実現している。

牛群の改良は乳景よりもまし質に重点をおき、牛群検定を平成元年より行い、良

い牛は自家保留し、良くない牛は海汰している。ただし、近年は増頭したため、

淘汰を遅らせたことから、経産牛 1 頭当りの平均年間乳量は7.887kgとやや低い。

しかし、保理をして搾らないという方針のもとに、牛の健康と乳質を重視してお

り、平均産次は3.5産と高く、家畜共済金の支払額も少なく、疾病の少ない健康

な飼養管理が行われている。

経産牛 1 頭当たり延べ作付け面積48aの飼料基盤を確保し、搾乳牛にはトウ

108 



モロコシサイレージとイタリアンライグラスサイレージを通年給与し (3 月 ~5

月は一部イタリアンライグラスの青刈り給与併用)、これに地域内で生産される

稲わら2ha分を加え、輸入乾草なしで、搾乳牛の飼料自給率39.5%、国産粗飼料

自給率l∞%を達成し、土地基盤に立脚した安定的な経営となっている。ふん尿

は全量を元肥または追肥として飼料畑に還元しており、ふん尿と飼料畑のバラン

スが適正に保たれ、資源循環型酪農を確立している。

自給飼料のTDNll屯当たり生産費は平均で25.6円と低コストである。これは、

①平均飼料畑面積を80aと広くするとともに、牛舎周辺への集積( 2km以内)に

よる作業効率の向上、②耐用年数をはるかに超えて機械を活用することによる減

価償却費の削減、③自己悶場での台風・作業手順を想定した試験栽培による品種・

栽培技術の工夫による高収量の達成、④ふん尿の完全利用による肥料費の節減な

どによるものである(イタリアンライグラスは化成肥料無施用)。

土地の購入や借地により頭数に見合った飼料畑を確保し、土地に立脚した酪農

経営を親子 3代に渡って構築してきたことにより、 n1~入粗飼料の価格変動に左右

されることなく、安定した酪農経営の維持・発展と、高い収益性を維持している。

経産牛 l 頭当り負債残高は19万円であり、 1 年間の元利鍛還額は平成14年度で、

約 3 万円にすぎない。また、自己資本比率は46.9%であり、財務面からも当経営

は安定している。

錦町での第 l 号の家族協定を結び、経営方針から利益の配分に至るまで、親子

3代に渡る協議により決定する近代的な経営方式を採っている。 清水氏の長男は

現在34歳であり、経営玉夫妻とともに当酪農の専従者として経営を支え、飼養牛

への人工授精も行っている。休日は特定はされていないものの、夜19A寺以降は原

則として作業をしないという方針のもとに、家族のゆとりも大切にしている(第

3 表)。
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第3表経営実績等の概要
(1) 経営実績

労働力員数 3.59 

量
経産-1ニ平均飼養頭数(顕) 53.7 
飼料生産用地延べ面積 (a) 2,600 
年間総乳最 (k g) 423.521 

年間総販売乳量 k :Yg じ) 422,681 
年間子牛、育成牛販頭数(頭) 29 

益性収
酪良部門年間総所得(千円) 18.813 
経産牛 1 頭当たり年間所得(千円) 350 
所得率(%) 41.4 

経産牛 1 頭当たり年間乳量 (k g) 7,887 
平均分娩間隔(月) 14.1 

q二 受JJ台に要した種付け回数 2.3 
芋L 平均産次数(産) 3.5 

生 生 乳脂率(%) 4.03 

産 lWi脂乳田形分率(%) 8.58 
体細胞数(万個/m 1) 23.4 

主主
細菌数(万個/m 1) 6.5 
経度牛 1 頭当たり飼料畑延べ間積一 (a) 48.4 

飼1'.'1- 借地率(%) 38.5 
自給飼料生産費(円/TDN1kg) 25.6 

tl: 絹料i支給率(育成を含む) (%) 44.2 
産 粗銅料自給率(%) 90.8 

乳飾北(%) 28.7 

働労 経産牛 l 頭当たり節j養労働時間(11ず) 130.1 
経産!:ド 1 頭当たり飼料生産労働時間(時) 16.9 

議
負債残高(千円) 10,218 
経産守二 l 主N当たり負依残高(千円) 190 

(2) 当期生産費用(単位.円)

区 分、 余 額 経産fド 1 頭当たり

購入飼料費 11 ,866,400 220,976 
穂商費 520,650 9.696 
肥料3Pf 450.357 8,387 
その他 124.609 2,320 

1,095,616 20,403 
労働費
家放労働 7,912.000 147.337 
もと午購入費 。

診察・器薬品安 959.730 17,872 
光熱水'J.it 875.218 16,298 
機械用燃料・油安 335.160 6.241 
種付け1'4 316.968 5,903 

i古{主まFij田を主日t 
芋L!:!二 1,137,145 2 l,l 76 
建物、構築物 1,757,024 32,719 
機器具、車問 1,719,945 32,029 
言 1- 4,614,1 14 85.924 

修繕費 687.659 12,806 
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小股J't. '11f 268,252 4.995 
消耗諸材料'1~ 1,085,091 20,207 
賃;jq.料金その他 1,760,897 32,791 
当期費用合計 31,777,105 591,752 
期首ヲ三Lj二・育成牛評価額 815,250 15.182 
期中帝王夜Lj::繰入評価i額 1,439,000 26,797 
期末子主|二・育成Lj二言F制額 1,244 ,200 23,169 
ニド|二・育成よ|ニ販売収入 2,427,150 45.198 
副産物価格 。

差しヲ店g当主主た1室り長;生〔側産l 15(官!Ií 27,482,005 
主i二芋Llk 64.89 

(3) 損益計算書(単位:円)

区 分 金額 続illilj 二 l 頭当たり

最益
牛乳収入 41,313,246 769,334 
子.I:j::・脊成Lj二販売収入 2.427.150 45,198 
その他 1,617,125 30,114 

45,357,521 844,646 
期首子牛・育成主i二評僻額 815,250 15,182 

!t:. 当期費用合計 31,777,105 591,752 

j底抗百' 
期中経産主l二繰入評価額 1,439,000 26.797 
期末子Lj二・背1lX:4二評備額 1,244,200 23.170 
自家利用堆雌肥評価額 。 。

去をヲ i生産賀市 29,909,155 556,967 
売り j二げ給手IJ主左 15,448,366 287.679 

!t71反hG f !波う15経費 2,139,708 39,846 
共済Jよi 金 804,809 14,987 
組税公課諸負担 290,140 5.403 
事務'14( 104,506 1,946 
労働'-1;'( 。

その他 223,280 4,158 
3,562,443 66,340 

卒業利主義 11,885,923 221,339 
事業外収益 。

当期総利主主 11 ,885,923 221,339 

タ業用費ト
支払利子 412,315 7.678 
支払地代 505,000 9,404 
償却j対象lj二処分損 67,165 1,251 
そのf也 。

984,480 18,333 
経常利主主 10,901,443 203.006 
経常所得(経常利主義+家政労働) 18,813,443 350,343 
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普及性と今後の方向

1 .普及性

現在、我が国における畜産に一番求められている課題は、安全・安心の基礎と

なる飼料の自給率を向上させることと、家畜ふん尿を適正に処理して草地・飼料

焔に還元し、環境に負荷を与えない資源循環型の経営を実現することである。 清

水氏の経営は土地条件の制約の多い都清県にありながら、「土地なくして増頭な

しJ の理念のもとに、飼養頭数に見合った飼料焔を確保し、自給飼料に立脚した

資源循環型の酪農を実践している。

飼料作については、牛舎周辺への土地の集積と、機械作業に適した圃場面積と

すること、倒伏しでも機械作業が可能となるような作付けを工夫するなど効率的

な飼料生産を行っている。また、トウモロコシ、イタリアンライグラスのニ毛作

体系で問題となる、収穫作業と播種作業が重なる問題も、関場ごとに播種時期を

ずらすことにより、作業の分散をはかり、ゆとりある経営を生み出している。こ

のような清水氏の酪農経営は、都府県における自給飼料を基本とした資源循環型

の酪農経営の模範となるものであるとともに、清水氏が実践している数々の技術

は、酪農経営における館料の自給率を高め、資源循環型の酪農を実現していくた

めの技術として、今後、広く普及が見込まれる。

清水氏は、周辺地域で増加している離農遊休地を購入あるいは借地という形で

集積し、飼料焔として活用している。農業従事者の高齢化にともない、全国的に

遊休農地が増加してくると思われる。こうした遊休地の増加は、単に作付地が減

少するという問題に留まらず、雑草や病害虫の発生、景観の悪化など社会的問題

となる。このような遊休地を飼料イ乍に活用することにより地域の農地を守ってい

くという点でも、清水氏の経営は評価されるとともに、他地域においてもこのよ

うな取り組みが期待される。
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2. 今後の方向

清水氏は地域酪農家のリーダーとして、木上酪農部長、大規模志向酪農家によ

り中断哉されている任意団体「球磨企業酪農協議会j の幹事を務めた。また、農業

大学校の研修生受け入れ等、農業後継者の育成にも貢献し、地域における自給飼

料を基盤とした酪農経営の発展に努めている。

今後、引き続き土地の確保を進め、育成牛や乾乳牛に給与する粗飼料も含め、

粗銅料の自給率100%を目指している。乳量については、現在やや低い状態にあ

るので、今後は頭数を維持しながら、淘汰を進めることによって乳量水準を上げ

る計画であるが、酎用年数の長い牛群、良質の牛乳を生産することを主要な目標

としている。育成牛については頭数に余裕が出てくると予想されることから、後

継牛以外の初妊牛は販売して、 i江主主性の向上を困る。

奥さんの優子氏、後継者である長男の英明氏も経常に積梅的に参加しており、父

の登氏を含め親子 3代にわたって築いてきた酪農経営を、さらに楽しいものとし

て発展させていく。

(執筆者間政法人農業生附定吋t叩t
畜産草地研究所草地生態部長加納春平 j 
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受賞者のことば 大矢根督

私の牧場は、北海道東部オホーツク圏の内陸部に位置する津別町で営農し

ています。

基幹産業は農林業で、「愛林のまちJ íスキーのまち」を宣言している自然

に恵まれた地域です。

私は平成 6年、帯広畜産大学草地畜産専修を卒業後、家業の酪農業に就農

しました。

就農後、それまでの高泌乳を目指した飼養管理により、濃厚飼料多給に伴

う生産費の高騰と乳牛の疾病の多発、労働時間の増加等に疑問を感じていた

父とよく話し合い、これらの点を改善するべく放牧を取り入れた酪農の実践

に向けて検討を重ねました。

結果、翌年の平成 7年より、以前の繋ぎ飼いから放牧主体の経営に転換し

ました。

平成 8年には放牧酪農の先進地であるニュージーランドへ実習に行き、そ

こで家族経営の大切さと家族のゆとりについて学ぶとともに再認識し、以降

放牧を主体とした酪農経営を行っています。

また、放牧地、採草地、コーン畑と全ほ場を土壌診断し海外コンサルタン

トにアドバイスを受け、土に必要な成分はきちんと入れ、必要のないもの若
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受賞者のことば

しくは過剰な成分は一切入れないといった形で、バクテリア活動の手助けを最

大関出来るように土づくり革づくりに取り組んで、います。

今回の受賞を励みとして、今後も放牧主体でのより効率的な農業を目指す

とともに、家族経営を基本とした無理のない適正な規模での営農を課題にし

ながら、地域や各関係機関の指導と助言をいただき、より一層の努力をして

いくとともに、消費者の方々のニーズに答えられるような牛乳を生産してい

きたいと思います。

地域の概要と受費者の略歴

1 .地域の概要

(1) 地域の立地条件

i事:~ljr町は北海道東部オホーツク圏(網走支庁管内)の東南部に位龍し、総面積

は715.88krríに及び、その約86%を国・道有林が占める典型的な中 111開地域である。

気候は北見内睦気{I野市二に践しているため、夏は相当な詰YÙ7lL (37.4
0

C:平成12年度)

になり、冬はオホーツク拘:に比較的近

いため積雪は少ないが寒さ (-28.0
0

C : 

平成12年度)は厳しい。夏冬の寒暖の差

はかなり大きく、年平均気誌は5.6
0

C (平

成8年~平成12年)と低い。

また、降水量は全国的に見ても少なく、

年間降水量は890mm (平成12年)、年間

は499mm (平成 ll:q三 II月~王子成

12年4月)であり、晴天の日が多く日照

率は全国有数を誇る(第 1 凶)。

え
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よ
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第 1 図 北海道網走郡津別町のイ立置図
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(2) 農林水産業の概要

津別町の基幹産業は農林業であり、農家数は280戸(平成11年度)で、そのう

ち約50戸が酪農および肉用牛生産農家、他の230戸が畑作農家である。

平成14年度の農作物作付面積は、ピートが1，139.0ha、麦類が961.6ha、馬鈴薯が

608.6ha， 7MìBが22.6ha、豆類が679.8ha、銅i引乍物が1.032.7haで、ある O 畑作部門では、

畑作3品(小麦、馬鈴薯、ピート)が減少額向にあり、大豆および小豆を加えた4

輪作への方向転換と高収益野菜なと守への転換が進められ、生産額は増加傾向にある。

畜産部門における平成14年度の飼養戸数および頭数は、酪農戸数が27戸で2，323

頭、肉用牛戸数が9戸で'3，095頭である。酪農では、町内の年間生乳生産量が8，845

t であり、 l戸当りの乳用牛飼養頭数および生乳生産量は約街頭で328 t である。

2. 受賞者の略歴

大矢根督氏は、昭和48年4月 l 日生まれの31才である。督氏は平成2年3月に美

幌農業高校を卒業後、帯広畜産大学草地省産専攻学科に入学。平成6年3月に同大

を卒業後、実家の酪農を継ぐ傍ら平成8年10月から平成9年3月までの約半年間

ニュージーランド研修を行う。妻(絵津子氏)との聞に2子(長女、長男)をも

うけている。

督氏は、地域の酪農青年部(アルファクラブ)の会長、乳牛検定組合の副組合

長を務め、地域の青年団やホーストレッキング活動などで活躍するなど、地域の

若い農業後継者からリーダーとして厚い信頼と尊敬を得ている。

受賞者の経営概要

1 .経営の概要

本事例が酪農を本格的に開始したのは、昭和45年に本人の父母が乳牛20頭を導

入したのが始まりである。その後、徐々に頭数規模を拡大して、経営基盤を整備
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してきた。

平成 6年までは、通年繋ぎ方式、濃厚餌料多給型で泌乳量を追求する経営方針

で臨んで、きたが、生産費の高騰や乳牛の疾病が多発するなどの問題を抱えていた。

大矢根氏は、平成 6年に家業を継いで、から経営の転換を間るべく、放牧によっ

て乳牛を健康的に管理している先進経営やニュージーランドの放牧経営を視察研

修等を実施して、放牧導入による新しい経営に取り組んだ。

平成7年には多くの支援機関や海外のコンサルタントからアドバイスを受け、

放牧利用への体制整備(牧道、電気牧柵、給水設備等)に取り組んできた。自給

飼料基探が不足していることから、借地も穣極的に活用して自給飼料の増産に取

り組み、自給銅料活用型の経営を目指した。

同時に、この地域では乳牛の晴好性の高い良質なアルフアルファの栽培は困難

で、あったが、高度な土壌分析と帯広畜産大学および、酪農学園大学の研究機関より

支援を受け、この栽培を成功させた。また、土壌改長による牧草養分の向上とミ

ネラルバランスを重視した肥培管理技術を確立している。

放牧への転換後、一時は僧体乳量が8，∞Okg台に低下したが、牧草や自給飼料

の質的向上などから、再度、個体乳量が約9，4∞kg台に由復して健康を維持して

の高泌乳生産が可能となった。同時に、健康な乳牛は掬汰更新の低さや産次数の

長さとなって現れ、生産原価の低減に波及して高所得の経営を実現している。

このように離農跡地の購入や借地を積極的に行い、集約的な放牧中心の経営形

態に転換して経産牛41頭と育成牛26頭を飼育している。

写真 1 督氏とご両親 写真2 大矢根牧場と放牧地
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2. 経営の成果

第 l 表は、平成14年度(平成14年 1 月から同年12月)における大矢根牧場の経

営実績と北i毎道畜産協会が指標としている儀の抜粋である。

第 1 表平成14年度生産性・収益性等の経堂実績

期間 平成14年1月~平成14年12月 経営実績 畜産協会指標

家族(人) 2.2 
労働力員数

躍用(人) 0.1 

経産牛平均飼養頭数(頭) 41.0 

年間総販売乳量 (kg) 386.000 

経産主l二l頭当り年間所得(円) 342.052 200,000 

所得率(%) 43.1 30.0 

経産牛l頭当り年間産乳量 (kg) 9,444 8.096 

平均分娩間隔(ヵ月) 13.1 13.9 

受給に要した種付回数(回) 2.0 2.5 

経産牛l頭当り飼料生産延べ面積 (a) 83.7 70.0 

飼料TDN自給率(%) 64‘O 55.0 

乳飼比(%) 17.1 29.8 

生乳1kg当り生産原髄(円) 53.6 60.0 

借地依存率(%) 52.5 20.0 

経産牛1頭当り投下労働時間(時間) 119.0 143.0 

経産主ド1頭当り借入金残高(円) 367.732 600,000 
経産主j二l頭当り年間借入金償還負担額(円) 69.145 

当農場は、酪農部門の年間総所得14.024千円、経産牛l頭当り年間所得342千円、

所得率43.1%という成績にみられるように素晴らしい経営成果をあげている。牛

乳lkg当り生産原価53.6円の低生産原価を実現して、安定した経営を実践してい

る。
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受賞財の特色

1 .技術

(1) 草地依存経営で経産牛 1 頭当り産乳量 9，444kg の高泌乳を実現

飼料生産用地34.3haのうち52.5%に当たる 18.0haを離農跡地などを積椋的に情

地することにより、経産午l頭当り飼料生産用地面積83.7aを確保している。北海

道の地の利を生かした放牧主体の飼養方法により、今では飼料のTDN自給率は

64.0%、乳餌比(育成・その他含む) 17.1%、経産牛l頭~り産乳量9仏41沼の安定

した生産をしている。

(2) 放牧による省力管理

夏期は、畜舎周辺を放牧区とすることにより、朝夕2時間ずつの飼養管理労働

を投下する極めて省力的な管理となっている。年間労働時間は本人2，069時間、

父母は合わせて2，690時間と臨時及び濯用138時開である。これは経産牛l頭当りで

は119時間、本人はl 日当り 6f時間の労働投下になり、労{動的にゆとりを生む結果

となっている。

(3) 集約的輪換放牧と高栄養自給飼料生産の確立

放牧の最大活用のため畜舎の周辺は、第 2 図に示すようにすべて放牧専用地に

して、 16.5ha(借地8ha) を 16牧区に分けた集約的輪換放牧(ワンデイグレージング)

を行っている。基本的には毎日 l牧区を利用する ]1翁換方式だが、草生状態によっ

て牧区は柔軟に活用して、常時栄養価の高い短草を利用している。

放牧地の一部 (3ha) は l番草を収穫後に放牧利用するなど春先のスプリングフ

ラッシュをコントロールしている。放牧の開始は早く、草丈lOcm程度から開始

している。晩秋まで放牧し年間の放牧期間は180 時 ~j、 l二と長い。

放牧地の草極はオーチヤードグラスとベレニアルライグラスであるが、当地域

は冬季開の厳寒地域のため、凍結に弱いベレニアルライグラスの生育には適して

いなし、。しかし、その放牧用草種としての適性(短草利用、牛の『背任への強さ、

晴好性、養分バランス、晩秋にも生育が良い)から導入して、 3年程度の間期で
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播種してその定着に努めてい 第2図大矢根牧場放牧地 (16牧区)

る。

採草地は、チモシー主体の

草地あるいはアルフアルファ

およびオーチヤードグラスとの

混播草地にして、パンカーサイ

ロとラップサイレージで調製さ

れる。適期収穫ーによって栄養化

の高い自給飼料生産に努めてお

り、これが冬季(舎飼期)の高

を支えている。

サイレージ用のデントコーンは、牧草のエネルギー不足を補う飼料作物として、

また堆肥の活用などで有効に生かされている。このような自給飼料生産によって

高栄養飼料が生産され、 TDN生産で、は1ha当たり 5説になる高水準の内容である。

(4) 生産性改善の努力

乳牛検定事業に参加したのは、問事業が始まってまもない昭和45年と早い。検

定データに基づき早くから個体の改良に取り組み、放牧主体で高い産乳量を得て

いる。また、繁殖成績では、平均分娩間隔13.1ヵ月、受胎に要した種付回数2.0回、

平均産次3.6産とよい成績である。第l表・右横に示すように、その{也の生産成績

を北海道畜産協会指標と比較しても極めて高い生産性を確保していることが分か

る。

(5) 家畜排i世物処理の整備

未だ家畜排j世物処理施設が完備しない事例が数多く見受けられる現下にあっ

て、本事例は関係法律の施行如何にかかわらず、平成11年に堆肥舎(写真 3) の

建設を行い糞尿処理の対策を完了している。

パンクリーナーで糞尿を集め、固液分離した後、糞はトラックで堆肥舎に搬入

し、タイヤショベルで必要な切り返しを行い堆肥化してデントコーン畑に投入し

ている。尿は曝気処理後、自作捕に散布している。さらに、これらの余剰分は近

隣の畑作農家の麦稗と交換している。
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写真3 堆肥舎 写真4 牧草地(アルフアルファ)

2. 経営

(1) 高い収益性

放牧と自給飼料の確保を進めてきた結果、経産牛l頭当り購入飼料費は121.1邸

内にとどまり、乳飼比(育成・その他合む)は17.1%、牛乳1kg当り生産原価53.6円、

酪農部門の年間総所得は14，024千円、経産牛l頭当りでは342千円を実現している。

これは、北海道地区の平成14年度経営診断によれば、経産牛70~80頭経営規模

の年間所得(14，614千円)と間程度である。すなわち大矢根牧場では、半数の経

産牛頭数で2倍規模の経営と同程度の所得をあげていることになる。

以下に示すように、平成14年度の収主主に関する項目は高い値を示している。な

お、カッコ内の経営診断平均値は(的中央畜産会「平成14年度畜産経営診断全国集

計統計編一北海道一」を、畜産協会平均値は北海道畜産協会の指標値をそれぞれ

示している。

年間総所得 14，024千円

家族労働力l人当り年間所得 6，375千円(経営診断平均値 3，7∞千円)

経産牛1頭当り年|潟産乳額 707千円(経営診断平均値 618千イ 11)

経産牛1頭当り年間所得 342千円(経営診断平均値 226千円)

経産牛1頭当り年間売上原価 593千円(経営診断平均値 622千円)

恵まれない土地条件下でも土地依存型の経営が可能なこと、借地に依存する不

利な条件でも放牧利用ができること、かつ高泌乳生産が可能で、あることを実証し

ている。
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その実施内容を列挙すると次の通りである。

飼料畑は借地による面積拡大で投資の節約(借地率52.5%)

放牧に耐える足腰の強臨な牛作り

徹底した健康管理による産次の長期化

畜舎周辺に集中した輪換放牧による省力化

栄養価が高くミネラルバランスある牧草づくりと飼料費の節約

機械類の保守管理を撤底して供用期間の延長や共同購入で設備投資の縮小

長期計画による手作りの牛舎および牧柵等の整備で投資の節約

(2) 持続性(安定性)

第 2 表は、平成 8年から平成14年までの楠年の成績と、調査中に持た平成15年

度の成績を示したものである。

第 2表年度別の生産性および収益性等の経営実績

年次(単位) 平成 8if 平成10年 平成12年 平成14年 平成15年

飼養経産牛規模 (頭) 41.0 38.5 41.3 41.0 39.3 

家族労働力員数 (人) 3.0 2.5 2.3 2.2 2.2 

鰐料栽培面槙 (ha) 29.0 30.4 30.4 34.3 37.4 

うち放牧地 (ha) 12.0 13.0 13.0 16.5 19.0 

経産牛l頭当り産乳量 (kg) 8.579 8,848 8.749 9.444 9,672 

乳飼比(全休) (%) 21.5 21.4 16.1 17.1 19.2 

TDN自給率 (%) 57.7 64.2 65.3 64.0 60.0 

生乳生産原価 (円/kg) 57.1 60.4 50.6 53.6 56.0 

所得率 (%) 36.9 31.0 40.6 43.1 39.6 

酪農部何年間総所得 (千円) 12.382 10.436 13,505 14.024 15,332 
経産牛l頭当り所得額 (千円) 302 271 327 342 390 

家族1人当り労働時間 (時間) 1,924 2.189 2069 1.586 2,162 

売上品負債比率 (%) 89.7 66.7 15.9 47.1 71.2 

期末時総惜入金残高 (千円) 30.412 22.514 5,274 15.077 27,600 

経産牛l頭当り期末時
741.8 584.8 127.7 367.7 702.3 

借入金残高 (千円)

経産牛l頭当り年間
142.4 111.7 84.5 69.l 112.4 

借入金償還負担額 (千円)
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経産牛約40頭、家族労働員数および家族労働時間等が示す経営規模は、過去8

年開常に一定しており、酪農部門年間総所得の平均値1，314万円(平成8年~平成

14年の隅年と平成15年の平均)で、いずれも L∞0万円以上と安定した高所得であ

る。 間期間の生乳生産原価は1kgさきり 50.6円から60.4円の範囲で低く維持されてお

り、草地飼料で自給率が60%以上と高いため価格変動の激しい購入銅料が少ない

ことなど、生産技術の高さから見て経営存続に必要な所得は十分確保できてゆく

ものと思われる。

普及性と今後の方向

1 .普及性

今日の酪農では、飼養規模の拡大

と高乳量を追求するあまり、過剰な

設備投資と濃厚飼f-lの多給型飼育で

短命化する乳牛及び生産費の高騰な

どで多額の借金を負う経営が多い。

大矢根氏の酪農は、借地を含む飼料

畑および、採草地17.8ha、放牧地16.5ha

に経産牛41頭、と育成牛26頭を飼養し

ている。中規模経営ながら土づくり・
写真5 放牧風景

草づくりを基本として、早春から晩秋にかけ集約的な昼夜放牧を実施し、 64%の

高い自給率を実現している。しかも経産牛l頭当りの乳量は9;必4kgと高水準にあ

り、経産牛l頭 ill りの所得は342千円と高く、所得率は43.1%に達するなど高収益

を得ている。

糞尿処理も平くから取り組み、堆肥として地域の畑作農家と共同で有効利用し

ている。放牧型経営の特般である経済的および時間的ゆとりを地域活動への参加

や活性化に撮向けて賞献している。すでに同一地域で27戸の酪農家のうち 12戸が

放牧型経営を導入しており、その普及性はト分に証明されている。
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このように本事例の酪農は、放牧に向く少数精鋭の牛づくり、放牧地の確保と

良質な牧草づくり、昼夜間放型の飼養管理技術の確立、資源循環に配慮した糞尿

処理等の極めて高度にバランスを維持する経営に特徴がある。地域に適した合理

的かっ堅実な経営は、北海道のみならず中山開地、河川敷や休耕田を利用する中

小酪農経営のモデルとなるべき技術と普及性を持っている。

2. 今後の方向

牧草や飼料畑の刈り入れは畑作農家にトラクターの暇を見て委託するなど、無

駄な設備投資はせず省力化と省エネルギー化に心がけている。牧草の定着に向け

た追播機械(ニュージーランド製)も共同で導入して、その利用について積極的

かつ先駆的に実践して技栴の定着を図っている。無駄を省き自己資本を蓄積し、

飼料畑や牧草地の購入などで低生産原価を進めるなど、経済変動への対応力を強

めている。

安全な牛乳は、健康な牛によってつくられる。健康な牛は、栄養バランスのよ

い草地によって育つ。仔牛は放牧と栄養豊富な草により強固な骨格をっくり、搾

乳舎では豊富な敷き藁によって快適な環境が維持されている。高泌乳量にもかか

わらず、 3産以上の乳牛が約60%を占める長寿であることからも鰭康に飼育され

ていることがうなずける。より消費者が安全で安心して飲める牛乳を自指してい

る。

将来ともに規模拡大や高収入に走ることなく、地域資源を十分に活かした効率

の良い生産方法の追究によって、ゆとりある時間をつくり自分の趣味や家族との

充実した生活あるいは地域社会への貢献にあてるなど、新しい農家像を目指して

いる。

(執筆者東京農業大学国際食料情報学部教授杉本隆重)
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日本農林漁業振興会会長賞受

出品財経営(肉用牛)

受賞者長友 明

長 友 異理子 ※夫婦述名での表彰

(宮崎県宮崎市大字塩路 2428)

受賞者のことば 長友明・異理子

平成15年度の会図鑑良吉政経営管理技術、発表会で、の最優秀賞(農林水産大

臣賞)に続き、今年度は農林水産祭天臭杯等三賞(日本農林漁業振興会会長賞)

をいただき、誠に身に余る光栄です。

就農後22年開かけて、自家{呆f立を中心、に肉用繁殖牛を5頭から I∞2f{規模へ

増野!してきた司王が認められたことは、自分の経営への i当信となりました。こ

れまで牛舎の建設や機械導入等、規模拡大をするにあたり、関係機関のブ1々

に御指導いただいたことも今日の我が家の経営の礎となっており、感謝して

おります。

この22年間、服部!な時期ばかりではありませんでした。平成 7年には、労

働力不足で、ハウスきゅうりとの複合経営から肉用牛経営への一本化に踏み

きりましたが、当時は母牛の密飼いによる子斗:の事故が増加していました。

牛舎の料集により子.!j二の事i!j支をようやく i司避でき、これから牛養いを

頑張っていこうと思った矢先に、木県で口蹄疫が発生しました。 J AJ隊員か

らの「宮崎管内で、口蹄疫が発生しました。J との電話にただボーゼンとす

るだけでした。

特に、私の地区は、発生;場所から 10胸中立聞ということで、家予言市場も近く
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受賞者のことば

にあり子牛セ 1) 市の延期、移動規制も厳しく、安全宣言が出されるまでの間

は不安な日々を送りました。それで、も、どうにか落ち着きを取り廃した頃に、

次は国内でBSEが発生し、テレビでBSE発生のニュースを自にするたび

に、また不安な日々が続きました。

しかし、今振り返ると、結果的には安全・安心な牛肉の生産体制が強化され、

特に今年は、子牛の相場も高値安定で推移し、大変喜ばしく思っております。

昨年と今年の東京での表彰式には、家族5人で出席させていただき、子供

達の前でこの素晴らしい賞をいただけたことを大変嬉しく思います。子供達

も私たち以上に喜んで、くれました。これからも夫婦で力を合わせ、地域の方

や関係機関の方の力をお借りしながら、日々頑張っていきたいと患っており

ます。本当にありがとうございました。

地域の概要と受賞者の略歴

1.地域の概要

(1) 地域の立地条件

宮崎市は、県の中央部に位霞し、南北40kmにわたる海岸線を有する。海:岸に沿

った黒潮の影響で冬季も温暖な気候に恵まれる一方で、台風などの厳しい自然条

件がある。また、県の広域的な経済・文化の中心であるが、農業も基幹産業のー

っとして重要な位置を占めている(第 l 悶)。

(2) 農林水産業の概要

農地面積は、総面積の1 1.4%の3.245haでッ1(田がその 8 割を占めている。平成14

年度の農業粗生産額は163億円で、水稲、施設園芸、花井が主な作自である。また、

畜産部門は全体の1 1.6%で、肉用牛はその半分を占めている。畜産農家戸数は、

全農家の7.1%にあたる275戸と少ないが、そのうち肉用牛飼養農家は 9 割である。
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2. 受賞者の略歴

長友明氏(44歳)は、昭和55年に県立

農業大学校を卒業して、 r7J~稲+施設園

+繁殖牛 (2 頭)J の複合経営の後継

者として就農した。就農後、繁殖牛に力

を入れ、後継者育成資金を借りて育成牛

5頭を導入、さらに近代化資金で10頭入

りの牛舎を建設した。

その後、繁殖牛飼養頭数を徐々に拡大

し、 30頭規模となった平成元年に異理子

氏(40歳)と結婚、同時に父から経営を移

譲される。繁JI立牛が50頭規模に達した平

成 8年に、労力不足から水稲と施設園芸

をやめ、肉用牛専業経営となる。その後、

着実に増強し、現在、繁殖牛1∞頭規模

の大規模経営を確立している。

なお、就農と同時に SAP (農業繁栄

のための学{I多)活動に参加し、県内の先

進的な同業者や異業種の人たちとの仲

間づくり・交流をし、自らもその組織の

会長となるなど、地域の青年運動のリー

ダー役も果たした。また、平成12年には、

宮崎市平日午青年部会長となったのを初

めに、 JA宮崎中央育種組合副組合長、

問繁殖部会獄事、宮崎市畜産振興会理事

第 1 図 イ立憲図(宮崎市大字塩路)
シーガイヤ近く

など、地域のi有用牛振興をヲ|っ張るリーダーの一人である。
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受賞者の経営概要

1 .経営の概要

長友明氏、真理子氏の経営は、母を加え

た労働力 3名の家族経営である。そこで、肉

用繁殖牛100頭、肥育牛5頭を飼養する肉用牛

専業経営である。飼料の作付地は主に畑地で

あり、借地750a (畑)を含む920aで、ある O

写真 1 長友ご夫妻

表作にメヒシパ、裏作にイタリアンライグラスを作付けし(延1，740a) 、従来は

乾草調製を主体としていたが、現在、ロールベーラ・ラッピングを購入し、省力

化を図っている。今後、余剰労働力を活用し、繁殖牛l∞頭に加えて肥育牛50頭

の飼養を計闘している。

当経営の立地する宮崎市の住吉地底は、海岸に位置しており、砂地の畑が多く、

施設菌芸が煤んである。しかし、高齢化・後継者不足が進行し、遊休農地が多く

発生していることから、借地による飼料作を有利に展開し、自給粗飼料に立脚し

た肉用牛生産を確立している。

労働力員数 家族(人) 2.25 
経営 雇用(人) 0.1 

成雌牛年間平均銅養頭数(頭) 96.6 
の

飼料生産用地延面積 (a) 1,740 
概要 成縦ヰニ 1 頭当り飼料生産延べ耐積(a ) 18 

借入地依存率(%) 85.4 

2. 経営の成果

平成14年の経営実績は、以下の通りである。
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繁殖部門年間総所得(千円) 12.725 
益性11又 I 成雌よ|ニ 1 顕当り年間所得(千円) 132 

家族労働力 l 人当り年間]所得(千円)) 5.656 
所得率(%) 42.4 
成員:j~守ニ l り売上原儒(千円) 246 
成批:jUi二 l り年間子牛販売・保腎頭数(頭) 。‘76
平均分娩問調(ヶ丹) 12.4 
Jltjt子斗:lN買当り販売・保留価格(千円) 382 
去勢子.él二1頭当り販売・保留価格(千円) 422 

総借入金残高(期末時) (千円) 7.373 

z↑性立生 I 成雌雌桝i件牛淵り残高 ( 76 
成雌牛 l り年需借入金償還負担額(千円) 29 

王子成14年度の経営実績は、総所得12.725千円(成雌牛 1 り 132千円)、所得

半42.4%と BSEの影響が残る仁1" で高所得を確保している。この内訳を成雌牛 l

頭当りでみると、部門収入310千円に対し、売上原価は246千円(うち、もと

23千円、購入飼料費92千円、労働費53千円)である。高所得の要因としては、

品質の子牛生産による高販売備格、自給荘l錦料生産による購入館料費の節減、更

新牛の自家生産、廃用牛の錦い直し等による有利販売などによる。

受賞財の特色

1.技術

大型経営にありがちな「最で勝負」といった方針をとらず、平均穂村け回数

1.31問、平均分娩間隔12.4 ヶ月と県平均を大rlJïlÎに上関るなど、生産技術のレベル

が高い。また、優良繁殖牛群の整備に力を入れ、市場評価の高い子牛を生産して

いる。

子牛生産で重要な技術は、成雌牛 1 頭当り子牛を何頭販売・保留したかである。

その点に限って言えば、平均分娩間隔が12.4 ヶ月と短いにもかかわらず、成推牛

1 頭当り子牛販売・保留頭数が0.76頭と低い。それは次の理由による。①平成14
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年度は繁殖牛の増頭過程にあり、種付け後の未経産牛10.7頭が成雌牛としてカウ

ントされたこと。②成雌牛の廃用価格を高くするために若い牛は妊娠牛として販

売し、老廃牛は i均を付けるために約6 ヶ月間肥育して出荷している。そのため、

廃用予定の成雌牛が多めにカウント (5.2頭)されること。③さらに子牛の事故

が6頭あったことである。

子牛の事故を少なくするため、平成15年には

子牛用の保温箱の設置や、子牛の事故の多い初

産牛ヘビタミン斉iJ入りの濃厚飼料を給与する

などの改善策を図り、この 1 年間の子牛の事故

は 2頭に減ったとのことであった。

なお、成推牛 l 頭当りの投下労働時間も少

なく (53時間)、労働生産性は高い。また、技

術的特徴として、次の諸点を上げることができ

る。

(1)繁殖ステージに応じた牛舎のローテーション

写真2 ヒメシパ草地

を分娩牛、授乳・種付け牛、妊娠牛の 3群に分けて管理し、各牛舎をローテ

ーションする。授乳・種付け牛をスタンチョンで管理することにより、発情の発

見が容易になる。また、この牛舎にはパドックを併設しており、十分な日光浴と

ともに上駕による発情兆候を見つけやすいようにしている。

繁殖牛には、ビタミン不足、虚弱産子の出生を防止するため、ルーサンペレッ

ト、ビタミン剤入り配合飼料を給与し、健康管理をしている。子牛の離乳は 3~

4 ヶ月齢で行うが、出生日の近い子牛10頭を l 群として、群管理をする。このこ

とによって子牛の鳴き声を少なくし、近隣に迷惑をかけることを回避する一方、

集団で競り合わせることにより、食い込みをよくするようにしている。

(2) 自生するメヒシパに着目した効率的な粗飼料生産

飼料の作付け体系は、冬作はイタリアンライグラス、夏作はメピシパである。

当初、夏作はトウモロコシサイレージ利用を行っていたが、地域は砂地が多く、

乾燥がちであり、十分な収量を確保することが臨難であった。そこで、地域に夏

場に自生し、雑草としてやっかいな存在であったメヒシパに着目した。メヒシパ
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は生育旺盛で、、加えて牛の晴好性が高い。栽培は、イタリアンの跡地に不耕起で

自生したメヒシパに施肥するという単純なものである。種子代不要、手間は施肥、

刈り取り、乾燥調整のみで、機械類も冬作と共有できるなど、きわめて低コスト

で、粗飼料生産を行っている。

(3) 優良繁殖牛群作り

増頭に当たっては、能力が明らかな自家生産牛を中心としている。また、繁殖

牛の吏新にあたっては、農協から肥育成績の情報を収集しながら、市場評価の高

い子牛生産につながる優良繁殖牛群を作り上げている。

2. 経営

当経営の特色として、次の諸点を上げることができる。

(1) 堅実な規模拡大

経営主は、就農以来、きわめて堅実な経営方針を貫き、 22年という長い期間を

かけて、借入れ金に頼らず、能力の判明した自家産牛を中心に着実な規模拡大を

続け、 1∞頭規模の大型経営を築き上げた。

(2) たゆまぬ自給粗飼料の安定確保

遊休農地を借入れ、飼*-'1作を拡大し、 TDN 自給率42%、閤辺から調達するイ

ナワラを入れると 51.5% という高い自給率を達成している。飼料は、夏作は地域

の砂地に適し、栽培が容易なメヒシパ、冬作はイタリアンライグラスの年 2作に

より、粗飼料の安定確保と、コスト削減を図っている。

(3) 路用牛、更新牛の高側販売

廃用となる繁殖牛は、 3~6 ヶ月間飼い悲しを行い、販売する。年齢の若い牛

は評判の高い種雄牛を受給させ妊賑牛として販売する。

(4) 経営内を循環する家畜排枇物処理

敷料には、臭気吸着効果の高いオガコ(ノコクズ) 10%、近辺のシメジ会社か

ら安価で、入手できる廃菌床90% を加え、短期時で、完熟堆肥を作っている。それら

の大部分は自家の飼;jSI.1:fIIに還元し、地力の増強を図っている。

(5) 子牛の高販売価格
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優良繁殖牛群の整備に力を入れた結果、平成14年度の当経営の子牛の平均販売

価格は410千円であり、地域の家富市場平均比109%であった。平成15年度におい

ても当経営の子牛の平均販売価格は446千円であり、前年度の子牛販売価格や地

域の家畜市場の平均よりも高い.。

(6) 高所得の確保

平成14年度の経営実績は、総所得12.725千円(成雌牛 1 頭当り 132千円)、所得

率42.4% と BSEの影響が残る中で高所得を確保している。

写真3 堆肥舎 写真4 牛舎

普及性と今後の方向

1 .普及性

肉用繁殖牛経営の規模としては、全国平均を大きく上田る大規模経常で、あるが、

家族経営による肉用繁殖牛の専業経営としては、告給粗飼料生産に立脚した全国

の模範事例といえる。今日、肉用繁殖牛経営も当事例のように1∞頭規模になると、

労力不足や土地不足の聞から購入粗飼料依存型経営になることが多い。そのよう

な中にあって、飼料イ乍面積の拡大を併進させながら増頭を図ってきた健全な姿は

全国的視点から高く評価され、遊休農地や耕作放棄地が増加している今日、その

利用による発展の可能性を示している。
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また、この地域には集約の関芸農家が多く、不作地や高齢農家所有地など、

遊休j長地が多い。したがって、当農家のように遊休農地の土地集積を行い、飼料

作市棋を拡大しながらの肉用繁娘牛の増頭は、地域内の他の肉用繁殖牛飼養農家

への波及性がある。さらに、地域内に自生するメヒシパの錦料利用も当地域で波

及の可能性がある。

2. 今後の方向

(1) 明確な経営哲学の維持

自給粗飼料生産に依拠した安定的な大規模肉用牛経営の確立を目指し、今日そ

れを実現している。その経営哲学を今後も維持していくことが当経営の発展の基

本方向といえる。

(2) 労力面からみたゆとりの創出

平成 8年当時は、水稲20a、ハウス額芸40a、 i朝日繁殖牛50頭の複合経営であり、

労働力不足で、あった。そこで、複合経営をやめ肉1'11牛専業経営とする方向を選択

し、その後、繁殖牛飼養頭数規模及び飼料策関積を拡大した。平成15年には繁殖

牛100頭、飼料作面積920a規模に逮した。しかし、飼料生産は平成15年までj~Z:革

調整を主としていたため、再び労力的な余裕はなくなった。そこで今年(平成16

年)、ロールベーラー・ラッピングマシンを導入することによって飼料の収穫・

調整を省力化し、労力的に余裕がで、きるようになった。その労力的余裕を今後、

失わないように経営を維持発展させていくことが肝要である。

(3) 経済変動への対応としての繁殖肥育一貫経営の確立

子牛の価格変動による肉用繁殖牛経営の不安定性を克服するために、経営主は

肥育牛飼養の導入を関り、現在は 4~5頭にすぎないが、近く 50頭規模の肥育牛

舎を造り、繁殖肥育一貫経営を確立する計画という。その点は、経営の安定化の

ために有意義な方向といえる。しかし、前述のように労力的ゆとりをなくさない

よう留意する必要がある。

(執筆者岐阜大学地域科学部教授小栗克之)
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骨骨婚を常務母量殺来場岩場場場最*悲鳴場場最場*来場替を*場*場務省き替を母校場合

SF 室
主 天皇杯受 賞

議 出品財 技術ほ場(こんにゃく) g 
~[l 25 
雲 受賞者 佐藤裕志 事

手元

事 (群馬県富岡市南蛇井甲 244) 会
事M

~~ 争♂ σ民
農場*場*農場骨量常務常務省最場合昔春場婚を常常常務悲鳴来場最*場~t7e~t7e場*場

士
山

群馬県は、古来からのこんにゃく産地であり 、 研究機関や指導機関による

「あかぎおおだま j 等の新品種育成や栽培指導を積極的に実施していること

から 、 現在では全国生産量の約 9 割を占めており ます。

私どもの富岡市は県西部に位置 しており、 こんにゃく生産においては、 平

成3年頃までは県下市町村の中で第l位の産地でありま したが、 平成初期の気

象災害や価格低迷により、野菜等へ作自転換を図る人たちが増加し、現在で

は6位に甘んじております。

昔からの産地であるこの地域の恵まれた条件を、 最大限に活用すれば、今

まで以上に有利な経営ができるものと確信し、仲間と共に栽培技術や経営の

研究に取り組んでま いりました。 ま た、こんにゃく産地としては、 生育期の

気温が高く推移するため、気象災害や病害等を克服すれば、 芋の肥大は良好

で単収が高くなります。 さらに、 この地域では昔から下仁田町がこんにゃく

流通の中心地であり、相場情報の収集や加工業者への直接有利販売等、その

「地の利」を活かすため、技術的に も経営的に も生産者自身が再認識する面

も多い と思います。

経営の考え方については、当然のように行政などに頼りきるのではなく、

「全て自分の責任J と思い、厳しくやってまいりました。 また、 栽培面では
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J
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i
 

裕藤{左受賞者のこ とば



受賞者のことば

毎日の仕事の中で、「常に作物に対する正底さが試されている」と思い、細

心の注意で取り組んでまいりました。

今後につきましでも、これらを踏まえ伝統ある産地を盛り上げるために、

地域の皆様と共に努力をしてまいりたいと考えております。

結びに、人生の区切り 60歳に、夢のような賞を受賞したことは、「こんに

ゃく J をとおして関わりのございました、大勢の皆様からのご指導・ご鞭提

の賜と深く感謝しております。誠にありがとうございました。

地域の概要と受賞者の略歴

1 .地域の概要

(1) 地域の立地条件

富罰市は群馬県の荷西部に位置し、東京から約100kmの距離にある。東西に走

った稜線の谷合に河川が発達し河岸段丘状の地形が形成されている。総面積は東

関15.6km、南北14.5kmで、94.14krr!。地目別面積割合は山林20.1%、畑19.9%、田7.3% 、

宅地10.6%、その他雑撞地39.5%である。

気候は内陸型気候を呈し、夏季には雷雲が発生しやすく、冬季は呂本海を渡っ

てくる季節嵐が上信越国境の 111麓を越え乾燥した空気が、からっ風となって吹き、

気候上の特色となっている。年平均気温14.rc 、年間降水量U39mmで、ある O

土壌は錦川流域の低地では、主に磯質褐色低地土が分布し、これよりやや標高

の高いところでは、細粒褐色低地土が分布し、畑、水田として利用されている。

神農原地域にはグライ土が分布し、水田として利用されている。また、丘陵地に

は表層に細粒の軽石を多く含む土壌が多く鏑川南側地域の山地では土層全体に角

礁を含む土壌が広く分布する。

明治 5年に官営富岡製糸場が設立されて以来、生糸の産地として知られていた
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が、戦後は電気機際、自動車部品

などの製造業を仁1=1心とした工業都

市として発展してきた。平成 5

には上信越自動車道により東京首

都関と結ばれたため、大手食業の

工場進出や早朝出荷農産物のイン

ショップ販売など耕たな展開もみ

られる。一方、県央部の高崎市、

前橋市とは上信電鉄や幹線道路に

より結ぼれており、近隣の妙義師、

甘楽町、 lご仁田町、南牧村ーととも

に形成される富岡甘楽広域閣にお

ける行政、産業、経済、文化等の

中核的役割を担っている。

第 1 毘群馬県全体地図

Pす品村

事芝;S !1

J、会自キ P;'気付
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t、会'l

ιg手打

(2) 農林水産業の概要

民ー業はI~I くからの養蚕地滑であったが、誠1íllîの低迷により、多品目な閣議作目

への転換が進んで、いる。なお、こんにゃくは、下仁田ネギ、生しいたけと並ぶ伝

統的な地域特産物であり、栽培面積228ha、収穫量4.180 t (平成15年産)となっ

ており、 J=IこI~大規模農家を中心に近隣市il日ーへの JLB作も盛んである。

総戸数は16，694戸、人口はぬ786人でこのうち総農家戸数は1，913戸、農家人口

は8，570人である。総農家戸数の内訳は販売農家のうち専業農家数351戸、第 l 種

兼業農家数303戸、第 2種兼業農家数652戸で、あり、自給的農家紋607戸である。

告Çj苅 ïlil)ヨのこんにゃく栽塔農家戸数172戸、こんにゃく栽培回積240ha、 l 

たり平均こんにゃく栽培IIIT積は1.4haで、ある。

平成14{1三度の農業産U:'I額は42億 1 千万円。主な部門別内訳は、野菜16億 4 千万

円、ぎし府守二 5 信 8 千万円、工芸農作物 4 位!~ 9 千万円(うち、こんにゃく

4 億 5 千万円)、!J本 4f怠ア千万円、花き 3{)怠 3 千万円、米 2億 2 千万円となって

いる。
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2. 受賞者の略歴

昭和35年に中学卒業と同時

に就農。養蚕中心の経営で経

営面積も55a しか無く、後継

者の残る農家としては小規

模で、あった。そこで、養蚕中

心から経営面積をあまり必

要としない養鶏と、この地域

第2図富岡市略地図

の特産で収益性の高いこん 関
にゃくを中心に組み合わせ

た経営に転換を図った。母の

病気を契機に21歳のとき経営委譲を受け、その際、養蚕部門を完全に廃止した。

その後、養鶏、こんにゃくの複合経営により安定した経営を行ってきたが、

養鶏は生産調整を行わなくてはならない状況になり、将来性に疑問を抱くように

なった。そこで昭和62年から養鶏の規模を縮小するとともにこんにゃくの規模を

徐々に拡大し、平成 2年には養鶏を廃止し、こんにゃく専業となった。この問、

地域の主力品種であった支那種から県北部地域で広まっていたあかぎおおだまを

写真 1 受賞者

先駆的に増やし、昭和63i!三には、全面的に品種更新

を行った。

平成11年には450a まで、拡大したが、妻が内臓を

手術したため、経営主中心の家族労力だけで無理な

く栽培できる面積を維持しようと決意し、平成12年

から現状の310a とした。

現在、妻は健康を回復しているものの、体調を

考慮し、妻の農業従事日数はl∞日程度に抑えてい

る。経営規模拡大よりも単収の向上に重点を置き、

県下トップクラスの成績をあげ、大規模農家並の所

得をあげている。
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第 1 表農業経営の発展経過
(単位: a) 

経営耕地政i
経常の経過 fl'i こんにゃく イ'~t日i耕地活i

(fll'地雨積)
耕地前|積
(借地間続) ({昔;地面積)

出5 15 就農こんにゃく(支JJI\f:if() 主主鴻を新規導入 55 15 
し担当する

38 18 とこんにゃく絞営を初当 40 (20) 
40 20 阪蛇チIAHクラフ結成
41 21 ~Jlが担当していた養蚕を廃止。 75 (30) 50 (30) 

ける

42 22 主主鶏3，1α)();J:J 60 (30) 
45 25 主主 α)();J:J 20 (0) 
46 26 結婚松井日1118 に農地89a を購入 120 (0) 
47 27 iln馬県優良青年1153走者表彩j
48 28 農地24a 購入 市内のfl 11間と;ゃ;倒農業経営研究会結

日x:
50 30 農地8aJWi入
52 32 あかぎおおだまを試験的に導入 135 (0) 
56 36 あかぎおおだまをこんにゃく栽培TúHÎiの50%に増

やす

58 38 73色申 25 を始める
59 39 経営の liJ心を養鶏からこんにゃくに移す 210 (60) 200 (60) 
61 41 こんにゃく生照り)羽海掘り出荷を始める
62 42 去をf.~を縮小 コンテナIH荷を始める 財政時建設 250 (110) 
63 43 あかぎおおだまにl∞%交!f)Í
HJ� 44 1~1 宅を新築し、 IEI住宅を~t子と作業場に改造
2 45 義務を廃止し、こんにゃく なる 310 (150) 3ω (150) 20 (0) 
5 48 来)!]槌え1，J け機の導入 340 (180) 
9 152 JAIJ楽街j，Yi]農業経営~:j~励会 i込俊秀賞受賞

11 54 ミ友会が病気で手術し、規模の縮小を決意 450 (290) 
12 55 筑波縮小 310 (160) 
15 58 新品種みやままさりの増減iを始める 320 (160) 310 (60) 45 (25) 
15 58 県こんにゃく立毛共進会で農林水産大盟賞受賞
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受賞者の経営概要

1 .経営の概要

(1) 経営耕地とこんにゃく栽培ほ場の分布

現在の耕地面積は320 a であり、自給野菜栽培のlO a 以外の310a (うち借地

160 a) でこんにゃく栽培を行っている。これは、群馬県のこんにゃく経営農家l

たり平均こんにゃく栽培面積と比較すると約 3倍の栽培規模である。

こんにゃく栽培のほ場は、第 2 表、第 31z1のように 4 か所に分布し、自宅に隣

接し、標高が抵い45a のほ場で春取り栽培を行っている。

第2表 こんにゃく栽培ほ場の分布

No 地域名 占禁 仰山J 作付け回積 自宅からの距離 時需(車)
(うち借地 a)

じ 寓詞市街蛇井 180m 45 a (25) 0.1 ~ 0.2km 
妙義町諸戸 3∞m 35 a (35) 1l.0km 17分
松井田町阜干在家 250m 170 a (40) 1O.5km 17分

〈生〉 安中市中野谷 2∞m 60 a (60) 11.5km 18分

第 3 図 こんにゃく栽培ほ場の分布

t' 
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(2) 農業労働力

佐藤氏夫妻は、年間をとおし、 してこんにゃく栽培に係わり、植付から収

穫・出荷、貯蔵まで、を行っている。植付及び収穫は最も労働力を要する作業であ

るが、作業方法の工夫により、雇用に頼らない経営を実現している。また、妻の

体調を考慮し、土壌消毒・植え付け・収穫作業以外は1人で作業を実施できるよ

うに工夫している。

氏名
佐藤裕志(本人)

ふさ江(姿)
三郎(父)

かづゑ(母)

b
vへ
一

葦
女
一

出
一
印
∞

母
一
つ
山

I

労
一

役割分担
栽培と経営の管理全般植付・
収穫作業、簿記記l陵

(3) こんにゃく関連施設

経営規模の拡大とともに現夜の機械化・省力化栽培体系を確立した。佐藤氏の

装事iiiは経営内容が養蚕+養鶏+こんにゃく→養鶏÷こんにゃく→こんにゃく専業

と移る過程で、過剰な機械・施設の投資をせず、!日住宅の貯蔵庫への活用等、既

得施設・機械を活かした堅実な整備を行っている。

第4表主要施設・機械装備

ぞ 手品 規模・能力 台数 導入年度

施日又 専用貯蔵庫 104ぱ l棟 S62 
!日住宅改造生子計蔵庫 79111' l棟 H元に改造

トフクター 27ps、 30ps 2ム仁I H7じ、 Hl5

トラック 2t 2台 H6、 H9

i降トラック l台 H8 

土壌消毒機 6条 lt仁L、I 日6

機 ネì~付機 乗用型 i台 H5 

穂いも選加機 ltコ、 日4

収穫機 2j分 S55 、 H5

土落とし機 l台 H5 

フォークリフト 1.5t i台 S62 
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2. 経営の成果

こんにゃく価格が低迷した平成時、 14年度も所得7∞万円以上を確保しており、

安定した経営を行っている。これは天候の影響に左右されずに安定した極めて高

い収量を確保していることや春堀栽培の導入より有利販売を行っていることに起

因する。なお、経営費では大規模農家が大型機械化導入に伴い減価償却費が過重

となる傾向があるが、佐藤氏は負担が少なく結果的に所得増につながっている。

第 5表経営収支の推移
(単位:円)

項\目\\\年 Hl3年 Hl4年 Hl5年 ※Hl4 

(経営全体) (経営全体)※lOa (経営全体) ※lO a 県平均lOa

あたり あたり あたり

粗収益
販売額 14,307,671 14,828,191 478,329 22,637,642 730.247 289,586 
雑収入 230.489 73,719 2,378 466,219 15,039 
小計 (A) 14,538,160 14,901,910 480,707 23,103.861 745.286 289.586 
種芭費 50.926 48.273 1,557 33.804 1,090 313 
肥料費 853.546 804.533 25.953 918.356 29.624 
農薬費 1,810,792 1,682.646 54.279 1,712.997 55.258 44.320 
小農具費 73.065 92,010 2,968 202.517 6.533 13.516 
動力光熱水費 490.314 470.660 15,183 464,479 14.983 6.310 

華経 諸材料費 172.036 271.901 8,771 183.744 5.927 5.974 
出荷手数料 35.951 36.246 1.169 332.710 10,733 。

減価償却費 1.058.508 976.346 31,495 1,444.541 46.598 29.371 
修繕費 313.586 446.482 14,403 390,425 12.594 506 
租税公課 473.507 423,445 13.660 393,935 12,708 3.l66 
雇用労賃 135.852 84.348 2.721 。 。 18.853 
支払地代 408.994 408.994 13,193 408.994 13,193 12.341 
その他 803.175 1.005,202 32,426 1,114.070 35.938 3.283 
小計 (B) 6.680.252 6.751,086 217.777 7.600,572 245,180 156.079 

所得 (A) 一 (B) 7.857.908 8,150.824 262.930 15.503.289 500.106 133.507 

※資料:前橋・情報センター「平成14年産こんにゃくいも生産費」を参考に作成(15

年産未発表のため)し、 10aあたり経営収支はHl4，15の 2 カ年を記載。

注販売額:各年産別(通常収穫期販売分÷春堀り販売分の合計)金額を記載。

購入種子(緑月巴等)を計上した。

雑収入には出荷奨励金などを含む。

H15年減価償却費には特別償却を実施したため高くなった。
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受欝財の特色

1 .技術

研修会等に積極的に参加し、県(農業技術センター、農業改良普及センター)、

]A、農薬メーカ一等から積植的に情報を得ている。これらの情報に関して、単

純に受け入れるのではなく、自分の栽培に取り入れる捺、細かな点で独患の改良

を加え、技術を消化させているのが特徴的である。また、養鶏経営のときから行

っているデータ処理と活用手法は技術面でも大きな成果をあげており、過去3年

間の平均単収は4，377kg、県平均単WZ2，523kgに比較して 7 割以上高く、驚異的な

高収量を実現している。

(1) パソコンを活用した栽培管理

①ほ場詳細データの蓄積

表計算ソフトを使い、ほ場ごとに綿密な管理記録簿を作成し、栽培管理につな

げている。例えば佐藤氏の施肥設計は、ほ場ごとにそれぞれ異なった設計がなさ

れており、毎年、経験による判断だけでなく蓄積されたデータが判断材料の大き

な婆素となっている。

第6表表計算ソフトのシート一覧①(栽培管理編)

シート名 内 容

ほ場管理 ほ:I~告にコ ド番号を付けて、ほ;場ごとに生育状況、病気、異状など気づい
たコメントを書き込み、並び替え機能でほ場ごとにコメントを寄せる。

檎え付け ほ場ごとに種芋の大きさ別重量、植え付け間隔、総重量などを入力。
後で種学の必要最などの参考にする。

方面 肥 窒素成分計算表示ができるようにして、天候や生育状況を見ながら、追肥
の時期や最を決めるための参考にする。

消毒(ボル ボルドー液散布を行った日に数字の 1 を打ち込み、一日で畑ごとの散布l国
ドー散布) 長女がf拝る。

収穫 ほ場ごとの単収や肥大倍率などを見る。作業能率の進み具合なども解る。

|貯蔵 貯議時の種芋i成歩率を見て、その年の植え付け総量の見当をつける。
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②周辺ほ場の観察を活かした栽培管理

自分のほ場だけでなく、周辺のほ場も定期的に巡回し、追肥や病害対策の参考

にしている。佐藤氏は病害対策において作柄の劣るほ場が参考になると考えてい

る。その理由は作柄の劣るほ場ほど、各種病害の発生が早いため、今後の紡除対

策を行う上で、非常に役立つている。

(2) 主要病害対策

①j却お病

収穫作業に追われてしまう栽培者が多い中、来年の作付けを念頭におき、忙し

い作業中も対策を行っている。その方法は十知寓病の発病カ所が解るように捺を立

てて百印にし、収穫作業終了後に、発病部分のみ粒状土壌消毒剤を混和被覆処理

し、おむ寓閣の削減を図っている。

②えそ萎~:rrJ病・モザイク病

媒介するアブラムシ対策として、通常は麦をl回しか播種していないが、佐藤

氏は植え付け前と培土持の計 21H1麦を条播している。変の条摘は、排水対策にも

役立っている。

③葉担i病

発病しやすい気象条件(気温・|浄水量)の数値を念頭に置き、発病の好適条件

H寺には十分気を付けるとともに計画的かつムラのないボルドー波紋布を心がけて

いる。

(3) 単収の向上

①追肥の実施

こんにゃくは生育中の気象災害やその年の気温・降水量等の気象条件に影響

が大きい作物であり、特に近年はそれらの気象予測が難しい状況である。現在、

省力化の流れから肥効調節控肥料に頼り追肥を実施する j芸家は少ない。しかし、

佐藤氏は f全天候型の施肥方法j と自ら 11乎ぶ適量の 8都をあらかじめ投入し、あ

との 2割については生育や気象をみながら追肥で補うという方式の施肥を行なっ

て、単収増加を図っている。

145 



②種芋(1年生)面積比率の削減

種芋の確保は、継続的に自家増殖を行っているため、販売玉よりも腐敗病に留

意し、 肥大性よりも無病であることを重視するのが一般的である。しかし、佐

藤氏は、種芋から大きく肥大させることを念頭に置き、植え付け間隔をやや粗く

して肥大性を意識した栽培を行っている。その結果、種芋栽培面積を減らし、販

売玉面積割合を増加させることに成功し、単収増加につながっている。実際、地

域の種芋(1年生)栽培比率は、通常30%前後の農家が多いものの、佐藤氏は17

%しかなく極端に低く抑えている。

(4) 省力技術の工夫

①省力化の工夫ーその 1 薬剤散布作業

現地の慣行法は、薬剤散布者÷散布補助者(主にホースの引き伸ばし)の2人

で実施しているが、佐藤氏は、ほ場内に複数のホースと基点の役目を果たす杭を

中央通路に常時配置しておき、薬剤散布者 1 人でも楽な作業を実現している。

第 4図群馬県で普浸している薬剤散布方法

'1貴行法

総書貰へ

-薬剤散布者十散布補助者(主にホースの'7 1 き伸ばし)の 2 人で実施0
・作業終了後、ホースを全て巻き取ってから、次のほ場に移動する。
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第 5図佐藤氏の省力型薬剤散布方法

省力型薬剤散布方法

-ほ場内に複数のホースと基点の役目を来たす杭を l十:央通路に常時配置しておく。
これにより、ホースを引きながら作業を行う移動距離は、半分になり、ヲ i く力は
数分のーになったように感じる。薬剤散布者 1 人でも楽な作業が可能である。
-作業終了後、巻き取りの必要が無いため、連やかに次のほ場に移動できる。

写真5 ほ場内に配置したホース②

②省力化の工夫ーその 2 収穫作業

周辺地域だけでなく他町村の大規模経営農家の作業を何度も見学に行き、作業

手順、方法等の参考とした。
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第 7表収穫方法の比較

種別
通常 佐藤氏

方法

種芋(l 年生) 掘り取った種芋は、手作業で根と コンテナに入れる前に、あらかじ
付着している土を f寧に落とし め掘り取った種芋はホウキを2本
てコンテナに入れる。 組み合わせた器具 3) でイ号

いておく。
根は以後の収穫持作業工殺で自
然、に除ける。
この作業方法により作業効率が40
%上昇する。

販売玉 手作業で着生生子を拾いつつ、販 は大きいものだけを拾
に付着している根と土を除 う。販売玉は、土落とし機が通れ

く。土壌条件にもよるが、掘り取 るようにしておき根と土はその
った直後の狼や土は水分を含ん ままにしておく。
でおり、きれいに落とすのには手 根と土はその後、土落とし機をか
間がかかる。 けて収穫する。

この作業方法により作業効率が80
%上昇する。

写真6 自作種芋土落とし用ホウキ 写真ア 土落とし機

③省力化の工夫…その 3 良品生産

良品生産こそが大きな省力化へつながると考えている。病害が無ければ生育期

の対策や収穫時の病害芋の処理等が無く大i!Jlïîな労力の短縮が悶れる。

④追肥用小農具等の独自開発と利活用の工夫

農機具の展示会やホームセンターなどを見て回り、些細なヒントを自分なりに
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発見し、活用(写真10、 11 、 12) や改造に役立ている。追把に用いている散布用

具もそのようななかから考案した。この用具は本来、農薬の粒剤散布に用いるも

のの散布口を肥料般に改造したものであり、体をかがめずに楽な姿勢で葉の下へ

の肥料散布が出来るのが特徴である。

なお、 l 日に100 a 以上の面積への追肥が可能である。

8 自作した追肥用具① 写真 9 自作した追肥用具

写真10 きのこ鎌:病害株の刈り取りに応用 写真11 バキュームクリーナー:タンク
内の薬液服い取りに使用
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写真12
フォーク:ほ場のi璃で機械掘りが‘出来な
いとき、この器具で刺すことにより、容
易に掘り出しが可能。

2. 経営

(1) パソコンを活用した経営管理

加工品であるため、生玉出荷では品質による価格差別化は難しい。そこで、有

利販売を図るため、就農当時から 1r自格動向の分析を行ってきた。平成3年からは、

パソコンを活用して、出荷時期や出荷方法を決定している。これにより、平均単

価を上回る販売成果をあげている。

第 8表表計算ソフトのシートー藍②(経営管理編)

シート名 内 ，廿τ時喰

生玉相場 毎日の相場を打ち込み時々コメントを付ける。前からの相場を平均したり、
条件の閉じような年を拾い平
均したり、いろいろ数字をグラブ化するなどして、相場の予想を立てるな
どに利用する。

販売 王子均単価が表示されるようにしておく。販売先別、規格~Ij集計ーなどに使う。

150 -



写真13 生玉相場のシート(グラフ)

このほか、デジタルカメラを利用し、毎年、県内産地(一定の地点)を定期的

に 3 四位閤り、写真をパソコンに取り込んで、いる。例えば、写真13、 14は百13if::

とHl5年の10月上旬における他産地同一ほ場の状況であり、Hl3年は倒伏(成熟)

が早くなっていることが解り、相場予測や出荷方法の判断材料にしている。

写真14 相場予測の参考写真 H13年 写真15 相場予測の参考写真 H15年
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第 9表年産別生玉販売実績

販売量 単収 kg/lOa 単価円Ikg
項目 栽培 kg 佐藤氏 県平均 販売額 佐藤氏 県平均

面積 県平均 円 県平均
年産 a 比% 比%
Hl2 310 115,860 3,734 152 2.455 18,092.418 156 107 146 
日13 310 140,789 4,542 171 2,650 14,307,671 102 106 96 
Hl4 310 132,618 4.278 168 2,540 14,828,191 112 114 98 
日15 310 133.776 4.315 181 2,380 22,637,642 169 113 150 

j主.単価は出荷手数料10円Ikgとし、差し51いた金額を記載。

県平均比:佐藤氏/県平均で算出。

(2) 春堀契約栽培による高付加価値経営

佐藤氏の地元南蛇井地域においては、南国傾斜で日当たりの良い条件を利用し

て、通常11 ~ 12月に収穫するこんにゃく芋を、翌年2~3月まで収穫時期を遅ら

せ、生芋こんにゃく居として契約加工業者に提供し、有利販売を行っている。こ

の栽培方法を「春堀り栽培j と呼ぴ、南蛇井地域は、粘土含量が多いなど土壌条

件が悪く収穫・調整作業に合計180時間 (40時間/10 a) 費やしているが、農間期

に作業を移行することにより、収穫作業の労力分散化につながり、家族労働のみ

で経営を成り立たせることに貰献している。

第10表春堀り販売金額契約内容

春堀り販売金額契約内容
CI平成16主f. ll月初日~ 12月 16日までの平均生玉市況の20%高。
吾平均価格が5，∞0円/俵 (30kg) 以下の場合は1，∞0円高。
価格の詳細は毎年、江②を基本に契約先業者と話し合い決定する。

第11表春堀販売実績

ぱ 栽f音節積 うち春堀 春掘り 販売額 単価円Ikg

a り面積 a 販売量 kg 円 春堀り 県平均

日13 310 45 16.020 2,109,875 132 96 
日14 310 45 20.730 2,841,583 137 98 
日15 310 45 20.910 3,989,129 186 150 
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(3) 地域社会への寅献

農業関連組織は、地域4Hクラブ、富岡農業経営研究会結成のそれぞれ発起人

となり、会長等の要織を歴任した。特に、富岡農業経営研究会に参加していた仲

間の多くは、現在も交流があり、富岡市の中核農家として地域農業を支えている。

吉田春堀茄務生玉生産組合(組合員15名)は、販売単価の問題から端を発して、

組合の存続が危ぶまれたこともあった。そのような難しい時期に佐藤氏が組合長

に就き、改善策を検討した。その結果、当持、まだ珍しかった契約販売というこ

とを農家仲関に認識させ、販売先の信用を得ることが重要だという結論に歪り、

自ら規約を作成し、ほ場には看板をまてさせ、その徹底遵守を会員に訴えた。そ

して、販売先との信頼関係の構築に成功し、現在に主っている。

写真16 組合長当時に作成した春場出荷規約 写真17 春堀こんにゃくと看板

このほか、県の各種推進員、区長等様々な役職に就いている。また、今年から

小学校の体験学習にも協力し、こんにゃく栽培を通じて、子供たちに農業の大切

さを PR している。

妻のふさ江氏は生活研究ク、、ループ「萌(もえぎ)の会」、 JA甘楽富岡吉田支

部女性会の発足に携わり、それぞjゆJ代会長を務め、女性組織で役割を果たすと

ともに、経営面では簿記記帳を担い、その実績により、 JA 甘楽富岡青色申告友

の会農業簿記コンクール(平成16~三度)では、簿記記i肢の正確性と優れた経営内

容が評価され、トップとなる群馬県知事賞を受賞し、体験発表を行うなど活躍し

ている。
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第12表主な役職

加入オ制裁等 加入期荷 役員年役職名

南蛇井4Hクラブ S .40~46 S40 ~ 43会長

富岡市農業青年会 S.42 ~ 50 S46 ~ 48副会一長

富岡農業経営研究会 S .48~ 問 S48 ~ 52副会長

富岡市農協養鶏部 S.38 ~ H.2 S49 ~ 51部長
S59 ~ 61部長

県むらづくり運動集落推進員 S58 ~ 61青年層代表

吉田地区子供会育成会 S60 ~ 61副会長

青少年育成補導推進員 S62~ H2 

富岡西中学校PTA H2~3副会長

南蛇井商藷研究会 S.39 ~ Hll H3~6会長

県少年警察協助員 日5 ~ 15 

吉田春堀り茄藷生玉生産組合 S.61 ~ H6~ 12組合長

検察審査員 H6~7 

甘楽富岡農協青色申告友の会 S.国~ H7~9副会長

富岡市南蛇井下区 Hl4 ~ 16区長

県少年補導員 Hl5~ 

普及性と今後の方向

1.普及性

佐藤氏は、こんにゃくの栽培技術と

経営の革新のため、機会あるごとに研

修会などを通じて、仲間農家に伝えて

いる。特に以下の事項について、普及

並びに波及がみられた。

(1) あかぎおおだまの栽培拡大

あかぎおおだまは、在来種を主体に 写真18 研修会での実績発表
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栽培していた北部地域で広まってい

ったが、甘楽富岡地域では肥大性と根

腐病に強い支那種を主体に栽培して

いたため、あかぎおおだまの導入は運

れていた。佐藤氏は昭和52年から試験

導入を始め、支那種と比較したあかぎ

おおだまの利点を「①腐敗病に強い②

掘り取り作業性に優れる③収量増加J と 写真19 農林水産大臣賞受賞ほ場

分析し、次第に面積を拡大していき昭和

63年には、全面更新に至っている。その後、地農家も徐々にあかぎおおだまを増

加させ現在の主力品種となっているが、栽培の先駆者として、種芋供給(過去実

績: 25 t 、延べ50人)などに貢献した。

第6図甘楽宮岡地域品種別栽培割合

あか;:g

8% 

支那穣
79% 

佐藤氏全面更新時(昭和63年)

(2) 種芋(l年生)ほ場への大麦播犠

dõb、(!!'

86% 

現在(平成昨年)

種芋ほ場にえそ萎縮病対策として、エン麦類を植え付け前に播種し、株元から

エン麦類を刈り取るというのが、一般的だ、った。平成 2年、最初に佐藤氏はエン

麦類の代わりに販売玉で領用していた大麦(万力)の措種を始めたところ、刈り

取り作業の必要が無く、省力化が国れた。現在では甘楽富岡地域の種芋ほ場の約

80%がこの方法を導入するなど、こんにゃく産地の革新技術の先導的役割を果た

してきた。

(3) 単位収量の増大

肥料の施用方法は、主に大規模経営農家等で実施している省力化のための肥効
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調節型肥料の利用による植付前施用と、肥料の効率化重視した比較的小規模な農

家で実施している培土時施用と追肥のタイプに分けられる。佐藤氏の行っている

追肥方式は、葉色等の生育状況に応じて追肥を行うため、腐敗病等の病害が発生

する一歩手前で肥料分を調整できることから、無病で大きい良質な種芋の確保が

でき、単位収量の増大につなげている。

また、秋の収穫時には、根腐病等の病害の発生した部分に榛等の自印を付け、

収穫作業終了後に防除対策を実施するなど、病害防除の徹底による生産の安定と

収量の向上に貢献し、箆岡市の単位収量 (2，760kg/lOa) は、群馬県平均単位収量

(2，546kg/lOa) に比べ増加している。

2. 今後の方向

佐藤氏は、第 1 に「芋の肥大情率の限界に挑戦したいJ と考え、更なる単収増

加を図るため、病害・施肥を始め様々な点で試作に取り組むと共に、消費者ニー

ズも踏まえ、農薬をなるべく抑えた栽培にも今後取り組みたいと考えており、そ

の成果が期待される。

第 2 に、新品種みやままさりを試作し、あかぎおおだまとの比較を行っている

が、現在までの評価は、「あかぎおおだまに比べて、風害、干ばつ害に優れるが、

生子の休眠がやや心配j であるため、更なる試作に取り組み、この成果も期待さ

れる。

第 3 に、甘楽富岡地域では一時こんにゃく部門の新規就農者がいない年もあっ

たが、ここ数年は新規就農者が続いている(日目年 :3 名)。データに裏付けら

れた佐藤氏の栽培技術は、波及効果が大きい技術を幾つも組み合わせて形成され

たものであり、産地における新規就農者を含めた技術向上国での先駆的な活躍が

ますます期待される。

(執筆者農林水産省生産局特産振興課生産専門官上杉弘)
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内閣総理大臣賞受

出品財産物(茶)

受賞者山内祥正

(愛知県豊田市古原町屋敷品 8 -2) 

受繋者のことば 山内祥正

在、の家では 5 代に渡り「消費者が飲んで喜んでもらえるお茶を安く提供す

る J をそットーに、茶の栽培から製造加工、販売までを一員ーして行う白|室l 自

製自販の茶業経営を常んでおります。

平成 3 に24歳で就農いたしましたが、それまで茶販売業務の鯵業しかし

ておらず、就農当時はとても一人前のお茶を作れるものではありませんで

した。このため、家で実務を経験しながら地元盛田市、)九{尾ilfの先農家を

始め近隣府県の先進農家において茶の栽jffや製造技術を学ばせて]頁きまし

た。

その後も、自分の技術に者ることなく「自分は毎年茶業者 l 年生jだと捉え、

日々茶栽培や製造技術の研究会に参加し、実践して得られたものはすべてフ

ィードバックして「とよた茶」のブランド化を目指しおりますの

就l史書H寺、 I~I作地245a 借地lO a であった経営面積を手摘みによるお級茶

から機械刈りの普通茶までの幅広いマーケットニーズやコストダウンに対

j忘する為に借地による規模拡大に 11':<. り主IIみ、現在では42却Oa にまで

ことができましたO 特に乗用取摘採機など機械化できる部分は積秘的に機械

化した結果、労働力の負担も大きく軽減できたばかりか、 ;ìMiJ切に適切な作業

が実施でき、効率だけではなく生斑性や品質の向上ーにもつながりました。
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受賞者のことば

また、安心安全な茶づくりを行うため、できる探り農薬散布を減らしてお

り平成14年からは有機]AS承認に向けた茶づくりにも取り組み始めたほか、

家族4 人で家族経営協定を締結し、家族会議を常に開き、日常の作業計画の

みならず、将来の経営計醤について家族会員で協議するようにしています。

このたび、栄えある内関総理大臣賞を受賞できました事はこのよない喜び、

であります。これもひとえに私を育てていただいた関係指導機関並び、に諸先

豊田市茶業組合の先輩や仲間違のご指導、ご支援の賜物と深く感謝して

おります。今後は初心を忘れず今までの経験を生かし、一人でも多くのお客

様に喜んで、いただけるお茶作りに今まで以上に取組んで、行きたいと思いま

す。また、地域の農業の活性化のために地域全体の農業者と手を携えて、地

域農業全体が「活力がある J I魅力があるJ 産業になれるよう微力ではあり

ますが、貢献していきたいと思います。

地域の概要と受費者の略歴

1 .地域の概要

田市は、愛知県のほほ中央、名古毘市の東 第 1 図豊田市の位置図

方25kmに位置し(第 11到)、面積は290.12kníで、

名古屋市に次ぐ県下 2番目の広さを有してい

る。

矢作川がI=lJ央よりやや東を南北に貫流し、

その流域の盆地を中心に北部・猿投山(さ

なげやま)から連なる低丘綾地帯が北部、間

部、甫部を包問し、東部には六所LiJ (ろくし

よさん)・焔熔山(ほうらくさん)を中心と

口
δ

民
U

1

よ



した山地が速なっている。南部地域

は、比較的平担地が多く、肥沃な土

地を生かした農業地帯が形成されて

いる。

県庁所在地である名古屋市から

は、1'11営地下仇線・名鉄豊田線を利

用して50分の所要時間で、また、名

鉄本線の知立駅経由でも 60分の所袈

時間である。

車利用では、東名高速道路の農出

インターチェンジが主な交通アクセ

スである。また、豊田高インターチ

第2悶豊田市への交通アクセス

ェンジから伊勢湾岸道路につながり、第 2東名高速道路、東海環状自動車道の建

設も進められている(第 2 悶)。

名古屋市のベッドタウンでもあり、豊田市周辺の自動車産業の従事者の町でも

ある。

2. 農林水産業の概要

豊田市と言えば自動車産業の「世界のトヨタ J 発祥の地でもあるが、明治.L-J、降

「養蚕のf1D"J として栄えたところである。しかしながら、昭和に入ると生糸需要

の不振と自動車工場の誘致等により産業構造に変化が見え始め「自動車産業の削除」

へと移り変わっていった。農家数の減少は、自動車工業を中心とする産業の発展

とともに引き続き進行した。

昭和50年以!年は、 JAを中心として稲作を始めとした土地利用型作物において

利用集積を積J括的に進めた結果、専業農家の減少は極めて小さくなり、中核的な

農家を中心とした生産組織の育成が図られてきている。

j長田市の主な農産物は、南部地域では、米、麦、大豆、茶など、特に米は県内

第 3位、荒茶では県内第 5位の生産量;となっている。北部地域では、梨、棋など
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の果樹や洋らん、観葉植物など花きの栽培が盛んで、特に梨、桃は県内第 l 位の

生産量を誇っている(第 l 表)。

第 1 表豊田市農業の概要 (第50次愛知農林水産統計年報(平成14 ~ 15年))

総世帯数 13 1，703戸 総土地面積 290.12kn� 
総人口 357，826人 彩|抽出積 4,700ha 
農家戸数(Hl2センサス) 4,918)3 田 3.730ha 
専業農家 269同 普通知i 625ha 
第 l 種兼業農家 188)3 樹園地等 345ha 
第 2種兼業農家 2,781 )5 うち茶冨 41ha 
茶生産農家数 33戸 農業産出鋭、 8,877 -Ê子万円

認定農業者 73戸 11立畜産 2,402 (27%) 
(うち茶生産農家) 2p) 21立米 2,164 (24%) 

31立果樹 1,176 (13%) 
41立野菜 1,091 (12%) 
51立花き 1,049 (12%) 
(8位茶 121百万円(1 %)) 

3 ，茶業の概要

(1) 豊田市の茶業概況

差是回の茶は、古くから特産物として知られており、昭和40年頃まではせん茶主

体であったが、昭和40年代半ばからてん茶(抹茶の原料)の需要が増加したこと

に伴い、当該地区もてん茶主体の茶業経営に変遷した。

出市の平成15年の茶栽培面積は41h a で荒茶生産量は59 t であり、かぶせ茶、

せん茶が栽培されているが、高級茶i晴l啓詩好及び

茶の生産割合が全体の 9 害割i臼以、上を占めて Lいミる O

現在、茶専業農家では後継者も定着してきたことから、豊田市茶業組合(後述)

が事業主体となって共同利用の乗用部中刈機、乗用型補採機等の導入に努め省力

化を図るとともに、担い手の高齢等の理由で、廃業する茶屋lの取得や借用などによ

り規模拡大し、産地の維持が|盟られている。

市内の茶農家は、研究熱心で生産意欲が高く、県農業総合試験場の研究成果や

最新技術を積極的に導入するとともに茶の栽培から製造技術、伝統的な手諜み技
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術の継;取にも力を入れている。

豊田 l打の認定農業者は、平成16:tJ三 9 月現在73名、うち茶農家は 2 名である。市

としては、認定農業者の認定を推進しており、山内氏本人も;、子成16年 9 月に認定

農業者の認定を受けている。

また、茶農家、茶業総合や関係機関が連携し、生産体制の整備、栽培技術の向

上を図るとともに、平成14:ifJ交に第551活関IE茶業振興大会を豊田市で開催し

を契機に豊田政茶葉を使ったベットボトル入り「とよた茶j の製造などブランド

化を推進し好評を博している(第 31zl)。

写真 1 豊田市の茶園と被覆栽培 写真2 乗用型摘採機による摘採

写真 3 rとよた茶J (ぺットボトル入り)
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第3 図 豊田市の茶生産体制

登 83$ 菜主義認さ

勝山義一___Jfl一一一_!E.______………
重量fflm差是E童約ブを>f!t推進協議会
構成 JA.，消費者、生産主義、子有機j波望号遂罪喜

(2) 豊田市茶業組合の概要

昭和21年10月に碧海茶生産組合が発足し、昭和26年 9 月に碧海茶業協会に改組

し、昭和40年12月に豊田市茶業組合が設立し、以後現在に至っている。組合員数

は33名(平成同年 8 丹現在)である。

組合では、茶園巡回指導や技術講習会の開催等により栽培、製造技術の向上を

図るとともに茶品評会、産業フェスタ等各種事業に積極的に取り組み、「とよた茶」

の振興を図っている。

写真4 豊田市産業フェスタでのとよた茶の PR

手もみ茶実演 抹茶製造体験
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写真5 豊田市茶業組合による手もみ講習会

題児等による手もみ茶体験 一般参加者による手もみ茶体験

4. 受賞者の略歴

山内家は、親子 5代 (5 代目が祥正氏)にわたり豊凶市吉原町で茶の栽培・製

造を営んで、おり、 2 代目山内純工jZ氏が明治30年 (1897) に製茶の販売を始めた。

純平氏は、研究心が旺盛で、宇治(京都府ー)をよく規察し技術の閉鎖に努力され、

大正10年 (1921)に野場和三郎氏と共同研究で三河式てん茶機(注)を発案実用

化に成功、色沢の良い製品を安い原側でつくり、宇治で好評を博し、地元茶農家

を有利に導いた。

祥正氏は、愛知県立農田高校を昭和61年に卒業し、(閥鈴鹿間(千葉県)、(鮒升

半茶店(名古麗市)で茶販売業務を紙験

した後、 24歳で就農した。代々受け継い

だ研究熱心さで、栽培技術の向上に努

めるとともに頗次規模を拡大してきた。

現在、 420a の茶閣で、てん茶、かぶせ

茶の生産・販売までの一貫経営を家族全

(4 名)で、行っている。

また、栽培・製茶技術の向上と研鎖の

ため、就農当初から茶品評会には毎年出
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品し、平成 6年以降、常にと位入賞を果たしている。特に、平成15年、 16年全面

茶品評会において、かぶせ茶の部で 2年連続して農林水産大臣賞を受賞する快挙

を成し遂げた(第 2 表)。

地域では、茶関係では愛知県茶業青年会常務理事(Hl4 ~ 15) 、豊田市茶業青

年技術研究会会長(Hl4 ~)を務めるかたわらで、地元の青年会議所活動にも参

加しており、現在、豊田青年会議所理事(耳目~)を務めるなど、表手の 1) ーダ

ーとしてj舌躍している。

また、日本茶業中央会認定の日本茶アドバイザーの資格(Hl4) を取得し、小

学校の茶摘体験や中学校の視察等の受け入れや市内の福祉施設への抹茶の配布な

どを行い、お茶の出費 PR に努めている。

(注)この三河式てん茶機は、その後、京都や愛知で改良が重ねられたが、現役のて
ん茶製造機の原型となっている。

第2表茶品評会等受賞経歴と略歴
イドけく '乏:ずどキ~J1立ζ !I!;'i 11，;モ

1I{{61 (十ねJ:1;Wi l~ i:I ~fJ)J ;f奇

62 似Þl11‘、 r- Ji~Jlii~fi)J 1:芳

63 

、 1"フ己

2 

:'l 五;}と )~.jJ: (24j:J~乙)

店主1I 1r1i'!i~5兵制介入会
主主知J}J~-Ji'~::た l'j:1ド会入会

4 キ占 fJ.1干

5 

6 お47I ，Ij WJ I'W!;~ ，'"日，W会(かぶせ:!i~)
11 本Jt'::}た<1'央会必ずI

7 ;;J\29I ， il安う、11以茶山汁ド会(かぶせ主主)
没主11 りI~.j、II'FでE

8 

9 の IIlrl fJ;'H木Tf千戸ft~主'rlllll ，n~0
変づ川

10 [1:;32 Iíif没知県立l~lrll !VI~会〈かぶせ:!i~)
愛fJill 店以II'F'l't

11 i~;::lllrlnた林市政物品洲会 山川 rfr~，;:;花組合会， 11- (-14) 
没知山長u'F'l't

12 [1:;34lnl愛知山手í\=ルγド会(かぶせ:!in
J.，j~Hlj:j;芸品交);;jk'L't

13 :!~U ITrlflた林市版物品"ド会
愛知県三í~::)詫述介会ld工

14 告í>551"II 'ÞJ I'可ヲí~r\JII ， Fl~ :2守 (治、ふ七せC!;<;) 没虫I1 J} r~-主主業 r'p:qミ会'l;~-務王'I\'Ji.
jJ33十;f:;;J<:)lftヂìtl'.i'rU" jJ、長官t 収川 JlrJi~::!た J'J' イ 1'.技術情究会会長

:J佐川市J;~/f;+-T1訂正'~~主JIV，げド会 1I 本}j'>::7'" ドパイザ-~tH千干のll\( 1~J 
没主!JJ}I~Ji~:;t~述介会長公

15 [1:;57I澵j ~相手I Jí\=llll， 'j1'1~ 会(かぶせつ:!i<;) 愛知弘主~:;K J'i1jミ会常務J'IPJ 下
J;:J:中本スjく詩長j三 t-~( l.'t !日正川 rlj Ji~--~':::rl'i イl三技術研究会会長

;;J1361 í íJ笈匁jl}1~lldr;j、ド会(かぶせ:!il')
告さ:'kll l}/-;;;主会刈足 1ど'L't

16 8j1581"1 'Í':1"1当jJと514141ミ1ノJj!訂と会正ιjt(かf- ~ (ぶ'L'tせC!;U !日:川市茶米h'i1ド技術石I1 究会会長
山 Irr1j::r 1ミ会議i !Jr J''1'-:，Jj.
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受賞者の経営概嬰

1 .経営の概要

地域特産物で、あるてん茶とかぶせ茶の栽培、加工、販売までを行い、いわゆる

自鶴自製自販の茶業経営を行っている。平成16年現在の茶図面積は420a 、うち

175 a が借地である。近年、徐々に茶閑而積を拡大し、現在では地域でトップク

ラスの経営規模になっている(第 3 表)。

製造部門は、てん茶の荒茶力11工、仕上1!~・抹茶加工施設を所有し、抹茶までの

加工を行っている。販売は、曾祖父の代から商店を構えてJil:fTI1'ï販売や小売店への

配送を行うとともに、近年ではスーパーや食品加工業者とのnìZ~1 も行っている。

労働力は家族 4~1が主となり、農繁期に臨時濯用を行っている(第 4 表)。

経営の変遷は、就農11'.]" の平成 3 年時点、では経営規模が自作地245a 、借地20a

であった。当地で、は農地の取得1ï日i格がi蒔く購入による自作地の規模拡大は問要!~で

あるため、その設は借地により規模拡大を進めてきた。特に平成13年には、 ïlT内

の篤農茶専業農家が廃業したため、その農家の茶園95a を措地して規模拡大を行

い、現在の経営規模が確立した。

就農Hずは、製造部門を父が行っていたが、就農後2年間、問尾市の先進農家に

おいて製茶技術を学び、その後は、父に代わって製茶業務を担うようになった。

製茶施設については、平成lOcÍl三に仕上茶加工施設に荒茶をブレンドするための合

組機を導入し、品質の安定を i玄|っている(第 5 表)。

第 3表経営耕地(単位: a) 第 4 家族の構成

氏名 税制 主i三指令 タjiÚYJ
1I 主主

11I1付 1'，'1わヒ 本人 36 240 

第4表-2 臨時雇用(平成15年) 111 内ょ~~ElI~た 去二 35 50 
1I1内科iりミf- ;氏支 11 。

山内旅立、 ;長男 8 。

ILI内 J滋 次一久A 1 。

11!内希少J 父 70 240 
IJII勾つや子 fV: 67 240 
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第5表経営の変遷

年次 自作地 借地 経営面積計 主な導入施設・機微 主なできごと

昭和48年 145 45 1叩 製茶J:場(仕上げ)
製茶工場(荒茶)

H白手[150年 145 45 190 ~展茶機一式
生業置場

Hß'f[155年 145 45 190 3代目死去
昭和56ifo 145 30 175 電気選別機

昭和57年 145 30 175 
旧工場撤去(磁1í~・煎1í~ に場)
店舗改築

昭和田年 145 30 175 1í~棚40a
昭和60年 245 30 275 抹215挽き機20台 老朽化の為新規に導入

冷蔵庫(茶保管沼)
昭和61:'Íド 245 。 245 農機兵倉庫

茶棚IJ50a
昭和62年 245 。 245 冷蔵庫(茶保管用) 増築

王子成元年 245 。 245 
茶相Im30a
電気選別機

平成 2年 245 。 245 オfイラー

平成 3 年 245 20 265 防霜ファン 就農
王jZ成 4 年 245 10 255 結婚

王子成 5年 245 10 255 
防おファン

管理機
平成 6年 245 10 255 ~展茶機用ガンバーナー
王子成 7 年 245 65 310 動力噴霧機

平成 8 ij': 245 65 310 
生業コンァナl∞kg5台
簡易自走式1t~刈機

平成 gijô 245 65 310 生業コンァナ却Okg3台
平成lOi!，- 245 65 310 合組機5∞ k

平成11年 245 剖 3お
施肥~[1-;理機

経トラック
風力選別機(仕上げ用)

王子成12:'Íjミ 245 80 325 
J末茶挽き機10台

スプリンクラ一一式
1�StJm20a 
自動乾燥機 荒茶加工施設の 'I~.自動化

J!lil力選別機(荒茶用)

王子成13:fド 245 加 325 
学 I~I動J十回包機

!坊潟ブアン
施月間管玉県機2台

管理機2台
平成14主f' 245 175 420 切断機2t幾 有機 ]AS製造施設の認定

王子成15年 245 175 420 
乗用主~摘採機 3人共同で乗用型摘採機導入
トラック1.5 t 

平成16í[:ミ 245 175 420 
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(男 IJ表)主要施設・機械の整備状況

キイz f'F J'JH~1 ・官~)) T::?;l汝 !!{，年/、 '1'1皇; 日j'~犯UíドHt※

Ii 依~て~1然んí~茶i1Fソt場機 ι式?子伝iL子3存15)) 19o.75nf l 作足 11仔手11501'ド

49.87nI 11えl 1I{{;fJ!50iド
'1. 終 1001ぼ/h 11時1 fI{{;f115011:. 

てん当主機)IJ力、ンパ…ナ… lHjj; '1勺J記 6 !rド

権長
ボイ 7ー 11幾 '1勺JX;2 iド

主主機 11縫 芯|乙日比 121'1 ゐ

1:[[:仏日{幾 1.fj:¥� 11行取158'1'.
1I三店主パ 11α)1淑コンテサ 5f�' 、VJ&8'1ミ

依然JlJ2∞同コンテす 3T"� 、 l勺&9'1二

lさ1 民IJ!ト主燥機 l作提 、ド !J.X; 1311ニ

以Lカ滋日U1幾 H幾 '1"J&13'1' 
υ1) 1相r1~提 21幾 、1勺&14ilミ

i:吃史民j幾 H幾 '1勺&14'1'-
ili!l当~:L:J劾 162111 11'点 Il({平日48'1 二

{t"来11杭2 111，定 、 JCJ，見lOilミ

風)J立差別機(補助 :Ji，於) 117を 、I勺&1211'，

i 
(J 3人のjtli;1利111)

冷í，:ii:W 11ま\! lI (j手I161 il三

!:ít:燥機 1制色 fl{:1手1158'1ミ

'111機.ì1!fj]U機 11幾 II({平日56司王

i伝機i笠日U1幾 H幾 、 l勺&j己'1'
?令)，:'\:;1;1;: 1 1幾 11行相 162'1'，

ホ ';I !li以 111 '8f幾 H幾 、 i勺JX; 13イl'

宇主主主挽き機 201幾 lIiHII60ifミ

力4i1'1主X 一1l1 
冷凍機 lfiJt Il(if日60il'，

|持~i.!J!H幾 11iJ1: 11日午1161 ilミ

冷凍機 11幾 、VJJ)(;8 ilミ

百;(*~史 111，史 、 i勺&15il'

Hく当日免 ê .f潔 101幾 :'j"J;)乙 12ir

}l!JA幾J~，hl( 10.89nf lおIl 刊行干1161 イl'

J;~11>>1 40a lムに fI[{干1158il三

当>11>>1 50a 1ェに IJ{{平116]1ド

当>11111 30a 1 んに 'I" JJX;j己fド

ヂí~仰j 20a 1ルヘょ 、|勺J比 121'1ミ

υi出去1以4以メ甘jγj機幾77 係j効 ILI:止とJO\:) 11幾 、1!.IJ)(;88 il'.

H!発 、!三 J;)(;4 il三

ァン llilllWj 、 l勺&3 1ド

ドUi主17 ファン 21'IlIJJ)j 、 1"1，比 5 斗ミ

!坊主"I"ì7 ァン 211白jJ主ð 、 I勺&13"1ミ
MJg℃ 81 侊ﾛJ) J 1 i)'t~"H~史 Hi民 、!と}必 3 '1 三

ífrlJ )JI'l't'i~梓足 Jtil.t 、 l勺&7 ir

j幾 1'1 ;t: j七』缶11巴 'r'Î'J'1l似2 II幾 、i勺災1 1'1'，

のノU\:胎íJJ巴 'ì'ì'J'I!JÍ，史 対幾 、I"JJjì:l3'J'

J ~-
{ì:'\・JI[W!t II幾 1I{{午1I58if'.

例J!.機 II幾 、i勺;)(;5'1'

1'1' f'I\1幾 21{覧 、 lえ1&13'ド
"T1/投ュに:tí?íf主主j没 11幾 11日手1163'1'.

fl] 搬バ1í?íj采機 JtiJt 、 l勺J~5 :fl三

'ùr孤立ふに'IÎ削采綴2 11i!t 、 I"J戊lOil'.

スプリンクブー i必に 、]んJ&12'fミ

当初Il刷版係機(おIìWJ 弓Jf， ;;m H幾 すとJ;)(;15'f'

(3 人の.Jf;: IHl手間])

曜まトブック 1 長T 、 l勺&11'1ニ

トフ y ク1.5 t 1 t� 、|勺戊 151ド

※ 従業したJ::t: 3ぶから淡り I5J:け

ウiph
u
 

宅
B

よ



2. 経営の成果

①茶の栽培から製造、販売までの自関自製自販の経営を行い、高収益を上げ

ている。

② かぶせ茶は手摘み栽培と卓越した製茶技術で品質を追求した栽培を行っ

ている。

③ てん茶は茶道向けの手摘み高級茶から食品加工向けの機械刈り茶まで多

様な品揃えで

④ 地j域或 i内勾における製茶加工施設間の連携による作業の分担や乗用型摘採機

の共同導入などで、施設機械を有効利用して過剰投資にならないように工

をしている。

⑤ 家族による役割分担を明確にし、給与制、休託制等に取り組んでおり、平

成16年 9 月に家族経営協定を締結している。

3. 受賞財の特色

(1)技術

①被覆方法と品種構成による摘採時期の分散

全ての茶園で適期摘採を行うため、かぶせ茶及びてん茶の被覆時期や品

種の組み合わせ、さらに茶留の標高差を利用して摘採時期の作業集中を回

避している。こうした技術が規模拡大を可能にしている(第4~6 図)。

写真γ 棚式被覆 写真 8 直接被覆
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第 4図 かぶせ茶・てん茶の被覆時期

かぶせ茶・てん茶の品謹と措採時期

5湾上告翠 ::.湾 fEJ 5Hー」

かぶせ郊:

どん

第 6毘茶閣の位置と摘採時期
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②被覆及び防霜ファンによる生産安定

一番茶のみを摘採しているた

め、春先の晩霜害は茶業経営に一

番の不安要素となっている。今ま

では棚式被覆施設で対応してい

たが、より防霜効果を高めるため、

平成3年から被覆施設を併用して

防霜ファンをl∞ a 導入した。さ

らに、 40a の茶園で防霜対策の導

入を計画している(第 6 表)。

写真9 訪霜ファン

第6表肪霜施設の設置状況

③手摘みと した製造技術によるかぶせ茶生産

かぶせ茶は被覆の開始時期、摘採時期が品質向上に大きく影響するため、

茶の生育に合せた被覆技術と手掃みによる適期摘採を行っている。

製茶においては、豊田市茶業組合の製造技術講習会でかぶせ茶に適した

製茶技術を研究し、より縮く光沢のある荒茶生産に取り組んでいる。こう

した取り組みの結果が、全国茶品評会で、入賞につながった。

写真10 かぶせ茶製造風景
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④ 茶道用から食品加工用までの111高広い需婆に対応したてん茶生産

茶道用の高品費てん茶は、手摘

みで、摘採し、被覆も槻式で段階的

に遮光を強めている。食品加工用

てん茶は、直議被覆で機微J荷採し、

省力化及び低コスト化を図って

いる。このようにてん茶は、 i幅広

い需要に応じて計閥的に生産を

f子っている。

⑤ パワーショベルを利用した土壌改良

写真11 手檎み風景

当地域の土壌は粘土質で、排水性が極めて悪いため、土壌物理性を改善し、

排水を良好にして、茶の根j或を拡大させることが必要で、ある。そのため、

改植時にパワーショベルを用いて土壌の深さ 2m程度の天地返し(土層深耕)

を行うようにしている。

定植後は毎年 1 haを目標に小型のパワーショベルや深耕機で採さ30~

40cmのうね間深耕を行っている。さらに、有機質肥料を主体とした施肥を

行うとともに、 j架メ甘り吏新等の整枚残さを土壌にすき込むなどの土づくり

に心がけ、根系の発達を促進している。

⑥ てん茶における乗用型捺採機の導入による省力化

:Jr~採は茶園管理でもっとも労力を必要とする作業であり、可搬ZJ!摘採機

による摘採作業の場合、作業員 3 人によって組み作業が行われる。摘採機

の操作は技能を嬰し、作業員の確保が難しいため、茶図面積が420a に拡大

したのを契機に、平成15年、近隣農家 3 名と共同で補助事業を受けて乗用期

摘採機を導入した。

この摘採機は、棚式被覆茶閣で、も対応、できるように高さ調節機能がある

ため、すべての茶鴎で省力化によるコストダウンが可能になった。

また、:JrÎlj採崩が一定になるため、品賓の一定した生葉が鵠採でき、品

の向上が図れる O
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写真13 乗用型摘採機

写真12 小製パワーショベル

⑦ 産地が一体となって取り組む環境保全型施肥技術

現在の年間窒素施肥量は60kg/lOaで、あり、愛知県のてん茶施肥基準

70kg/lOaより低く、環境保全に配慮したJl巴培管理を行っている。

窒素施肥量の削減は、豊田市茶業組合の技術課題として取り組み、県関

係機関の指導による現地施肥試験の結果を活用して、製茶品質が低下しな

いか常に試飲会等を行って検証してきた。

こうした活動に参加することで、有機質肥料を主体に肥効が緩やかな把

料を施用し、施肥後は必ず耕起するなど施肥効率を高めるなど肥培管理を

写真14 試験障での現地研究会 写真15 土壌診断の実施(サンプ 1) ング)
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し、段階的に窒素施肥量を削減してきた。その結果、年間施肥窒素量

は平成 5 年より 30%削減されている(第 7 表)。

施肥量(肥料成分量)の変遷

⑧ 有機 ]AS 認証を目指した安全安心な茶づくり

安全安心な茶づくりを行うため、できる限

り農薬散布を減らしており、以前は防除回数

が年時 7 回であったが、現在は年間 5 回まで

に抑えている。平成14年からは茶i重1120 a を

機栽培に向けて農薬散布田数を減らすための

試験園として位置づけ、防除回数を年間3間以

内に jJpえた管理を行っている。今故は試験結

果を踏まえ、有機 ]AS認証に対応した茶づ

くりにも取り組んでいく計画である。

製造加工部門については、平成15年からて 写真16 有機 JAS認証の証明書

ん茶の荒茶加工施設と仕上茶・抹茶加工施設

の開方が社団法人愛農会によって

有機 ]AS の認定を受けており(写

真16) 、加工製造指針に基づいて、

他の農家で有機栽培された生葉の

製茶を行っている。

⑨ 製茶加工施設の整備

製茶加工施設については、昭和

48年に仕上茶加工施設、昭和50年
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写真市販売店舗

にてん茶の荒茶加工施設をそれぞれ移転

建設し、昭和60年には抹茶加工施設を建

設した。このように、自国の生葉を店頭

で商品として市販できる体制を作り上げ

ている。

また、製茶施設の有効利用を図るた

め、製茶はてん茶を専門に行い、かぶせ

茶は他農家の煎茶加工施設に委託してい

る(第 7 図)。

荒奈加工施設

第 7 図 製茶加工工程図(てん茶)

抹茶加工機設

荒茶(てん茶)

仕上茶加工施設

司同静

i 仕上薬 i 
冷蔵庫で保存

仕上茶(てん茶)
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(2) 経営面の特色

① 自閤自製自販による高収益の実現

自関自製自販経営により生葉生産から販売までを一貫して行うことによ

り、流通段階の中間マージンをなくして、高い収益を確保しており、平成15

年の粗収入は、 6，559万円、所得は、 2，063万円で、愛知県が定める家族的経

営体の育成目標である1.0∞万円を上回っている(第8~9 表)。

平成13年から 15年までの経常収支の推移は以下のとおりである。

ア 粗収入は、茶の販売を仕入茶から自園茶中心に移したことにより仕

入茶原価を大幅に削減させたため、大i幅に増加している。

イ 自問茶収入は、規模拡大による生産量の増加、製茶品質の向上によ

る平均単価の上昇によって大幅に増加している。

ウ 給料賃金は、規模拡大で作業量が増加した分だけ増加している。

エ 減価償却費は、機械施設の存効利用により規模拡大に伴う施設投資

を控えていることよりやや減少している。

オ 平成15i!三の自閤茶の販売単価は、豊田市の荒茶販売農家(てん茶)

の平均単価 (3，6∞円/kg) よりも 3倍以上の高値となっている。

②顧客ニーズへの適切な対応

自関自製自販経営は高収主主を上げられる反面、顧客ニーズを的確に捉えて、

絶えず販路を拡大、維持する努力が必要である。特に、てん茶は消費量が

限られるため、一般消費者を対象とした店頭販売だけでなく、小売業者や

食品加工業者など幅広く顧客層を確保するようにしている。

そのため、手摘み栽培の高級茶から機械で摘採した安価な下級茶まで品

揃えを増やすことで幅広い顧客層の需要に対応している。また、飲用てん

茶は需要が多い機械刈りの中級茶を増やし、加工用てん茶は製茶品質を向

上して債ごろ感のある商品にするなど、顧客ニーズに合った商品を提供し

ている。

さらに、ダイレクトメールによる

どを行い、顧客の拡大に取り組んでいる。

茶摘み体験交流会の開催な
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第 8表経営収支の年次変化

年次 'l'-Jtli13年 平主主14年 平戚15年

lif営面楢〈単位 :8) 325 4主む 420 

経営全体 1 口説話たり 経営全体 lC担当たり S霊堂全体 1 0.当たり

白樹祭。らの収入 24， 313 ，自 N 749, 118 4日， 76口 437 970497 42, 446, 522 1 ，印 0， 631

仕入手書からの収入。--ø 30512 ,765 93自， 854 剖白294， 259 5口7，臼); 20899 , 552 497 ， 6回

組 (j)殺人茶~5Ë若者 81 , 367 ,374 2 ,503, 612 56 ,784, 691 1 ， 352，印日 55目 732. 139 1ι326 ， 956 

l同 也仕入茶原画 自立 854， 609 1 ,564, 757 35 ,490432 845, 010 34, 832, 58i' 829 ,347 
入加工受託科 1. 523ι自由 46ι886 350550 札 346 502, 550 11 ,965 

その地 534 ,853 16, 467 34呂田臼01 8, 214 1. 736, 68口 41 ,350 

収入会計 55 自85.242 1 ，7 5口 315 62 ， 75口 247 1 ， 494，由4 55， 585 ， 3日4 1, 551 ,555 

E是主主詩書f長官主重量 8， 753 ，自白色 269, 325 11 ,250384 257 , 865 白目自70621 235 ，口15

給料賃金〈注袋、加工) 3， 7虫口， 721 115, 638 5 ， 9告4， 670 142, 730 5，自01 ， 803 138 ,138 

肥料量 1. 882 ,411 57，虫20 1ι18吐 493 28， 2包 2, 135, 825 50,853 

農具室量 1.団7 ， 375 32, 842 1 ,4 i'4, 728 35, 113 675, 334 16 ，口79

主主茶話生受 824,934 25, 383 1 ,479, 512 35 , 225 129, 738 3,089 
諾材特設 135 ,754 4, 177 21 , 457 511 141 , 465 3,368 
土地改良筆 5,230 151 5, 230 125 5, 230 125 

滋倒1l!:却畳 1, 013 ,893 31.197 993, 535 23, 658 961 , 701 22 , 398 

殺到 32 ，7 5口 1 ，田B 96, 669 2,3æ 19, 535 465 

地代史貸 32口。口田 日ι346 2 ， 128， 26 日 50673 585，日E 13 ,929 

外注工員 。 。 Dl ， 90口 3 ， 14口 4085口 973 

荷造i草食 1, 349 ,780 41 , 501 1 ， 3主主 76日 32.923 1, 615, 575 38 ,468 
広告宣伝貧 527.673 i 弘 313 423, 055 10, 073 300.245 7.292 

銭情史F里塾 1. 747 ,988 53, 784 2 ， 224， 5口D 52 , 954 3.016.336 73 目 247

経 給料賃金(開高) 4, 727 ,485 146, 461 4 ， 562目 700 108, 636 4， 335， 1 日コ 1 回目 217

営誌i語句装量 2， 274 ， 91 日 69ι997 Eι544， 848 日日1592 2， 638，国自 日2 ， 812

鍾滋III 4告書.4印 15，医S 44呂田 572 1 口1704 1. 555 , 76日 37 ,042 
主聖担税公認 3, 074,7CO 94, 606 3 ,221 , 800 76, 710 3 ， 168， 3ω 75 ,436 
ァ1<遺光紬動力量 1. 764,1 25 54, 281 1. 654, 981 39, 642 1. 601 , 439 38 ,130 
防翌:;;:，盟主聖 370 ， 41 日 11 , 397 597, 339 14, 222 570. 555 13 目 585

通信主主 585 ,815 21 ， 1 口2 789, 282 18, 792 595, 247 16 ,554 
;亘書得燃料 4主主 130 13, 204 77, 915 t , 855 551 ，田口 13 ,358 
(~活祭 1.1 08. 775 34, 116 624, 495 14, 869 1, 070470 25 , 487 
消耗品安 1, 466 ,409 46, 120 1 ， 61 吉， 280 38, 554 1 .7205き5 40,955 
湖面慣閉貸 主 146 ， 8C陪 96, 825 3 ，日70， 439 73. 1 05 2， 4岳 3， 188 59 ,352 
福利厚生挫 1 ， 42日， 984 43, 959 1 ， 172目 158 27，自由 1. 455, 235 34， 64呂

利子宮IJ引科 4.203 ,664 131. 805 3 ,636, 835 自 6 ， 591 3 ， 365 ， 69口 百日目 135

i嵩釜税等 1. 658 ， 5田 51 , 031 1 ， 997， 3日日 47 , 567 2，窃 3 ， 80日 49 ,138 
事務愛 1. 053 ,125 32, 712 1 ,035, 554 24, 656 989 , 858 23 ,568 
そ町f由 1.549.180 47.5器 7 381 , 500 9.00日 75 1.回自 18 ,121 
強豊 444.169 13， 6日7 818目 1 宮古 19.4告1 419， 73宣 9,994 

lif営鐙古計 42， 752 ， 1 ∞ 1 ,315, 757 45 ,805, 645 1. 09日引 1 44, 959, 942 1, 070,475 
所得金額 14， 123ι142 434, 558 15ι自 44， 6日2 403 , 443 20625 , 362 491 ,080 
専従務総与 5， 000， 0ロコ 184, 615 5 ， 0日ユ∞日 142, 857 日目 4500刃 153 目 571

断書室 〔予約 N8  27.0 31.4 

第9表 自国茶の生産販売状況

※仕上茶は抹茶(てん茶)
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③ 家族経営の工夫

家族会議を常に開き、日常の作業計闘のみならず、将来の経営計画につ

いて家族全員で協議するようにしている。

家族の役割分担は、本人は茶園管理、製造加工、営業配送に歪るまでを

担当し、経営を総括している。妻は高頭販売と商品包装、父は製造加工の補助、

母は簿記記帳と店頭販売などを分担しており、家族の役割分担を明確に定

めている(第10表)。

原則として毎週 1 日の休日を設けているが、農繁期の休日は農作業の進

捗や天候状態に応じて家族で協議し、柔軟に対応している。報酬!は毎月決

められた金額を専従者給与として支払っている。

平成16年 9 月に家族経営協定を締結し、「安くておいしいお茶を消費者に

提供する」を我が家のモットーとして、家族の役割分担、休日、報酬等を

家族全員で確認し合った。

第10表家族の役割分担

続柄 主な役割

本人 茶園管理全般・工場運営・在庫管理・営業・配送
姿 摘採(手摘み)・包装・店頭販売
父 工場管理全般(製造・仕上げ・抹茶加工)

国‘ 資材管理全般・簿記・高頭販売

4. 普及性と今後の方向

(1) 普及性

山内氏は、愛知県茶業青年会常務理事、豊田市茶業研究会会長などを歴任し、

若手茶農家のリーダーとして活躍しており、茶摘み体験や手もみ茶の実演などの

豊田茶の PR活動、福祉施設への抹茶の無料配付など、茶業振興に|幅広く尽力し

ている。また、茶業以外にも豊田青年会議所理事などを務め、幅広く地域に貢献

している(第 8 図)。

茶業経常においては、消費地を近くに抱える都市近郊の立地条件を活かして、

栽培から販売までを一室して行う自国自製自販のシステムを確立しており、荒茶
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を卸売業者に販売するのが一般的な当地域の茶業農家に比べて、極めて高い収益

を確保している。このことは、都市近郊で茶業を営む場合のモデルケースとして

注目に値する。

また、現在の経営面積420a は、愛知県内でてん茶を栽培する茶農家としては

最大級の経営規模である。これを実現するために、借地による規模拡大を進める

とともに、被覆技術等による捕採期間の延長、機械化による栽培管理の省力化、

製茶施設の効率化を囲っている。また、地域内における製茶加工施設聞の連携に

よる作業の分担や乗用型捕採機の共同導入などにより、施設機械を有効利用して

過剰投資にならないように工夫している。これらの取り組みは、今後、茶農家が

規模拡大を進めていく上で、の一つの方策を示唆している。

さらに、環境保全型施肥技術にみられるように、生産者組織が一体となって技

術課題に取り組み、その成果を個々の農家が活用するまでの一連の取り組みは、

今後、新たな技術を開発し、地域に波及させていくための優れた事例である。

第8 図 氏の茶生産体制及び地域への貢献
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(2) 今後の方向

乗用描採機の導入や製茶施設の合理化を進めたことで、労力的には余裕がある

上、地域内では高齢化に伴い借地に出される茶闘が増えてくる状況であるため、

今後は、印Oa を自標に規模拡大を行い、さらなるコストダウンを目指していく。

販売国においては、有機 JAS認証に対応した茶づくりや仕上茶加工施設への

滅菌処理装置の導入により消費者の安全安心志向に対応し、てん茶の販路拡大を

図っていく。また、かぶせ茶については、てん茶と並ぶ地域特産物として産地評

価を高めるため、茶品評会への出品などを通じて、さらなる品質向上を図る。

家腕経営については、農閑期は毎週休日制を導入しているが、農繁期である摘

採時期においても雇用の活用や省力化によって、健康や安全に配慮した労働環境

を実現し、心身ともにゆとりある生活を目指している。

以上のように、自関白製自販システムの確立、機械化による規模拡大、家族労

働者へのゆとりある生活の確保など先進的な農業経営を行いながら、地域の若手

リーダーとして fとよた茶J 産地の維持・発展に貢献していくことが期待される。

(執筆者農林水産省生産局特産振興課茶業班茶流通係長上北勝広)
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受賞者のことば 岩下強・多美子

この度は、日本農林漁業振興会会長賞をいただき、身に余る受賞にこの上

なく喜んでおります。これもひとえに葉たばこ生産に携わる諸先輩方や多く

の仲間、地域の方々に支えられてのものであり、また、関係機関多数のご指導、

ご援助のお陰と感謝しております。

幼少の頃から、父の農業に対する考え方、取り組む姿勢を目のあたりに育

った関係で、何の戸惑い、迷いもなく就農しました。

就農当時は、葉たばこ90a と水稲150 a を主とした経営でした。特に、葉

たばこ作においては、機械化も遅れ、手作業が中心で、収穫期には朝早くか

ら遅くまで働き詰めの重労働の連続で規模拡大の妨げとなっていました。昭

和48年の結婚を機に徐々に経営環境を整えていきました。管理作業機 (AP

-1)の導入、共同育商施設及び堆肥舎の建設、受委託共同乾燥施設の設立

などにより労力の軽減を困ることで規模を拡大し、現在の葉たばこ650a + 

水稲350a の経営となりました。

たばこ作は一人ではで、きません。今E までの規模にJ広大で、きたのも家族の

協力があったからこそと確信しております。父が始めたたばこの跡を継ぎ、

その奥深さに魅力を感じ、好きになった農業です。父から私が受け継いだよ
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受賞者のことば

うに、我が子も自然に農業の楽しさ、面白さを感じ後継者として育っており、

子供が安心して農業に専念できるような環境整備を図り、更なる夢と希望の

もてる農業を実現することが私の役割と感じております。

たばこを取り巻く情勢は、一段と厳しさを増す中、消費者に好まれる高品

質で安心・安全なたばこを生産することが、私達葉たばこ生産者に課せられ

た責務だと考えます。

最後に、栄えある受賞を機に、これからも地域の方たちと共に地域農業活

性化の一助になればと思い、なお一層の努力を重ねて参りたいと思います。

本当にありがとうございました。

地域の概要と受賞者の路屡

1 .地域の概要

(1) 地域の立地条件

宇土市は、熊本県のほほ中央部、熊本平野の南部に位置しており、有明海と八

代海を二分する宇土半島のほぼ北半分を I~めている O 市内は、九州を南北に縦貫

する国道 3号線及び宇土半島を東西に天草方面に伸びる国道57 号線の主要道路、

J R鹿児島本線、及び、三角線の鉄道が結節する立地条件にあり、熊本市への通勤・

通学の利便が良い。

市域は東西25km、南北 8kmと東西方向に細長く、総面積は74.l7kníで、あり、気象

は、年平均気温16
0

C と温暖、年間平均降水量は1，482mmとなっている。総世帯数は

12，742戸、総人口は38，748人で、このうち農家戸数は1.633戸(総世帯数の12.8%)

である。
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第 1 図

ー一一一一一一一一

。熊本市

J 

(2) 農林水産業の概要

農家戸数のうち、主業農家数は451戸(農家戸数の27.6%) であり、県平均 (21.9%)

と比べて、やや主業農家の割合は高い。耕地面積は2.1∞haで、このうち田が

1，440haと全体の約 7割を占める水田地帯である。

農業就業人口は1，503人で認定農業者数は157人いるが、葉たばこ生産者はこの

うち42人である。

農業産出額は56.2億円であり、このうち野菜(メロン、トマト等) 1泊8.0億向、

米lロ2

億円となつており札、水田を j活呑用した園芸中心心、の農業生産が行われている(第 l 表、

第 2 表)。

第 1 表 学土市における農業産出額(平成14年産) (単位:億丹)

産出額
合計

、，

工芸作物 畜産 その他

宇土市 56.2 12.2 18.0 10.5 弘8 0.1 5.6 
(1∞%) (21.7%) (32.0%) (18.7%) (17.4%) (0.2%) (10.0%) 

熊本県 3，お5 538 1,039 330 191 828 329 
(1∞%) (16.5%) (31.9%) (10.1%) (5.9%) (25.4%) (10.1%) 
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第2表宇土市における主要農産物産出額(平成14年産単伎:億円)

産出額
合計 葉たばこ メロン トマト みかん デコポン

宇土市 56.2 9.8 6.7 4.9 4.7 4.1 
o 県内に占める割合 (1.7%) (8.4%) (4.4%) (1.8%) (3.3%) (7.6%) 
熊本県

(33265%5 ) (lG1177 %) 
152 270 144 54 

o 全国に占める割合 (15.3%) (14.2%) (5.0%) (52.9%) 

熊本県の葉たばこの生産は、宮崎県に次いで、全国 2位である。宇土市において

も農業の基幹作物のーっとなっており、耕作者数は69戸、作付面積は183haで、

品種は黄色穫で、ある。

たりの平均耕作規模は2.65haで、これは県平均(1.73ha、黄色種)及び

全国平均(1.62ha、黄色種)より多い(第 3 表)。

葉たばこは、土壌が過混と通気不良になると生育上の障害が起こるため畑地に

おける栽培が主流となっているが、宇土市における葉たばこ栽培は、

①畑地ではなく水田で栽培され、水稲と輪作する等、土地利用型作付体系に組み

込まれ、②大規模に問地化されている特徴がある。

宇土市の基盤整備率は65%で、基盤整備の対象となるほ場はほぼ実施済みの状

態にある。こうした基盤整備後のほ場で、冠水しない水田に葉たばこが作付られ

ており、この基盤整犠が大規模な葉たばこの間地化を可能にした。

また、宇土市には葉たばこ振興協議会があり、排水対策や生産対策(共同背商、

共同乾燥の実施等)の調整を行っている。

第3表宇土市における葉たばこ栽培の状況(平成15年産)

たi:fこ 農家数 期積 (ha) 生産量 販売額 一戸当 一戸当
(戸) (t) (百万円) 面積 販売額

種類 (ha) (千円)

宇土市 黄色種 69 183 366 731.7 2.65 10.600 
計 69 183 366 731.7 2.65 10,600 

熊本県 黄色穣 1.234 2.129 4.492 8.979 1.73 7.276 
を来種 101 68 172 288 0.68 2,853 

1,335 2.197 4,664 9.267 1.65 6.942 
全国 黄色種 9,661 15,598 33.597 62,601 1.62 6.480 

パーレー麓 9,652 6.628 16.394 29,330 0.68 3.039 
夜来種 584 280 671 1.232 0.48 2,1 10 

19,897 22,506 50,662 93,164 1.13 4.682 
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2. 受賞者の略歴

岩下氏の経営は、葉たばこι5ha、水稲3.5haの全国で、も有数な大規模葉たばこ

経営である。

岩下家の葉たばこ栽培は、昭和23年に強氏の父岩下栄二氏が、葉たばこ25aを

かんしよとの輪作により開始された。

その後、徐々に規模を拡大し、昭和33年には、葉たばこを70aとされ、地底で

初めて、立枯病等の連作障害に対応するため水田で、の栽培(水田: 20a、畑-

50a) を始めた。

昭和40年頃、地区に営農排水施設が設置され、排水対策が整備されたことから

水田での葉たばこ栽培を進めた。昭和信年に、強氏が高校卒業と同時に就農した

時には、 90aの葉たばこの全てを水田で栽培しており、水田で、の葉たばこ栽培は

現在に至っている。

強氏の就農により生産体制が強化されたこと、また、強氏が県下ーの葉たばこ

農家を目指すとともに、葉たばこ作でどこまで収益が向上できるか挑戦すること

を自標としたことから、昭和信年以降、ほほ毎年、借地を中心に40 ~ 50aの規模

拡大を図っている(第 5 表)。

規模拡大に対応して、昭和48年から地区で初めての雇用労働力の導入を始めた。

また、昭和57年には苦移植、防絵、管理(心

止、協芽防止)、収穫作業で汎用的に利用

できる専用機械 (AP…1)を他の農家に

先駆けて導入するとともに、平成 3 年に

は共同乾燥施設の建設に伴い受委託共乾

へ加入する等、雇用労働力の確保や機械

化等の生産体制の改善を図ってきた(第

4 表)。
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第4表岩下家の葉たばこ生産の経緯

年次 耳。:土y f尋 面頴 参考 l 戸当面積
借地 全国平均

昭和23年 父栄一氏による葉たばこ生産開始 0.25ha 
33年 水田での葉たばこ作開始 (20a) 0.70ha 0.18ha 
40年 営農排水施設が整備される 0.90ha 0.27ha 
45年 強氏、就農 0.90ha 0.35ha 
48年 強氏、結婚。作業員の季節庭用開始 1.30ha 0.7ha 0.44ha 
57年 葉たばこ専用作業機 (AP-l)導入 1.80ha 0.7ha 0.56ha 
平成 3年 共同乾燥施設への参加 2.85ha 1.0ha 0.75ha 
平成 6年 品種転換(第3黄色種→第1黄色撞) 3.10ha 1.3ha 0.84ha 
平成14年 長男優作氏、就農 6.00ha 3.9ha 1.10ha 
平成16年 強氏、葉たばこ組合地誌総代に選任 6.50ha 4.4ha 

第5表岩下家の葉たばこ規模拡大の推移 (単位・ ha)

年 S23 S33 S43 S53 S63 H9 日14 日15 Hl6 
葉たばこ 自作地 0.25 0.70 0.90 1.16 1.70 2.10 2.10 2.10 2.10 
面積 借地 0.70 1.00 2.50 ヌ qn ヌ qn 4.40 
(ha) 言十 0.25 0.70 0.90 1.86 2.70 4.60 6.00 I 6.00 6.50 
参考全国平均 0.18 0.32 0.55 0.65 0.95 1.10 I 1.13 

受賞者の経営概嬰

1 .経営の概要

葉たばこ栽培は、全国一律に JT との契約により栽培されている。 JT との契

約は、栽培面積、様子の供給、使用農薬、出荷方法、賀入時期・場所、価格、災

害援助等が定められていることから、栽培農家は、品種(黄色種、パーレ一種、

在来種)、栽培地による栽培方法、ほ場条件以外は、ほほ!司じ条件下にある。

このため、葉たばこ栽培における経営も自ずから工夫の余地が認定されたもの

になる。

岩下氏の経営の特徴は、大規模経営と高品質生産の維持で、ある。平成16{1三の経

常耕地面積は、葉たばこ6.5ha、水稲3.5haで、ある。この経営規模は宇土311内の葉
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たばこ農家 l 戸当たりの平均経営面積の約2.5倍となっている。農業労働力は家

族労働力として本人、妻、父親、長男の 4 人である。また、雇用は、年間延べ35

名導入しているが、近年、雇用者の高齢化が課題となっている。

第6表家族労働力

氏 名 続柄 年齢 農業 農業経営での役割
従事

岩下栄一 父 79 1 乾燥作業(葉編み、乾燥操作等)
岩下強 本人 52 I 全体管理、収穫等
岩下多美子 委 52 l 収穫等
岩下優作 長男 2 1 l 収穫等

主要な農機具及び施設の保有状況は第 7

表のとおりである。葉たばこ栽培は、移植

から収穫まで汎用的に使用できる葉たばこ

専用機械 (AP心により、他の畑作物より

も比較的機械化が進んでいる。専用機の導

入には JTの補助を利用し、規模拡大に対

応、しながら機械装舗を充実してきた。
写真2 葉たばこ専用機械 (AP-1 ) 

第 7表保有機械・施設

機種 台数等 対象作業
管理機 6 台 ほ場準備、土寄等
トラクター 27ps、 50ps各 l 台 ほ場準備等
堆肥散布機 1 台 ほ場準備

溝上機 l 台 ほ場準備

AP-1 3 台 移植、防除、心止、脇芽処理、収穫等

被覆機 l 台 マルチ被覆

移植装置 2台 移植
土寄機 1 台 土寄
動噴 I 台 訪!徐等
トラック 普通 2 台、軽 l 台 収穫等

マルチはぎ機 l 台 マルチはぎ
乾燥室 6室 乾燥
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2. 経営の成果

葉たばこの販売は、 JTへの全量販売となる。価格は葉たばこ審議会において

決定され、平成15年産の葉たばこ価格は、岩下氏が栽培する第 1 黄色種の合葉(茎

のうち中段に属するもの)場合、 2.320円/kg(Aクラス) ~ 1.490円/kg (Cクラス)

円となる。平成15年産は、台風及び天候不順により、生産量が例年の 2/3程度

と減収し、販売額も 2千万円台となった。しかし、気象被害がなければ、 Aクラ

スの生産が多いため、約 3 千万円台の販売金額が達成できたと思われる(第 8

表)。

生産費は、平成15年は気象災害の対応、で防除費が増加した。減価償却費は機械

の更新により増加している。一方で、、修理費は減少しているものの全国平均と比

べると多額で、あり、機械化を進めているため動力費も多い。借地地代も当該地庄

の葉たばこ作の場合は高く、これらが生産費を押し上げており、このため全開平

均に比べてやや高くなっている。

また、労働時間は、植付及び管理作業の効率化が見られる。現在、従来のわき

芽抑制剤が使用できないため心止作業に労力を要しているが、総じてみると全国

平均並みとなっている。

第8表経営収入の推移

販売額 経営費 所得
参 量dチ

単価
作付

品質(%)
(千円) (千円) (千円) (kg) (円)

面積
(Aタイプ率)

(ha) 
13年産 32.346 16.部3 15.483 15.∞l 2.156 5.6 80.7 
(578) (301) (276) (268) 

14年産 33.162 19.閃1 13.601 15.467 2.144 6.0 82.3 
(553) (326) (227) (270) 

15年産 22.257 16.944 5.313 10.082 2.208 6.0 的6
(371) (326) (89) (213) 

注1 :下段( )は10a当たり。

注2: 平成15年産の所得には、災害援助金を含む。
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第 9表葉たばこ(黄色種)の生産費 (10a 当たり) (単位:丹)

ほ 分
岩下強氏 全国平均

平成13年産 王子成14年産 平成15年産 平成14年産

種苗費 19 
肥料費 29.070 30,547 31.348 32,147 
[購入 18.270 19,747 20.548 24,154 
!自給 10,800 10,800 10.800 7,993 
乾燥燃料費 7.379 5,488 3,941 8,058 
言者材料費 15,099 15,006 16,454 14.317 
防除費 14,968 19,512 22.421 22,832 
建物償却費 14.015 13,174 13.011 8,328 
大農兵{賞却費 25.935 28,009 35.259 36.416 
建物修繕費 1,049 54 
大農具修繕費 26.068 33,901 17.976 5,863 
小農具費 7.596 10,066 3.l20 4.710 
動力費 25,965 18,300 21,078 10.270 
労働費 176,666 199.517 211 ,451 649 
|家族 117.307 122.l47 125,493 199.712 
時用 59.359 77,370 85,958 13.937 
賃料料金 32.061 27.034 25,236 26.l56 
包装荷造費 7,850 7,800 7.708 7,575 
費用合計 382,672 408,354 410.052 390.394 
師産物価額

生産費 382.672 408,354 410.052 390.394 
支払利子 11 ,504 11,133 7.463 19,635 
支払地代 24.240 28,669 34.283 21.910 
支払利子・地代参入生産費 418,416 448,156 451.798 431.939 
自己資本利子 8.005 7,019 6,566 
自作地地代 13,552 12,752 12.570 
全参入生産費 439.973 457.927 470,934 431.939 
粗収議 577.599 552.697 414.862 516.528 
所得 276.490 226,688 88,557 284.301 
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受賞財の特色

1 .技術

(1) 大規模家族経営の実現のための省力化の追求

葉たばこ経営の全国平均規模は1.6haで、あるが、大規模産地の平均は約4.5ha (iql 

縄県伊江村)となっている。岩下氏の経営規模は6.5haで、あり、大規模産地を上

回る経営を実現している。

大規模経常に向けては、以下のような省力化の取組みが行われている。

①葉たばこ専用機械 (AP心の導入による省力化(昭和57年~)

葉たばこ専用機械 (AP-l)を 3 台保有することにより、収穫用アタッチ

メント及び|功除用アタッチメントを装舗した専用機をそれぞれ準備し、収

穫初期の収穫作業と脇芽防止、防除等の作業を効率的に行うため、アタッ

チメントの取換ロスが生じないよう工夫

② 共悶乾燥施設の利用による乾燥作業の委託(平成 3 年~)

③ 耐病性、乾燥管理が容易な品種の導入(平成 6年~)

④ ほ場の団地化及び集積

( 地域の高齢農家の遊休水町間し、借地の場合同自作地及び〕

既存借地の問辺を重点的に借地するよう 7 カ所に集団化 j 

⑤作期の分散

( 生育状況に差性じ社、作業の集中を山限り分散するため、被援)

物を使い分け・作期の調整

(2) 高品質生産への取組

効率性を追求する大規模経営?と付加価値を追求する を開立すること

はー故的には難しいと考えられる。しかしながら、岩下氏は、平成15年のAクラ

ス率的.6%、販売価格は2，208P=J/kg (全国平均1，839円、熊本県平均1，987円、

市平均1，998円)と高品質生産をも実現している。高品質生産を実現するための
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最大の秘訣は、全てのほ場の巡回により、生産状況をつぶさに把握し、それに対

応して適切な措置を速やかに実施することにある。

具体的な取組みは以下のとおりである。

① 生育初期においては、被覆物内の葉の繁り具合を確認し被覆物を除去

②葉の熟度を判断し、適期収穫

③乾燥機任せの乾燥でなく、乾燥過

程の目視確認による乾燥操作

また、土づくりおいては、水稲収穫

後の晴天時に土壌水分の状態を見なが

ら、反転耕、施肥を実施。また、酪農

家から稲わらと交換した家畜糞尿を素

材とする完熟堆肥を8∞kg/lOa施用し

ている。

(3) 水稲との輪作(葉たばこの水田作)

写真3 堆肥舎

葉たばこは通常、畑地で栽培されているが、岩下氏は水田で、葉たばこを栽培し

ている。これは、他の産地では珍しい最大の特徴である。水田で、の葉たばこ栽培

は父の栄二氏が地域で初めて実施したものであるが、葉たばこの水田作は、夏期

に湛水することにより立枯病態の密度を低下 (20日間以上の湛水)させ、連作障

害の間避が図れるというメリットがある。このため、水稲を後作とする輪作を行

っており、水稲を後作としない場合では、 j甚水を行命っている。水稲作はあくまで

葉たばこ栽培の耕種的防除の目的で栽培されており、水稲の収益性は特段の配慮

を行っていない。

葉たばこの残幹も水田に鋤込むことにより処理作業を省力化している。

葉たばこの水田作の留意点は、排水性と通気性の確保であるが、この地区は排

水施設の設置による乾固化が図られている。岩下氏は、排水溝、}母国溝、弾丸暗

きょによる排水対策と反転耕による通気性を確保している。
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2. 経営

(1) 契約栽培による安定的経営

葉たばこ栽培は、前述のとおり JT との契約栽培であるため、一定価格により

取引がなされ、比較的安定的な販売額が確保可能な農産物である。強氏が葉たば

こを選択したのは、当時奨励されていた野菜に比べ、価格が安定しているという

点があった。葉たばこ生産者は、経営コスト等の削減により所得の向上を担うこ

とが多いが、現在の岩下氏の経営理念は、規模拡大を進め、それに必要なコスト

は惜しむことなく投ドし、大規模経営が安定的・継続的に行われることを優先す

るというもので、規模J広大による操業度の向ヒにより所得を確保しようとしている。

(2) 共同施設の効率利用

葉たばこ振興協議会が運営している共同育萌施設及び共同乾燥施設の積極的な

利用により作業を外部委託することで、規模拡大や品質の安定化を達成すること

ができた。また、作業を委託することで労力が軽減した。

3. 地域農業への貢献

岩下家の葉たばこ栽培は、岩下栄ニ氏が昭和23年に開始したものである。氏は、

葉たばこの水田作の導入、営農排水施設の設置等先導者としての役割を果たされ、

宇土市における葉たばこ生産の基礎を築かれた。また、熊本県葉たばこ耕作組合

の設立当初からの役員でもあり、宇土市の葉たばこ共同乾燥組合の創設(平成 3

年)においても組合長として活躍された。

岩下強氏は、様々な地域の青年部長等の役職を経験し、地域の後継者のリーダ

ー的な存在として、葉たばこ共同乾燥組合の創設、新たな排水施設の建設等の地

域の取りまとめ的存在である、最近では、大規模葉たばこ農家の技術・経営のポ

イントをテーマに講演する等、葉たばこ農家の後継者育成にも努められている。

平成16年からは地域の葉たばこ耕作組合総代として活躍が期待されている。

また、地域農業における岩下家の役割も、 16名の雇用を創出し、確保している

ことから重要である。
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岩下栄ニ氏の役職

f支 職 時 期

松橋地方たばこ耕作組合理事 S55年~59年

松橋地方たばこ耕作組合制組合長 S59年~63年

松橋地方たばこ耕作組合組合長 S63年~日冗年
熊本県たばこ耕作組合理事 日冗年~4年

宇土市受委託共乾組合長 H3年~6年

JA宇土理事 S58年~61 年

JA宇土青急申告会会長 S50 年~61 年

岩下強氏の役職

f支 職 時 期
葉たばこ耕作組合宇土市青年部長 平成 4年~7 年

宇土市認定農業者たばこ部会長 王子成 1 0 年~ 12年

JA宇土後継者会長 平成フじ年~3年

JA宇土青壮年部長 平成 3年~5年

宇土市受委託共乾役員(会計) 平成 1 2 年~ 15年

鶴見塚総代区総代 平成 1 6 年~

岩下多美子氏の役職

役職
JA宇土婦人部支部長

普及性と今後の方向

時期
一平成 4 年~6年

1 .葉たばこを巡る情勢と岩下氏の経営

たばこの消費は、健康と喫煙に関する意識の高まり、喫煙規制の強化等の構造

的な要因により、減少傾向が続いている状況にある。このため、 JTにおいては、

たばこ製造工場の統廃合、職員の希望退職の募集等の合理化努力が行われ、囲内

葉たばこ生産もこのような状況のもと、生産規模の合理化が希望廃作を募集する

ことで進められている。この取組は、 JT と葉たばこ耕作農家の相互理解により

進められているが、実需者である JTが求めるものは、高品質な原料葉たばこを
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長期安定的かつまとまった量が供給可能な生産者であると思われる。

岩下氏の経営は、このような JTが求める生産者の一つの姿であると考えられ

る。つまり、葉たばこ生産は JT との契約栽培であるが、岩下氏の経営が、 JT

が求めるロットと品質の生産が可能であればこそ、 JTは年々面積を拡大する契

約を取り交わしているのであり、単に生産者からの希望により規模拡大が可能と

なっている言尺ではない。

このことは、今後、他の葉たばこ生産者が経営改善を図る上で、参考になる

と思われる。

2. 今後の方向

岩下家の葉たばこ生産は、一昨年就農した優作氏で三代目となる。栄ニ氏が開

始し基礎を築き、強氏が大きく青み、優作氏の将来に引き継ごうとする経営は、

家族労働力が一定に維持された家族経営体の理想的な姿と忠われる。

強氏は、lOhaまで、の葉たばこ生産の規模拡大の意向を持っている。これは、実

現不可能な面積ではなく、後継者が確保されており、技術的・経営的にも優れた

ノウハウを有している岩下家では十分可能である。また、今後の葉たばこ

が実現可能な目標規模であると思われる。

また、今後、経営規模を拡大する上で、一層の省力化の追求と経営コストの削

減を検討することが必要である。

(執筆者農林水産省生産局特産振興課生産流通斑工芸係長水田陽介)
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5 天皇杯受賞 Z 
6\l~ 6 \2., 

事 出品財産物(木材) Z 
事

窓 受賞者株式会社西村木材店 5 
設 (三重県松阪市郷津町 1 86) 帯

主
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株式会社西村木材古代表西村誓夫

第43回農林水産祭において、天皇杯受賞という栄誉を賜り、身に余る光栄

と感謝の念で一杯です。弊社が受賞できましたのも、育林・出材していただ

いた山林関係者の皆様、創業以来お世話をいただいている業界関係者や行政

の皆様のご指導とご支援の賜と社員一同深く感謝いたしております。

国産材業界では、昨今の輸入材の台頭や和室の減少、性能保証住宅への要

求の高まりなどから、品質・価格が担保される「性能規格製品j の安定供給

システムの構築が求められています。このようななか、弊社では高精度・高

能率な製材ラインによりマーケットインでの販売を実現する「物流機能を備

えた製材工場」を目指し、更なる技術の研讃と安定経営に取り組んで、います。

具体的には、製材機の自動化・搬送設備の無人化の実現による生産性・

品質の向上と労働安全性の確保、大壁工法に対応する「無背割柱角」の乾燥

技術の確立などを進めてきました。さらには、消費者の皆様へより「安心­

安全な商品j の供給を行っていくことを念頭に置き、 ISO卯01による製造

工程管理のもと、製造業者自らが製品を検査し格付けを行うことが出来る、

JAS のA タイプ(J FW -A -039) に基いた品質管理を施した製品の供

給を行っています。

より機能的な木材製品の供給体制を整備することは、日本の伝統文化であ
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受賞者のことば

る「木の文化」を持続・継承することは勿論のこと、循環利用が可能な資源

である木材の有効利用を推進し、国民共有の財産でもある森林の管理を可能

とすることにつながると考えます。 循環型社会の実現が求められる今世紀に

おいて、弊社は今後も木材という資源を通じ地域社会に貢献できる会社経営

を目指していきます。

地域の概要と受賞者の略歴

1 .地域の概要

(1) 地域の立地条件

松阪地域は、伊勢湾に臨む三重県中南部に位置し、櫛田川、宮川のiilJJl1が伊勢

湾へと注いでおり、その流域では古くから人工造林が行われている本県林業・木

材産業の中心地である(第 l 図)。

松阪地域は、昭和の戦前期までは、原木の中継基地としての集散地となって

おり、川を使って流送された材を船で名古屋へ搬送していた。しかし、戦後の復

興需要に端を発して急成長を遂げた押角製材に取り組むことによって、製材産地

の形成が国られ、並行して流通分野の担い手としての原木市売市場が相次いで設

立されことで旺盛な集荷力を誇っていたが、外材輸入量の増加により押角製材業

が曲がり角を迎え、地域の製材業者も専門工場化へ活路を見出すべく進んで、いつ

た。

(2) 農林水産業の概要

櫛田)JI流域においては、 18世紀からスギの人工造林が行われているなど、奈良

県の吉野林業の影響を受けた施業体系により撫育される日本でも屈指の罷良林業

地帯であり、近隣の美杉や昆鷲地域、さらに県外からも素材・製品が集まる我が

国有数の木材集散地を形成している(第 l 表)。
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地域の製材工場は、外材との競合を意識して、垂木、 j去作、柱角など樹種別に

専門工場化し、製材技術を核とする営業力を身につけ関東の市場を中心に全国的

に販売を行っており、現在では役物製材、ヒノキ製材、遺作材製材を中心とした中・

小規模工場が多数立地している全国でも屈指の国産材製材産地を形成している。

また、現在では、木材需要の変化に対応した地域木材産業の抜本的な構造改革

を目指した、松仮木村コンビナートの整備が進められており、市内の原木市場の

統合を行うとともに、大型製材工場、内装材、集成材などの建設を進め新たな分

野への進出を果たしている。

第 1 図 三重黒松阪市のイ立讃図

松阪市

11>11 

多気町 玄関町 J
"線機

総陵町 j!:'jlall 

コR台"

第 1 表松阪地域の森林の現況

区域在日積 森林面積 森林率 人工林率 民有林面積 (ha)
(ha) (ha) (%) (%) 人工林面積 (ha)

| スギ i ヒノキ
103.386 78.435 76 65 71.155 47.151 I 27,385 I 17,590 

出典・「王子成14年度版森林・林業統計書

197 



2. 受賞者の略歴

昭和 7 年 8 月 2 日 三重県北牟婁郡海山町生まれ

国民学校終了昭和22年 3 月

昭和22年 4 月

昭和32年 l 丹

昭和52年11月

昭和55年11月

平成元年 3 月

平成10年 7 丹

平成14年 6 月

三重林材株式会社(地木社)入社

西村木材店代表者

表彰歴

年度

平成6年度

平成 7年度

平成 8年度

平成 9年度

平成10年度

平成11年度

平成12年度

平成13年度

平成14年度

平成15年度

松阪商工会議所議員(~現在) 写真 1 西村誓夫氏

松阪商工会議所参与(~平成10年)

株式会社西村木材店代表取締役社長(~現在)

松阪ライオンズクラブ第二副会長(~平成11年)

西日本国産材製材協議会(~現在)

JAS製材品普及推進展不会 二重県優良木材展示会

林野庁長官賞 三重県木材協悶組合連合会理事長賞

農林水産省食品流通局長省 三重県知事賞

農林水産大臣賞 三重県木材協向組合連合会理事長賞

農林水産大臣賞 二重県木材協同組合連合会理事長賞

農林水産大臣賞 三重県木材協同組合連合会理事長賞

農林水産大臣賞 三重県知事賞

農林水産大臣賞 三重県知事賞

農林水産大臣賞 三重県知事業、

農林水産大臣賞 三重県オミ;t;t協同組合連合会理事長賞

農林水産大臣賞 三重県知事賞
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受賞者の経営概嬰

1.原水の安定確保と生産体制

主力であるヒノキ原木の調達については、

地元三重県を中心に岐阜県・長野県・愛知県

などからも集荷を行っており、通常の市売だ

けでなく、市場での別枠契約、山からの直送

を組み合わせ安定化を図っているため、原木

出費量も年々増加している(第 2 表)。さら 写真2 ノーマンツインバンドソー

に原木調達が厳しくなった場合に備え、西国・

九州地域からも原木が入手できるルートも開拓するなど、年間を通じて安定的に

原木を調達できるシステムを構築している。

製材設備については、柱材の量産を念頭に 第2表西村木材自における年度制覇木消費量の推移

置いて整備をしてきており、ツインバンドソー

(昭和53) やノーマンツインバンドソーの早期

導入(平成 6) 、横バンドソー(平成 5) など

による背板処理の効率化、モルダーの連結(王子

成16) による作業の効率化に努めてきた。さら

に、搬送設備の自動・無人化や、コンピュータ

を駆使した自動化ラインの導入により、より一

層の安全化を進めてきた。これら最新機械の開

年度
平成 7 年度

8年度
9年度
10年度
11年度
12年度
13年度
14年度
15年度
16年度(予想)

原木消費量
15.100ぱ
16,400 
15,700 
18,600 
18,400 
18,400 
18.200 
20,300 
26.100 
30.000 

発にあたっては、伊勢市にある木工機械メーカー(株式会社菊J 11鉄工所)と協力

して耳立り高且んできている。

乾燥護も平成 2年から導入し、現在では本社工場に小型(柱材収容能力17ぱ)

5 基、中型(柱材収容能力34ぱ) 5 基、および第二工場に中型 3基を所有してい

る。平成13年からは無背割柱材の乾燥のため、高温タイプの乾燥設備への改造を

進めてきている。
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これらの結果、コストダウン、品質の向上や快適な作業環境を問時に達成する

ことで、顧客の求める製品の安定供給を図っている。

2. 安定的販売先の確保と将来の展開

多くの中・小規模製材工場が、旧態依然として市売りを主力として販売してい

る中で、少子・高齢化、一部大手メーカーやパワーピルダーの台頭、性能保証へ

の要求の高まりなど、時代の動きに対応した経営を行うことで、製品市売市場以

外の優良顧客の獲得に努めている。また、それらの顧客の高度な要求にも応えら

れるハード、ソフトの整備を着実に進めてきており、顧客の求める商品供給が果

たせる企業を自指した活動を継続して進めている。特に、品質、納期、価格を担

保していくことがメーカーの責任であると考え、 IS09∞lに基づいた工程管理体

制を確立するとともに、平成15年には、製造業者自らが製品を検査し格付けを行

うことができる]AS Aタイプ(JFW-A-039) の認定を、製材等(構造用製材・人

口乾燥構造用製材)の品百で受けている。また、常時 2 ヶ月以上の製品夜庫を持

つなど、顧客の要求に柔軟に対応できる供給体制を整えることで国産材の利用促

進を推進している。

3. 製品の多角化

現在、従来からの柱材に加え、間柱をセットにした販売を行うなど、販売面を

強化している。柱の乾燥の必要性については、市場でもかなり浸透してきている

が、間柱についてはその理解が進んで、いなかった。そこで、大壁工法では壁の中

に入る間柱についても、壁クロスの割れ等クレームの対象になるとの考えから乾

燥材化を進め、乾燥柱材とセットでの販売を推進している。

また、柱では使えない短尺材、曲がり材を活用する目的で、平成14年度から集

成材の原料であるラミナの製造にも取り組んで、いる。
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4. 麗用及び労務対策

現在、計62名の従業員を要し、女性の常勤職員も 6 名(常勤職員の10%) 躍用

している(第 3 表)。生産は、本社工場(柱角生産)、第 2工場(ラミナ生産)を

主体に行われている(第4表)。従業員は、製材で要求される製造に関する技能・

知識に加えて、 ISO 、 ]AS といった規格に基づいた品質管理に必要な教育を

受けており、検査・格付けを実施した擦の記録を徹底するなど、高品質を確保す

るための能力を備えている。さらに技術向上を鴎るため、鋸の自立て講習会、乾

燥技術研修会などにも l隊員を派遣しており、技術の研鐙に努めている(第 5 表)。

また、高齢化社会の到来への対応策として、 60歳定年後の再雇用制度を設けて

おり、 10名の社員を継続雇用している。

第 3表 西村木材店における年度別雇用社員数の推移

混用社員数(入)
1i日i 考

年度 男性 女性

常勤 非常勤 常勤 非常勤
1コL 

平成 7 年度 17 。 7 1 25 

8 í[三度 19 。 6 26 

9 :9三度 20 。 7 1 28 

10年度 19 。 7 l 27 

11年度 25 。 5 l 31 

12年度 25 。 5 31 

13年度 27 。 5 1 33 

14年度 31 I 5 。 37 第2工場新設

15年度 43 5 2 51 

16年度 53 6 2 62 
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第4表西村木材店の施設・設備の概要

事項 本社工場 第二工場

敷地面讃 6 ， 320 ぱ 3 ,880rrl 

建物面積 2 ， 070 ぱ 1.815rrl 

出 力 数 355kW 280kW 

原木消費量 2 ， 000 ぱ/月 1 ， 000 ぱ/月

乾燥処理量 1 ， 300 ぱ/月 700rrl/月

製品生産量 1 ， 200 ぱ/月 600 ぱ/月

乾燥施設 小型乾燥機 (17ぱ) 5 基 中型乾燥機 (34rrl) 3基
中型乾燥機 (34ぱ) 5 基

主製材施設 リングノ fーカー l5't リングノすーカー l 式
ノーマンツインノfンドソー 2 式 ツインノすンドソー 2式
柱角修正挽きシステム l 式 ツインオートテーブル l 式
モルダー 1 式 ギ、ヤングリツノf 1 式
搬送ライン、横バンドソ l 式 プレーナー 1 式

プレスコンポーザー l 式
搬送ライン等 I 式

第 5表西村木材店社員の資格 (2004年9月 10日現在)

資 f各 取得者数

木材加工用機械作業主任者 3 

製材安全士認定者 2 

フォークリフト運転技能講習終了者 6 

クレーン玉掛技能講習終了者 2 

クレーン特民教育終了者 2 

はい作業主任技能講習終了者 1 

酸素欠乏危険作業特別教育講習終了者 l 

針葉樹選別技術者 5 

木材乾燥技術者 1 

5. 経営収支の推移

経営収支の推移については、第 6 表のとおりである。
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第 6表西村木材店における合計残高試算表(損益計算審税抜)
(単位:円)

勘定科釘 平成13年度 王子成14"1三 1交 平成15'"1"皮
余包ぅ主上高 712 ,966,190 942 ,270.183 1.314,257,872 
仕入高 468.148,253 587,688,897 887.185,591 
j切言[柳j長[1-J\lJ オミ羽川安 11 68,059.137 33,233,952 115.193,780 

売上原官1Ii計 400,089.1 16 554.454,945 771.991.811 

売上記念利益 312,877,074 387,815,238 542,266 ,061 

役員報酬 21.940,000 19,380,000 19,200,000 
河"‘ε口> キl 73,955,051 109,349,844 140.199,863 
投与1't'1 1L 金
1t~ 定綿布iJ ~'{ 15.416β00 18,430,620 18,229,588 
11両手Ij以外主主主' 372,779 1.139.164 4,940,710 
b長 31' 12,226,252 10,282.173 11 ,622.482 
iill 22 1.419,611 1.724,346 1.744,608 
車問 JÆ 搬 22 52,520.122 85,738,315 105,885,085 
交 'f'i 3.102.129 4,91 1.038 3.483,685 
f二日〉、 flif主 ~ï: 
水道光熱絞 27 ,960.165 40,743 ,845 61.404.407 
?お 上E I11ニ1I1 8.432,025 14,680,696 16,803,623 
秘:f'il公淡 2,357,004 3,624.184 4,503,609 
i出1 ソI:13く3 fえ
支払手数料 661.421 532,965 533,972 
市場手数字j- 6,848.125 5,790,642 12,607.137 
主主王m-手数字、l 793.175 722,701 1.716,189 
ﾜ 作if i'l 9,346,200 11 .259,300 14,498.400 
1"[ 挽 1斗 5,852,887 22 ,553,670 
メ一五ミ三、 Tそ 276,250 1.464.254 
土地建物 W，'Ü 5,714,280 4,999,995 9,328,568 
f来 [j9t 1''1 4,233 ,107 4.404,850 3,241.832 
{I萎 紙一 1身 9,902.499 16,634,043 25 ,201.651 
;fl1 込 料 13,473 ,956 17.479,748 16,844,513 
む次官illi l1't 去[J '1.';: 31.391.071 52,006.144 39,040 ,000 
総延1i: 店長俄去[J ~S: 673,332 960,000 960,000 
~\ff' 2を 4,777.966 11.258,764 4,985 ,919 

l!反符'1'(言十 307,516,270 442.182,514 540,993,765 

;~t染拡i主左 5,360,804 -54,367,276 1.272,296 

雑収入 4,980 ,004 84.168,463 14,883.492 

営業外収主主 4,980,004 84.168,463 4,883.492 
支払利息、 7.466,640 10,350,032 1 つマ 1 内C

市場支払利息 424,797 393,224 1.207 ,954 
営業外費用 7,891.437 10,743,256 15,335,057 

経常1fìÌrâ' 2,449,371 19,057,931 820,731 

有lìJj~ もあり、 dt終では!;I~字化している。
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受賞財の特色

1 .先進的な取組

昭和32年の創業以来、三重県を中

心に中部地域から原木を謂達し、先

を見通した優れた手腕で経営に取り

組んで、いる。特に、機械設備・;般送

設備の自動化の推進、乾燥材生

の拡大、集成材の原料となるラミナ

の生蔑や原木の直接取引、 JAS や

ISO などへの取組など、常に先進

的な取り組みを進めており、時代が
写真3 集成材の顕料

要請する「高品質の木製品の年間を通じた安定供給J に対応できる工場としての

評価が高まっている。

地域材のみを原)jq.とするこだわりを持ちながら、全ての製品について、 ISO

による製造工程の管理の実施と JAS規格に基づいた乾燥を行っている。高度な

機械設輔、熟練した作業員の技があいまって造られる製品の評価は高く、 JAS

製材品普及推進展示会では 8年連続して最高賞で、ある農林水産大臣賞を受賞して

いる。

また、製材の過程で発生する、欝皮、おが粉、端材等については、 15年以上前

から焼却処理を行っておらず、ボード類の原料や畜産での敷料としての活用が図

られるなど、資源循環型社会に対応したゼロヱミッションを目指した取組を早く

から行っている。

2. 製品の特色

地元はもとより、中部、近畿地区から原木(良質材、並材及びB材)を集荷し、
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その性状に合わせ、柱材やラミナなどに製材しており、需用者のニーズに応える

ため、 JAS含水率恭準乾燥区分のD15 (含水率15%以下)、 D20 (同20%以下)

まで乾燥を行うとともに、乾燥後に正確な仕上げ加工を行うことで強度、す法精

度を備えた性能規格商品として安定供給に努めている。

ヒノキ並材柱を主力商品として、平割、板類等の製品を大手住宅メーカ一、パ

ワーピルダー、大手小売業者、集成材工場を販売先としており、関東、東海北陸、

近畿を中心に出荷している。

普及性と今後の方向

西村木材店では、平くから乾燥機を導入し、その技術の向上を関ってきた。さ

らに横バンドソ一、ノーマンツインバンドソー、柱角修正挽きシステムなどの機

械をメーカーの開発に協力しながら先駆的に導入を進めるなど、品質・性能の明

確化の必要性を早くから認識しており、 JAS承認・認定工場となり製品の供給

を行ってきた。これらの先進的取組は、地域に対して大きな影響を与え、松阪地

域においても、乾燥機の普及による人工乾燥材生産の拡大や JASへの取組も進

むようになってきた。

また、松坂木材コンピナート(平成13 ~)においても、量産型製材工場や検査・

格付け施設等が整備されているが、そこでは、西村木材店が示した先進的考えを

受けた継いだノーマンツインバンドソーや柱角修正挽きシステム、蒸気乾燥機と

いったシステムが導入されるなど、地域に大きな影響を与えている。

(執筆者農林水産省林野庁研究普及諜研究企画官北烏 博)
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幕内閣総理大臣賞受賞 幕
。\2.， ------ 6弘

玄還
義 出品財経営(林業経営) 今
寺惨

第 受賞者合馬たけのこ振興会 事
詩
笠 (福岡県北九州市小倉南毘大字辻三 452) it 
ム82E
マグ マグ

悲鳴来場骨骨量殺来場勢来場来場券場来場者場骨量殺来場*場来場舗を来場最常常務

受賞者のことば 合馬たけのこ振興会代表三村~JII章

私たちの地域は政令指定都市北九州市の南部に位置しながら、地区面積の

8 割が森林、 l 割が農地という都市近郊の農山村地域です。森林は 3割が竹

林で、古くからタケノコ栽培が行われてきました。

定期的な収入を得るための農業を営むうえで、私たちは水の貴重さ、その

水をはぐくんでくれる森林の重要さを日々痛感するとともに、合馬地匿の重

要な収入源であるタケノコの生産技術の向上などにより地域の振興が図れ

ないかと考えていました。そこで、地区内のタケノコ関係の団体が集まり「合

馬たけのこ掠興会j という組織を作り、皆でできることを分担し、協力し合

って高品質のたけのこ生産や森林の手入れに取り組んで、いくこととしまし

た。組織を作ったことにより、地区内の様々な人々、高齢者や若者、専業者・

兼業者、女性などそれぞれの視点から、ブランド化されたタケノコや森林を

活かした村づくりについて考えを深めていきました。

私たちにとって竹林・山林は先祖の残してくれた貴重な財産であること。

良いタケノコを作るためには、良い竹林、良い森林を作ることが大事である

こと。努力し、手入れをした竹林・山林からは自然の旬の食材の恵、みがある

こと。高品質青果タケノコ生産や穂先タケノコの出荷、観光閣や直販所、竹

炭工房といった各々の活動が積み重なることによって、合馬が魅力ある産業
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受3聖者のことば

の場となることを確信し、重労働である竹林・山林の整備を若手が中心とな

り活動を続けてまいりました。

今回、私たちの活動が認められ、賞をいただくことができたことは、今後

の活動の大きな励みとなります。これを契機に美しい合馬のむらを多くの方

に訪れていただき、四季折々の魅力を存分に味わっていただけるよう、これ

からも努力、精進を続けてまいります。

地域の概要と受賞者の略歴

1 .地域の概要

合馬地底は、昭和38年に 5市が合併し政令指定都市となった北九州市の小倉南

尽に佼註する。北九州市の林業の特徴は、小倉南毘を中心とした都市近郊型林業

地である。市域面積48，425haのうち森林面積19，日Ohaうち民有林面積15，924haで、森

林率は40%、民有林面積のうち、人工林面積は4，965haで、人工林率は32% と低く、

同県内の他の林業地に比べ、木材生産より、自然景観が多く残された都市近郊林

として、保健休養林、山地防災機能及び自然景観林等の公益的機能の方が重要視

されている。

合馬たけのこ振興会の所在地である小倉南区の通称西谷地区は、大字合馬と大

字辻三、大字徳吉とからなり、地底面接1，240haのうち民有林が1，∞Oha、人工林

間積は421.71haで、人工林率は42% と、市全体と比較すると人工林率が高い地域で

ある。また竹林は330haを占め、そのうち 100haがタケノコ生産のための手入れさ

れた改良竹林である。この西谷地医から生産されるタケノコを合馬たけのことよ

び、最近では、この西谷地区は合馬地援とよばれることが多い。
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第 1 図 福岡県北九州市小倉南区位置図

2. 受賞者の略歴

団体名:合馬たけのこ振興会(以下 f振興会」という。)

所在地:福岡県北九州市小倉南区大字辻三452

代表者:三村訓章

活動内容:

平成 9 年に合馬地区のタケノコ生産に関わる高fI.~哉が「合馬たけのこ」のブラ

ンド化を自指して作られた。先に組織

されていた「合馬たけのこ出荷組合J

「合馬生たけのこ生産者グループJi半

加工出荷組合j といった協同出荷組織

に、観光たけのこ閣や農産物直売所、

竹炭工房が加わり組織されたもので、

「合馬たけのこ J 全般の振興をはかる

ため、各組織の連携と組織強化を図っ

ている。
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振興会の構成:

・合馬たけのこ出荷組合

-合馬生たけのこ生産者グループ

.半加工出荷組合

・観光たけのこ国

-合馬農産物痕売所運営協議会

.竹炭工房

52名(関西市場に共同出荷)

56名(地元市場に出帯)

12名(穂先タケノコを地元市場に出荷)

2名(タケノコ掘りの体験と販売)

53名(合馬地区の農林産物を直売)

2名(モウソウチクを使った炭を製造)

l名(・森林組合合馬作業所(竹炭)

合馬たけのこ振興会の構成員 延べl鴻名

j合革 昭和的年

平成2年

施設の整備状況 集出荷場 11東 448111' 

竹炭生産施設 l 棟 122ぱ

農産物寵売所 li'東 82ぱ

タケノコj易がき施設 l 棟 70ぱ

主な構成組織の概要

① 合馬たけのこ出荷組合

合馬地毘で最初のタケノコ生産者主導担で構成された組織である。昭和50年代

までは個々の農林家でタケノコ出荷を行っていたが、当時のタケノコは缶詰用中

心であり、安{聞な外国産の輸入増大に限界を感じ、昭和6ωO年に林研グjルレ一プカがfペ

心となつて古青:果への切り替えを決意し才乱織されたO 主に若手で構成され、全量を
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関西方面に出荷している。高品質であることと、品質管理の高さにより、市場の

高い評価を受けている。

参考合馬たけのこ出荷組合(関西方面出荷)年齢構成
30代 40代 50代 60代 70代
4 人 1 4 人 1 4 人 1 1 人 1 4 人

②合馬生たけのこ生産者グループ

「合馬たけのこ j が関西方面で評価が高まってくると、地元からも出荷の要望

が高まり、平成 3年に紙織された。地元市場出荷の他、贈答用や産地車送便など

を手がけている。主として高齢者、兼業者で組織されている。

参考:合馬たけのこ出荷組合(地元出荷)年齢構成
30代 40代 50代 60代 70代
2 人 7 人 1 0 人 1 3 人 1 4 人

③ 農産物直売所運営協議会

女性を中心に構成されている。アンテナショップとして、消費者との直接取引

から、市場のニーズをつかみ、今後の商品の方向性を決める重要な情報を提供し

ている。現在、タケノコ生産者が取り組んでいるシホウチクや、ネマガリダケの

栽培は農産物直売所運営協議会からの提案である。

④ 半加工出荷組合

合馬地区内の竹林・山林で「穂先タケノコ J (造林地内に侵入した竹はすぐに

2~3mに成長するが、それを伐採し、その穂先50~6Ocmの部分を利用するもの)

を採取し、湯がいて出荷している。共同して竹林の管理を請け負うグループ(合

馬グリーンサービス)のメンバーを含み、林研グループが大部分を占める。 30代

2 人、 40代 5 入、 50代 5 人と若手で構成されている。
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受賞者の経営概要

1 .振興会の活動

振興会は、会を構成する組織間の連携を保ちながら共間で活動を行うことを前

提とした「合潟たけのこ振興会申し合わせ事項」を策定し、会員の大きな収入源

であるタケノコの高単価を維持するための活動を行っている。

その活動は、「役員会J (原即として役員は、関連する組織の長及び副の 2名が

参加)を中心に行われ、 2 ヶ丹に 1 間程度の会合を地元農協の協力を得ながら行

っている。タケノコの高単位を維持する方策として、各組織聞の情報を集約し、

出帯時期や規格の調整などを行っている。

なお、タケノコの生産は、振興会会員の所有竹林 (259ha) のうち特に良質の

タケノコを産出する改良竹林約1∞haで、集約作業を行っているが、その他の放置

竹林159ha~こついては、各種補助金を活用した竹転造林(放置竹林をスギ、ヒノ

キの造林地に転換すること)を行うなど、合馬たけのこブランドを維持するため

の山林・竹林の手入れを行っている。振興会は、このような補助金の申請窓口と

して会民間の連絡調整を行っている。

その他、振興会が窓口となってマスコミを活用した「合馬たけのこJ の宣伝活

動を実施しているが、振興会が中心と

なって「竹ーの虫フェスタ」などのイベ

ントを開催することにより f合馬たけ

のこ j の知名度をあげることにも役立

っている。

このように、振興会が組織間の連携

を図ることにより、設立趣旨の違う各

組織の連携を|恐り、高収益につなげて

いる。
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参考-振興会々員所有の山林状況 (単位・ ha)

\樹\種\\齢\級 I 亜 V VJI E XI 
計

~立 ~N ~日 ~\鷹 ~X ~ 

人
スギ 9.17 1.84 3.34 24.29 140.64 53.89 233.17 
ヒノキ 3.63 2.85 10.65 32.34 12.21 5.48 67.16 

工
その他 1.00 1.99 6.82 5.39 15.20 林
計 13目80 4.69 13.99 58.62 159.67 64.76 315.53 

天然林 0.56 21.38 112.36 160.28 294.58 
竹林 258.83 
合計 13.80 4.69 14.55 80.00 272.03 225.04 868.94 

2. 各組織の収支状況

振興会は、様々な組織聞の連携を図り、タケノコ生産による会員の高収益とタ

ケノコ生産を通じた地域の振興を図ることを目的としており、振興会自体が利援

を得る活動を行っているわけではない。 掠興会の活動を通じて、各組織が収益を

上げ、その収益が個々の振興会会員に還元されることが最も重要なことである。

以下おもな組織の経営収支及び販売実績である。

①合馬たけのこ出靖組合 (52名)

平成16年度の経営収支 96.218千円(1，850千円/1 会員)

②合馬生たけのこ生産者グループ (56名)

平成16年度の販売実績 40，8∞千円 (729千円/1 会員)

③半加工出荷組合 (12名)

平成16年度の販売実績 1 1，193千円 (932千円/1 会員)

④農産物直売所運営協議会 (53名)

平成15年度の農産物全体の売り上げは71，540千円であるが、タケノコの売上は

14，6∞千円で、農産物直売所の売上の20% を出める。 (275千円/1 会員・タケノ

コのみ)

例えば、合馬たけのこ出荷組合と半加工出荷組合及び農産物産売所協議会に属

している会員のタケノコに関する収益は約300万円(1，850千円 +932千円 +275千

円)となっており、家計に占めるタケノコ生産の収入は非常に大きなものがある

と推定される。
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受賞財の特色

1 .高品舞タケノコ生産

タケノコ価格の特性は、早期ほど高く、また一方、最盛期を過ぎたころ出荷さ

れる i商品質タケノコ(シロコタケノコ:皮・幼根とも白くエグミのないタケノコ)

ほど高い。高品質出荷と早期出荷の竹林管理は相反するが、いずれにしても地表

に出てからの採取では商品価値が大きく下がる。そこで、合馬では農富な客土用

土壌を利用し、 2~3 年毎にlOcrr停の客土を実施し、シロコタケノコの生産を行

っている。この結果、平均単価は520円

/kgと県平均単儲350円/kgの1.5倍の値を

付けている。

また、タケノコは収穫後の経過時間に

よって品質が大きく左右される作物であ

るため、関西方面への出荷ではトラック

チャーター使による袈詰販売を行ってい

る。更に、鮮度を維持するため、鮮魚、用

の鮮度保持荊「レッドキーパを出荷

箱に使用するなど高品質なタケノコ出荷

のために様々な工夫をこらしている。

しかし、鮮度の良い高品質のタケノコ

を市場に出すことができても、等級落ち

があっては、市場の信用をなくす。その

ため、「この l 木、これくらい、が産地

をつぶすJ を合い言葉に、迷ったときは

l ランク等級を落とすよう指導し、シー

ズン中に数間行われる等級の日合わせ会

(持ち込まれたタケノコの等級が正しく

写真3 穂先タケノコの採取
(上部50 ~ 60cm を利用)

写真 4 r合馬タケノコJ 出荷の様子
(厳しい検品によって信頼されるブラン
ドの確立を目指している。)
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つけられているかを確認する会)には全員が出席し、国結して選別の目を鍛え、

「合馬たけのこJ ブランドの確立に努力している。

2. 森林管理の目標

現在、振興会の会員はタケノコによる収入を主として生計を立てているが、竹

林経営も含めた森林経営による複合経営を行うことが理想である。林業を取り巻

く厳しい状況から、積極的に主伐を行うという状況にはないが、補助金を活用し

ながら森林の整備を続けている。その森林管理の大きな目標は、放置竹林の解消

である。

放軍竹林を解消するためには、竹転造林を図るか、タケノコ生産のための改良

竹林とするかの二通りである。

竹転造林は、造林補助金利用による植林とボランテイアによる植林を実施して

いる。ボランティアによる植林は、参加者が植栽用の植穴を掘る際に、タケノコ

も同時に採取するため、 1 年目でほとんど竹の再生を見ることはなく、植林地の

造成のためには非常に有効な手段となっている。

竹林の改良については、今後も県や市の補助金を活用するが、竹の利用につい

ては、竹炭としての利用のほか、現地にて粉砕、堆肥化するなど様々な試行錯誤

を行っている。

また、森林整備地域活動支援交付金制震を活用し、作業道、歩道の整備を行う

ことにより、穂先タケノコ採取の徹底を図り、会員所有の山林610haへの竹の侵

入による山林の荒廃を防止している。

普及生と今後の方向

1.振興会と林業経営

振興会会員は、山林を所有し林業経営も行っているが、材価低迷の折り、木材

で収益をあげることは難しい。しかし、振興会が中心となり高価格なタケノコを

4A 

市
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出荷することで、利益を確保し、生計を維持している。

竹林を除く森林610haのうち、 136haが集落単位の様々な共有林であり、古くか

ら小さな集落単位で、山林の共同作業が行われている。人工林率は36% と低いが、

30% を占める竹林を活かし、タケノコ生産による収入で山林整備を続けている。

過去 3 ヶ年の造林は全て竹転造林で、放軍竹林の解出を目指した活動を地道に続

けている。

2. 後継者対策及び地域への貢献

合馬地底は竹資源を活かした村づくりを自指し、平成 1 3 年環境省「かおり風

景I∞選」にも選ばれている。整備された竹林・山林の風景を持つ合罵地底が、「鉄

のlllTJ 北九州のイメージを「さわやかな竹林都市J として大きく変えること

献している。

更に、掠興会が中心となって行っている合馬地底の高品質タケノコ生産は、高

JI又請を得られることからタケノコ生産を通じた林業経営の後継者を養成している

と言える。

タケノコ生産については、九州全域や、四国・中国等からの視察希望が多いが、

競合する他産地からの視察であるにもかかわらず、快く受け入れ、客土や伐竹な

ど合馬地毘独自の技術を怯えている。

また、合潟地区で実施している穂先タケノコの採取は、植林地への寝入竹対策

にもなることから、植岡県下に広められ、ボランテイア活動を通じて各地域での

山林の整備に役立っている。

穂先タケノコボランティアによる活動実績(福岡県内)

県もメンバーとなっている侵入竹対策連絡協議会による数最把揮。

その他、合潟地区は、竹林と山林を活かした自然豊かな竹の恩として、 111村留
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学、フレンドリースクールの受け入れ先となっており、現在日名が地区外から通

学してきている。更に、市内都心部の高校の林業・農業の体験学習には、通年し

て場を提供しており、このような活動が、「美しい竹林のある合馬J の知名度を

高めることに繋がっている。

平成 8年に発足した f合馬むらづくり協議会」は、「合馬地底振興計画J (現行

計画は平成14年 3 月から)を策定して合馬地区の進むべき将来線を定め、「住み

よい生活環境整備Jや「活力ある産業育成」など具体的に行うべきことを定めている。

この村づくり協議会は、様々な組織(合馬たけのこ振興会、合馬農産物直売所

運営協議会、農用地利用検討会、三岳梅の里組合、合罵伝統芸能保存会など)の

共同体であるが、「放置竹林をなくすこと」や「竹を活かした特産品の開発J な

どの自擦を定めており、その自標達成のためには、地域のほとんどが山林で占め

られ、そのうち竹林が3分の 1 を占めている合馬地区にあっては、合馬たけのこ

振興会の役訴は非常に大きいものがある。

参考:合馬地誌の概要(，合高地区振興計ïï!ïîJ より)
区域の箇積 1.240ha 
農地面積 99ha (回91ha、畑7ha、樹問地1ha)

山林面積 1，∞Ohaうち竹林面積 330ha (生産竹林面積 100ha) 

全世帯数 203世帯
農家戸数 122戸

合馬地区で行われている森林保全を基本とした高品質タケノコ生産のための

様々な活動(整備竹林によるタケノコ採取、放置竹林を改良することによる竹林

の整備とタケノコの採取、放置竹林を造林地に転換する作転造林、ボランテイア

の参加も含んだ穂先タケノコ採取による森林整備など)は、地域の森林保全や地

域全体の振興に大きく貢献していると言える。

このような振興会を中心とした地域に密着した複合経営(個々の振興会会員

が高収益を得られる経営が積み重なることにより地域全体が良好な状態となる経

は、林業を取り巻く厳しい状況の下、森林経営に取り組む人が減少して行く

中で、林業に携わる後継者を育成しながら地域全体が振興する事~.たな林業経営モ

デルとして他の指標と成り得るものと評価される。

(執筆者農林水産省林野庁研究普及課研究企画官藤村武)
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4日
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事 出品財技術・ほ場(苗ほ) 事
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3!:E  
議 受賞者佐藤正明 議
寺島 争惨

事 (騨県加茂郡富加町滝田 1 3 4 8) 義

勢 寺島
来場悲鳴勢最常務省を場来場常務来場常務骨量常務省き脅悲鳴場量殺昔量殺場岩場岩場

受賞者のことば 佐藤正明

この度、日本農林漁業振興会会長賞の栄誉に浴しましたことは、この上も

ない私の喜び、で、あり、感激にたえません。これもひとえに、日本農林漁業振

興会、林野庁、全苗連、岐阜県、林業関係各位、地元での仕事仲間の皆様方

のご指導の賜物であり、心から厚く御礼申し上げます。

昭和34年に高校を卒業以来、山林用苗木の生産を自分の仕事として営んで

来ましたが、当初は作付けした菌木が枯損したり、出荷した品物はクレーム

付きで、帰って来たりの失敗の連続で悩んだ時のことを、今になっては懐かし

く思い出されます。

山林の植樹は、昭和60年代前半をピークに年々減少の道を辿って来ていま

すが、今こそ、一番縁資源が重要視されるときではないでしょうか。京都議

も取り上げられましたように、今や「地球温暖化紡止対策j は、世界

共通の課題として、森林の重要性と、緑資源の造成に関心が高まっています。

また、日本は台風大国であり、本年も 10聞もの台風が上陸し、その度に非

常に大きな被害が出ましたが、山の繰は自然のダムであり、そこに暮らす人々

の生活を洪水や、山崩れから守り、下流の人々に豊かで、きれいな水の恵みを

与える源であることをかんがみ、その基となる、萌木生産者の果たす役割は、

非常に大なるものがあると思います。
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受賞者のことば

私達苗木生産者は、常に優良な苗木を安定的に供給するのが、使命である

ことを忘れず、受賞の感激を契機として、今後一層優良苗木の生産に努め、

緑資源の増進に貢献すると共に、地域社会の発展に寄与することをお誓い申

し上げます。

地域の概要と受賞者の略塵

岐阜県加茂郡富加町位置図

地域の概要

(1) 自然的条件

富加町は、岐阜県の中南部に位置し、標高75

m、面積16kぱで、東及び南を美濃加茂市に、

西及び北部を関市に接しており、町の中央を JII

浦川が東から西に流れ、町の西端を北から南に

流れる津保JII に合流し、長良川へと注いでいる。

気投的には、濃尾平野の北端に位置するため、

ほほ表日本気鉄に属しており、年間の降水量は

2，∞Ommで、年間平均気温は13.5
0

C と比較的温

暖な気候に恵まれている。

夏季は南風が寵熱で気温も高く、日中極地の

最高気温は35 ~ 36
0

C となる所もあり、障水量

も多い。冬季は北北西の季節風がかなり強くな

るが降水量は少なく、初霜は10月下旬で、終霜は 4 月下旬頃である。

地形は、北部山麓より南部にかけて緩傾斜をなし、津保J 11 、 JII浦J 11 によって培

われた南部平坦地と、標高278mの梨割山をはじめとする北東部丘陵地とに分か

れ、秩父山層を基盤とした平坦地は、地味概して肥沃である。
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(2) 社会経済的条件

町の中央を流れる JII浦川と津保JII によって堵われた肥沃な農地と、温暖な気候

に恵、まれて、遠い昔から人々が住みつき長い歴史を築いてきた。

恵、日山遺跡からは、 1 万有余年前の先土器時代の石器が発見されている。また、

奈良の正倉院に残る「半布虫戸籍(大宝2年)J は、約13∞年前の当地に住む人々

の戸籍といわれ、この戸籍には、1，119人の名前が記載されており、古くからの

発展がうかがえる。

交通網としては、町の南部を国道248号が東西にはしり、これに並行するよう

に長良川鉄道と国道418号線が通っている。また、東海環状自動車道の富加・関

インターチェンジが町の北端に計画されており、日本列島のほぼ中央に位置する

富加町から、東西方向、南北方向への交通がますます便利なものとなる。

こうした条件の中で、加茂山林種苗生産組合は県内最大の山林苗木を生産して

おり、県内山林用苗木の約75% を占める 150万本を20人苗畑所在地の組合員で生

している。

2. 受賞者の略歴

(1) 1略歴昭和34年

昭和52年

昭和63年

平成 4

平成13年

(2) 表彰歴昭和63年

平成 7 年

平成 9 年

平成10年

平成13年

平成16年

関市立関商工高等学校卒業、父の後を継いで、山林苗生産

を女合める。

加茂山林種高生産組合監事

加茂山林種苗生産組合副組合長

i岐卒県指導農業士認定

認定農業者に認定

全苗連会長賞

農林水産大臣賞

林野庁長官賞

林野庁長官賞

金苗連会長賞

農林水産大臣賞 写真 1 佐藤正明氏と奥さん
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受賞者の経営概要

山林用苦熔と主体に、水田稲作と山林経営を組み合わせた複合経営である。

1.経営規模

経営は本人夫婦で、行っている。

氏 名
佐藤千枝 i

正明
恵美子

敦美
書下見記

咲花

3. 労働配分

自家労働力
瑳用労働力

計

本人との続柄
母
本人
妻

長女の夫
長女
孫
孫

年齢
91 
63 農林業
58 農林業
36 農協職員
36 会社員
3 
。
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ウ 山林用苗畑作業の月別労働配分(平成15年) (単位:延人)

月日Ij 自家労働力 履吊労働力 主な作業 世話 考
l 41 67 108 桧 l 年生選苗
2 34 41 75 山行商、広葉樹苗摂取選苗
3 47 35 82 桧苗床替え
4 39 27 66 桧苗床替え
5 25 4 29 除草、桧種蒔き
6 12 11 23 除草
7 18 18 除幕、根切虫防除
8 13 13 除草
9 8 8 除幕
10 12 12 除草
11 35 6 41 広葉樹作付け
12 36 35 71 桧 2~三生堀取選別
320 226 546 

4. 生産基盤

ア生産施設

1重 j現 規模 施設数 備 最、長, 

建物類 堆肥会 101ぱ l 鉄骨造、スレート ブロック壁
倉庫 70m l 鉄骨造、スレート茸、ブロック控
作業場 15ぱ l 木造、スレート茸

瀧j既施設 木曽川右岸
農業用水パイプライン 耕地全体
スフ。リンクフ 30a分 12 

その他

イ 商畑機械

機械の種類 能力 台数 導入年
トフクター 37HP 日16

乗用堀取機 16HP H3 
根切機 8HP S53 
床替機 S印 l 回床普用 7条植え
床替機 l 五 5 2 囲!未替用 l 条植え
パワーショベル 36HP l S60 
II~~立機 7HP l 日 2

トラック l トン l H2 
人員輸送車 8人乗り H6 
動力噴霧器 S印

スフ。リンクフー 30a分 12 S62 
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5. 最近3 カ年 (13 ~ 15) の苗木生産状況 (単位 :a、千本)

13年 14年 15年
樹穣 高齢 面積 床替 得苗 山行 面讃 床替 得苗 仏l行 面積 床替 得詰 111行

本数 本数 本数 本数 本数 本数 本数 本数 本数
まきつけ 4 15k又 4 15kg 4 15k又
1 回床替え 170 150 35 150 120 35 150 115 
(2 年生)
2 回床替え 65 150 131 65 120 107 65 120 106 
(3 年生)

員十 104 320 150 131 104 270 120 107 104 270 115 106 
ケヤ 3 3kg 2 4 5kg 9 
キ
ヤマ 5 lOkg 2 5 lOkg 3 
グリ

コナ 7 15kg 4 7 15kg 9 
フ

i仁b1、 計 104 320 150 131 119 270 120 115 120 270 115 127 

6. 最近2 カ年の収支概要 (14， 15年) (単位:千円)

14年度 15年度 f持 考
収入 (A) 百木売上金額 8.700 9.760 
支出 (B) 直接 労務費 1.655 1.859 雇用費859

生産費 資材費 89 62 自家労務者給与(妻) 1.∞o 
肥料代 160 180 
農薬代 206 166 
原価償却費 326 326 
種子代 130 140 

地代、公租公課 220 190 
i口L 計 2.786 2.923 

差ヲ IJI又益(A-B) 5.914 6,837 

7 記録簿等の整備とその活用状況

苗木の作付け、 出荷数量を記載している帳簿をはじめ、作業、労務を記

録した日記を記帳している。また、昨年からワープロを取り入れて青色申告にも

活用している。
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受賞財の特色

1 .技術

優良苗木を生産するために、最も

裂な条件となる土壌作りに特に摺意し

ている。「高木作りは土作りにあり Ji休

閑地には大立が一番良いJ との信念の

もと、鶏糞や籾殻を活用した自家製堆

肥を活用し、休閑地で栽培した大立を

i直接鍬込み良好な土壌となるように常

に心がけている。

また、作業の省力化を図るため、畝立機、

写真2 高畑用トラクター

根切機、トラクターを導入し、機械化を積極的に進めている。更に、高畑内には

農業用の瀧水施設をj舌吊した水栓カせ里設され、これに ij財t用パイプを繋いでおり、

渇水発生時でも苗木生産に支障がないように潅水施設を整備するなど苗畑生産に

必要な機械、施設をしっかりと整備してしている。

その他、苗木の生産にあたっては、大きすぎる苗木を作らないように常に気を

配っている。これは、植え付け労務者の高齢化、植林地の奥地化の影響により萄

高の小さなもの(苗高45cm桂度)が好

まれているために、その需要に合わせ

た苗木を生産する必要があるためであ

る。そのため、 l 、 2 年生I留の選苗を

しっかりと行い、出木の生長に合わせ

た施肥をきめ細かく行うなど、苗木の

成長管理をきめ細かく行っている。

このように、節水生産に求められる

ものが変わっている中で、良質な土壌
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を基本として常に苗木の質にこだわり、省力化のための機械作業と合わせて、き

め細かく手をかけるところはしっかり手をかける合理的な苗木生産を実践してい

る。

2. 高畑作業

(1) 1 年毎の輪作

休閑畑には大立を括種し、 10月頃に緑肥として鋤込む。

(2) 完熟追肥

籾がら25r討に生鶏糞25m と種かす1.5 t の割合で混合した自家製堆肥を 1 年

間完熟させ、 10アール当たり 4 ぱを施肥。化成肥料は10アール当たり 60kg、溶

リン80kgを館用し、苗の生育状況に合わせて追肥。

(3) 根切り虫の防除

10アール当たり、植込時にパイジ、エツト(粒)を12kg と 7 月下旬にデイープ

テレックスを2∞O'~K/ lOa散布。

(4) 除草

除草剤(トレブアノサイド、ダイヤメイト、ゲザプリム等)を年 3~4 田散布。

(5) 根切り

生育状況に合わせて、年 1~2 回根切り。

(6) 選高

毎年 l 月には l 年生苗木を全部堀取り、その大きさによって 4段階に分ける

選苗を実施。

各グループ毎に成長に合わせて施肥量や薬剤量を調節するためのもので、良

質な苗木を生産するための基本的な作業となっている。

3. 経営

林業を取り巻く厳しい状況から主伐が減少し、植林面積が大きく減少しており、

それに伴って山林用苗畑の需要も大きく減少している。かつては年間30万本の苗
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木生産を目標に経営を行っていたが、こ

こ数年の生産本数は12~ 13万本/年と

なっている。

そこで、近年、需要が大きく伸びてい

る広葉樹(コナラ、ヤマグ 1人ケヤキ)

を 1~2万本/年生産しており、経営の

安定化を図っている。

普及性と今後の方向

写真4 広葉樹の苗木

岐阜県加茂地域は川滞JII と津保JII によって培われた肥沃な土壌に、温暖な気候

に恵まれて、岐阜県内の山林用苗木の栽培が盛んに行われてきた。現在でも、加

茂地域は県内で生産される苗木の約75% を占める 150万本を生産している。

しかし、林業を取り巻く厳しい状況から急、j敢に針葉樹の造林面積が減少してお

り、前述したように、植え付け労務者の高揚斜ヒ、植林地の奥地化により、取り扱

いの楽な「小さな苗木」が求められるようになり、富木の規格及び品質が重用視

されてきている。

これに対し、佐藤氏は選苗による 4段階のグループ分けとそのグループ毎に施

肥量や薬剤散布量を変えることによりきめ細かい成長管理を行って、小さくても

充実した苗木生産を実現している。

このような育苗技術は、佐藤氏が所属する加茂山林種苗生産組合の組合員が

様々な努力をする中で培ってきたのもである。現在、組合員は20名となっている

が、最盛期は80名が所属し、 3∞万本の苗木を生産していた。かつては、大きく

枝を張り、根も丈夫な印cmの苗木が好まれ、出荷していたが、需要の変化に対応

するように組合員の間で情報を交換しながら、「小さくても枝を張った充実した

高木」を作る技術を開発してきたものである。

佐藤氏は、このような技術を開発する中心者として、他の地域の情報を積極的

に収集し、試行錯誤を繰り返し、加茂地域の苗木生産技術の向上に貢献してきた。
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現在、加茂山林種苗生産組合には、 30~40歳代の若い苗木生産者が数名おり、

組合ではこれらの者に苗木技術に関する情報や経営に関するノウハウを提供し、

加茂地域の山桝重苗生産が継続するように努力している。佐藤氏は、このような

活動に積極的に協力している。

今後も、加茂地域は岐阜県における山林種苗生産の中心地としてその役割は継

続するものと思われるが、地域の後継者に積極的に技術や情報を伝達する佐藤氏

の活動は評価に値するものである。

(執筆者農林水産省林野庁研究普及諜研究企画官藤村武)
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受賞者のことば 川内町漁業協同組合青年部代表今進

私達が所属する川内町漁協は、三青森県臨奥湾においてホタテガイ漁業を

体に営んでいましたが、価格の低迷などによりホタテガイだけでの漁業経営

は厳しい状況にありました。

このような状況下、漁協では経営安定を図るため、平成 9年からナマコの

生産増大を行ってきました。その結果ナマコの漁獲最は増えたものの、親と

なる大型ナマコや将来漁獲対象となるナマコの稚仔が減少し、資源悪化の兆

しが現れてきました。そこで、漁協では平成11 骨三に、ナマコの価絡向上と資

源管理を検討するための「ナマコ資源有効利用推進協議会jを設置しました。

私達漁協青年部ではこの協議会を支援するため、その第一歩としてナマコ

資源調査を開始しました。この調査は漁場内に定点を設けて毎年11丹、桁網

(小型機始底ぴき網)で採捕したナマコの最によって資掠量を算出するもの

で、その年の漁獲日擦を立案するための基礎資料としています。この調査の

ほか、私達は資源の増大を図るために、平成13年からナマコ魚礁の設置試験

や天然採苗試験などの増殖対策に取組んで、います。これらの調査・試験の結

果を基に漁協では禁漁区域の設定、稚ナマコや親ナマコの放流、漁獲目標遵

守の徹底などの対策を講じています。

以上のような資源管理のほか、漁協が実施した販売方法の改善や乾燥ナマ
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受賞者のことば

コの製造販売などにより飛躍的に販売単価が向上したことから、現在ナマコ

はホタテガイに匹敵する重要な水産資掠となっています。

今回、最高の栄誉である「天皇杯j を頂いたことを励みとして、私達は今

後も漁協と連携してナマコ資源の維持増大のための取組みに遇進し、ナマコ

を末永く獲れるよう努めていく決意を新たにしています。

地域の概要と受賞者の略歴

1.地域の概要

(1) 地域の立地条件

青森県は、本州最北端に位置し、西に日本海、北に津軽海11決、東に太平洋と三

方を権に固まれ、その中央に陸奥湾が広がっている(第 1 図)。

川内町は、下北半島の南西部、陸奥湾に面して位置し、総面積323.64krrlの県下

4番目の面積を有する自然豊かな臨海山村で、海岸

線が22.5km、農地が、全体の3.3%、山林が90.1%、

原野が3.0% となっている。町は地の利を得て、江

戸時代から木材や海産物を移出する港町として発展

してきた。

平成16年 3 月現在の人口は5，408人、世帯数は

2，202戸で、就業者は、第 l 次産業品O人(うち水産

業は236人)、第 2 次産業869人、第 3 次産業1.107人

である。

(2) 農林水産業の概要

第 1 囲 川内町の位置

i 織内町… 

青森市

J 

P一一一一

青森県の農林水産業は、全国一の生産量を誇るリンゴ、ナガイモ、ニンニク、
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ヒラメ、イカ類等を生産し、これらが県経済や地域社会を支える基幹産業となっ

ている。

川内町の産業の純生産額は8.825百万円で、その内訳は第1次産業1，135百万円、

第 2 次産業1.924苔万円、第 3 次産業6，243百万円である。農業は、高冷野菜(ダ

イコン等)と乳牛錦育との複合経営が主体となっている。

青森県のナマコの生産量は、北海道に次いで、全国第 2位の1，420 トンであり、

青森県の漁業生産量の15% を占めている。

JII 内阿の漁業生産は、平成10 ~ 14年の 5 ヵ年の平均では、生産額合計が605

百万円、ホタテガイがその66.5%、ナマコが19.0%、また平成15年は559百万円で、

ホタテガイがその40.9%、ナマコが41.2% を占めており、県内第 1 位のナマコ生

産地となっている(第 2 、 3 図)。

第 2 図青森県市町民ナマコ生産量 第 3図川内町の魚種別生産額

その他

ホタ

このように、最近ナマコは、漁獲量も増え、単価も高くなって大変重要な魚種

となっている。そのイ由モスソガイ、アカガイ、ウニ、カニ、アイナメ、カレイ生賀

等が漁獲されているが、生産額に占める割合はそれぞれ10%に満たない。 漁業形

態としては、ホタテガイ養殖業、刺網漁業、小型機船底曳網漁業、龍漁業等があ

り、ほほ周年にわたって操業が行われている(第 l 、 2 表)。

川内町漁業協同組合は、昭和24年 7 月設立された山内町唯一の漁業協同組合で、

現在の組合員数は、 236名(正150名、准組合員86人、以下 rJl I内阿漁協j という。)

である。
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第 1 表川内町漁協漁業の実態

漁業種類 主な魚、種 漁期(盛期) 経営体 備考
養殖業 ホタァガイ 1 ~ 12(2~5 月) 66 正組合員のみ

小型機船底曳網漁業
ホタァガイ 1 ~ 12 (3 月)

61 
ナマ コ 10 ~ 4 (12月)
カ レイ 1 ~ 12 (6 月)

刺網漁業 ヒ フ メ 1 ~ 12 (5 月) 55 
アイナメ 1 ~ 12 (7 月)

小型定置網漁業 サケ他 1 ~ 12(サケ12月) l 
アイナメ 1 ~ 12 (6 月)

龍漁業 カ
一 1 ~ 12 (5 月) 41 

モスソガー 1 ~ 12 (6 月)

底見(採介)漁業
ア ワ ピ 1l ~7(5~6 月)

17 
ウ 一 1 ~ 12 (6 月)

一本釣り漁業 ヒフメ、他 1 ~ 12 (6 月)

第 2表平成15年度漁業種類別、魚種別生産量と生産額

漁業種類 主な魚、麓 漁獲量(トン) 漁獲金額(千円)
ホタァガイ(成貝) 1.626.2 182.857 

養殖業 イシ (半成貝) 179.7 12,526 
小員十 1.805.9 195,383 

小型底曳網漁業
ホタテガイ 224.5 17,538 

(桁網漁業) ナマ コ 255.2 194.617 
小計 479.7 212.155 

トゲクリガー 21.3 18,328 
モスソガー 15.6 10,092 

龍漁業 アイナメ 13.6 8,750 
その他 2.7 941 

小計 53.2 38.111 
カ レ イ 7.8 4,832 
ヒ フ メ 0.3 318 

刺綿漁業 アイナメ 0.6 434 
その他 4.3 704 

小計 13.0 6.280 

採介藻漁業 ア ワ ど 0.8 3.997 

(底見漁業)
ウ 一 0.9 6,101 

小計 1.7 10,098 

小型定置網
サ ケ 1.3 217 

漁業
その他 3.6 924 

小計 4.9 1,141 I 
ホタァガイ 137.0 14.484 

その他 ナマ コ 180.3 114.637 
(潜水等) その他 71.2 51,182 

小計 388.5 180.303 
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2. 受賞者の略歴

川内町漁協青年部は、昭和57年に設立され、趣旨に賛同する組合員は、誰でも

入会可能で、全13条からなる青年部規程に基づいて20余年に渡り活動を展開して

いる。部員40名の時代もあったが、現在は、部員15名(平均年齢38歳)と漁協職

ーよる事務局・特別部員の 4名で構成されている(第 3 表)。

青年部規程に定められた役員の役割分組は、次のとおりである。

部長:部の総括責在者であり、対外的な業務を担う。

郡部長:部長の補佐、部内の連絡調整を担う。

理事:助言、進言を行う。

第3表平成15年度部員名簿

ぷ11仕L方に3 役割 氏 名 年齢 営んで、いる漁業

l 部長 i寸入 進 46 ホタァガイ養殖、桁網、龍
I 2 副部長 菊池昭博 35 ホタァガイ養殖、桁網、箆、刺網
3 イン 光谷武男 35 ホタァガイ養殖、桁品|号、龍
4 理事 八戸幹夫 52 ホタァガイ養殖、 j好調号、龍、料品開
5 ク 笹弁明志 49 ホタテガイ養殖、桁網、龍、刺網
6 11 橋本 進 42 ホタァガイ養殖、桁樹、龍、料網
7 I 監事 松野忠、志 40 ホタテガイ養殖、桁網、龍
8 ろ， 上小倉良治 29 ホタァガイ養殖、桁網、穂、刺網
9 部員 金浜邦友 35 ホタァガイ養殖、桁網、龍
10 。 高松 誠 38 ホタァガイ養殖、桁網、刺網
11 ク 菊池 {染 33 ホタテガイ養殖、桁縮、龍、刺網
12 イン 檎本隆博 27 ホタァガイ養殖、桁キ!号、龍、刺網
13 イシ 大場 進 43 (准組合員)
14 。 木下義孝 35 ク

15 ク 浜田貴幸 27 ク

注平成16年 3 月 31日現在平均年齢38歳

事務局・特別部員
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受賞者の経営概要

1 .経営の概要

(1) 組織と運営

青年部の活動を、第4 表の平成15年度の実績例により示す。

青年部の活動資金は、会費のほか、事業収益、漁協等からの助成金でまかなわ

れている。

青年部は、漁協と連携しながら、漁場における調査・試験事業として、ナマコ

に係る調査・試験、アカガイ地まき放流試験、アカガイ養殖試験、地まきホタテ

ガイ調査、水中カメラによる各魚種の成育諦査活動を実施しており、陸上におけ

る事業として、植禅、ホタテガイの消費拡大PR、ナマコ等の先進地視察等の活

動を行っている(第 5 表)。

第 4表 王子成15年度青年部収支決算書

収入の部 (単位:円)

科 自 予算額 実績額 備 考
助成金 200,000 300,000 漁協20万円，青住申告10万円
音E 費 150,000 150.000 l万 x 15名
事業収益 100.000 52.920 卵付ホタァを食べる会と消費者交流会
雑収入 1.499 69.873 利息他
繰越金 198.551 478,551 
i口〉、 言十 650.000 1.051.344 

支出の部

手ヰ 自 予算額 実績額 f蒲 考
負担金 10.000 10,000 水産改良普及会
事業費 340.000 565,092 実績発表大会 30.000 

卵付ホタテを食べる会 84.103 
ナマコ増殖試験 175,070 
アカガイ増殖試験 74.699 
アカガイ先進地視察研修 201,220 

会議費 280.000 342,824 総会 l 回役嵐会 3 田部会 l 囲
交際費 20.000 9,368 ご十兄f義f也
繰越金 。 124.060 
ぷE込3 言十 650,000 1.051.344 

つ
ん

円Jつム



第5表平成15年度青年部活動内容(平成15年度事業報告より)

年月日 立ミな活動内容 場所
1.9 第44回青森県漁村青壮年女性団体活動実績発表大会 青森市
10 青森県水産改良普及会 イシ

20 第16回陸奥湾研究会長連絡協議会 野辺地町
16 卵付きホタァを食べる会及び消費者交流会 あっちゃのまま
21 平成14年度青森県漁業士会むつ支部定期総会 むつ rlî
3. 7 役通常員会総会・監査会 川内町
14 スノ fウッド

21 アカガイ討;験事業 漁場
5.19 ホタテ活貝、アカガイ、ナマコについての検討会議 組合
29 アカガイ訟に験事業 漁場
30 植林事業 よHI地誌
6. 9 ナマコ移植作業 漁場
14 アカガイ養殖言鵡食事業 。

15 アカガイ先進地視察(~ 18 日) 宮城県
7. 2 第1[8]むつ・大畑地区漁村青一年協議会 むつ市
11 ナマコ付着試験調査 漁場
11. 5 ナマコ付着試験調査 イシ

7 アカガイ養殖試験事業 タ，

8 アカ閤ガコ付むイ養着つ殖試・試験大験畑及事地び業iア玄漁カ
ペン

26 ナマ ガイ養殖試験競査結果報告会 JI! 内町
12.17 第 2 村青年協議会 むつ市

(2) ナマコの資源管理活動の動機

J1 1 内阿漁協の水揚げの中心は長い間ホタテガイであったが、ホタテガイの生産

は、その養殖技術が進んだ結果、主産地の北海道と青森県で、は慢性的に生産過剰

現象が生じ、北権道では調整保管が制度的に行われるような状況となり、川内町

漁協においてもホタテガイの魚、価安に伴う大幅な漁業収入減が生じ、さらに生産

の約 1 割を占める地まきホタテガイの漁獲減が加わり、漁協で、はホタテガイに代

わるものとして、ナマコに注目してその積極的な生産対策に力を入れることとな

った。

平成14年以前の川内町漁協のナマコの生産額は、漁業生産額の 2割前後を占め

ていた。この地域の干しナマコは、古く江戸時代には北前船により長崎に運ばれ

「俵物J として中国へ輸出された歴史もある。近年は久しく、干しナマコの加工

技術が途絶えていたが、上記のような状況から、平成 9年から県の水産加工研究
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所でナマコの加工技術の研修を受け、北海道の産地の視察見学等を行い、平成10

年にはほぼ加工技術を習得し、本格的に漁協で製造することが出来るようになっ

た。水産物の錨格が低迷している中にあって、最近中国経済の急成長に伴い、同

|認で干しナマコの需要が高まっており、 J l'内地区のナマコの値格も上昇が見られ

るようになった。

その結果、川内町漁協のナマコの漁獲量は、平成10年まで急激に増加し青森県

内 l 位となったが、最近漁場で爆弾と呼ぶ全長30cmの特大ナマコが見られなくな

り、また、稚ナマコも見られなくなる等資源減少の兆しが現われてきた。

※ 陸奥湾のナマコは、標準和名マナマコで、その色から青ナマコと呼ば

れ、地元での自家消費以外は、干しナマコの原料となる。また平成15年

から、漁協はボイルしたものを冷凍ナマコとして販売し始めた。

※ 干しナマコの重量歩留まりは、生ナマコの3.5~4.0% 。

※ 漁協は60 トンを加工原料として、また270 トンを委託販売で仲買業者

に販売。

そこで漁協では、平成11年に、漁業収入減を最小限に抑えつつ、無理のない漁

獲管理を行うために「ナマコ資源有効利用推進協議会J を設置し、ナマコ漁業の

改革に着手することとなった。

その第一歩として、青年部では、漁協を支援するためナマコ資源調査や稚ナマ

コ増殖試験を実施する等ナマコ漁業の改革のための活動を始めた。

(3) 資源調査

ア桁網効率諦査

従来からナマコの漁獲に使用してい

る桁網の漁獲効率を調べた(写真 l 、第

4 図、第 6 表)。

その結果、ナマコ以外の漁獲効率は37

%以下と低いが、ナマコは泥場で84% 、

蝶・転石場で90% と予想以上に高いこと

がわかった(第 7 表)。 写真 1 小型機船底曳網漁具(ナマコ桁網)
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このことから、桁網は

ナマコを II~ るのにゴド常に

効率の良い漁具であるが、

逆に獲り過ぎる危険性があ

ることがわかり、資漉管理

の必要性を実感することと

なったO

HI ぬ

第 4 図調査地点、

第6表桁網効率調査方法

否爾盃 l時期 i平扇12手証月
②調査地点 I Yrp)揚(桧JII漁港沖)及び際・転石場(泌財~rj1)面否函点
③調査方法 1111M2.7mのナマコ桁網を約200m曳き、網に入ったナマコ、ホタテガイ、

ヒトデ類等の数を船上で数えた。潜水して、桁曳き痕に残ったものを
数えた。

第 7表桁網効率調査結果

種 類
桧} 11漁港沖(泥場)

桁曳き個体数 残存個体数 桁網効率(%)
ナ ー、フ コ 48 9 84 
ホタァガイ 2 12 14 
ヒ ト T 28 3 
ーツポンヒトデ 。 3 。

そ 。〉 他 。 6 。

|種 ~iN 
桧川漁港11j1 (磯・転石場)

桁曳き個体数 残存f間体数 桁網効率(%)
l ナ マ コ 1.∞3 117 99 
ホタテガイ 。 16 。

ヒ ト ア 6 お 21 
ーツポンヒトデ 2 3 37 
そ の 他 6 31 16 

※ ナマコ油、業の規制等
県調整規刑上の規制(採捕禁止Jt月期 5 月 1 Iヨ ~9 月 30日=産卵期の保護)
川内町漁協商共第55号第 l 種共同漁業権(ナマコ漁業)
行使規則上の規í/iIJ (営む権利11~1人の組合員、組合営以外の潜水具の禁止)
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イ ナマコの資源調査

ナマコの主漁場の資源状況を把握するためにナマコ桁縞を使用してナマコ資源

調査を実施し、分布傾向、重量別個体数、資源量がわかった(第 4 図、第 8 表)。

第 8表ナマコ資源調査方法

①~)liJ査時期 i 平成11年から毎年 1 問、漁期の始まる 11月実施
②諦査地点 I) 11内町桧川地区から田野沢地区にかけての 9 点
③謂査方法[船の速度を測定しながら、ナマコ桁締を原則 3分簡長き、網に入った

ナマコ全部を計数、採捕したナマコの一部は、陸上で 1 個体ごとに重
量を測定

①分布傾向

調査地点加に見ると、やや水深が深く泥場のNo.4、 5 は生息密度が低く、大型

の鋼体が多く見られた。 浅場で磯・転正[場のNo. 7 は生息密度が高く、小型の鋼体

が多かった。このことから、浜町沖の喋・転石場がナマコ幼生の付着場となると

ともに稚ナマコの成育場になっており、成長するに従い深場に移動するものと考

えられた(第 4 図、第 9 表)。

第 9表地点、完IJ調査結果

総量を員長点
察機際II (慾/Irl) 平均鍍鍾(1')

lIt ft 
時 11 "12 H13 H14 H15 時11 H12 時13 H14 H15 

Ko.l 総!II l題港湾 0.68 0.91 1.13 0.53 0.40 82 13 95 121 136 I~ 

品。1 強 JII小学校沖 0.41 0.12 0.26 且 38 立 21 16 201 141 131 169 IlI:! 

品。 3 !II内 a 校沖 0.20 0.41 0.56 0.40 0.42 112 181 138 181 16告 li綴(i!)

偽 41 総州議枠 0.02 O.似 0.16 0.01 0.08 初3 113 122 161 1鈎i!

持0.5 検 JIIIf\学校沖 0.03 0.11 0.24 0.32 0.12 163 139 136 155 加4 f~ 

品。ι 1111司ilIi袋持 。 40 0.59 0.30 0.32 0.23 64 110 143 192 141 E童橋 (紗)

露。 7 浜書官沖 立81 1.63 3.05 2.56 1.94 59 98 66 108 91 玉砂税(潔)

韓0.8 )1附小学校滞 0.05 1.65 0.29 0.93 0.40 120 19 71 114 144 玉砂税(珍}

持0.9j 砲撃事沢持 0.10 0.09 0.02 0.42 0.31 108 246 98 119 153 玉答

平 t草 0.35 0.59 0.62 0.61 0.43 η 102 初 126 126 

*時10.91ま王手続12年から臨変ホイン トを滋櫓に !I! 
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平成12年には、当年生まれと考えられる

ぬ未満の個体が多く見られたが、平成13 倒体翌
年には当年生まれのものが著しく減少し、 コ

②重量別個体数

さらに14年にはほとんど見られなかった

(第 5 図)。

ナマコは次々に増えるものと思われて

いたが、必ずしもそうではなく、何年かに

一度増えたものを長年にわたって漁獲し

ているものと考えられた。 四年E芝生まれの

ナマコは今までの知見から主に14年から漁

獲されると考えられるため、稚ナマコが増

えるまで親ナマコを保護するとともに限

りある資源を大切に漁獲することが必要

であると考えられた。事実、生息密度は12

年から 14年まで約0.61聞/ぱで安定してい

たが、 15年には0.41出/rrf と減少した。

第5 図 ナマコ重量別固体数

(健体数)
3∞ 
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③ 資源量

桁網効率調査及び資源調査の結果と漁場面積から資源量を算出したところ、漁

場全イ体本の資j源原量は平成l口l年を除くと9∞トンU以、上と推定された(第l叩O表)λO 

第10表

平成I了一「

挫定資涙憂 469
※推定資源景=平均採捕密度×
漁場の面積1，5∞ha 折7網効率0.87

平成15
928 

門
/

円
Jっ“



2. 経営の成果

(1) ナマコ資源安定への取り組み

資源調査の結果から、稚ナマコが少な

いことに気付き、危機感を抱き稚ナマコ

増殖試験を行うこととした。

ア 簡易ナマコ礁試験

簡易ナマコ礁試験を実施した結果、ツ

ブ龍やタイヤは泥に埋まってしまった

が、貝殻を詰めた丸龍は、一連にナマコ

381~が付着した。付着したナマコの中に

写真2 簡易ナマコ礁

は大きな母ナマコや当年生まれ以外のものもあった。貝殻を詰めた丸龍は泥に埋

まらなければ、発生場となることもまた成育場となることもわかった(写真 2 、

第11表)。
第11表簡易ナマコ礁試験方法

百議蚕雨期寸平面13年 4 月 ~ll月
②調査地点 11中崎地区消波提内(以前爆音吉存Jまれる特大ナマコが獲れたところ7
③調査方法 14 月に投石(直笥30~ 日cmの玉石)した後、母ナマコ 150kgを放流し、

貝殻を詰めた丸龍 3連、ツブ龍 5個及びタイヤ 3個を海底に沈めた0
11月に付着した稚ナマコの数と l 個体ごとの重量を測定した。

イ 天然採苦試験

ホタテガイ養殖を行う場合、前年に採取した稚貝を秋に分散する方法があるが、

その際に使用するパールネットに稚ナマコが付着しているのが見られることがあ

ったので、それをヒントにして海底だけでなく、水中にもナマコが付着するよう

にパールネットを置き、付着した稚ナマコを成育に適した浅場に放流することと

した(第12表)。

天然採苗試験を行った結果、パールネット 20連から平均重量0.8g の稚ナマコ

を合計66個採取することが出来たので、ホタテガイ養殖に使っているパールネッ

トが稚ナマコの採苗器となることがわかった。これらの稚ナマコをJl I内漁港内に

放流して、調査を継続している。
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第12表天然採苗試験の状況

主調副|事新1平面市8丘三平成15年11月
②調査地点 IIR闘漁業権丙寸施設の水深: 20m、漁場水深 40r而
③言問査方法 18 月に 2分の日合のパールネットを通常のホタテガイ養殖と同様にホ

タテガイの施設に垂下し、盟年11月にパールネットに付着している稚
ナマコを調べた。

(2) 漁協の取り組み

青年部の調査結果をもとに、 J11 内町漁協で、沿岸5∞m以浅の禁漁l玄の設定、

長12cm (約1∞ g) 未満の漁獲個体の再放流、一人当たりlOkgの母ナマコの放流、

漁獲目標の徹底をおこなうこととなった。この結果、平成15年の資源調査では、

小型のナマコが若干増加した(第 5 図)。また、平成10年まで急激に増加してい

た漁獲量は、獲りすぎが抑えられたため、平成11年以降横ばいとなったが、漁協

買取りによる販売ブ7法の改善、干しナマコの製造販売等単価向上に対する取り組

みの結果、漁獲金額は増加することとなった。更に青年部と漁協の一連の取り組

みが認められて、補助事業で、ニューカルス龍式ホタテ貝殻石詰礁というナマコ礁

64基が設置されることとなった(写真 3)0 12月の潜水調査では、このナマコ礁

に着いている多数のナマコが確認され、効果が明確となった。

※ 問、県、町により青年部の活動と川内漁協の取り組みを助長するため、

以下のナマコに関係の助成事業が実施された。

中山間地域活性化推進事業(事業主体漁協)
期間:平成9~ 10年

卒業費: 600万円

内 容:加工技術の習得、販時の開拓(干しナマコ製造研修、北海道、

愛知、横浜市の視察)

資源泊三理型漁業定義促進事業(事業主

体漁協)
期需:平成11 ~ 12年

事業費: 360万円

内容:資源調査等

地先型増殖場造成事業

(事業主体青森県)
期間:平成立~ 12i!三

: 1 億1.868万円 写真3 ニューカルス礁
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内容稚ナマコ繁殖保護のための礁体(投石)設置

地域水産物供給基盤整備事業(事業主体青森県)

期間:平成14~ 15年

事業費: 6，352万円
内 容:稚ナマコ繁殖保護のための礁体(ニューカルス龍)64基設置

以下のデータは、川内町漁協のホタテガイとナマコの生産金額、単価の状況で

あるが、全漁獲金額に出めるホタテガイとナマコの率は、平成14年までに比べて、

平成15年には、ホタテガイの艶死もあって激変しているものの、青年部が中心に

なって実施してきたナマコの漁業改革活動により、全体の生産額は槌端な減少を

免れることが出来たことを示している(第13表)。また、単価ではホタテガイの

低下に対して、ナマコは右肩上がりになっており、平成15年には平成10年の倍の

単価となっている(第14表)。

第13表 ホタテとナマコの生産金額と合計額に占める割合

魚種
ホタア刀寸

ク

ナマコ
ク

合計

魚種
ホタテガイ

ナマコ

単位
一円
% 
千円
% 
千円

受賞財の特色

1 .技術

平成10 平成11
517,031 396.539 
72.4 68.8 
101.974 106.280 
14.7 18.4 
714.117 575,968 

平成12 平成13 平成14 1O~ 14平均 平成15
397,734 426,152 277.009 402,893 228,873 
66.5 71.2 51.0 66.5 40.9 
114.417 122,793 131,048 115,302 230,516 
19.1 20.5 24.1 19.0 41.2 

597,581 598,086 542,289 605,608 559,1 12 

(単位:円/匂)

これまで川内町漁協の組合員は、経験的に桁網によるナマコ漁業を行ってきた

が、青年部の全国にも例のない調査により、様々なことがわかり、それがナマコ

の資源管理と増殖に結びついて効果をあげてきている。
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桁網効率調査では、桁網の漁獲効率が予想以上に高く、非常に効率の良い漁具

であり、獲り過ぎる危険性があることがわかり、資源管理の必要性が実感されている。

資源の分布傾向も、深いiJ立場での生息、密度と大豆!の個体の関係が、浅いT~ . 転

石場での生息、密度と小型の個体の関係、際-転石場がナマコ幼生の付着場となる

と共に稚ナマコの成育場になり、成長するに従い深場に移動ことも推定できた。

重量別個体数では、年ごとの大きさ加の個体数と、何年かに一度大発生がある

こと、その資源がその後の漁獲へ参入すること、稚ナマコが増加するまで親ナマ

コを保護する必要があること等が認識された。

資源最の算定も桁網効率調査及び資源調査の結果と j魚、場開積から資源量を算出

し、各年の資源量を推定することを可能とした。

これらの資源調査の結果から、ナマコ資源安定への取組みとして稚ナマコ増殖

試験、いろいろな簡易ナマコ礁試験を実施し、ナマコ礁が砂に壊まらないように

すれば、稚ナマコや母ナマコが付着することがわかった。また貝殻を詰めた丸龍

は泥に理まらなければ、発生場となることは勿論成育場となることがわかった。

さらに天然採蔀詞3j食については、ホタテカ、、イ養殖の際に使用するパールネット

に稚ナマコが付着するのをヒントに、パールネットが稚ナマコの採話器となるこ

ともわかり、海底だけでなく、水中にもナマコが付着するようにパールネットを

き、付着した稚ナマコを成育場に適した浅場に放流することが出来た。

以上の青年部による本格的なナマコの諦査の結果は、王子成12年と 14年に研究者

の集う「ナマコ増殖研究会」に報告され、同研究会から fこのような調査は全国

的にも何がないため、調査の継続を期待する。J との評価を得ている。地先のナ

マコ資源を把瞳するため実施した調査であったが、全国的にも貴重な諦査事例と

なったと言える。

※「ナマコ増殖研究会」とは、閣の助成事業「地域特産種量産放流技術開

発卒業(糠皮グループ)J が平成 9年度をもって終了、当時のチームリ

ーダ(水産大学校浜野助教授)によるその後のサポートを目的とした研

究会。この研究会への参加は、北から北海ー道、青森県、三葉県、岡山県、

広島県、山口県、福岡県、佐賀県、長崎県等全国にわたっているO
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2. 経営

川内町漁協は、平成立年に「ナマコ資源有効利用推進協議会」を設け取り組み

を始めた結果、平成10年まで急激に増加していた漁獲量は、獲り過ぎが抑えられ、

平成11年以降横ばいとなった。さらに上記の青年部の技栴的な調査・試脆結果を

もとに、川内町漁協は、沿岸500m以浅に禁漁区の設定、全長12cm (約1∞ g) 未

満の漁獲悟体の再放流、母ナマコの放流、漁獲目標の徹底をおこなうこととなっ

た。この結果、平成15年の資源調査では、小型のナマコが若干増加した。販売方

法の改善、干しナマコの製造販売等単価向上に対する叡り組みの結果、漁獲金額

は増加することとなった(第 6

図)。これらの青年部と漁協の

一連の取り組みが認められて、

補助事業でニューカルス寵式

ホタテ貝殻石詰礁というナマ

コ礁64基が設置されることとな

った。 12月の潜水調査では、こ

のナマコ礁に着いている多数

のナマコが確認され、効果が明

確となった。

第 6図 川内町漁協ナマコ生産数量と金額

hH1111 
~=tlmllR 同;

~~~ l mm 日
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50 

0 

56 57 58 59 紛 61 62 63 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 (年)
潟和 平成

i建奥j寄では、平成15年にホタテガイが大量艶死し、その被害額は約28億円に達

した。中でも川内町漁協の被害は、養殖 l 年員が全滅する等、きわめて大きいも

のであったが、平成11年からナマコ漁業改革を進めていたことが功を奏し、何と

か窮地を凌ぐことが出来t.:.o
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普及性と今後の方向

1 .普及性

陸奥湾では、ホタテガイの魚、価

低迷等により、ホタテガイ以外の

魚種への依存度が高まっており、

中でもナマコは最も注目されてい u∞ 

る魚、韓となっている。青森県のナ 1. 0∞ 

マコ漁獲量 (9割以上が臨奥湾)

は急増しているが、陸奥湾各地で

過剰な漁獲をしないように資源管

第 7盟青森県のナマコの生産量
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理の必要性が叫ばれているので、

この青年部の取り組みが陸奥湾各

地の資源管理の参考になるものと考えられる(第 7 図)。

ナマコの幼生は、 2~3週間浮遊移動してからものに付着するので、その浮遊

移動範囲は陸奥湾全休に及ぶことから、一漁協だけによる取り組みでは不ト分で

あり、このナマコ資源の調査と管理の手法が、陸奥湾全体で実施されることによ

り、全湾の漁業者が末永くナマコ漁業を続けられることが期待される。

また、全国的にも前述の円『マコ増殖研究会j で評価されたように、この資源

の諦査と管理の手法が、県外のナマコの産地で、ある北海:道、三重県、岡山県、広

島県、山口県、梅岡県、佐賀県、長崎県等の多くのナマコ生産地のモデルとなる

ことが期待される。

2. 今後の方向

青年部では、今後も漁協と連携してナマコ資源調査と試験を継続するとともに

資源管理に力を入れて、大事なナマコを末永く獲れるよう努めて行きたいと考え
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ている。更に資源管理の徹底は、ホタテガ

イで見られたような作り過ぎによる魚、価暴

洛を避けるためにも重要な取り組みである

と考えている。

これまでの取り組みにより漁場内のナマ

コ資源最がほぼ把握され、ナマコ資源の維

持とともに、漁協のナマコの水揚げも増え
写真4 青年部集合写真

てきているが、ナマコ資源が増加している

のは、地先漁場の中央の第 2 次ホタテ地まき治、場であるので、今後、第 2 次漁場

内の約3∞haの母ナマコの保護区域で、母ナマコの産卵を促し、 2 次漁場内で稚

ナマコが着生するための発生礁の設置により資源を増殖し、第 2 次漁場の東西に

ある第 l 次、第 3 次漁場まで資源を増やし、地まきホタテと同じように 1 次、 2

次、 3 次の漁場で輪作出来るようにすることを、漁協では考えている。

さらに漁協では、加工生産量の増大、歩留まりと単価のよい大型ナマコの生産

が課題となっているが、干しナマコの加工生産数量を拡大して行くため、平成16

年度にボイル釜と乾燥機を増設することとしている。

(執筆者社匝法人 日本真珠振興会専務理事片山正宜)
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受賞者のことば 神戸市漁業協同組合女性部代表井上二三枝

去る 11月 23日、東京明治子111官会館において開催されました平成16年度農林

水産祭におきまして、内閣総理大臣賞表彰を授与いただきましたことを心よ

りお礼申し上げます。このような栄えある賞を受賞できましたことは偏に関

係各位のご指導、ご鞭捷の賜物であると、深く感謝 1$1 し上げます。

水産業を取り巻く環境は益々厳しくなってきており、また、消費者の求め

るニーズは厳しさを増してきております。

このような中、私たち女性部は海岸清掃などの環境美化活動、部員間の交

流を深める生活改善治動、他産業との交流や機関紙の発行を行う教育情報活

動、そして今回の発表の中心となりましたが魚食普及活動を中心に女性部活

動を行っております。

今関受賞させて頂きました発表は、期間限定で漁獲されるイカナゴを私た

ち水産業の立場からは、いかに効率よく流通させ、消費者の方に食べて頂く

か、すなわち魚、食普及をいかに進めるかが課題でありました。また、神戸市

垂水区が発祥の地といわれる「イカナゴのくぎ煮j をおいしく出資者の皆様

に食べて頂きたい、このような考-えから活動を始めました。当初はなかなか

なじめなかったイカナゴも今では、春の風物詩としての地位を得、水界

隈ではイカナゴの時期になりますと、イカナゴを炊く香りが各家庭から漂っ

に
υAq
 

円
ノ
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受賞者のことば

て参り、皆様に楽しんで頂いております。

全国の家庭でイカナゴのくぎ煮を炊く香りを楽しんで頂くわけにはいき

ませんが、製品は組合直究所において発送できますので、神戸の春を告げる

味覚をご賞味ください。

最後になりましたが、関係者他皆様方のご健勝とご多幸をお祈り申し上げ、

受賞のお札の言葉とさせて頂きます。ありがとうございました。

地域の概要と受賞者の略歴

1 .地域の概要

(1)地域の立地条件 第 1 図神戸市漁業協同組合の所在地

兵庫県は、日本列島のほぼ中央に位

置し、北は日本海、南は太平洋、瀬戸

内海に面している。総面積約84万krrl う

ち森林が67.1%、農用地が9.5%、人臼

は平成14年時点で558万人、総世帯数

210万戸である。

神戸市は、総面積5万5千krrl (うち森

林42.4%、農用地8.4%)、人口 151万人(平

成14年時点)、世帯数62万7千戸(うち

農家6，287戸、漁家274戸)を有する、

わが国有数の中核都市である。また

岡市は、温暖な気候条件の中で、六甲

山系を境として一方で南部に広がる都

市・海辺エリアを、他方で北部に広が
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る回国・里山エリアを有している。まさに開市は自然環境と都市環境を共存・調

和させ、その上に古より育まれた歴史・文化を恭にラーパン(者間ねな空間を形

成している。さらに同市は、神戸港開港以来の貿易の拠点であり、ファッション

農業や観光・集客産業とともに酒造業(清酒)などの地場産業が立地する一方で、、

消費者と隣接・混住する中で特色ある農林水産業も展開している。

上記のような都市的立地を背景としつつ、神戸市j魚、業協同組合は、淡路島と明

石海峡大橋を望む大阪湾に面した神戸市の聞の端に位置している。そして用組合

の管一日こある地域の海岸線は全長15kmに及んで、いる(第 1 図)。

(2) 兵庫県および神戸市の水産業と神戸市漁業協同組合の活動の概要

兵庫県では、瀬戸内海と日本海に好漁場があり、多種多様な漁業が営まれてい

る。平成14年の漁業就業者数は6，350人、漁業生産量は151.∞0 トンで全国11位、

生産金額は54，5∞百万円で全国9位であり、特に、イカナゴの漁獲量は18，625 トン、

金額は3，569~ï万円で全国1位である。

神戸市の水産業は、平成14年に漁業就業者数は566人、漁業生産最は5.172 トン、

生産金額3.475百万円である。水産業ーは、温暖な気候と内湾性を生かし、 5 トン未

満ーの小型給を中心に船びき網、底ぴき網、料品開、釣船等の漁船漁業と、ノリ、ワ

カメ等の養殖業がバランスよく営まれ、都市型の沿岸漁業経営を展開している。

神戸市内には、神戸市漁業協同組合(長田宮・須磨区・垂水区域)と兵庫漁業協

同組合(兵庫毘域)が在る。

神戸市漁業協関組合は、昭和34年10月に神戸市内にあった7つの組合(駒ヶ林、

東須磨、須磨滞、塩谷、東垂水、西垂水、舞子)が合併二した結果、設立された。

平成15年12月時点での組合員数は、組合員担4名、准組合員42名、合計-286名で

構成されており、大阪湾の漁場を中心に漁業を行っている。間組合管内の漁場に

は、イワシ、イカナゴ、スズキ、アナゴ、タコを初めとする20種類以上の多様な

漁獲対象魚種が生息している。こうした多様な水産資源を背景とした漁業生産は、

船曳網漁業及び海苔養殖漁業を中心に行われている (248頁、第 l 表を参照)。ま

た都市内に立地する利点を活かし、管内漁業者の所得向上の一環として同組合は、

直営の水産加工場(価格調整機能)や直売所(アンテナショップ機能)の経営を
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通じて水揚げされる水産物の付加価値向上を図ると共に、副業としての遊魚、船(観

光釣り船)の事業を展開している。この他に、同組合は消費拡大のための魚食普

及とともに、持続的漁業を標椋しつつ、水産資源の管理(科学的データに基づく

漁獲規制)や環境保全(海岸清掃)にも努めている。

第 1 表 神戸市漁協管内漁業の水揚げ震とその金額
(単位漁獲量はトン、金額は百万円)

年 次 平成 7 平成 8 平成 9 平成10 平成立

i争、
漁獲量 5.192 4.868 4.986 事5問
イワシ 1.449 1.491 1,050 1.152 1 2.468 

市合
イカナゴ 937 892 1,617 1.7651 913 

i骨、
シンコ 832.7 771.1 1.451.3 1.593.6 821.2 

業
漁業生産額 2.086 2,075 2,108 2.087 1.800 

養 のり数量
73,668 87.852 91.356 74.034 85.611 (千枚)

殖 のり生産額 794 906 1,042 780 774 
註1.イワシおよびイカナゴは、漁獲量の内訳数量。
註 2 シンコは、イカナゴの内訳数量。
出所:神戸市産業振興局調べ。

2. 受賞者の略歴

神戸市漁業協同組合女性部(当時、婦

人部)は、昭和35年に誕生した。これは、

神戸市漁業協同組合が神戸市内7地区の

組合を合併して設立されたのとほぼ同

時の誕生で、あった。平成15年12月時点で、

部員数は221名(平均年齢57.5歳)である。

女性部の系出哉は、本部と 7つの地区支部

から構成され、各地区選出の支部長7 名

平成12 平成13 平成14
4.371 6.990 5.172 
1.818 1.776 2.270 
585 3.409 1.030 
519.1 3.319.0 879.2 
1.709 2.955 2.278 

100.588 79.861 105.215 

1.120 1.024 1.013 

(本部役員兼務)を中心に役員21名(支

部長の飽に副支部長、支部会計各 7 名)

で運営されている(写真1)。

写真 1 集合写真(女性部投員)
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発足以来、同女性部は、広範な活動を行ってきている。主要なものとしては、

①環境美化推進運動 (5 月から 11月の毎週日曜日の海浜清掃など)、②生活改善

の推進(貯蓄推進や一斉健康診断の実施など)、③教育情報活動(年3聞の広報誌

の発行や交流事業など)、④魚食普及活動(料理講習会など)、が挙げられる。女

性部は、上記のような事業活動を地道に続』土着実な実績を上げてきた。とくに

魚、食普及活動における同女性部の活動は、本報告において後述するように、特筆

すべき成果を今日上げるに至っている。

受賞者の活動概要

1 .活動の概要

神戸市漁業協悶組合女性部によるイカ

ナゴのくぎ煮(写真 2) 加工の普及活動

は、遡ること昭和60年の兵庫県内農村部

の生活改善グループとの交流を契機に始

まった。農家女性との交流を通じて消費

者サイドにおける魚、に関する知識・情報

の不足を知り、自らの生産物である魚、に

ついて消費者に情報発信をする必要性を

痛感したことが直接の契機となってい

る。しかしながら、問女性部をくぎ煮加

写真2 イカナゴのくぎ煮

工の普及の活動へと積極的に駆り立てる動機としては、基幹的生産物の一つであ

るイカナゴをめぐる問題状況に対する危機感があった。その状況とは、以ドに述

べるとおりである。

イカナゴは、 12月下旬以降(水温14度に低下する時期)に産卵し、翌年 2~3

月にかけて全長が3~5cmに達したところで漁獲の対象となる。この時期に漁獲

されるものが f新子(シンコ )J と呼ばれ、主にf出煮等加工用原材料となり、市

場価値も高い。この時期を過ぎたフルセと呼ばれるイカナゴは成長と共に、養殖
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用の餌 (6 ~ lOcm) 、佃煮原材料(lOcm以上)として用いられる。もっともフル

セの佃煮は消費者の晴好もあるが、シンコのそれと比べると一般に市場価値が低

い。しかしながらイカナゴは水揚げ後の鮮度落ちが早い。昭和ω年までの状況と

しては、シンコを地元の水産加工業者が購入し、「釜揚げJ や「かなぎりチリメン」

に加工・販売を行っていた。本来、この製品の消費市場の規模は小さししたが

って販売量や販売金額の上昇にはつながらず、イカナゴのシンコ漁による漁家収

入の増加には結実していなかった。加えてシンコは、漁獲量が加工業者の加工限

界を超えると、余剰分は市場価値の低い冷凍原材料や養殖用餌となった。さらに

深刻なのは、前年に冷凍加工されたシンコ原料を用いた「釜揚げ」が一部の業者

によって新物として販売されるという状況さえも存在したということである。つ

まり神戸市泊、業協同組合は、シンコ偲煮等加工品のマーケット規模の過小さに起

因するイカナゴ漁の生産過剰の問題と、基幹的生産物である「シンコj の商品イ

メージの悪化の問題に直面していたのである。こうした中で昭和60年以降、当然

の対策として、神戸市漁業協同組合の組合員を含めた漁業者(神戸・淡路東浦地

区、播磨・淡路西浦地包の船びき網漁業者)は生産諦援と資源管理を標梼しで漁

業規制(解禁日・網揚げ日の統一や休潟、自の設定)を行った。

そして今自の出品財となった神戸市漁業協同組合の女性部の活動は、上記の問

題状況を克競する漁業規制以外での漁業者の取り組みの一環として始まった。そ

れは、イカナゴのくぎ煮加工を消費者に普及することを通じて、イカナゴに関す

る商品知識を広め、シンコの需要拡大を函る方策である。同女性部は、イカナゴ

の販売と加工の方法を研究し、その結果

として簡便性と保存性の特徴からイカナ

ゴのくぎ煮の加工方法の普及を選択した

のである。

神戸市漁業協同組合女性部によるイカ

ナゴのくぎ煮加工の普及は、消費者に向

けた講習会の開催を通じて行われてい

る。同女性部は、組合員家庭における種々

の伝来のくぎ煮レシピを研究し、同組合 写真3 イカナゴのくぎ煮講習会
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女性部独告の統一レシピを確立した。これは生産者側から消費者側に対する商品

の提案と問時に、くぎ煮加工法の標準化を意味するものである。 昭和62年には、

女性部支部長と各支部班長で構成される魚、食普及員会が設置され、これがくぎ煮

加工の普及吊動(研究、金関、普及)の核となった。くぎ煮の講習会は、神戸市、

コープ神戸、小学校、高校等の諸機関や自治会・婦人会等の住民団体との提拐を

行いつつ、イカナゴのシンコの漁期に毎年2[Ii1開催されている(写真 2)。平成16

年現在までに開講習会への参加者は延べ2，157人を数えている。この講習会の他

に、消費者を巻き込んで、イカナゴのくぎ煮や書Ij作料理のコンテストを主催するな

ど、イカナゴ需要を誘発するイベントも婦人会や商店振興組合と連携して食画・

実行している。

2. 活動の成果

ヒ記の神戸市漁業協組合女性部の地道な普及活動は、イカナゴのくぎ煮の消費

拡大へと着実につながっている。今や、イカナゴ潟、の解祭日とくぎ煮の講習会は、

神戸市における初春の風物詩となっている。また平成7年の阪神・淡路大震災時に、

くぎ煮は炊き出しの保存食として重宝されたこともあり、これ以降、復興支援の

お札として自家製くぎ煮を贈る被災者も数多い。イカナゴのくぎ煮は神戸市復興

の象徴ともなっている。イカナゴ漁の解禁日が報じられると、神戸市内のイカナ

ゴを取り扱うスーパーや鮮魚f占で京庁長、手なシンコを求める買物客(くぎ煮加工を目

的とした)の行列が発生する。これもまた、イカナゴが生んだ神戸市の初春の風

物詩と言える。ちなみに、こうした需要の広がりの結果、兵庫県内でイカナゴを

鮮魚、として購入できる地域(市・町)は、同女性部の諦べによれば、着実に増加

している(第 2 表)。

第 2表 兵庫県下でイカナゴを鮮魚で購入できる地域(市・町)

年次ー「 平成元年 | 平成 5年 | 平成10年 | 平成15年
市町数(%) I 15 (17) 21 (24) 39 (46) 57 (65) 
出所:神戸市漁業協河組合女性部調べ。
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神戸市における上記のようなイカナゴをめぐる状況は、神戸市漁業協同組合女

性部による消費者に向けた講習会を抜きにしては考えられない。本来、イカナゴ

漁を営む漁家と佃煮等加工業者の聞で限定されていたイカナゴのくぎ煮の謂理・

加工を、同女性部は講習会を通じて消費者の聞に広め、イカナゴのシンコの鮮魚、

需要を消費者の開に形成した。このことは、生産者が消費者に対して生活提案を

行うと同時に、シンコの鮮魚、需要の形成を通じて告らにとっての所得効果を作り

出したとも言えるのである。

受賞財の特色

1 .組織

神戸市j魚、業協同組合女性部は、自らの定款に誼われた自的事業を地道に推進し、

着実な成果を挙げている。上記の活動概要で述べたとおりである。こうした積援

的かつ確実な事業展開を裏付けているのは、間女性部のバランスの取れた組織力

である。すなわち悶女性部は、結束力と実行力においては言うに及ばず、企間と

研究の分野においても注目すべき能力を有する組織なのである。同女性部は、神

戸市漁業協同組合管内における漁業経営の諸問題(漁業所得の向上等)を明暗に

認識し、問題状況(イカナゴの加工・流通等)の分析を通じて自らにとっ

可能な方策・事業(イカナゴのくぎ煮講習会や加工レシピの標準化等)を企画・

立案し、手堅い実績(イカナゴ需要の形成・拡大)を上げてきた。

通例、漁業協同組合女性部の部員たちは、家事、育児、漁業生産活動、社会活

動等の多面的な分野への参加・動員で多忙である。神戸市漁業協同組合女性部の

部員たちもこの例に漏れず、しかもその大部分が他産業で就業することなく、賃

金評価のされない分野で漁家経営と地域漁業の発展のために精力的かつ効果的に

活動を展開している。同女性部は、こうした明確な目的意識を持った構成員に支

えられた罷良な社会経済キH織である。
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2. 活動

神戸市漁業協間組合女性部によるイカナゴのくぎ煮加工の普及は、消費者に向

けた講習会の開催を通じて行われている。同女性部は、種々のくぎ煮レシピを研

究し、同組合女|企部独患の統一レシビを確立した。これは生産者側から消費者側

に対する商品の提案と同時に、くぎ煮加工法の標準化を意味するものである。そ

して同女性部によるイカナゴのくぎ煮の加工法の消費者への普及活動は、単に魚、

食普及活動という枠内にとどまらず、所得効果(シンコの単価上昇や漁家の所得

向上)を誘発するという明確な目的意識に裏付けられた、一種のマーケテイング

活動でもある。その活動は、イカナゴのくぎ煮の加工法、イカナゴ漁の解禁臼の

情報発信、イカナゴ、の商品イメージ・知名疫アップのためのイベント開催などと

i嬬広い。 I司女性部の活動の成果は、第 3 表に見るようにシンコの単価の上昇領向

となって表れている。

第3表 神戸市漁業協同組合のシンコ漁獲量とその単価の推移

年次 H2 H3 H4 H5 日 6 日 7 H8 H9 
漁獲量 1.819 2.914 3,336 2.246 2.249 833 771 1,451 
( t ) 

単傾 159 129 101 119 171 388 434 318 
(円/kg)

年次 日 10 Hll 百 12 H13 日 14 耳目 H16 
漁獲量 1.594 821 519 3.319 879 593 726 
( t ) 

単価 239 474 641 99 337 486 438 
(円/kg)

出所:神戸市漁業協同組合提供の資料。

普及性と今後の方向

1 .普及性

神戸市漁業協同組合女性部の活動は、わが国の漁業協同組合女性部の今後の活
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動方向に重要な示唆を与えている。すなわち女性部が自らの地域において商品化

の可能性を有する地域資源に着目し、商品加工の消費者への提案を通じて生産物

の需要拡大や単価上昇を誘発するという意味においてである。この意味において

モデルケースとして全国に普及しうる特性を備えていると言えよう。

2. 今後の方向

神戸市漁業協関組合女性部は、これまで、の実績の上に立って、魚、食普及活動の

さらなる充実と拡大を自下、模索している。反面で、女性部部員の高齢化や生産

環境・水産資源をめぐる状況の悪化等の諸問題が存在している。したがって関女

性部の今後の活動方向としては、次のような諸点が挙げられる。

(1) 商品化の可能性のある地域資源の発掘と間資源の商品化の推進。

(2) 上記を推進するために消費者の組織化と社会との連携。

(3) 地域資源の商品化の前提となる持続的水産業の確立のために前浜環境の

保全といった、生産活動に対する一層の側面支援。

(4) 漁家女性の漁家経営への貢献に対する正当な評価の確立と推進。

(5) 上記諸項目の前提に立った女性音防針誌の担い手(人材)の育成。

上記の方向に沿って、神戸市漁業協同組合女性部には、今畿のー患の活躍が期

待されるところである。

(執筆者東京海洋大学海洋工学部助教授中川雄二)
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受賞者のことば 株式会社津久勝代表津久浦裕之

日本の水産業を叡り巻く環境は、漁獲量の減少と魚、備の低迷により非常に

厳しい状況が続き、全国各地で漁船の減船や水産加工業者の溌業などが相次

いでおります。こうした状況は、当社の地元であり、背からまき縞船の基地

として漁業の大変接んな茨城県波崎町も同様です。

私は、地元の漁業者が魚、価の低迷に苦しむ姿を見ていて、同じ地域で水産加

工業を営む者として、何か自分達にも支援できるのではないかと考えていま

した。

そこで、全国でも 1 位、 2位を争うほどの豊富な水揚げ量を誇りながら、

その多くが養殖魚、のエサなど魚、値の低い非食用向けに利用されてしまう fカ

タクチイワシJ に注目し、 3年程前からカタクチイワシを原料とした水産加

工製品の開発に取り組んできました。

製品の開発にあたっては、消費者の方々が食べやすく親しみを持って頂け

るよう様々な試行錯誤を繰り返してきましたJいわし黒潮巻き」の開発では、

身を三枚に卸すことで敬遠されがちな骨を取り除き、シソを巻き梅肉をのせ

ることによってカタクチイワシ特有の魚臭を打ち消すなどの工夫を凝らし

ました。

現在では、この「いわし黒潮巻き J のほか2点の商品を開発してカタクチ
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受賞者のことば

イワシ加工品の普及に努めており、こうした当社の取り組みは、カタクチイ

ワシの魚{出向上に繋がるものとして、地元漁業者の方々からも期待されてお

ります。

今回、このようなたいへん名誉ある賞を頂きましたことは、当社のみな

らず厳しい状況にある地元の水産業界にとっても大きな励みとなるもので

す。

今後とも、カ夕クチイワシをはじめ地元で

品を一人で、も多くの皆さまに食べて]頂l'頁E員;きながら、地域の発展にも貢献できま

すよう更なる努力を続けたいと思います。

地域の概要と受賞者の略歴

1 .地域の概要

(1) 地域の立地条件

波崎町は、茨城県の最東甫端、利根川が

太平洋に注く判官に位龍し、北西から南東

18.5km、 北東から南西 5kmと細長い町域を

なし、北西は神栖町、南聞は利根川を隔て

て千葉県銚子市、 岡県香取郡東庄町に接し

ている。太平洋・利根川水系に支えられる

漁業・水産加工業、平坦で、砂質の壌土に適

合した土地集約型の施設園芸が盛んな農業、

鹿島開発により急速に発展してきた。 主
人口は平成16年38，909人 (12，947世帯)の

うち第一次産業就労者が13.3% を占め、そ

-256 -

第 1 図波崎町位置図



の23%が漁業者である。また製造業従事者の13.5%が水産加工に従事している。

(2) 農林水産業の概要

茨城県は全国でも有数の水産県で、平成14

年の海面漁業生産量は全国第 5位である。茨

城県沖合域は、親潮と黒潮が交錯し、魚、の餌

となるプランクトンが豊富なため、まいわし、

かたくちいわし、さば、さんま、かつお等の

寒・ f暖流性魚類の好漁場が形成されている。

一方沿岸域に分布する天然礁はすずき、ひら

め、かれい等根付資源の漁場であり、海岸北

部の岩礁域では、あわび、わかめ、また甫部

の砂丘域では、鹿島離はまぐり、こたまがい、

ほっきがい等二枚貝の漁場ともなっている。

この高い漁業生産力を生かし、茨城県の遠

洋・沖合で、は大中型まき綱、沖合底引網、沿

岸では船びき網、小型底引網などの多種多様 写真 1 かたくちいわしの水揚げ風禁

な漁業が営まれている。なかでも大中型まき網漁業は主軸であり、当泊、j去により

漁獲されるいわし、さば類などの漁獲量は同県の海面漁業生産量全体の 8割を占

めている。

波崎町は県下のまき網漁業の重要な基地であり、いわし、さばなと守を水揚げし

ている。水揚げされた魚種のうち、約 8訴はかたくちいわしで (46，828t 平成14年)

冷凍品、一般加工向けに利用されている。当地域の水産加工業は地元に水揚げさ

れたいわし、さば、さんまなどを原料とした水産加工品(冷凍加工原料、冷凍餌

料、 trr詰、桜干し、シラス干し等)のほか、最近では一部輸入原魚を使用したタ

コ、さば等の加工も行われている。その生産高は、茨城県沿海水産加工品の45%

(8 万t) 、金額にして23% (166億円)を占め、現在8社が稼働している。

このように波崎町を含む茨城県の漁業は日本を代表する漁獲量を誇り、水産加

工分野においても業績著しいといえる。しかしながら同県の漁業はいわし類やさ
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ば類といった資源変動の大きい回遊性資源に対する依存度が高いため、安定した

漁業経営を維持することは難しいといった側面がある。また市場の取扱量の大部

分を占めるかたくちいわしの大半が養殖魚、の餌として冷凍加工され、主に九州、

四国等の養殖業者に出待されるが、取扱数量に比べて金額は著しく低い(第 3 表)。

加えて後継者不足や漁業就労者の高齢化に伴う労働力不足、魚値の低迷などによ

り各漁業部門の経営体数は減少傾向にあり、海面漁業生産量は昭和61年112万tを

ピークに平成14年では185∞Otにまで、減り続けている。以上のような環境下、前

浜もののいわし、さば、さんま等を原魚、とした塩干し、煮干し等の加工を行って

きた水産加工業者も、経営の安定化を図るため漁獲の不安定な前浜ものから周年

稼働体制が維持できる輪入原魚、を用いた加工を行うようになってきた。この傾向

は波崎町の水産加工業でも顕著で、あり、移輸入原料を使って年聞を通して稼働を

維持する体質に変わりつつある。

第 1 表 2定減媒肉 5 漁潜水慰霊(地区7l1J)

平扇夜7巷
大津漁港
那珂滋湊漁港
大津漁港区
波崎漁港

計

第 2表

14 年 15 年
水揚 If 重量(( (%) 氷燭 If 盤((覧)

1.433 1.9 1 ,744 2 ,0 
21 ,628 28 , 1 18 ,279 21.4 

2 ,059 2 ,7 2 ,916 3.4 
3 ,824 5 ,0 3 ,855 4 ,5 

47 , 968 62.4 58.451 68 , 6 
76 ,911 100 ,0 85 ,245 100 ,0 

米躍水省・ま稼深水産物流通 t調査

茨媛県内 5漁港水機盤{魚種別)

*L\;f)し
かたくちいわし
しらす
さば類
その他

計

第 3表

1 4 年 15 王手
水爆げ重量((見) 水揚げ蚤(t:百)

945 1.2 821 1.0 
65 , 504 85 , 2 66 , 111 77 ,6 

1,846 2.4 898 1.1 
3 ,975 5 ,2 7,240 8 ,5 
4 ,641 6 ,0 10 , 175 11.9 

76 ,911 100 ,0 85 ,245 100 ,0 
3浜援水省・車線操水産割斑泡調査

平成14年の生産盤第5位全国生産裁の4，2%

平成14年の生産額第22位全国生産畿の1.6%
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第 4表波崎町におけるかたくちいわしの仕向け
(単位:%)

年次
非食用向 食用向

合計
養殖飼料 調味加工品i 塩乾品

平成13年 73.0 17.7 9.3 100.0 
平成14年 82.2 12.6 5.1 100.0 
平成15年 85.6 9.9 4.4 100.0 

※波崎水産加工業協同組合調べ

2. 受賞者の略摩

株式会社津久勝の代表取締役社長で、ある津久浦裕之氏は、昭和30年に茨城県鹿

島郡波崎町に生まれ、昭和48年 3 月に千葉県立銚子商業高等学校を卒業後、株式

会社ニチレイ水産部に就職し、同社における 2年間の研鎮の後、家業で、ある株式

会社津久勝商店に入社した。当初は養殖魚、飼料向けの冷凍いわし製造現場を担当

していたが、専務を務めていた受賞者の父親ならびに代表取締役を務めていた祖

父が続いて急逝したことにより弱冠25歳において専務となり、叔父とともに事業

経営に携わることとなった。 以来約30年にわたり、茨城県に水揚げされる水産物

を扱う水産加工会社として発展させるなかで新商品開発に従事し、地元では初め

ての蛸の加工を始め、スライスした製品の販売をしたり、かたくちいわしの新し

い加工法の開発を行い、従来の加工からの脱皮に努力し新しい考え方を経営に反

映させてきた。昭和60年10月から同62年 9 月まで、は波崎水産加工業協同組合青壮

年部長として、イベントの開催等水産加工品の出費拡大にも尽力した。平成15年

11月からは取締役社長に就鉦し、企業理念に「信頼、」を掲げ、アットホームに結

束した社員や、地域関係者の協力を得ながら、日々新しい事業展開を図りつつ地

域水産業に貢献し、意欲的に活動を続けている。 津久浦裕之氏は三男一女に恵ま

れているが、来春大学(経済専攻)卒業見込みの次男が家業を継ぐ意思表示をし

ており、すでに大手商社における 5 年間の修行の後に、父の後継者となるべく経

営に携わる予定となっている。
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受賞者の経営概要

1 .経営の概要

大正元年に現代表取締役社長津

久浦裕之氏の祖父にあたる津久浦

勝司氏が津久勝商問として創業、

昭和32年には法人化し株式会社津

久勝商店と改め、昭和58年に前会

長津久浦雄二氏が代表取締役に就

任した。平成元年に株式会社津久

勝と現在の社名に変更し、平成15

年に現代表現締役社長津久浦裕之

氏が経営を引き継ぎ現在に主って

いる。

写真2 津久浦裕之氏(下段中央)

元々当社は、前浜で水揚げされるいわし、さば、あじの冷凍養殖餌料、冷凍

加工原料魚、の製造を手掛けていたが、時代の変化に伴い、徐々に水産加工品の製

造に移行した。また、平成 5 年に蛸加工工場を併設したことにより、前浜に揚が

る鮮魚、の加工品開発に着手し、製造販売に取り組み始めた。これまで、かたくち

いわしの加工品といえば代表的なものが「みりんほしJ I田作り j であり、多く

の加工業者が類似品の販売競争を震関するなか、市況及び顧客ニーズに対応する

「刺身いわしJ Iいわしごま漬け」等の商品開発を地道に行ってきた。その地本

社工場で、は年間蛸加工3，5∞t、まいわし加工1，2∞t、かたくちいわし加工5，OOOtを

手掛けており、平成14年度には売り上げ実績49億円を計上している。設備は凍結

庫 (150t /日)、冷蔵庫 (6，∞Ot) 、チルドルーム (1∞Ot) 、コンピュータースケ

ール l 基のほか、下記の設備を備えている。
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2. 経営の成果

株式会社津久勝の全事業における純売上高は49億円で、あり、過去 3年間の年間

売上高は下記のとおりである。また、当該出品財の売上高に市める割合は 2%

(98，∞0千円)である。

当該商品売上

資本金 1，0∞万円
従業員数仮名(女性36名)
年期売上高 4別意向
出品財の全体売上高に占める割合 2% 

13年度

3,862,610 
37.400 

14年度

3.905.750 
30.400 
98.000 

(千円)

15年度
4,900,130 
94.400 

総売上高
経常利益

平成10年「つほ蛸」が大日本水産会会長設を、平成12年に fi舌たこ薄造り j が

水産庁長官賞を、平成14年には「いわしごま漬けJ が茨城県農林水産部長賞を受

賞した。今回の受賞財である「いわし黒潮巻き J は平成15年11月に開催された茨

城県水産製品品評会において、農林水産大臣賞の栄誉に浴したものである。 以上

のように、受賞者は自社の経営戦略としての商品開発を積極的に推進し、地域水

産加工業の発展に尽力している。
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受賞財の特色

1 .技術

(1) 受賞財の概要

本受賞財は、かたくちいわしのフイレー、大葉、梅肉を組み合わせたヘルシー

な冷凍食品であり、これを油で揚げることによって簡単に食することのできる全

く新しいタイプの調理素材である。かたくちいわしとしその葉をロール状に巻き

込むことにより、一口サイズで食べやすく、中央に国産南高梅の梅肉をトッピン

グすることで、見た目にも消費者においしさをアピールする仕 j二げとなっており、

和風料理、洋風料理、 j聞の肴など、一般家庭で手軽に本格的な魚料理に調理する

ことカすで、きる。

従来、当該地区でかたくちいわしを原料とした加工製品といえば、伝統的なみ

りんほし、煮干しであり、その他については大半が養殖餌料となっていた。本出

品財は、かたくちいわしを原料とした製品ではいままでにない、しその葉、梅肉

と組み合わせ、より現代の食噌好に合致した高付加価値製品として開発された。

原料として11月から 2 月までの冬期に地元で水揚げされた、かたくちいわし原

料を自社工場において冷凍加工し、これを中国大連の委託協力工場 (FDA H 

ACCP認定取得)に搬送して一次加工を行い、再び日本に搬送し最終工程を経

て商品として出荷される。販売先は地元のホテル、生協、 ]A、大手デパート・

量販窟であり、野球やサッカーなど学生向けのスポーツ合宿を行っているホテル

においても人気商品となっている。価格も手頃であり、 10g x 15借入りのパック

を卸価格160円/パック、末端価格298円/パックで販売している。かたくちいわ

しは魚体が小さく、その加工においては手作業工程を多く必要とするため、これ

がコストアップの要因となっていたが、自社独自のフイレー加工方法を開発し、

さらに一次加工を中国の委託協力工場で行うことにより、現在の販売価格を実現

することができたといえる。

農林水産大臣賞を受賞した平成15年度茨城県水産製品品評会で、は、「いわし、
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大葉、梅肉といういずれも健康ーに良い食材を使ったヘルシー食品であり、製品の

形態、色沢、香り、食味等の品質も優れており、これまで利用度の低かったかた

くちいわしの新たな可能性を見出す逸品である」との評価を得た。

(2) 製造工程の概要

「いわし黒潮巻き j の製造工程の概111告を図示すると、以下のようになる。

写真3 本社工場内作業嵐景

第2閤 fいわし黒潮焼きj の製造工桂

円→

•| 巻町 |• 

• 

;
 
;
 

一
生
1

一

?
u
"
に
一

• 

同町併

→庄日

→|金属検査|→

→日日ーー令

ア 原料選別・凍結処理

原料となるかたくちいわしは、高脂質及び高鮮度である冬期 (11月 ~2 月)に

茨城県近海で漁獲されたものに限定されている。また15 ~ 20gの大きめのものを
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魚、体選別したなかから、身が締まってしっかりしているものを選んで、捜用してい

る。

かたくちいわしは漁獲後30分から 1 時間伎のものが水揚げされ、入札される。

その後 1 時間以内に自社工場に運ばれ、選別の後、 40
0

C の冷蔵庫にてエアプラ

スト方式によりブロックで急速凍結される。すなわち漁獲から凍結までわずか数

時間以内で処理されるため、原料は極めて高鮮度が保たれている。

以上のように凍結処理されたかたくちいわしはコンテナに4対内され、大連まで

の直行便にて搬送され委託協力工場に運ばれる。

イ 冷凍原料の解凍・塩水処理

凍結保管されたかたくちいわしを 1 ~20C 

のチルドルームにて一晩解凍する。解凍され

た原料は 5%塩水で、処理する。

ウ フイレー加工

解凍されたかたくちいわしは、包丁が入る

くらいの硬さに解凍された時点でフィレー加 写真4 解凍されたかたくちいわし

工される。かたくちいわしは魚体が小さく加

工に手作業工程を多く必要とするため、これ

がコストアップの要国となっていたが、受賞

者は効率よくフィレー加工するための方法を

自社で独自に開発し、またこの工程を中国で

行うことにより低コストによる生産を可能と

した。

写真5 かたくちいわしのフィレー高品質保持のため、フイレーは高アルカリ

殺菌水で洗浄される。また加工処理は15
0

C 以下の作業場で、行われている。

エ巻き工程、梅肉トッピング、粉付け

かたくちいわしのフイレーを計量し (7 ~ 8g)、フィレーと大葉をロール状に
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巻き込み、中央に国産南高梅の梅肉を注

入によりトッピングする。これに粉付け

を施し、専用の容器に並べて急速凍結す

る。副原料にもこだ、わり、梅肉は紀州産

のものを使用している。また大業は日本

向け輪出100%の中国生産農家より無農

薬産品を購入している。大葉や梼肉を使

用することにより、かたくちいわし特有

の臭みをマスクすることができる。

写真7 梅肉注入

オ真空包装、凍結

写真6 大場巻き

写真8 粉付け

解凍から加工工程を経て凍結されるまで約 1 時間で終了する。細閣数も、一般

細菌102個以下であり、極めて衛生的に生産されている。

カ 品質チェック、販売用パック包装、凍結、出荷

パック毎に金属探知器を通過させる。トンネルフリーザーにて凍結を行う。

以上のように、中国に加工工穏の主要部分を委ねてはいるが、地元に水場げさ
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写真9 販器用パック 写真10 出品財

れた原料を凍結加工し、中国で、入手の係るところを加工したうえで、再度搬入し

品質チェックし、包装出荷しており、他産業にみられるような空洞化とは趣が異

なっている。

2 経営

株式会社津久勝は、昭和63年に業務拡張に伴い鹿島港に営業冷蔵庫を建設し、

平成元年には鹿島港南公共埠頭に物流倉庫を建設した。従業員は約60名である。

間社の商品開発は、特別な部門を設けておらず、消費者ニーズに直接接触する

機会の多い営業部員のみならず、製造部門に携わる社員からも積極的にアイデア

を公募しており、新商品開発の端緒となるケースも多い。また、現社長も製品開

発に積極的なアイデアマンであると自負しており、商品寿命が短いと言われる食

品製造業界の旗手と言われている。また、昨今、消費者の関心の高い安全・安心

に関しても積極的に取り組んでおり、特に衛生管理面については、 3 名の衛生管

理指導者を中心として社員の健康状態の管理から加工機器の消毒に至るまでソフ

ト面において社内教育の徹底が図られている。また、ハード面については、来春

日途に本社工場の改装に併せてHACCP導入に向け取り組んでいるところであ

り、さらに ISO認定も取得することで、日ACCP と連動したソフト面の充実

強化を目指しているところである。全潟、連産地工場会(取引先約1∞社が集う勉

強会)において東日本ブロック理事を務め、狂ACCPや中国事情等について地
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j或の知見を高めるべく努力している。

現社長のこのような積極的な考え方は、食品の加工・製造の分業化が国内だけ

ではなく国際的にも進展するなかで、今後の社員教育(海タ同ûf修iljlj を含む)や衛

生管理のひとつのあり方を示唆している。

福利摩生も優れ、パート職員にもボーナスや退職金を支払うなど準社員扱いと

し給与水準は地区の同業者のなかで、も最高水準を保っている。日給・月給制であ

るが、年末・年始等の祭日は有給扱いとし、社員旅行を年 l 回実施している。ま

た従業員とのコミュニケーションを穣極的に IZI り、明るいJfj技場刊z りを心がけ、従

業員が自民!に意見できる明るい雰間気作りに努力している。これらを反映して、

社員の勤続年数は非常に長しミ。

また、地元地域に対して水産加工業の理解を深めてもらいイメージアップを

閤るため、小学生を対象とした自社工場の見学を実施した。さらに青年会議所

の一員として各種ボランテイア活動に積極的に取り組むなど、地域振興のため

精力的に尽力してきた。

普及性と今後の方向

近年、いわし類が健康によいと見寵されてきており、まいわしについては、資

源の減少から「高級魚j として扱われるようになってきている。しかし、かたく

ちいわしについては、小型で身質がやわらかいため加工が難しいうえ鮮度低下が

速く、生委煮や甘露煮のような総菜品が生産されているものの需要は低迷してい

る。波崎町においても、かたくちいわしは煮千し、素干し、丸干し、桜子し、卯

の花漬け等の加工生産が行われてきたが、その需要は年々減少し、刺身製品、酢

漬け製品、冷凍食品などの製品開発もわずかに行われてはいるが、養殖額料向け

の需要の比率が高くなってきている。資源量の豊富なかたくちいわしを食品とし

て製品開発し、付加価値の高い利用法に結びつけることは、健康食に関心の高い

消費者ニーズにj之、えるだけでなく、魚、価低迷に苦しむ地元漁業者、水産力1I工業者

に対しても し、波崎町のみならず対岸に位置する千葉県銚子の同業者への波

及効果により、地域産業の活性化に繋がるものと期待される。
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こうした状況下、本受賞財は上記のようにこれまで茨城県沖合で大量に漁獲さ

れるものの、その大半が餌料向けとなっていたかたくちいわしを付加価値の高い

食品として加工した画期的な製品であり、既存の概念を打ち破る柔軟性があり非

常に先進的な取り組みであるといえる。かたくちいわしの漁獲高の多い向地区に

おいて、この開発事業がかたくちいわしの魚価の安定や向上に貢献し、また新し

い雇用を生み出す原動力となることは必歪であると考えられる。

(執筆者町政法入団合研批ンター中問問)
利用加工部品質管理研究室長 岡崎恵美子
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場春場春場常務常務*畿勢索活量殺勢来場春場*場場舗を場藷来場鳴骨量寝苦き農場場最*
寺島 寺島
笠 天皇杯受賞 意
志恋

愛 出品財むらづくり活動 警
マc'5 受賞者松本集落 事
わ

き島 (大分県宇佐郡安心院町大字松本) 寺島
~ 8陸
親子 得
場最**農場***場*畿勢場最*場**場春場*場最*骨量*紫哲き場悲鳴*場

受賞者のことば 松本集落代表松井義彦

これまで取り組んで参りましたむらづくり活動が評価され、栄えある天皇

杯を受賞できましたことは、松本集落民一同の喜びであり感激と問時に賞の

重さを痛感いたしております。

松本集落は、 遠い昔から先人達がむらづくり を通して、地域の発展に努力

し、現在まで引き継がれて参りました。 周囲を山に阻まれたイモリ谷と呼ば

れている小さな山村であり、不便さから他地区の人々が訪れることも少なく、

ましてや都市住民との交流など殆どありませんでした。

平成 2年度、松本集落に新規就農者として 3名の若者が入植し、本格的に

ブ ドウを栽培する ことになり、その後、 I ターン 9 家族、 U ター ン 7 家族が

集落の一員と して新たに加わ りま した。 それ以降、 昔から住む人々と若者た

ちが共にむらづく りに取り組むようになり、「自分達の村は自分達で、守っ て

行く J を合言葉に、みんなが楽 しめるイベン トを 2 ヶ 月に l 回程度開催し、

都市住民との交流を行っています。例えば「ほたるの皇の音楽会」では乱舞

するホタルを見ながら、音楽を鑑賞するなど初夏の夜を共に過ごすこ と で、

多くの人々との交流を生まれ、集落ぐるみでグリー ン ・ツーリズムに取 り組

むきっかけになりました。最近ではホームページを活用し、情報を発信する

ことにより、さらに人と人の交流の輸が広がっています。
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受賞者のことば

また、農業面では、転作作物として大立栽培に取組んだことを契機に、「商」

と f農J との連携が生まれ、アンテナショップが大分市内に開設されました。

農産物や加工品の販売にも弾みがつき、新商品が開発されるなど新しい産業

が生まれ、経済的な効果をもたらしています。

この度の受賞を機に子供達に夢をつなぎ、後世ーに誇れる"豊かなイモリ谷"

を自指して頭張って参ります。

地域の沿革と概要

1 .立地条件

松本集落の属する安心院自I は

大分県の中央部から北西部に位置

し、安心院盆地を中心として、東西

12km、南北18.5km、総面積147.l7krrí

の町である。北へ流れる三つの河川

の側条の水田地帯及び盆地の水田地

帯とこれらの河川を挟む丘陵地帯に

果楊問地域を有しており、標高l∞

第 1 図位置図

rf7 

~1∞Omまで(平均標高150m) と標高差が大きく、地形的には多様な地域である。

2. 社会、経済的条件

(1) 地域産業、経済の状況

安心院町の農業は、米、ブドウを中心に、畜産、野菜、花き等の複合経営がな

されている。その中でも水田面積は1560haで農地全体の78% を占める基幹的生産
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基盤である。また、都市と農村の交流事業では安心院型グリーンツーリズムの活

動が盛んに行われている。

第1 表農林水産業の概要(松本地125:)

¥¥  平成 平成 平成
最近年

ω王手 平成対ω年 備 考
2年 7年 12年 百年 比 構成比

総旺帯数 56 56 55 55 56 l∞0% 農業後継者確保率 l∞.0% 
農 家 数 51 43 39 31 31 60.89も 100.0% 専業 9.6% 

1阪Eを1 訳内 可商ゴー 法ア?ミ; 14 8 8 9 9 64.3% 29.0% i 兼 19.4% 
~rt 16 5 5 5 5 31.3% 6.4% 主業 6.4% 

E 兼 21 30 26 17 17 81.0% 54.8% 準主認業定農業者数(うち法人)9amq経b 営体家
訳内 主業 9 7 7 22.6% 
準主業 9 7 7 22.6% 基幹男子農業従事者数 詩人

数 E 副業的 21 17 17 54.8% 出稼ネ ω年 0.5% 
非農家数 5 13 16 24 25 制服 12年 0.5% 

等 規掛塁別数
0.5ha 未満 12 2 2 8.3% 3.2% 戸当たり平均耕作規模
0.5 ~ 1ha未満 10 16 14 11 11 110.0% 35.5% 1.3ha 
1 ~ 2ha未満 25 19 19 15 15 ω.0% 48.4% 
2ha 以上 4 4 4 4 lαJO% 12.初6

羽ト 地 59.0 52.1 51.5 50.6 50.2 85.1% l飢0% 地区麗積 395ha 
国 38.9 35.2 35.7 35.7 35.7 91.8% 71.1% 耕地率 12.6% 

耕地 内
立自立 通 知i 2.7 1.5 1.7 1.6 1.5 55.6% 3.0% 林野率 82.2% 
樹 国 地 17.4 15.4 14.1 13.3 13.0 74.7% 25.9% (i場整備率

号面 訳
牧 主手 地 。 。 。 。 。 田 74.2% 

畑 ω6 
採幕放牧地 。 。 。 。 。 利用権設定率 7.8% 
水 稲 27.7 27.8 21.8 11.0 17.0 61.4% 主な経営類型

大豆+レンゲ

大 A亡ムI 3.6 3.1 2.8 21.2 14.3 397.'2f!i6 転作ïlïî積 19.5h昌

(転作実施率
54.67%) 

ぶ ど つ 13.6 14.5 10.9 7.8 7.0 51.5% 

業農粗生
水 39.8 39.町8 28.7 14.0 却1.4 51.3% 2生7% 戸当たり農業粗生産額
大 51 0.2 0.2 0.1 5.5 3.7 iお0.0% 4.5% 2.6ï5万円
ぶ ど つ 54.1 臼 l 39.4 幻8 26.9 49.7% 32.5% 専業農家の戸当たり農

業組生産額

産額 直 立7とE 所 。 。 。 2.1 31.7 38.3% 3.9百万円

句
4
4
A
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(2) 交通

安心院町は古くは平安前期に国営倉庫として「安心院j が置かれ、平安後期の

太宰府を中心とした国道に安西復駅(安心院)と表されている。中世には荘園と

して栄え、また明治時代に制作された鰻絵(こてえ)が町内にl∞近く残るなど

農耕文化、交通の要所として栄えてきた。現在の交通は、国道5∞号が中央部を

南北に縦断し、それに県道8号と広域農道が連結している。平成 2年には北九州

と大分を結ぶ「北大道路j が開通し、安心院インターが開設されたことで広域的

な交通条件が飛躍的に高まった。

むらづくりの概要

1 .地区の特色

松本集落は安心院町のほぼ中心部に位置し、四方を山に閉まれ、松本川に沿っ

た谷に農家が散在している。谷はその形が fイモ 1)J (トカゲの形をした水生で、

赤腹の両生類)に似ていることと、「井守り」水を守るという意味を込めて通称『イ

モリ谷J と呼ばれている。盆地であるため、夏の気温は35
0

C程度まで上昇し、冬

は氷点下と寒暖の差が激しい。

国道、県道から遠く離れた山聞に散在する小さな集落にも拘わらず、総世帯数

56戸の集落には新規就農者、間芸家、染色家などの新規参入者が多い。集落内に

は30~ 50歳前半の農業経営者が10名も残っている。乳幼児 4 名、小学生12名、

中学生 5 名、高校生 8名と、他集落に比べて子供たちも多く活気に満ちている。

農業は、米、転作大立、ブドウの生産が中心で、そのほかにイチゴ、メロン等

の施設野菜が生産されている。ブドウについては、昭和41年から46年まで導入さ

れた国営農用地開発事業により 18.7haが造成され、新たに栽培がはじまったもの

である。

松本集落は、粘土質の土壌と昼夜の寒暖差を活かして良い食味の米が生産され

てきたため、平成 2年に集落の中央を流れる松本川の河川改修工事とほ場整備が

完了してからも、米以外の作物が栽培されることはなかった。このため、個々の
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農家が米を独自に販売し、生産調整の達成率は88% (平成11年度)と低く、転作

の問地化や営農組合を設立することは不可能と思われる地域で、あった。

2. むらづくりの基本的特徴

(1) むらづくりの動機、背景

松本集落では、農業は水稲が中心であり、その経営は個別経営が中心であった

ことから共同体意識が薄れつつあった。そのような状況の中、平成12年の営農組

合の結成が松本集落のむらづくりのきっかけといえる。

ア 営農組合結成までの状況

営農組合結成までには、生活文化面では、「ほたるのの音楽会J (平成 8 年~)

や f夏の夜の映画祭J (平成11年~)、秋祭りへの消防団の出店など住民個々によ

る様々な活動が行われていた。このような活動を通じて、地集落や都市住民との

交流が住民個々のレベルで活発に行われていた。

また、松本集落には10年以上前から新規就農等による 1 . U ターンの住民が定

住するようになっていた。そしてこれらの活動には地元住民だけではなく 1 . U 

ターン者も一緒になっていた。こういった住民の活動や 1 . U ターン者の積極的

な参加がむらづくりの重要な下地となってきた。また住民の集まる機会としては、

消防笹川集まりやミニバレーの集まりなどを活用して、地域の将来についての話

し合いをしてきた。

また生産面では、「奥まった谷J ともいうべき地形条件の中で、谷部で、は水田、

傾斜地ではブドウが主要な生産物として生産されてきた。ニヒが米づくりにむいて

いることから、大豆等への転作はあまり進んで、いなかった。

イ 営農組合の結成

そして、平成12年に生産函で、の動きがあった。それは、安心院町単独の施策で、

水田転作の際大立に集団で司氏作した場合にヒ乗せ補助をするというもの、そして

中山間地域等直接支払制度で、ある。水田転作を集団化するために、集落の農家全
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体での合意形成が必要であることから当時の区長が農家に説明してまわった。そ

して、転作大豆の栽培を行う f松本営農組合J が設立された。

ウ 商業者との連携による集落のアンテナショップの開設

転作によって生産された大立については、大分市の豆腐製造業者(いづみ産業

(有))との連携によってこだわり立腐の原料として継続的に利用されることとなっ

た。さらにこの商業者との連携は、平成14年に大分市での集落のアンテナショッ

プ「立の力屋J をオープンさせるまでになった。このアンテナショップでは、集

落でつくられた野菜、ブドウ、パンなどの様々な生産物を販売する場として活用

され、それまで市場出荷できなかった野菜などが販売できることとなり、高齢者

や女性の自給的農家に活気がでできている。

エ営農センターの設置

営農組合を結成する中で、当時の[R長は話し合いをする場所が必要であること

を痛感していた。そのような時に中山間地域等直接支払制度が始まった。ただ、

その制度では農地の場所によって受け取れる金額が異なっていたことや農家以外

の住民にも参加を促すことを考え、集落の各戸から一律10万円を拠出してもらい、

中山間地域等直接支払制度の交付金の個人配分を入り作耕作者を除き平成12年と

13年度は行わず、その資金で営農センターを設置した。名前は営農センターであ

るが、農家だけではなく、集洛のすべての住民が使用できる施設である。

オ 個々の活動が集落全体の活動へ

それまで

が、平成14f年ドにこれらの様々な活動を集?落喜全f体本でで、行う i活舌動として集落として正式

に認められたO それまで倍々の活動で、あったものが、集落全体のパックアップに

支えられて行われるようになった。

また、平成13年に集落の将来構想、を示したむらづくりビジョン「快適・やすら

ぎの里・いきいき松本」を策定し集落内で、の合意形成を図った。

さらに今後は、平成16年に完成した農産加工所兼販売所「大きな豆の木」が、
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集落グリーンツーリズムの活動拠点となり、次世代に繋ぎ、次世代を育むむらづ

くり活動が展開されていくことが期待されている。

(2) むらづくりの推進体制

ア松本集落(自治匹)

区長を中心とした集落全戸が加入している自治組織。全戸の投票で選ばれた註

長、副区長、会計の 3役と前i玄長を含む 4 人の評議員の計7 名で役員会を構成す

第 2図松本集落むらづくり推進体制

ぐ 松本集議 >

松本笈競走塁会 41 }ま
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写真 1 受賞者(松本集落の皆さん)

る。役員会で検討した各種活動や年間運

営を全戸出席の総会で合意をはかり

的に自治活動に取り組んでいる。かつて

は古老中心の運営であったが、 40~60

歳代の若手が役員として参加するように

なったため、若手の発言が集落運営に

活かされるようになった。また平成16年

4月の総会で評議員に女性を加えることが承認された。集落行事となった各種交

流事業は役員会が各実行委員会と調整を図りながら共同で開催するため、行事を

行うごとに会議を重ね効率的な活動へと展開してきた。自治区の下部赤肘哉として

「消防BIJ I老人クラブJ I子供会」、そのほかに「ひょうたん池管理組合J I共有

林管理組合j の営農に関係する組織があり、それぞれの組織が協力して集落行事

を行っている。

イ 松本営農組合

大豆の集団転作をきっかけとして、生産性の高い農業経営を営み組合員の利益

増進を図る目的で平成12年 5 月 30日に設立された。水回転作等農地利用計画の調

整、農作物の作付け、栽培協定、農作業の受委託、共間利用農業機械の購入、維

持管理等の事業を行っている。平成15年度からは区長・副区長が営農組合の役員

を兼務するようになり営農活動がむらづくり活動と表裏一体の活動として認知さ

れるようになった。ほかに事務局長、監事、作業班長(機械、生産管理)と 6 つ

の小字の連絡員を含む運営委員が組合運営に当たっている。

また、営農組合の呼びかけで新たに「いきいき松本生産販売部J I炭焼き組合J

が結成されるなど、必要に応じ委員会や部会を結成し細部の協議を行っている。

なお、当組合は安心院町で初めて設立された組合で、現在では町内にお組織あ

る営農組合のリーダー役として「安心説町営農組合協議会j でも活躍している。

ウ 安心院松本イモリ谷苦楽分

若手10組の夫婦で結成された組織で、集落内にあった各種有志のグループ(ほ
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たるの盟の音楽会実行委員会、映画会実行委員会、松本音楽分(ソフトボール部)、

松本ミニバレ一部)を網羅し柔軟な発想で白治区との連携調整を図り集落内はも

とより集落を)笥えた仲陪づくりを行っている。会長、副会長、会計の 3役と企画

班、環境整備班、情報発信班で構成され、松本の自然景観、文化財字、農業生産環

境を生かした都市住民との交流、スポーツ大会などの各種行事を企画、実行し集

落のむらづくり活動の輩出役となっている。イモリ谷から情報発信するため集務

ホームページを開設したり、集?答案内板を設置するなど活発に活動している。

会費については、発足当初は年間12∞0円を徴収していたが、現在ではイベン

トなどによる収入もあり会費を徴収していなし、。

またこの苦楽分の活動は、平成14年より集落全体の活動として位置付けられ、

集落からのサポートも受けている。そして、将来的には、苦楽分の役割が自然に

集落に吸収され、あえて fイモリ谷苦楽分j を名乗らなくても、その役割が果た

せるようになるのが理想である、とメンバーは考えている。

むらづくりの特色と趨秀性

1 .むらづくりの性格

(1) l' U ターン者受け入れの雰囲気

松本集落には一般的な農村部にある閉鎖的な雰閥気があまり見られない。集落

へ新しく来る人を受け入れる柔軟な姿勢がある。この姿勢は集落全体の人々の雰

囲気となっている。そしてこの雰囲気の中で、 1 . U ターン者が積極的に集落で

の活動に参加しており、一部で、は守地域で、の活動を先導している人もいる。

(2) 高齢者の若者支持による全住民参加によるむらづくり活動の活性化

1 . U ターン者受け入れの雰間気と同棋に、一般的な農村部ではイニシアテイ

ブをとる集務の高齢者が、若者や 1 . U ターン者の考えや行動を押さえつけず、

逆に積極的に前に押し出し支えている。松本集落のむらづくり活動にとってキー

マンとなる悲い人達が行動できるようになったのも、この雰凶気があることが大
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きな要因といえる。

(3) イベントを通じた地域住民の積極的な参加とその場づくり

上記のような雰閤気が集落全体にあることから、様々な活動に集落の住民が積

極的に参加している。規制される参加ではなく無理のない参加である。これには

若者や女性、または I . U ターン者などの参加の場づくりがなされていることが

大きな要因である。

(4) 集落での暮らしに対する誇り

集落の住民は、松本集落での暮らしに満足している。それは I . U ターン者も

そうであり、また普からの住民もそうである。このように集落での暮らしをよい

ものと自己評価することで、さらに地域での活動に積植的になっていくという好

捕環が生まれている。

また、集落での活動について、「まず自分たちが楽しむことが第一。自分たち

が楽しくなければ、外から来た人だ、って楽しいはずがない」という考えを持って

いる。

(5) 営農組合による集団水田転作の成功

生産聞では、以前より稲作やぶどう生産

などが行われてきた。そして水田の大豆へ

の転作や中山間地域等直接支払制度の受

け入れの状況の中で、営農組合が結成され、

集落全体で将来の農業を考えていくとい

う体制ができあがっている。また同時に営

農センターを設置するために集落全体で

の話し合いが活発に行われ、現在まで続く

集落全体の参加による活動の下地をつく 写真2 松本営農組合による転作大豆の受託作業

ってきた。
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(6) 外部商業者との共同による大豆生産の持続性確保

営農組合では、大立を集団化することに成功したが、同時に出荷先として外部

の商業者と連携することにより、持続的な生産体制を築くことができている。

(7) 直売所設霞による地域内少量生産物の販路確保

商業セクターとの連携は、大立の出荷にとどまらず、大分市でのアンテナショ

ップを開設するにまで、至っている。アンテナショップでは、集落の農家やパン愚

からの生産物が販売されている。それまで市場出荷できなかった野菜が売り物に

なることで、高齢者や女性達が活気づいている。また今後の展開としても、この

ような度売所等の売る場所を増やすことでの増援を目指している。

2. 農業生産面における特徴

(1) ブドウ団地の整備と後継者の背成

松本集落では従来、米麦を中心にカイコや繁殖牛などを営む小規模な農業経営

が行われていたが、昭和40年代に取り組んだ「国営農用地開発事業(通称パイロ

ット事業)J により、山林や原野を造成しブドウ栽培が始まった。このことが松

本集落の営農の基按を確立し結果的に多くの農家で後継者を確保し、現在の集落

に中核的リーダーを育てることとなった。 30年余りを経過した開地は現在、安心

院l町外からの新規就農者の受け入れや観光農関を中心とした経常に取り組む者、

ぶどう酒専用品種に取り組む者などに継承され、現在 7ha、 11戸でブドウ栽培が

まれている。また、若い後継者として、現在の経営者の子ども達が就農してお

り、集落の農業の担い手、むらづくりの担い手として大きな期待を寄せている。

(2) 大豆転作の集団化

前述のように、町の上乗せ補助をきっかけに集間的な大豆の転作を集落ぐるみ

ではじめた。平成12年に基盤整備田20haの 8 舗にあたる 17haに大立を作付けし、

「水田には水稲」との概念を渡した。次年度以降は大立の連作障害をさけるた

め、南北に 2分割してブロックローテーションにより 1 年交替で水稲と大立を栽
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培し、冬作はみつ源れんげと麦で農地の高度利用を実践している。

平塩部に比較し臼照時間が少なく、土質は重粘土であることから、松本集落は

大豆の栽培には必ずしも適さない。収量はlOa当たり 120kgと低い。しかし、こだ

わり豆腐のための大豆を探していた実需者が求めるほど良い品質であったため、

豆腐製造業者のいづみ産業嗣との契約栽培がはじまり、松本集落の石挽豆腐の原

料として全量が買い取られる体制ができた。

なお、土づくりが基本であることから、町内の耕種農家による「わら組合」と

連携した耕苔連携の地域循環型農業に取り組んで、いる。

(3) I松本イモリ谷j のアンテナショップ開設

生産現場との関わりの中でいづみ産業(有)は、「良質な大豆産地を守り農業施策

に左右されない大豆の価格形成が必要」だと考え、松本の大立を「石臼挽きの豆

腐J というこだわり商品に加工し、付加値億をつけて売っていくための専門店の

出店を計画した。これが、大分市内の「豆の力震j で、コンセプトは「松本イモ

リ谷をまるごと売るお店Jである。一方集落では、集落ビジョンの作成段暗から、

農産物の加工や直売所設置への意欲が高まっており、いづみ産業(却の計画が営農

組合に提案されるやいなや、大分市へのアンテナショップ設置の動きは一気に加

速した。集落全戸に参加を呼びかけ協議を重ねた結果、平成14年7月に女性や高

齢者が中心となって、「いきいき松本生産販売部J を設立し、生産や出碕の調整

を行う体制も整備した。また「豆の力屋jでは 2名分の新たな雇用を生み出した。

毎朝 7 時半、メンバーが農産物や農産加工

品を集落の営農センターに持ち寄ってくる。

朝の営農センターはにぎやかである。荒れが

ちであった山際や未整備な田畑に小物野菜を

栽培するようになり、部会員はいきいきと張

り切っている。

また、このアンテナショップの開設が女性

起業活動を促進させることとなり、大立や地

域の素材を原料にした大豆こんにゃく、練り 写真3 集落アンテナショップ自の力屡j店内
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味噌、地元野菜の漬け物、惣菜、鰻頭などの田舎のおふくろの味が続々と商品化

され、 4 カ所の農産加工所が開設されるに主っている。

(4) 集落内に設置した直売所「大きな立の木J

松本集落で転作大豆の活用のために、納豆の製造販売と地域農産物の販売を日

的に、平成16年 4 月に設置されたものである。本格的な稼働はこれからであるが、

施設内には、レストランを設営するなど集落のグリーンツーリズムの拠点として

期待されている。さらに、営農組合の事務所も設置され、営農センターと並ぶ集

落の営農の拠点としても期待されている。

3. 生活・環境整備誼における特徴

(1) 営農センターの設霞

営農センター設置の際には、農家のみではなく農家以外の住民も含めた集落全

体で費用を負担したことから、農業関係にかかわらず集落のどのような活動にも

活用されている。現在では年間120日もの活用がなされている。まさにむらづく

り活動の中心である。また、営農センターの敷地内には、 i直売所への集荷場があ

り、毎朝住民が顔をあわせる場所となっている。

(2) 集落 700 年の誇り

のどかな桃源郷のような谷のほほ中央に、700年の歴史がある f南光寺」がある。

その山門の両側にある 2体の仁王像は県の指定重要文化財今で集落のシンボルとし

て大切に保存され、集落の人がボランテイアで吹き込んだテープで、訪れた人た

ちが南光寺と仁王像の説明を開くことができる。その南光寺を公民館としても活

用するため、昭和34年住民からの寄付で改修工事をおこなった。

松本集落の住民は、心から地域資源や人材に誇りを持ち、形や風習に捕らわれ

ずに神社、無形の文化を剤主承してきた。

また、盆おどりは起源を江戸時代初期に遡る文化財-と言えるもので、若者の減

少で一時途絶えていたが、昭和57年に復活し継承している。旧盆に初盆の家をー
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軒一軒回り、庭に傘鉾をたて、「詠歌J Iシカシカ J IパンパJ I南北」の順に厳か

に執り行われる鎮魂供養で、「庭入り」の形態をとどめるのは安心院町で松本集

落だけとなっている。 8 月 13日の本番を前に集落全戸で練習を重ねる。

第2表 むらづくりに関する年表

年度 生産lliï 生活菌

鎌倉時代 -南光寺建立、仁王像安置。

江戸時代 -集落名が「松本JIこ変わる。
. r ひょうたん池」改修に集簿全戸で取り

昭和初期 組む
昭和41 年
~46年 -濁営農地開発事業によるぶどう園造成

昭和57年 E 県営ほ場整備・松本111改修工事着ヱ
-陶芸家が松本集落1:.新規参入。以後、

平成2年~ 松本集落への新たな居住者多数。

平成5年 -消防団による秋祭りの活性化
-神社の御仮患を利用した第 1 回 rlまた

平成8年~ るの恩の音楽会J開催

平成11 年~ -第 1 回 r~の夜の映画会J開催
. r松本営農組合J設立

平成12年
-中17山ha間の地大域豆等集直聞接転支作払に制取度り検討会

組む
-営農センタ 、農機具格納庫完成

平成13年

(むらづくωョン「快適やすら j 
ぎの畏いきいき松本Jを策定

-大分市内に集落の農産物や加工品をを集落行事として行う」とを集落総会で
まるごと販売するアンテナショップを慌設 承認

平成14年
[第 1 回「イモリ谷れんげ祭りJ開催 j

平成15年 -純米酒「イモリ谷Jプロジェクトスタート
-いたもけり，駒谷打里ち山体井験守J森交守流プ会ロ開ジ催ェクザし
し、

-営農組合の農産物加工兼直売所「大
平成16年 きな豆の木J完成 • r桜並木復活プロジェクトjスタート

(3) I松本イモリ谷j 集落グリーンツーリズム

以前から「松本集落」の自然や文化を誇りに思う有志が「ほたるの盟の音楽会」

(平成 8年~)や「夏の夜の映画会J (平成11年~)なとやの行事を行っていた。

平成14年春の集落総会で、有志で、行っていたこれらのイベントを、集落を挙げた
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イベントにすることが決定され、自治区の協力と支援が確認された。

神社の御仮屋(おかりや)で

外の出i演寅者による楽器j演蜜奏や歌の合間に、すべての照明を消して松本) 11 に舞うほ

たるの鑑賞を行うものである。集落内では音楽会の機会を、都市の方々には幻想

的なホタルの乱舞と農村の魅力を提供している。また、各種イベントでのコンサ

ート出演者は、ノーギャラであるにもかかわらず県内外から集まり、出演する側

にとっても魅力あるイベントとなっている。

このような交流活動と生産活動が結びついて企画されたのが、平成14年の 4 月

29日に開催された「第一回イモリ谷れんげ祭り j である。いづみ産業怖)の協力に

よる石臼挽き豆乳、豆腐づくりの体験、イチゴや野菜の収穫体験、炭焼き体験、

ぶどう国見学、レンゲ焔の散策など、大立の生産と加工に関わるイベントが、

齢者の技術や農村ならではの資源を活かしたイベントと結びつき、生産活動と結

びついた集落グリーンツーリズムの新しい形

が象徴されるお祭りとなって今に続いている。

さらには、松本集落で現在 1 軒が農家民宿

を申請中である。

こういったグリーンツーリズム活動によ

り、それまで当たり前の環境であった自分た

ちの住む集落について、改めてそのよさを認

識したことや、外からの客が来ることで地域 写真4: Iイモリ谷れんげ祭りjでの豆腐作り体験

をきれいに保とうという気持ちができたことも大きな成果で、あった。

(4) 集落のホームページの開設

f松本集落の良いところを多くの人に知ってもらいたいj と「イモリ谷苦楽分J

が、県内のベンチャー企業の協力を得て、集落のホームページを平成14年 2 月に

立ち上げた。集落のイベント紹介や結果報告、集落住民の横顔などを発信するホ

ームページで、掲示板にはイベント参加者の感想、や都会で生活する我が子や見知

らぬ人から多くのメッセージが番き込まれて、新たな'1育報交換の場となっている

(http://www.ajimu.jp/) 。
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(5) 1. U ターン者の活躍

松本集落の良さに惚れ込んで、、外部から集落に移住してくる人々が増えた。平

成 2年からすでに 9家族32人(集落に移住後誕生した子供も含む)で、近年住民

が増加している。その顔ぶれも多彩で、新規就農者はもちろん陶芸家や染織家も

松本集落へ移住してきている。松本集落に移り住んだことで「立の力屋」の店長

に抜擢された人もいる。

新規就農者の人達にとって農業基盤が整備されていることも条件ではあるが、

何より、松本集落の気風には新規の人たちを受け入れる懐の深さが備わっている。

田舎生活にとけ込めず都会に庚っていく事例を聞くが、松本集落ではそのような

トラブルはまったくない。松本集落に移住を希望する人が後を絶たないため、現

在集落には空き屋がない。集落の心地良さは I ターン 9 家族 (32名)、 U ターン

7家族 (23名)の共通の思いである。

移住を希望する人たちに、松本集落のルール(習わし)をしっかり伝え、山里

の集落で、互いに劫け合い理解し合いながら生きていくことの大切さを伝えてい

く。その役割を担うのは自治匿の役員や長老たちだけでなく、近所の人や日々の

出会いの中で、行われている。

旦集落の住民ともなれば新規の人たちをよそ者扱いすることはなく、各種組

織の加入や役員も対等である。行事や営農活動にも企画段階から積極的に参加し

ており、集落にとっても若手の仲間入りで活力が大いに増している。

(執筆者間産開振興関政策制整備問「
農村整備企画係長峯村岳 j 
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執委 寺島
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受賞者のことば 農事組合法人いくみ代表清水貢

この度、身に余る賞をいただき組合員をはじめ、地域を挙げて喜びに沸い

ております。また、日頃組合に対しまして、ご支竣ご協力頂いております方々

に心より感謝申し上げます。

当地底は、静岡県のほほ中央に位置し、大井川の支流伊久美J 11 に沿って点

在する 12集落からなる、戸数3∞余りの過疎化・高齢化が進行している典型

的な中山間地域で、東海道沿/楳からさほど距離はありませんが、通過・交流

入口の少ない閉塞的空聞を呈した地区です。

このような中、地区の維持に強い危機感を抱いた者達が主体となり、住民

によるワークショップを実施し、地区の将来計画を作りました。キーワード

を「体験と食・文化の継承J とし、地域全体から協賛者を募り、平成10年に

組合員数74名で、農事組合法人「いくみj を持出哉し、地元女性が中心となって

運営する農産加工体験施設「やまゆり J をつくり、 111村と都市住民の交流拠

点として活動を始め、以下の 4部門体制で様々な事業を実施しています。

「体験加工部J …地元農家女性の創意・工夫による農産物加工

「交流企画部J 一都市小学生を対象とした農業休験活動である「あぐりわく

わく探検抹j の支援を中心に食農事業を展開

「地域振興部J …地域全体で行う祭やイベントの協賛により、都市との交流
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受賞者のことば

を推進

「物産販売部J "-JRの駅などで農産物や加工品を販売し、伊久身地匿のPR

活動を実施

部門間の連携のもと、これらの事業展開により、働き場所が少ない当地域

で20数名の雇用の場が創出されたのをはじめ、伊久身を好きになってくれた

ファンができ、訪れてくれる人が増え、農産物出品を励みに高齢者が元気に

なったりと、成果が現れ始めています。

今後は、もっと多くの方々に伊久身の良さを知ってもらいたいと皆で話し

合っています。そして、地域一体となって力をあわせ、活動を進めていきた

いと考えています。

地域の沿革と概要

1 .地域の立地条件

島田市は、静岡県のほぼ中央部に位

置し、大井川に沿って南北に広がる水

と緑が豊かなまちで、約2/3を占め

る北部の山地、南部の牧の原台地及び

その 2つに挟まれた大井川蔚状地から

第 1 図位置図

なっている。また、Jl I幅約 1 kmにも及ぶ一級河川大井)11 ，土本市の成り立ちに重要

な関わりを持ち、市域を二分している。人口は76，230人、世帯数24，446世苦(平

成14Sf:ô 12月末現在)であり、出生率の低下に加え、 65歳以上の高齢者の割合が年々

くなり、少子高齢社会を迎えようとしている。
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2. 市開村の農林水産業の概要

島田市の農業は、茶を中心に、水稲、レタス、パラ等の施設園芸等、多彩な都

市近郊農業を展開しているが、専業農家が減少し、兼業農家が増加するなど農業

形態の変化も見られる。林業は、市の6割近くを占める山間地でスギ、ヒノキな

どが営林されているが、林家の多くは、農業を副業として経営している。

むらづくりの概要

1 .地区の特色

(1) 立地条件

伊久身地区は、島田市の最北部に位置し、標高2∞ ~6∞mの急峻な山が連な

る 111開地域で、地区の中心部を伊久美川が流れている。地区面積は38.l3krríで、

点寵する 12の集落に、 326戸. 1.181人が居住している。地区から他の市町村へ抜

ける連絡道路もなく、観光地への通過点でもない閉塞的地勢のUJ間地域であるた

め、流入人口、通過人口が非常に少ない地域であり、市内の他地区と比べると、

過疎化、高齢化が進行している。

伊久美J 11沿いに、当地ほと島田市街とを結ぶ県道が走り、交通手段としては、

平成15年 4 月から、市営のコミュニテイパスが 1 時間に I 本運行されている。

(2) 農林水産業の概要

当地区の基幹産業は第 l 次産業であり、平坦地が僅少なため、水田は少なく、

茶、椎茸栽培、さらに近年始まったわさび栽培などの農業と林業によって支えら

れてきた。中でもお茶は、伊久身地区で古くから栽培されている基幹作物であり、

共同茶工場の運営は、地域の結束力の背景ともなってきた。

また、農林業が伸び'1歯みの状況にあり、新たな産業の掘り起こしを図るため、

渓流を利用したヤマメの養殖や、もろこし村、観光栗関など、地区の特性を活か

した住民主導による様々な村おこし活動が展開されている。

288 -



第1表農林水産業の概要(伊久身地区)

¥¥  乎成2 平成
最近年

ω:年
年 7年 平成12 対ω年 構成比 嬬 タJ 

年比
総世帝数 338 330 3詔 320 94.7% 農業{継者確保率 522% 
農家数 お9 229 お8 189 73fflo i∞.ω6 専業 182% 

炭曲 内 専業 お 20 24 ※22 95.7% 11.6% 1 兼 58.l96 
訳 I 兼 126 99 79 ※69 54.8% 36.5% 主業

E 兼 110 110 105 ※67 ω996 お'.5% 準主業
家

訳内 主業 86 ※70 37切6 認定農業者数(うち法人) 14(0)経営体
i事主業 42 ※33 17.5% 基幹男子農業従事者数 ll7人

数 E 副業的 80 ※55 29.l% 出稼率 ω年 096 
非農家数 79 101 120 131 165.896 14年 ω6 

等 士前塁数院
0.5ha未満 124 89 83 67 54.0% 35.5% 戸当たり平均耕作規模
出~ 1ha未満 95 90 67 59 62.l% 31.2% 0.97ha 
1 ~ 2ha未満 39 49 52 53 135.9% 28.ω6 
2ha以上 6 10 1側0% 5.3% 

耕 地 146 150 154 154 105.5% iω脱 地区部積 3.813h a 

耕地
田 13 10 9 8 61.5% 5.2% 耕地率 4.0% 

内 普通畑 3 3 3 4 133.3% 2.6% 林野率 84.3% 

積等面 樹閤丸h 131 137 142 142 108.4% 92.2% (J:場整俄率
訳 牧草地 。 。 。 。 出 0.2% 

畑 3.8% 
採草放牧地 。 。 。 。 利用機設定率 16ω6 

茶 129 136 139 136 105.4% 主な経営茶類単型一経営
95.9% 

転作面積 11.7ha 
(転作実施率 64%) 

業粗生農
守A七←T 395 375 393 430 108.9% lα10% |戸当たり農業粗生産額

2.72 吾万円

専業農家の戸当たり農業粗生産額

額産 -認定農業者 15百万円

(注) ※r:~(;l:販売農家の数値
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2. むらづくりの基本的特徴

(1) むらづくりの動機、背景

伊久身地区は通り抜けで、きない閉塞的地勢の山間地域であることから、昭和30

年代後半から過疎化と高齢化が急速に進展し、地区の伝統行事で、あった「とうろ

んJ (お盆の送り火行事)が廃れるなど、このままでは個々の集落や地区そのも

の存続、維持ができなくなるとの危機感が地区住民に芽生えた。

ア 伊久身地区コミュニティ委員会の設立

このような中、島問市が伊久身地区を「コミュニティ推進地区J に指定したこ

とが契機となり、昭和57年、地域の活性化を目的に、伊久身地i玄12集落の町内会、

各種団体の代表者が参集し、「伊久身地毘コミュニテイ委員会」が設立され、そ

の下部産財誌として各集落から 1 名ずつ選出された代表で構成する「ふるさと部会」

が設置され、地域住民自らがむらづくりについて話し合いを進めていった。

イ 伊久身地区村づくり委員会の設置

また、昭和63~平成元年度にかけて島田市が「地域別まちづくり計画事業」

を実施したのに伴い、伊久身地区では、「伊久身地区村づくり委員会」が発足し、

自然・控史・産業の体験をキーワードとしたむらづくり構想、を策定した。その後

委員会は解散したが、「村づくり委員会j での構想策定の過程で、建設的なアイ

デアを多数提案してきた20代、 30代の委員は、「ふるさと部会j に合流し、地区

の活性化を進める原動力となった。

議論を重ねていく中で、むらづくりの実際面での担い手も形成されはじめ、策

定されたむらづくり構想に沿って、「やまめ平J 、 f しいたけ村j、「もろこし村」、

朝市等、集落ごとの取り組みが動き始めていった。

ウ ワークショップ開催と伊久身活性化推進協議会の立ち上げ

さらに平成 7~8年には、市の「中山間地域拠点集落整備構想、策定事業J のも

とで、伊久身地区全域から 1∞名以上が集まってワークショップが開催され、伊
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久身地託金体のむらづくり構想が議論された。この中で、個々の集落の取り組み

を有機的に結び、つける拠点施設の必要性も議論された。

ワークショップ解散後、その中核的メンバーは、平成 9 年、「伊久身活性化推

進協議会J を立ち上げ、若手住民がリーダーとなって年配者がそれを支援する形

で都市農村交流の拠点施設、地元食材加工品の PR施設づくりについて住民の合

窓形成が進められ、そうした施設を支える組織の必要性も明らかになった。

エ 「ゆりの根グループJ、「伊久身わくわく倶楽部j の誕生

農村環境改善センターで昭和63年から行われていた農産加工教室に参加してい

た農家女性11名によって、農産加工グ‘ループ「ゆりの根J が平成 6年に立ち上が

り、各種農産加工品の開発と販売に取り組んで、いった。

また、平成 8 i!三には、「ふるさと部会」と「ゆりの根グゾレープ」の有志によって、

「伊久身わくわく倶楽部」が結成され、小学生を対象として、農作業、農産加工、

自然、伝統行事等を体験する「あぐりわくわく探検隊J 活動が展開されていくな

ど、むらづくりの実施主体となる組織が育っていった。

オ 「農事組合法人いくみj の誕生

こうした経緯をもとに、 fゆりの根グループJ や「ふるさと部会」、「伊久身活

性化推進協議会」等が合同で、将来に向けての夢を語る「夢会議」を設立したこ

とが、むらづくりの実施主体としての「農事組合法人いくみj 発起人委員会設立

のきっかけとなり、平成10年、

組合法人いくみJ が誕生した。

「ゆりの根グループj は f農事組合

法人いくみJ の体活効日工部へ発展し、

fふるさと部会j はむらづくり機能を

f農事組合法人いくみ」に移管した。

また、平成11年には、交流拠点施設と

して農産物加工体験施設「やまゆり J

が完成し「農事組合法人いくみj の活
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動はさらに充実したものとなった。

現在、「農事態合法人いくみ」は「やまゆり」を拠点に、農産物加工体験と地

域の豊かな自然等を求めて訪れる交流人口の受け入れ基盤となっているほか、地

域内高齢者に伝統作物や伝統文化の伝承者としての役割を与えることによる生き

がい作りや、市内小学校の体験学習等にも寄与し、伊久身地区の地域づくりに大

きな役割を果たしている。

第2表 むらづくりに関する年表

年表 !大J ιfモゴァ

昭和57年12月 「伊久身地底コミュニティ委員会J を結成

昭和58年 コミュニティ委員会から 12名が選出されて「ふるさと部会j 結
成

昭和63年 「伊久身地包村づくり委員会」発足
(一部が「ふるさと部会J に合流:平成 2 年)

昭和63年~平成元年 伊久身地涯のむらづくり構想策定

平成 6 年 「ゆりの根グループJ 結成

平成 7~8年度 中山間地域拠点集落整備構想、策定事業の実施
ワークショップの実施

平成 8 年~ 「あぐりわくわく探検隊」開始

平成 9~ 18年震 中山間地域総合整備事業の実施

平成 9 年 f伊久身活性化推進協議会J 発足

平成10年 3 月 f農事組合法人いくみj 設立

平成11年 l 月 黒米を使って銘j闘が完成

平成11年 4 月 「農産物加工体験施設やまゆり j オープン

平成12年 田んぼの学校企画コンテスト銀賞受賞

(2) むらづくりの推進体制

「農事組合法人いくみJ は、地区関係団体との連携、合意形成の下、地域が一

体となったむらづくりを進めている。
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第2図伊久身地区 むらづくり推進体制図

ア 農事組合法人いくみ

伊久身地誌のむらづくりの中核を担う「農事組合法人いくみ」は、伊久身地医

住民のむらづくりの合意形成の下、平成10年 3 月に設立された。本地毘の農業者

の約 1/3 、 74名の農業者が組合員となっており、役員は理事 7 名(うち代表理

事 1 名)、監事 2 名で構成され、休験加工部、交流企画部、地域振興部、物産販

売部の 4部門を置き、幅広い活動を展開している。

体験加工部は、平-成11年に中山間地域総合整備事業により建設された農産物加

工体験施設「やまゆり」の運営、黒米パン、黒米いなり、味l増、生そば、ほう葉

もち等の農産加工・販売、総菜や仕出し弁当の製造、農業体験の受け入れを行っ

ている。

交流企画部は、「伊久身わくわく倶楽部J との連携による小学校高学年を対象

とした「あぐりわくわく探検隊j での農業体験や、伝統行事「とうろんJ 体験企

画の実施等、交流や食育活動を実施している。
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地域振興部は、円安久身地区コミュニティ委員会」との連携による「伊久身ま

つり」等の各種イベントの企画・運営や、花による地域の環境美化運動を行って

いる。

物産販売部は、静岡釈や量販店等、地域の外に出向き、体験加工部が生産した

写真2: Iやまゆりjでの黒米パンづくり

イ やまめ平

各種農産加工品や地域内で生産された農産物、

工芸品等の対面販売 .PR を行っており、対面販

売による顧客との信頼関係の形成は「やまゆり J

来訪者の増加にも結びついている。

このような役割分担のもと、各部の取り組みが

有機的に連関し、地域住民や都市住民との連携を

悶りながら、むらづくりに向けた積極的な取り組

みを進めている。

伊久身地包最奥の大平集落に位置し、平成 2年に設立されたヤマメ養殖及びヤ

マメ釣りを中心とする観光施設である。 fやまめ平」代表者は、「農事組合法人い

くみJ の組合長でもあり、「やまめ平J 訪問客に対して「やまゆり j の情報発信

を行ったり、ヤマメ加工品を「やまゆり J に卸している等、相互協力関係にある。

また、代表者の大平集落への定住は、当集落の高齢者世帯にとって、安心して

定住し続けるための精神的支えとなっている。

ウ 伊久身わくわく倶楽部

平成 8年に設立され、小学校高学年を対象に、年 5 回の農業・自然体験をする

「あぐりわくわく探検隊j 活動を「農事組合法人いくみJ と連携して実施してい

る。構成員は20名で、うち 18名が「農事組合法人いくみj の構成員である。また、

構成員のうち 11名が女性である。財政面では参加者からの会費 5 千円以外に'恒常

的収入がないため厳しく、倶楽部メンバーが資材等を紙償提供する等負担となる

部分もあるが、「地域を維持し、後継者を育てていくために我々の世代がやらな

ければならない責務である」との認識の下、倶楽部のメンバー自らも楽しんで、活
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動に取り組んで、いる。なお、「あぐりわくわく探検隊J で栽培された黒米は、「や

まゆり j で作られる黒米パンの原材料として使われている。

エ イ手i久身地区コミュニティ委員会

地域活性化を目的に地毘内各集落合同で昭和57年に設立された本委員会は、地

託金戸カ功日入しており、 13の部会がある。現在は主にイベント実施等地区の親H主

的な面を受け持っており、「やまゆり J で年 l 回開かれる伊久身祭りを「農事組

合法人いくみJ 地域振興部と連携して開催している。

本委員会の「ふるさと部会J が受け持っていたむらづくり機能は本法人設立の

際に本法人lこ移管している。

オ伊久美小学校

地区にある伊久美小学校は、島田市教育委員会の交流学習の拠点となっており、

市街地の小学校のクラスが当校の施設を利用して行う移動教室や、市内の小学生

が土曜日に当校に集まって行うサタデーオープンスクールで、の農業体験学費を受

け入れている。また、地j玄内の児童に対しては、「ふるさと学習」に力を入れ、

地域住民を講師に地域の伝統を伝える f夢講座J の取り組みも行っている。

「農事組合法人いくみJ は、これら体験学習でのそば打ち体験や「夢講座J へ

の講師派遣で、必要な施設や講師の多くを提供しており、こうした取り組みを通

じて、地毘の子供たちが自らのふるさとに自信を持つとともに、市内の子供たち

に伊久身地毘のファンになってもらうことを目指している。

カ 島田市等

島田市は静岡県志太榛原農林事務所と共に「伊久身わくわくr.t;援団J としてこ

うしたむらづくり活動を広報閣で支援するほか、島田市小規模特認校制度を設け、

自然に恵まれた伊久美小学校に通学包域外からの就学を認める等の措置を行って

いる。また、消防団、 PTAなどの地元中'il識も、イベント特における手法い等の

面でむらづくりを支援している。
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むらづくりの特色と優秀性

1 .むらづくりの性格

(1) 地区住民の長年にわたるむらづくり構想の議論と合意形成を基にした拠

点施設・実行組織づくり

当地区は、昭和30年代後半から過疎化・高齢化が急速に進み存続の危機に直面

したことから、各集落から有志、が集まり昭和57年から「伊久身地区コミュニティ

委員会J の「ふるさと部会」等でむらづくりの議論を重ね、地区住民の合意形成

を行いつつ、地区活性化の構想づくりや、「やまめ平J 等の個別集落での活性化

の取り組みを実践してきた。こうした長年の地区住民のむらづくりの議論の中で

都市農村交流のための拠点施設づくりやその施設を支える実行組織の必要性が明

確化し、これを踏まえて地域活性化の拠点施設「やまゆり」の設置と、その実行

組織として農家が結集し「農事組合法人いくみj が立ち上げられ、地域が一体と

なったむらづくりが行われている。

(2) 茶業経営による経済的基盤を基に、女性の農産加工販売の取組みによる

都市農村交流が発展

農家の経済的基盤を男性中心の茶業経営で確保しながら、農閑期に労働力とし

て比較的余裕があり、かつ主体的活躍の場を求めていた農家女性たちが「農事組

合法人いくみ」に結集し、拠点施設「やまゆり j で地場農産物を付加価値化する

加工販売やそば打ち等の体験教室に取り組むことで、行き止まりの山間地である

当地域に都市部から多くの人が訪れるようになり、その結果、「やまゆり」では

女性30名という貴重な雇用を創出するなど、地域活性化に大きく貢献している。

(3) 地区の将来を見据え、子供たちに地域の良さを伝える農業体験活動や、

地区のファンづくりを積極的に実践

「農事組合法人いくみ」では「伊久身わくわく僕楽部j との連携の下、「やまゆ
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り」を拠点として、都市部の小学生を対象とした休験交流活動「あぐりわくわく

探検隊J を行っている。

また、伊久美小学校を会場に、市内の小学校の児童が様々な体験活動を行う「サ

タデーオープンスクールJ では、法人の協力の下に行われる休験加工が大きな役

割を果たしている。

さらに、伊久美小学校では地域で活躍する人たちを講師として、自校児童に農

業体験学習、歴史文化学習を行う「夢講鹿」を実施しており、法人の構成員も講

師として活躍している。

法人制はこうした活動を、稼ぎとしてではなく、地区の良さを伝え、地区のフ

ァンを増やすことで将来の地底の担い手づくりにつなげるために必要な仕事と捉

えている。実際、体験活動経験者が「伊久身わくわく倶楽部j の活動の手伝いす

るようになったり、小規模特認校制度を活用して都市部の小学校から伊久美小学

校に転校する児叢が現れるなど、都市部の子供たちに伊久身ファンが増加してい

るほか、地涯の子供たちにはふるさとを誇りに思う気持ちが背っているなど、将

来の地区の担い手づくりが図られている。

2. 農業生産面における特徴

(1) 地場農産物の活用と地域内雇用の創出

「農事組合法人いくみJ では、 f地元の食材を使って特産品作りに取り組むJ こ

とを目的として、地元の豆腐屈の立腐を利用したクッキーや、おやき、和菓子、

黒米パン、茶パン等、手作りのこだわり商品を開発しており、その商品が fやま

ゆり」のほか市内のスーパ一、病院で販売される等、安定した需要を創出してい

る。

こうした加工販売活動は、地iまの20代~40代の農家女性によって取り組まれ

ており、地誌内に貴重な30名の雇用を創出している。

また、組合員が個々の農業経営(茶業)を重視し、 f無理をしないj ことで、

組織の継続性が維持され、個々の農業経営も維持されている。

さらに本法人により、高齢者による少量生産の農産物や雑穀(きび、ひえ、ご
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ま、そば)、ほう葉等の特産物を直売用や加工品の原材料として買い上げるシス

テムが導入され、これにより農産物の生産量が増え農地利用の向上に貢献してい

るほか、高齢者の貴重な収入源、生き甲斐となっている。

(2) 体験交流の取組みによる生産活動の活性化

当法人を中心とした体験交流などのグリーンツーリズム活動等を通じて、地域

内への都市住民の入り込みが促進され、淡水魚(ヤマメ)養殖、茶農家における

域外季節雇用などの生産活動に寄与している。また、遊休農地を利用した「あぐ

りわくわく探検隊jの体験活動等により栽培された黒米が、「農事組合法人いくみ」

によって、パン、臼本j関等に商品化されるなど体験活動が生産活動を活性化して

いる。

(3) 顔の見えるモノづくり

f農事組合法人いくみj では、体験加工部で、生産した各種農産加工品や地域内

で生産された農産物、工芸品等を、県内の駅や量販店に出向き対面販売を行い、

そこで得た消費者の意見を取り入れて、よりよい商品づくり、顔の見える商品づ

くりに取り組んでいる。

3. 生活・環境整備面における特徴

(1) ["体験」を核とした地域ファンづくり

「農事組合法人いくみ」では、味噌づくり、そば打ちなどの一般対象の体験プ

ログラムに加えて、地区内の連携の下で「あぐりわくわく探検隊J 活動を実施し

ている。これにより市内から毎年30数名の小学校高学年の児童を受け入れて、

米の田植え、収穫、釜妙り茶づくり、そば打ち、パン作り等の農作業・食育体験

や、伝統行事(とうろん)の体験、山歩き、リース作り体験等を 9年間継続して

実施している。最初の参加者は現在20歳を超え、その中には活動を手伝う人や伊

久身に住みたいと希望する人も出てきているなど、伊久身ファンが着実に増えて

いる。また、探検隊に参加したことがきっかけで、小規模特認校制度を利用して
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市内から伊久美小学校への学区外通学を選択する児童も出てきている。

また、伊久身ファンが増加する中、平成15:\i三から島田市が市仁1::1心部と地区を結

ぶ 1 U寺開に l 本のコミュニティパス路線を開通させたことで、市内から高齢者等

が「やまゆり」に昼食や体験に訪れるようになり、交流人口がさらに増えてきて

いる。

写真3 :fあぐりわくわく探検隊jによる釜妙り茶づくり 写真 4 :fあぐりわくわく探検隊jでのそば打ち体験

(2) 地区外での販売活動による地域ファンづくり

「やまゆり」で加工されたパン、ほう葉もち等の農産加工品や、野菜類、

品等を積極的に地域外で、販売し、伊久身地区のファンづくりを行っている。

販売先では、顧客の問いかけに対して、農作物の栽培方法や特徴、商品の製造

過程を詳細に説明し、併せて「やまゆり」の PRや地区の様子を伝えること等に

より、消費者との間に信頼関係が生まれ、出定客の中には、そば打ちゃあIÇll首づく

りなどを体験したり、地区の豊かな自然にふれてみようと、休日に「やまゆり j

を訪れる人も増えている。

(3) 学校教育への協力による将来の地毘の担い手づくり

島田市が伊久美小学校で実施する移動教室やサタデーオープンスクールなどの

農業休l段学習では、 f農事組合法人いくみ」が体験学習のフィールドとマンパワ

ーの担い手として重要な役割を果たしており、その結果、域外からの転学児童が

2名現れるなどの成果をあげている。また、サタデーオープンスクールはこれま
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で20∞人程の児童を受け入れており、市内の子供たちに伊久身地区のファンを増

やすことにつながっている。

また、伊久美小学校では、自分のふるさとに自信を持って、将来地区を支えて

いくような子供たちを育てるために「夢講座」という地匿の伝統を伝える取り組

みを行っている。本法人では、この「夢講座J へ講師を派遣し食農教育等に積極

的に関わることで、地区の子供たちにとっては、自分たちの地元には fやまゆり J

がある、という誇りを持てるようになり、地域に対する愛着で一体感が見られる

ようになったなど、将来の地底の担い手育成に貢献している。

( 101t執筆者即出村棚問局閑農
農村整備金画係長 峯村村占 岳 l 

第 3表年間行事一覧

年月 内 ロ~

4 丹 5 日(土) やまゆり勾の市
~6 日(日)

6 月 15日(日) あぐりわくわく探検隊第l回
黒米の田被え・やまめつかみどり

7 月 13臼(臼) あぐりわくわく探検隊第2回
釜妙、り茶づくり・川遊び

8 月お臼(土) あぐりわくわく探検隊第3回
~24日(日) キャンプ・とうろん上げ

やまゆり夏祭り・地匿盆踊り

10月 26日(日) 伊久身まつり

11月 16 日(日) あぐりわくわく探検隊第4国
黒米のメIJ取り・焼芋

12月 14 日(日) あぐりわくわく探検隊第5部
山歩き・リースづくり
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場春場券悲鳴常務官常務省量殺場最場悲鳴**場最場最農場常務省量殺場悲鳴索最

悪 日本農林漁業振興会会長賞受賞 5 6ti 
ﾇl(S 

マé" マグ

株 寺島
み 出品財むらづくり活動 場3
>l~鵠
~g 
事 受賞者上鹿妻第一地区協同組合 5 
州
会長 (岩手県藤岡市上鹿妻) 喝
各導
権 寺島
PðbíJdb\7C♂b.b\7Cb\JdぷÎðb\]dblJdblJdbí7ðÚもt:，\JðbíJÓεy"とPCb\Îccl主3blJðbíJCCí7Cbí7dεPðtSI:3.cl主3bí7db\7C[)IJCbíJ'(]'l::57CGíJól:ぬtJbぷb
<Jì><Jì><Jì> 司令 <Jì><Jì> くJì><Jì><JI><Jì><JI><Jì><Jì><JI><Jì><JI><Jì><JI><Jì><Jì><Jì> く11> <J1><71> σì>マì> ο1><7(3 可I><JI>々ì> σì> σì>可。

受賞者のことば 上鹿妻第一地区協同組合 代表 村上恭美

私どもが、平成13年度に岩手県版のむらづくり賞である、岩手県知事賞で

ある fいわて個性きらめく農山漁村賞j を受賞した時は、地区民一同が喜び

に沸きかえったものでしたが、今回、更に上位にある、全国農林水産祭にお

いて、天皇杯、内閣総浬大使賞に次ぐ呂本農林漁業振興会会長賞を頂けると

は夢にも思っておりませんでした。東北ブロック(仙台市)や明治神宮会館

での表彰式を終えて感激もひとしおであります。

今囲の受賞は、都市近郊という立地条件を活かし、世代を超えた古き良き

農村文化の伝承と地域のコミュニケーションづくりを狙いとした「農リンピ

ック J の開催、消費者と農家がお互いに情報交換し「安全・安心J な食材を

提供する産直施設「あいさい舘」の設置、農業機械利用組合による作業受託

によって生じた余剰労働力を活用した果樹、野菜、花きの作付拡大など、農家、

非農家を関わず地域に住む老若男女が一体となって、地域づくりに取り組ん

できた結果が評側されたものと伺っております。

多くの都市近郊地域においては、兼業化や混住化が進み、ややもすれば住

民の意識も「むらづくり」から離れてしまう状況の中で、協同を第一に考え

農業・農中?を大切にしてきた私たちにとって、震史と{云統のある設を受賞出

来ましたのは最高の栄誉であり、これもひとえに関係機関・団体の絶大なる
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受賞者のことば

ご支援の賜物と探く感謝申し上げます

今、食料・農業・農村基本計閣の見直しなど、農政は大きな変革の時期を

迎えておりますが、我々地区民一同は、この受賞を契機として、本組合が目

指している「都市と共に生きる村づくり J の更なる実現のために、今後とも

一生懸命取り組んでいく決意を新たにしているところです。

ここに、関係機関・団体各位のご健勝と吏なるご高配、ご協力を賜ります

ようお願い申しとげ感能のことばといたします。

地域の沿革と概要

1 .地域の概要

(1) 地域の立地条件

盛岡市は岩手県のほほ中央に位置し、面積は489.15kní、 11万 5 千世帯28万 8 千

人あまりが暮らす県都である。市街地からは岩手山を望み、また北上J 11 、雫石川、
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人口が8割を占め、その半数がサーピス業である。第 2 次産業人口は16%、第 1

次産業人口は 4%に満たないが、後者の 9割は農業となっている。

第 1 表農林水産業の概要(上鹿妻第一地区)

¥¥  ¥¥  
ω年 平成 平成 最近年

f総 影、，2:年 7ﾌf- 平成 対ω 構成比
(1-Il4) 

12年年比
総世帝数 65 65 65 65 iωω6 農業後継者確保ネ i∞-ω6 
農家数 55 54 54 53 96.4% i∞1.0% 専業 i∞ω6 

専百農家 訳内
専業 5 2 。 ω.仰6 5.7% I ~ft l∞ω6 

灰幽1
I ~rt 8 6 66.796 11.396 ì 業 l∞096 
E 兼 41 43 46 44 107.蹴 83ω6 準主業 lωmも

r請ムtァ・

内 主業 14 11 8 9 64.396 1 7.ω6 認定農業者数(うち法人) 2(0)経営体

訳 準主業 15 13 23 26 173.3% 49.0% 基幹男子農業従挙者数 出入

数 E 創業的 26 30 23 18 69.2% 34.仰6 出稼率 ω年 。%

非農家数 10 11 11 12 120.ω6 141手 ω6 

等

富良重
0.5ha未満 9 11 13 12 133.3% 22.6% 戸当たり平均耕作規模

0.5~ 1ha未満 20 13 12 13 65.0% 24.5% 1.25ha 
1 ~2ha未満 15 19 16 18 120.0% 34.0% 
2ha以上 11 11 13 10 90.9% 18.996 

和; l1ll 64 64 66 66 103.196 100.0% 地区面積 156h a 
間 48 。 49 。 102.196 74.296 耕地率 42.396 

耕地 内
普通焔 6 5 6 7 116.796 10.6% 林野率 日2%

lこ面等fj匙2 
樹罰地 10 10 11 10 i∞ω6 15.2% ~ ;r，場整備率

訳

牧草地 。 。 。 。
間 90仰6

知l
採草放牧地 。 。 。 。 利用権設定率 3.896 
果樹 9.6 9.7 10.6 10.2 106.3% 主な経営類型

甘鞘作而等
野菜 4.4 3.7 4.2 5.3 120.5% 水稲+野菜+果樹
氷結 42.8 38.2 44.9 訂.0 86.496 

ばれいしょ 0.8 0.3 0.2 0.3 37.5% 
大豆 2.8 1.5 。5 0.3 10.勿6 転作面積 15.5ha 

(転作実施率 31.3%) 

農業担生
来樹 訂 訂 40 39 105.4% 35.3% 戸当たり農業粗生産額
野菜 21 18 21 26 123.89ら お5% 2.02 百万丹

ばARょ十子 46 55 45 86.596 40.7% 産額 0.4 0.3 0.4 40.切6 0.4% 
大豆 0.5 0.2 0.1 11.l% 0.1% 
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(2) 市町村の農林水産業の概要

盛岡市の農業は、古くから米を主体に、野菜、果樹、畜産等の作物との組み合

わせによる複合経営が行われてきた。近年では、国場整備のすすんだ耕地におけ

る効率的な水田営農や、野菜、果樹などの集約度の高い都市近郊型農業が主流と

なっている。

総農家数は3，975戸(農家率3.4%) 、うち専業農家は367戸であり、 65歳未満の

基幹的農業従事者数は1.922人(うち女性1.236人)である。盛岡市全体での総耕

地面積は4，臼Oha、総農業産出額は84億円あまりで、そのうち米が33%、野菜26% 、

果実23% となっている。野菜はきゅうり、だいこん、ねぎ、トマト等、果実はり

んご、西洋なしが主な作目である。また、これらに次いで\肉用牛を中心とした

畜産経営や、ゆり、カーネーション等の花井栽培も多くみられる。

近年では、市内消費者との交流が活発化しており、新鮮・安全・安心を求める

消費者のニーズに合わせた産直活動に力を入れる経営体も多い。さらに、豊富な

地域資源の活用によるグリーン・ツーリズムの取り組みも進められているところ

である。

むらづくりの概要

1 地区の特色

(1) 立地条件

上鹿妻第一地区は、盛岡市の中心部より西へ約 5km離れた奥羽ÜJ脈の東山麓か

ら雫石川流域に広がる平野部に位置する。雫石}11 と北上川とによって形成された

沖積平野として肥沃な土地柄で、冬季は寒いものの夏季は比較的高温になり易い

内経性の気象条件を有している。

!日太田村の一部であり、昭和30年に盛岡市に編入されてからは、隣接する上鹿

妻第二地区とともに「上鹿妻自治会」を形成している。市の中心部から車で15分

程度という高い利便性のもとに、近年は都市化・混住化が進みつつある地域でも

ある。
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(2) 農林水産業の概要

地区内総世帯数日戸のうち農家は53戸、産業就業人口に市める農業就業人口割

合が69% と、農業就業の多い地区といえるが、農家のうち44戸は第E種兼業、専

業農家は 3 戸と、兼業化が進んで、いる o くから「太田米J と呼ばれる美味な米

の産地として知られ、現在も 66haの耕地のうち49haは水田で、米の作付けは37ha

におよぶ。

一方で、、りんごやきゅうり、花芥などを組み合わせた少量・多品目の生産体制

をとる農家も増え、果樹や野菜の作付けは年々増加の一途にある。

平成12年度の農家 1 戸あたりの平均耕作面積は1.25ha、地区内における農業粗

生産額は 1 億 I 千万円あまりで、作自別では、果鶴、米、野菜のJIJ買で生産額が多い。

2. むらづくりの基本的特徴

(1) むらづくりの動機、背景

ヱiζ地底のむらづくりの過桂には、大きく 3 つの転機があった。

まず、昭和49il三から50年にかけて行われた県営臨場整備事業を契機として、昭

和51年に「上鹿妻地i玄第一機械利用組合」が結成された。この組合は、地区内の

農家44戸(総農家の83%) で構成され、オペレーターとして中核となる農業専従

者だけではなく、農作業の委託者側で、ある兼業農家も構成員となっている。この

ことで、地域ぐるみの効率的な水田農業が推進され、あわせて、水稲作業の効率

化によって生まれた余剰労働力を活用した高収益作物(果樹、野菜、花升など)

を組み入れた都市迂郊型!農業への転換が図られるに至った。これがむらづくりの

第 1 の転機といえる。

第 2 の転機は、平成元年である。本地においては、日間1132年に農協の下部組

織として「上鹿委第一農事実行総合j が組織されていた。しかし、昭和40年代に

入札加入皮二家の減少や兼業化、混住化の進展などによって、麗々の課題が顕在

化するようになった。それを受けた検討の結果、平成元年、営農に関わる活動と

地域コミュニテイの維持に関わる活動を一体的に取り組むために、非農家も含め

た地区内の全戸が加入する新たな協同組織として「上鹿妻第一地区協同組合」が
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創設された。この組合は、前述の機械利用組合の上部札織として位置付けられる

一方で、盛関市農業協同組合の下部組織としても位置付けられる。非農家を含む

組合組織は同農協管内で唯一のものである。

一方、本地区は盛岡市の中心部に車で15分程度という利便性から、若い世代を

中心に会社勤務が多く、地区内に住みながら農業や地域社会とは疎遠な状態の若

年

H. JG 

H. 5 

H. 6 

H. 7 

H. 8 

狂. 9 

H. 10 

日 11

写真 1 受賞者写真

者が増える傾向にあった。それに対し

て、このままでは農業・農村の担い手

が背たず、活力も衰えてしまうという

危機感をもった著者達が、平成2年に

協同組合の下部組織として青年部を

創設した。これが第 3 の転機となり、

以後、「日本一の青年部J を自負する

この集団は、本地芭のむらづくりの推

進において重要な役割を担ってきた。

第2表 むらづくりに関する年表

内 容(場所、内容)
上鹿妻第 1 地!玄協同組合設立

岩手県農協婦人部40 周年記念大会参加(産業文化センター)
地区研修会(農村女性の地位向上と社会参加)
研修旅行及び農業研修旅行(山陽山陰)

家庭介護と健康相談教室
先進地視察(東和町、石鳥谷町、五大堂、遠野市)
研修旅行(ハワイ)

JA30周年記念運動会参加
先進地視察(奥中山農協)

先進地視察及び納税組合合同研修会、早苗饗 (秋田男鹿半島、八郎
潟)
JA ファッションサロン JA紫波参加

研修旅行(台湾)
「第 l 回農リンピック」及び早苗饗

先進地視察及び納税組合合同研修会(ニ沢市)
先進地視察及び産直設立研修会(宮城県)
研修旅行(タイ)
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日. 12 「第 2 国農リンピック J (前農林水産大目玉津徳一郎氏参加)
先進地視察及び産直設立研修会(花巻市)
産直施設「あいさい舘」オ プン (7 月)

H. 13 先進j也視察(岩手県立花きセンター)

いわて倒性きらめく農山漁村賞受賞 表彰式(キヤフホール)、祝賀
会(ホテル愛真館)
「いわてむらづくりフォーフムj パネフーとしてあいさい舘事務局参加

先進地視察及び海外研修(中国(上海、蘇州、杭州))

H. 14 JI財霊祭

H. 15 大運動会(上鹿姿) (24年ぶり小学生・中学生全員参加の大運動会)
先進地視察(オーストフリア(ケアンズ)) (ケナフ農闘 コーヒー農
園)

(2) むらづくりの推進体制

本地区のむらづくり j舌動は「上鹿委第一地区協同組合J を i十I心に、その下部組

織として、営農や直売の活動、若者・女性・高齢者の活動などを行うための集団

が設議されている。この体系だ、った推進体制と役割分担によって若者や女性のア

イデアが積極的に取り上げられ、多面的で個性的なむらづくりがすすめられてい

る。

主な組織の活動の概要は次のとおりである。

第2図上鹿委第一地区協需組合 むらづくり推進体制図
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ア機械利用組合

水稲作業のうち耕起、代接き、刈取りの作業受託

を行う。構成員は44人で、専業農家のオベレーター

7 人が受託作業を担っている。労賃は1，5∞円/時。

組合としてトラクター l 台とコンパイン 2 台を保

有し、オペレータ一個人の保有機材を併用しながら、

地区全体の水稲作業の 8割弱を受託している。組合

としては受託面積の拡大意向を持ち、各戸の農業機
写真2 機械利用組合に

械の更新時期にあわせて委託を働きかけていきたい
よる刈取り作業

としている。

イ 産直組合「あいさい舘j

平成12年に設置。 30戸の農家(夫婦)で構成され、主にハード部門(施設・生

産)を男性が、ソフト部門(販売)を女性が担う。品物の95%は地区内の生産物、

加工品である (5 %は石垣島および種市町との交流販売品)。売上げは手数料10

%が差引かれた上で女性名義の日産に入札施設全体の総売上げは年間6，∞0万

円にのぼる。「朝採り」を原則に、とうもろこし、枝豆、りんご、が売れ筋で、ある。

ウ青年部

構成員は57人(平均年齢42才)。いもち防除の作業受託、野菜ハウスのビ、ニー

ルかけ作業、鹿妻堰(雫石川からの用水路)の土手の草刈など、農作業や景観形

成活動を行っている。加えて、「農 l) ンピック」などのイベント開催のほか、「御

神輿かつぎj や「江戸木遣り J の出議演舞、除雪ボランティアなとやも行っており、

本地i支のむらづくりの仕掛人として牽引的役割を果たしている。原則として後継

者を輩出するまでは青年部員であり、年齢層が幅広いことが特徴でもある。

エ女性部

fあいさい舘」での販売に向け、納豆、餅菓子、漬物などの農産加工に取り組

んでいるほか、地元の中学校に出向き、納豆や漬け物などの作り方の伝承活動、

夏祭支援、{也団体との交流を行っている。構成員65人。
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むらづくりの特色と優秀性

1 .むらづくりの性格

本地区のむらづくりのポイントは、青年‘部に代表される地区住民各層毎の集団

育成と、それらの連携・役割分犯にあり、その取り組みは、家族関・世代間のパ

ートナーシップを確立するとともに、都市部との交流を促進するなど大きな成果

をもたらしている。このような本地区の取り絡みは、都市化・浪住化の進展、そ

れにともなう住民のむらづくり意識の薄れの中で生じる様々な課題を的確に解決

し、高い農業生産力と良好な人間関係を維持しているという点で、混住化の進む

都市近郊農村におけるむらづくりのモデルになり得るものである。

2. 農業生産面における特徴

(1) 農作業受託組織を中杉、とする効率的な営農の展開

「上鹿妻i官民第一機械利用組合」は、専業農家のオベレーターを中核に、兼業

農家も含めた44名の構成員で運営していることが特殺である。現在、地包内の水

稲作付面積33.5haのうち77%にあたる25.8haの作業受託(耕起、代掻き、刈取り)

を行っており、これによって儲別農家の農業機械への投資抑制が凶られている。

また、水稲の防除作業は 8割以上を青年部が請け負っている。一方、組合へ水稲

作業を委託した農家は、委託によって生じた余剰労働力を活用して、転作i壬iへの

果樹、野菜、花舟の作付けを拡大するなど、高収益作物の導入に積根的に取組ん

でいる。

以上のように、本地区では、機械利用組合、青年部及び、作業委託農家の役割分

担によって、効率的な地域ぐるみの農業が展開されている。将来的には、育菌や

出植え作業も加えた耕起から刈取りまでの一貫した作業を請け負う組織へ発展さ

せるとともに、組合を核に専業農家を加えた形で、の法人化を自指すピジョンも持

っている。
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(2) 手づくり産直施設「あいさい舘」の運営

産直施設「あいさい舘」は、都市近郊の利点を活かし、小規模農家が生産した

野菜、花井などを有利に販売して経営の安定化を図るために、王子成12年に開設さ

れた。施設はプレハブづくりの簡易なもの(約l∞ぱ)で、その大部分は会員の

手づくりである。

施設の運営は、「お客様を大事にj をモットーに、朝採りの新鮮で安全な農産

物を中心に、豊富な品揃えを年間絶やさずに行うことを基本にしている。現夜、

62品目が出品されているが、その95%は地場産の農作物や加工品となっている。

その背景には、小規模農家の生産物が品薄になったとき大規模農家が出品すると

いった協力体制の構築もみられる。生鮮農産物の他には、女性部員カ功日工してい

る納立や餅菓子、漬物、乾燥野菜類なども販売し、消費者から好評を得ている。

さらに、交流のある石塩島の物産や、姉妹産車とし

て交換販売を続けている「種市産直J(岩手県種市町)

の海産物の販売も行っている。平成15年の総売上げ

は約6，0∞万円(1会員当たり 2∞万円)で、上鹿

妻第一地区の農業総生産額の 6 割を市めるまでにな

っている。

最近では、盛岡市街地の商店街のセールや様々な

イベントへの出店要請もあり、盛岡市長から愛さ 写真3: 産宣施設「あいさい舘J
店内

れる産直=地産地消の拠点として着実に成長を続

けている。

(3) 消費者ニーズに的確に対応した冬場の野菜づくりへの挑戦

県内の多くの産直では冬場に生鮮野菜がみられなくなることから、「あいさい

舘」では、産直結合の女性会員を中心に、冬期間遊休化している水稲の育苦ハウ

スや既存の野菜ハウスを有効に活用した冬野菜づくりを行っている。厳寒地のた

め技術的に間難な面もあったが、栽培技術講習会の開催や県内の先進事例調査な

どを通じて技術習得に努めた結果、現在では、ほうれんそう、小松菜、水菜、 111

東莱なと守の多様な野菜を冬場に生産することが可能となった。
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これによって、 30坪規模のハウスが水田に15棟新設され、また畑の利用率が年

3作に高まるなど、稲作に依存する生産構造から、野菜などを組み合わせた生産

性の高い生産構造への転換が進んできている。また一方で、、これらの野菜づくり

の拡大に伴い避休農地20a が解消するなど、予想していなかった効果も発現して

きている。

(4) í 結ぃ」の精神に基づいた青年部のサポート

平成元年、環境への配慮からヘリコプタ -ßJj除が中止されたことを契機として

青年部による薬剤散布の共同請負作業がスタートした。また;最近では、「結ぃ」

の精神を大切にしようという認識に立ち、野菜づくりを希望する全ての農家に対

して、青年部がハウスのビニールかけを知償で、支援している。これによって、高

齢者や女性が野菜づくりに取り組み易くなり、生産者の裾野J正大に貢献している。

さらに、鹿妻堰の土手の草刈など、用水路の維持管理と景観形成を兼ねた活動に

も積植的に取り組んで、いる。

(5) 消費者に喜ばれる安全な農産物生産=環境保全型農業の推進

本地区では、平成 8年度から ]A盛岡市が推進している「減農薬栽培米愛彩」

の生産を開始した。その後、特別栽培米の基準に対応した減農薬・減化学肥料栽

培にも取り組み、平成15年度の作付面積は 7ha (水稲作付閣穣の20.9%) に拡大

している。

また、平成15年度においては、新たな米政策改革に対応した活動の展開を図る

ための f集落水田農業ピジョンj を策定している。その中では、王子成22::q三度まで

に作付面積の80%以上を特別栽培米として生産するという目標を掲げるなど、消

費者に喜ばれる安全な米づくりを一層推進することとしている。また、転作聞を

活用した産地づくりに関して、野菜および果樹について農薬の使用回数や散布時

期を確実に記帳し、トレーサピリティを実行することや、特にりんごに関しては、

交信撹乱剤を導入した殺虫剤の散布回数の抑制(平均 7 悶→ 4 国)に努めるなど、

今後更にその取組みを拡大することとしている。
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3. 生活・環境整備面における特徴

(1) 地域コミュニテイづくりをリードする青年部活動の展開

本地区の青年部は、地域コミュニティづくりの先導的な役割を果たしている。

後述する「農 1) ンピック」の企画立案のほか、祝祭事における「御神輿かつぎ」

や「江戸木遣り J の出前演舞、冬場の除雪ボ、ランテイアなど、地域コミュニテイ

の活性化をもたらすユニークな活動を行っている。

その青年部員の発想、の下に企画された「農 1) ンピック j は、近年、忘れられつ

つある「さなぶり J (田植えが無事に終了したことを祝う行事)を見置し、老若

男女が集い古き良き農業に学び、新時代の農業に挑戦しようというもので、平成

10年に初開催に至った。「農 1) ンピック J は、集落を一屈する小学生の聖火リレ

ーに始まり、水田を舞台にして、昭和20年代まで続いた馬による田の代掻き、畦

(くろ)塗り競争、田植え競技、泥んこピーチバレー、などの多彩な競技が行わ

れる。当初、 4年毎の開鑑を計画していたが、第 1 回目が好評であったことから、

2年後の平成12年に第 2 回「農 1) ンピック」を企画・開催した。これをマスコミ

が坂り上げたところ大きな反響があり、

市内はもとより県外からの一般客や子供

達にも参加してもらう都市農村交流型の

イベントとなった。

「農 1) ンピック J の会場となった水田

では、卒後、折衷苗代の再現による苦

取り、子供達による田植え体験も行われ

る。次いで、秋には刈取り、はせ掛け、脱

穀作業の体験による大収穫祭を開催する

など、子供達の食育の場としても活かさ 写真 4: r農リンヒ。ツクJ での田植え競技

れている。

(2) 郷土芸能の伝承活動の展開

本地 l玄には、盛岡市の無形文化財となっている「上鹿妻田植踊り」と「上鹿妻
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念仏剣舞jの 2 つの郷土芸能が存在し、伝統文化を後世に伝えるという観点から、

小中学生も対象とした伝承活動が行われている。

この活動では、上鹿妻自治会の中に郷土芸能保存会を組織し、小中学生を含む

多くの役者を募って、老人クラブの指導のもとに練習会を行う。その成果は市の

無形文化財保存連絡協議会主催の芸能発表会で発表される{也、祭や盆・法事の際

などにも依頼を受けて演じられるなど、本地区の人々の生活に浸透した伝統芸能

活動となっている。

(3) 海外視察研修の実施

本地l玄では、以前から各戸で月々の旅行積立をして旅行会を隅年で実施してき

た。平成 7年度からは、組合員の親陸にとどまらず、諸外国の農業事情について

も学ぶために、 i塙年毎に30~40名が参加する海外研修を実施している。最近の

研修先は、平成11年度はタイ(水田、塩田、里芋畑)、平成13年度は中国農業公社(試

d秘義)、そして平成15年度はオーストラ 1) ア(ケナフ農盟、コーヒー農園)で、あった。

外国の農業・農村事情を体感することによって、広い視野で日本の農業の長所、

短所を学べるようになったことが大きな収穫となっている。

(執筆者肌産関問問策問問合調整室 1
農村整備企画係長峯村岳 j 
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第3表上鹿妻第一地区協同組合青年部の活動状況一覧

7年度 8年度 9 年度 10年度 11年度 12年度 13年度 14年度 15年度

地区内の 地区内の 地区内の 地区内の 池芭内の 地区内の 地区内の 地rs:内の 地区内の
117](田農薬 水田農薬 水回農薬 水田農薬 水田農薬 水田i農薬 7](悶農薬 水間農薬 水田農薬
散布 散布 散布 散布 散布 散布 散布 散布 散布

愛宕神社 愛宕神社 愛宥神社 愛宕千111初: 愛宕ネ11時1: 愛宥干11唯 愛宥神社 愛宥神社 愛宕神社
2 奉納 泰納 若手納 奉納 奉納 奉納 奉納 奉納 奉納
神輿波待lJ 神輿渡御 や11輿渡径IJ ネIド輿渡御 神輿渡御 ネIlrg~渡御 神輿渡御 伊11輿渡御 神輿渡街l

盛同r11'青 盛岡市青 主主潟市青 議l吋市青 機|利市青 盛岡市青 盛向子11青 盛岡市青 盛岡市青
年団体協 年団体協 年団体協 年団体協 年間体協 年団体協 年団体協 年団体協 年団体協

3 議会スポ 談会スボ 議会スポ 議会スポ 談会スポ 議会スポ 議会スポ 議会スボ 談会スポ
ーツ交流 ーツ交流 ーツ交流 ーツ交流 ーツ交流 ーツ交流 ーツ交流 ーツ交流 ーツ交流
ぷZ〉2f、 ぷZ〉3、Z ぷ三〉三三、 Jコ5ιf、 ぷZ2〉Z、 ぷ工〉、、z JZL 2Z メ二乙〉〈、 i~ 
(春・秋) (若手・秋) (泰・秋) (泰・秋) (春・秋) (春・秋) (春・秋) (春・秋) (泰・秋)

4 
鹿安堰主主 成委i区本 鹿主主:士謀本 鹿姿桜草 1i1I姿桜主主 鹿姿t援草 鹿実堰~J中 E霊安I阪:本

刈り 刈り メt り メリり 刈り メ5 り 刈り 刈り

千年苑施 千年苑施 千年苑施 千年苑施 千年苑施 千年苑施 千年苑施 千年苑施 千年苑施
5 設祭 ミRヨZFL刀eミてt 雪r~山x.:;:主J又て 舌nZFし史n又て ヨ口九民主万主之 号110凡ι4アゴ1て 設祭 ミHヨ又JL元〈少ミてt 到ロ又し刀タゼて

ネ111輿波街l ネ111Jj則主街! 神輿i度御 干1!1輿渡御 千III JjJil. ì度御 守中興波街i 神割引度御 柑l輿i度街l ネIド輿波脅jJ

会員家族 会員家族 会員家族 炭リンピ j長リンピ きらめく 収穫祭手

6 
懇親会 懇親会 懇親会 ック手伝 ック手伝 農村賞お 伝い

し、 し、 祝い手伝
し、

愛宕神社 愛宥千1j1社 愛宕事!liJ 会員の量11 会員結婚 会員結婚 会員以外 会員結婚
祭典屋台 祭典段台 祭典屋台 使局長就 式 式 結婚式 J¥: 
7 販売 販売 販売 f壬祝い 子lþglíti)1主役Il 千111輿i皮御 江戸木造 ネI!J輿渡街l

江戸木造 江戸木造 江戸木造り 江戸木造
り り り り

研修旅 íiJf修旅 研修旅
行(宮城 行(磁館 行(東
8 蔵王-松 方面) 京・ fヂf
烏方面) 豆・鎌倉

方面)

友好神 友好神 友好神
輿匝体 輿団体 輿団体

9 の神輿 の神輿 の神輿
渡御手 渡部手 渡御手
{云い 伝い 伝い
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財団法人日本農林漁業振興会



はじめに

農林水産業者の最高の栄誉で、ある天皇杯、内閣総理大臣賞及び E本農林漁業振

興会会長賞の三賞受賞者を表彰する「平成16年度(第43回)農林水産祭式典j

は、勤労感謝の日の 11 }j 23 日、明治神宮会館において、三賞受賞者、農林水産

大臣賞受賞者並びに各界代表者、中央、地方農林水産関係者等多数の参加のも

とに行われます。

本年度の三賞受賞者は、農産、園芸、畜産、蚕糸・地域特産、林産、水産、む

らづくりの 7 部門の農林水産大臣賞受賞者553点のなかから、中央審査委員会(会

長 東京大学大学院教授 八木宏典氏)において厳正に審査が行われ選考され

ました。この中には夫婦連名の表彰が 3 点含まれております。

これら栄えある受賞者の業績は、内外の靖勢が大きく変化するなかで、今後の

我が国農林水産業と農山漁村の振興、発展の実践的な指針になるものとして関

係各方面から、高く評価されるものであります。

本冊子は、平成16年度の天皇杯等三賞受賞者の業績の概要及び農林水産大臣賞

受賞者をご紹介したものです。

目次

1 天皇杯等三賞受賞者の一覧
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1 天皇杯等三賞受賞者の一覧

( 1 )天皇杯受賞者

点之
y:ー

表彰行事部 仁I

U口 財円|出
{主

賞 者

氏名等(年齢)所

いしかわ吋んすずしわかやままち ゅうげんがいしゃ

j詮頁釘 産|経 営 i 石川県珠洲市若山町 有限会社 第 5 3 回全国

経きょっ念お~ 2 -2 7 - 1 
農業コンクー

すえひろ ノレ

水稲) I すえまさ ひるし

(代表 末政博司)

査糸・ |技術・ほ場|群罵謀長岡ト!端正ぜj神
地域特産
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林 産|産 物|三重県松阪市郷津町

186 
(木材)

株式会社

諒村木材店

(代表西村誓夫)

第 3 1 間 ]AS
製材品普及推
進展示会

日
町

川
内

山
川
川
内
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(漁業技術)
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松本集落

(代表松井義彦)



(2 )内閣総理大臣賞受賞者

戸之
.ﾄ  

表彰行事部 仁3

00 財門| 出
ギ
ム{
 

所

詮主ヨ
店主E 産|経 営|北海道雨竜郡暁加内町

字幌加内
(そば)

賞 者

氏名等(年齢)

きたそらち議議う話語遍在 i 第 3 3 回目:本
農業

幌加内支所そば部会

(代表村上康幸)

国 芸 i 経 営|福岡県嘉穂郡嘉穂町 有限会社 第 3 0 回全盟
おおあざさいた 寸えっく'かえん 施設園芸共進
大学才田 921 末継花闘 メ士入= 

(施設閤芸) I すえつぐ さとし

(代表末継聡)

畜 産|経 営|北海道網走郡津別町 大矢根 平成 1 5 年度

宇活汲 418
全国優良畜産

(3 1 歳) 経営管理技術
(酪 農) I 発表会

蚕糸. I 産
地域特産

一
町

ち
原

わ
土
門
{

日
市
2

川
田
一

日
曲
豆8

川
県
日
畠

い
知
ト
敷

ぷ
民
れ
屋

物

(茶)

山内 梓正|第 5 7 回全国
茶品評会

( 3 6 歳)

L
ホ
'

J
A
什
』

川
区

日
南

山
倉

U比
山
口

し

4

日
即
日
ニ

川
県
日
辻

川
同
日
宇

U福
山
大

川
宮

産|経

(林業経営)

合馬たけのこ振興会 全国林業経営
推奨行事

(代表三村司iI章)

水 産 i 生 活 l 兵庫県神戸市垂水区

平磯 3-1-10
(地域活動)

神戸市漁業協同組合

女性部

(代表井上二三枝)
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農事組合法人いくみ

(代表清水貰)
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( 3 )日本農林漁業振興会会長賞受賞者

sζ z 賞 者
部 門|出 品 財 表彰行事

住 所 氏 名 等(年鈴)

* 
営|栃木県佐野市堀米町

しのはも

幸雄j言頁台 i 経 篠原 平成 1 5 年度
(4 5 歳) (第 2 6 回)

(水稲及、 1 2848 しのはら みさこ 栃木県首都圏
大豆) 篠原 美佐子 農業経営コン

(4 5 歳) クール大会

国 芸|経 営|栃木県黒磯市住吉町 I ~ß桜子農支協i古通益 I 農第 3 3 回日本
業賞

2-5 |ねぎ部会
(ねぎ) I ちあき

(代表村上千秋)

* 
営|宮崎県宮崎市大学塩路 長友

あきら

畜 産|経 明 平成 1 5 年度
(4 4 歳) 全国優良畜産

2 4 2 8 
長友

ま号こ 経営管理技術
(肉用牛) 巽理子 発表会

(4 0 歳)

* 
物|費出宇土市野鶴町

いわした つよし

査糸 |産 岩下 ヲ虫 |熊本県葉たば
地域特産 (5 2 歳) こ共進会

144 2 いわした たみこ

(葉たばこ) I 岩下 多美子
(5 2 歳)

Lれ
・

斗
A
， 産|技術・ほ場 I ~-li原逸話蔀草加両

滝田 1 348 

佐藤正明
(6 3 歳)

度
熔

年
苗

5

林
1

山
会

成
田
評

平
全
品

(苗ほ)

水産!産 物|茨城県鹿島郡波崎町 株式会社津久勝 茨城県水産製
口口吾、h..
ロロロロT=

9 1 58-1 
(代表津久浦裕之)(水産加工品)

九
妻

か
鹿

川
上

川
市

ぉ
岡

い
盛

川
県

て
手岩り

動
/
¥
 

づ戸
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ハ
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ハ
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U第ほ妻
ト
鹿
U合

川
上
山
組
(代表村上恭美)

(注)氏名等欄に*印を付したものは、夫婦連名の表彰を示す。
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2 天皇杯受費者の業績の概要
(宋ー1)

|農産部門| 主義

出品財経営(水稲)

氏

ろひ
い
司

え
レ
博

す
日
敬

社
内
末

治
表

問
凡
半
、

有
(

石川県珠洲市若山町経念2-27-1

(有)すえひろは、能登半島の先端に位寵する珠洲市において、水稿、大豆及び小豆の大規模経営を

作う農業生産法人である。高齢化・過疎化による担い手不足が開題となる中で、平成 4年に大区画酒場

整備事業を実施したことを契機に、 5 名の中核農家が水稲及び転作大豆の受託組織を育成しようと立ち

上がり、同法人の設立を経て、現在、地域 (2集落)の95%以上の農地 (81ha) を耕作する特定農業法

人に発展している。同法人は、米小売業の資格も取得し、有機栽培米等の直売を行うほか、飲食業者と

の連携や販売ネットワークの構築など多角化にも積極的に取り組んでいる。

1.条件不幸Ij地域における大規模経営の展開と地域資源の維持管理

中山間地域という条件不利な立地にありながら、地道な営農努力により地域の信頼を築き、平成15
年度には水稲、大豆、小立を中心に作業受託を含め100ha近い面積を耕作し、地域 (2集落)の95%

以上の農地を耕作している。平成 8 年には県下で初めての特定農業法人として認定を受け、地域農業

の担い手としてさらに農地の利用集積を進める法人に位置づけられている。

また、水管理や畦畔管理については地権者に再委託する、シノレバー銀行を通して高齢者の雇用を確

保する、水稲直播栽培を導入するなどの地域ぐるみの営農体制づくりに先導的な役割を果たしている。

2. 有機質資材を用いた安全・安心なこだわり農産物の販売
「おいしくて安全・安心なお米j を消費者に届けるをモットーに、平成13年にはエコファーマーの

認定を受け、有機質100% (籾殻堆肥÷有機葉肥料)のこだわり米生産(コシヒカリ)を開始した。
また、きめ細かな把培管理を実施し、食味や外観品質の向上に努めることにより「すえひろ舞」の独

自ブランドを確立して有利販売を行っている。
3. 事業の多角化を進め、異業種交流やネットワークを活用して売れる農産物を販売

平成12年に県下の農業法人 3 社、加工業者 2社の共同出資により I (有)かがのと食彩耕房J を設立

し、「すえひろ舞J を使用した「雑炊シリーズ」を開発・販売のほか、 15年には地元の食品加工業者

と連携して、向法人が生産したもち米や大納言小立を用いた「栗入りぜんざいJ 等のお菓子の商品化

.販売も開始している。

また、知人を通じて神戸や東京のレストラン、居酒屋等に農産物を出展し、アンテナショップづく

りにも力を入れている。

4. 企業体としての利益の確保と地域社会への貢献

「地域社会との共存共栄j などを経営理念として、条件不利地域の農地を積極的に引き受け、直売

や異業種との連携による付加価値の高い農産物販売に努力した結果、同法人の売上金額は、設立時の

平成 7 年度の 3 千万円弱から 15年度には 1 億 3 千万円にまで増加しており、当期利益も 1 千万円を計

上している。また、農外からの新規就農者(常時雇用 6名のうち 4名)も積極的に受け入れ、地域の

担い手づくりにも貢献している。

このような取り組みは、 f地域とともに歩む」新しい企業的農業経営の展開事例として高い評備を

得るとともに、我が国農業の発展の潜在的な可能性を示唆するものである。

4 



(天- 2) 
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広島県三次市上田町1740-3
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一
関
一

経営(ぶどう、出品財

(宥)平田観光農園は、樹国地14haに23撞類、 60品種の果樹、花木等が植栽され、四季を通じて果実の

収穫、花木の観賞が楽しめるオーノレシーズン型観光農園で、あり、都市住畏の憩いの場となっている。

平田観光農闘の経営の特色は以下のとおりである。

1.オーノレ、ンーズン型観光農閣の確立

昭和60年、当時広島県果樹試験場研究員で、あった平田氏が、父が経営していたりんご圏と併せ、隣

接する経営の危ぶまれた 10haのぶどう闘を引継ぎ、(有)平田観光農菌を設立した。都市から距離のあ

る不利な立地条件の中、「果物のテーマパーク j を目標に、集客力の高い品目を中心に多種多様の果

樹、花木等を植栽し、果樹の安定生産、省力栽培体系を構築することによりオールシーズ、ン型観光農

閣を確立し、入閣者数の平準化、圏内各種施設の利用率向上、労働力の有効配分を実現した。現在で

は知名度、入園者数ともに広島県内ーで、事業収入約l億7 ， 000万円の観光農闘となっている。

2. 地域の有機資源の有効活用、発生予察による減農薬栽詰

栽培管理については、地域の木材チップや資産農家から無料で入手した鶏糞等を堆肥化し、堆肥主

体の施肥体系にすることにより、肥料費の大幅な節減を実現するとともに地域内循環型農業を確立し
た。また、病害虫の発生予察に基づいた防除により、防i諜回数を大幅に削減した低農薬栽培を実現し

た。

3. 能力主義賃金体系、顧客満足度優先の農関経営

経営については、部門別に管理責任者を設置し、中間管理職の能力育成と平田氏の技術の浸透を図

り、社員には具体的な数値目標を持たせて臣標管理型能力主義賃金体系を採っている。顧客満足度を

優先した社員教育の徹底により入闘者の満足度は高く、年間入閣者数約10万人のうち、 70%以上がリ
ピーターとなっている。

4. 各種研修の場の提供、県全域の観光振興への貢献

また、農業大学校等の研修、外国人研修生、新規就農を目指す若者等年開約3千人を受入れて後継

者の育成を図るとともに、地域と連携して農業体験学習の場を提供している。さらに、県内の観光農
園・観光施設を線で結ぶ観光農業西部構想、を提唱し、県全域の観光振興にも貢献している。

p 
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(天- 3) 

一
回
1

一
回
「

一
部
一

十
産
一

一
寓
国
一
出品財技術・ほ場(飼料ほ)

しみず ひでお

清水英夫氏

熊本県球磨郡錦町大字木上東1178-4

離農遊休地の購入等で、頭数にあった飼料畑を確保しつつ、鍵却年数を超えた作業機械の利用等で自給

飼料の生産費を低く抑え、土地基盤に立脚した飼料自給率の高い資源循環型酪農を実現。また家族経営
協定を結び、ゆとりをもった近代的かつ先進的な経営を実現している。

1.経営概況

清水氏、妻優子氏、長男を主軸とし、長男の妻と父の計 5 人で、作業を行っており、経産牛飼養頭数

は54頭。飼料畑面積は自作地は3.3haから、購入・借地の集積で13haまで拡大し、 トウモロコシとイタ

リアンライグラスをfpf寸している。

2. 特長

① 土地に立脚した資源循環型の酪農経営

土地の購入・借地で、頭数に見合った館料畑を確保し高い飼料自給率 (44.2%) を実現。家畜排せっ

物は全量飼料畑に還元している。
② 低コストな飼料生産とその工夫

館料畑を牛舎近くに集積して作業の効率化を図り、減価償却読みの機械を利用する等餌料生産費
を低減。また、畑に適したトウモロコシ品種の選定や台風被害を避ける播種 方法等、飼料作物栽

培に工夫している。
③ 牛の健康、乳質を大切にした酪農経営

自給銅料の活用で疾病が少ない健康な牛づくりと、乳脂肪4.03%、無脂田形分率8.58%で細菌数
や体細胞数が低く品質の高い牛乳の生産を実現している。
@ 家族分業制によるゆとり経営

家族協定を締結し親子 3代の協議で経営計画策定から利益配分まで決定する近代的な経営方式を

導入。夜19時以捧は作業をしない等ゆとり経営を実施している。

3. 普及性と今後の方向

自給飼料に立脚した資源措環型の酪農を実践しつつ人と牛にゆとりある経営は、都府県における今

後の酪農経営の新しい模範事例といえる。また、周辺遊休地の飼料生産への利用は、離農遊休地をか

かえる地域へ波及する可能性をもっ。また、後継者もすでに経営に参画し将来展望も明るい。
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(天- 4) 

蚕糸陣地域特産部門

出品財技術・ほ場(こんにゃく)

さとう ひろゆき

佐藤裕志氏

群馬県富岡市南蛇井甲244

佐藤氏のこんにゃく栽培面積は、 310 a (うち借地160 a) である。経営の特色は、経営規模拡大より

も単収の向上に重点を置き、パソコンを活用した栽培管理、追肥の実施による単収の向上、価格動向の

分析や収穫時期を遅らせることによる有利販売等多彩な取組により、 1 ， 550万丹と高い所得を実現して

いることである。

1.パソコンを活用した栽培管理

表計算ソフトを使い、ほ場ごとに綿密な管理記録簿を作成し、栽培管理(ほ場、植付け、施肥、防

除、収穫、貯蔵)につなげている。例えば施肥設計では、ほ場ごとに異なった設計がされており、経

験による判断だけでなく、 5 年間の蓄積されたデータが判断材料の大きな要素となっている。

2 単収の向上

( 1 )追肥の実施

現在、省力化の流れから肥効調節型肥料に頼り追肥を実施する農家は少ないが、佐藤氏は葉色等
の生育状況に応じて追肥を行い、腐敗病等の病害が発生する一歩手前で肥料分を調整できることか

ら、無病で、大きい良質な種芋の確保ができ、単位収量の増大につなげている。

( 2 )種芋( 1 年生)面積比率の削減
種芋から大きく肥大させることにより、種芋栽培面積を減らし、販売主面積割合を増加させ、単

収増加につなげている。

3. 省力技術の工夫

一人でも作業可能な省力型薬剤散布方法の確立、追肥用小農具等の独自開発、収穫作業の

鋭意工夫された省力技術が経営改善に活かされている。

4. 有利販売

(1)パソコンを活用した経営管理

価格動向の分析を行い、パソコンを活用して、出荷時期や出荷方法を決定している。これにより、

県の平均単価を上田る販売成果をあげている。

( 2) 春堀契約栽培による高付加価値経営

南面傾斜で日当たりの良い条件を利用し、 45 a については、通常11 "'-12月に収穫するこんにゃく

芋を、翌年 2"'-3 月まで収穫時期を遅らせた栽培方法を導入し、生芋こんにゃく用として契約を行
い、加工業者に提供し、有利販売を行っている( r春堀り栽培J) 。

5. 普及性と今後の方向
佐藤氏は、こんにゃくの栽培技術と経営の革新のため、機会あるごとに研修会などを通じて、①あ

かぎおおだまの栽培拡大、②えそ萎縮病対策として、種芋( 1 年生)ほ場への大麦播種等について、

仲陪農家に呼びかけており、普及効果がみられた。

また、データに裏付けられた佐藤氏の栽培技術は、創意工夫によるきめ細やかな技術を幾つも組み
合わせて形成されたものであり、産地における新規就農者を含めた技術向上面での先駆的な役割を果

たしており、今後、一層の活躍が期待される。

一 7 -
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出品財産物(木材)

株式会社西村木材店

(代表西村誓夫氏)

三重県松阪市郷津町186

株式会社西村木材店では、昭和32年の創業以来、地域材のみを原料とするこだわりを持ちながら、先

を見通した優れた手腕で経営に取り組んでいる。特に、機械設備・搬送設備の自動化の推進、乾燥材生

産の拡大、集成材の原料となるラミナの生産や原木の直接取引、 JASや ISOなどへの取組など、常

に先進的な取り組みを進めており、時代が要請する「性能規格製品の年間を通じた安定供給」に対応で

きる工場としての評価が高まっている。

1.正確な仕上げ加工製品

ヒノキ柱角の生産が主であるが、近年では木材の有効利用の観点から集成材のラミナ生産にも取り

組んで、いる。製品は、 IS09001 による製造行程管理のもと、 JAS規格に基づいたD15 (含水率15%

以下)、 D20 (伺20%以下)までの乾燥に加え、乾燥後の正確な仕上げ加工が行われる。これら製品

の評価は高く、全OOJAS製品普及展示会では 8 年連続して最高賞である農林水産大臣賞を受賞して

いる。原木消費量および売上高も年々増加し、平成16年度には、それぞれ 3 万m 3および年間 15億円

が予想されている。

2. 最新機械の開発と整備

最新機械の開発をこれまでと同様に伊勢市の木工機械メーカーと共同で、行ったり、無背割柱材の乾

燥のため乾燥室を高温タイプに改造するなど、現在でも機械開発・整備に意欲的に取り組んで、いる。

また、平成15年には、製造業者自らが製品を検査し格付けを行うことができる JAS のAタイプ(JF
W-A-039) の認定を、製材等(構造用製材・人工乾燥構造用製材)の品目で受けている。

機械の開発・整備は作業の効率化だけでなく安全性も向上させ、労働災害が多い木工業において 15

年以上も重大災害が発生していない。また、製材の過程で発生する、樹皮、おが粉、端材等について
は、 15年以上前からボード類の原料や畜産での敷料としての活用が図られている。

これらの先進的取組により、松阪地域においても乾燥機の普及による人工乾燥材の生産拡大や JA

S への対応も進むようになり、地域の製材業に対して大きな影響を与えている。

口
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[水産部門 l

出品財技術・ほ場(漁業技術)

「明日へつなげるナマコ資源管理J

川内町漁業協同組合青年部

(代表今進氏)

青森県下北郡J 11 内町大字川内宇J 11 内434-19

(天 6)

青森県下北半島南西部の陸奥湾に面して位置する J 11 内町漁業協罰組合(組合員236名)では、平成14
年までは水揚げ金額の 5"-'7 害1]がホタテガイ、 2割前後がナマコで、あったが、ホタテガイは、主産地の

北海道、青森県において生産過剰となり、年を追って単価がさがり、加えてこの地域の地撒きホタテの
漁獲量が平成 8 年ごろから低迷し、ホタテガイの生産金額に減少傾向が見られてきた。一方、ナマコは、

近年中国経読の繁栄を背景に需要が増え、魚価が上がり始め、それに伴い平成10年頃から漁獲量も増え
て県内ーとなったが、反面、漁場では、特大のナマコが見られなくなり、稚ナマコの数も減少する等獲

り過ぎの兆候が見え始めた。

1.受賞者の路盤と活動概要

JII 内町漁協は、平成11年に「ナマコ資源有効利用推進協議会j を設けて、資源管理と有効利用を踊

ることとなり、同漁協青年部(部員 15名、特別部員 4名、平均年齢38歳)は、これまで海においては

アカガイ、ホタテガイ等の試験調査増や養殖試験、陸上においては植林、消費者交流等様々な活動を

してきたが、ナマコについても資源調査を主体とする資源管理と増殖等にも取り組んで漁協の協議会

の支援を行うこととなった。

青年部は、平成11年から、ナマコを獲る小型機船底曳網(桁網)の漁獲効率、ナマコの漁場分布、

資源量の算定等の調査を始めて、ナマコの資源状態を明らかにしながら、 13年からは、稚ナマコ礁の

設置試験や天然採苗試験等の増殖に取組んだ。

2. 受賞財の特色

これらの調査による資源の解明と増殖試験の結果をもとに、漁協は、禁漁区の設定、体長制限、母

ナマコ放流や小さいナマコの再放流等の資源管理対策を講じるとともに、仲買業者への販売方法の改

干しナマコの製造技術取得による加工を行い付加価値向上による単価アップにも取組み始めた。

陸奥湾では、平成15年に、原因不明の養殖ホタテガイの大量整死が起こり、川内町漁協でも養殖中

の 1 年貝が全滅する等大きな被害を受けたが、青年部の活動に端を発する漁協の取り組みにより、窮

地を凌ぐことが出来た。その結果、平成15年の生産額に占めるホタテガイとナマコの率は、共に同

率の 4 害1] と劇的にかわり、 J 11 内町漁協では、ナマコが、ホタテガイに代わる魚種となってきた。

3. 普及性と今後

ナマコの幼生期は、 2"-'3 週間浮遊・移動するので、資源管理と増殖の取り組みは、陸奥湾全体の
漁協で取組む必要があり、この青年部と漁協が取り組んで、いる手法が、今後、陸奥湾各地の資源管理

のモデルとなり、全臨漁獲量 2位の青森県のナマコ漁業に大きく貢献するものと考えられる。

また、この青年部の敢組みは、平成立年と 14年の全国のナマコ研究者が集う「ナマコ増殖研究会J
で報告され、全国的に貴重な調査として高い評価を得ているので、全国のナマコ生産地のモデルとし
ても普及に貢献するものと考えられる。
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出品財むらづくり活動

松本集落

(代表松井義彦氏)

大分県宇佐郡安i L..'院町大字松本

本集落は営農組合による大豆集団転作に取り組み、実需者との結び、つきの中から大分市内に集落のア

ンテナショップを設置し、商農連携による持続的な大豆生産、地域農産物の販路確保等による農業振興

を図る一方、集落の若者や女性、 1 . U ターン者が高齢者の支持により集落活動に積極的に参加できる

体制が整備され、集落住民自らが楽しみながら各種交流イベントや集落のホームページ開設等活発なむ

らづくり活動を展開しており、その結果、多くの 1 • Uターン者を迎えるなど地域活性化に大きく貢献
している。

1.農業生産面における特徴

町の転作助成、中山間地域等直接支払制度導入をきっかけに営農組合を設立し、豆腐製造業者との

全量契約により、基盤整備自の 8割で大豆集団転作が始まった。この業者との関係が発展し、集落の
大立をこだわりの石挽豆腐として加工販売し、併せて集落の農産物や加工品を売るアンテナショップ

を大分市内に開設した。これにより今まで市場出荷できなかった野菜等の販路が確保され、高齢者や

女性の農業者が活気づいているほか、女性の起業化が促進され、集落内に 4箇所の農産加工所が開設

されている。
さらに、集落内に農産加工所兼販売所を設置し、納豆加工に取り組んだり、企業との連携で純米酒

製造に取り組むなど、経営の多角化が国られている。

2. 生活、環境整備面における特徴

集落の高齢者が若者や 1 • Uターン者の考えや行動を積極的に支持し、全住民参加によるむらづく
りを実践している。集落を挙げた「ほたるの里の音楽会j や「夏の夜の映画祭」、森林資源、を守る f森

守クラブ」の活動や、生産活動を取り入れた「イモリ谷れんげ祭り」等を開催し、住民自らが楽しみ

ながら集落グリーン・ツーリズムを企画・実践しているほか、集落のホームページを立ち上げ、地域

の良さを多くの人々に発信している。

こうした松本集落の良さに惚れ込んで移住する人が増え、平成 2 年以来、 I ターン 9 家族32名、 U

ターン 7 家族23名を受入れ、若手の仲間入りで集落の活力が大いに増している。
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3 内閣総理大臣賞受賞者の業績の概要

(内-1)
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(代表村上康幸氏)

出品財経営(そば)

きたそらち農業協同組合
幌加内支所そば部会

北海道雨竜郡幌加内町幌加内

そば部会は、米の生産調整政策に対処するために作付を開始した「そばj が、徐々にその面積を増や

し、ライスセンターで、試験的に乾燥調製を行った「最寒そばJ が実需者から高い評価を受けたことがき

っかけとなり、一層の生産技術の向上、農家経営の安定と所得の向上に資することを呂的に、昭和61年、

当時のそば作付農家全184戸により設立された。

そば部会は、以下に記すそば作経営改善のための各種取組により、設立自的に関する大きな成果を

部会員に与えたほか、その活動は、いつしか町民全体を巻き込んで「そばによる町輿し」に発展して

おり、条件不利地域の様々な業種・人々を結集させる核となっている。

1. そば栽培技術の確立と高品質安定生産への取組み

試験ほでの技術実証等によ札幌加内の栽培条件に適した播種期、播語法など、技術改善のポ

イントを明らかにし、キタワセソパの栽培技術を確立した。

また、全町にわたる土壌分析結果に基づき、既成の化成肥料よりも低コストなそば専用肥料を

開発して普及に努めるとともに、そば殻を活用したほ場の暗渠等、継続的な排水対策にも取り組

んでいる。

これらにより、 10 a 当たり収量は115kgと、道平均及び全国平均を大きく上回る。

2. 適期収穫・一元集荷体制の確立

乾燥調製施設「そば日本一の舘j の整備と、農作業受託組織「アグリサポート J の設立により、

従前訪日聞を要していた収穫作業を20 日間に短縮し、適期内での収穫・搬入体制を整えた。

また、実需者との相互訪問により部会員の高品質そば生産への意識を高め、 ]Aへの一元集荷、

一元販売体制を確立した。

幌加内では、個人乾燥及び庭先販売は一切行われておらず、「そば日本一の舘j において風味を
損ねず乾燥調製された玄そばは、実需者から高い評価を受けている。

3. 高付加価値販売の取組み

部会設立翌々年の昭和63年には、そば部会加工センターを設置し、地元の食堂に対する生麹販売
の取組を開始するとともに、平成10年には、部会員80名が出資して(有)ハードを設立し、そば境

酎「最寒の雫j など新商品の企画立案、加工委託、製品販売を行っている。

4. 地域社会に対する
そば部会の活動が輪を広げ、町内にそば打ち愛好会、そば料理サークノレなどの活動自体が20以

しているが、部会員は、これら間待のリーダーとして活露している。

さらに、これら活動団体の連携を強め、一層強力な町おこしを推進していくため、平成11年にそば
を中心として「緩加内町そば活性化協議会j を結成し、町民一体の地竣援輿に取り組んでいる。
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(内- 2) 

l 園芸部門|

出品財経営(施設園芸)

有限会社末継花園

(代表末継聡氏)

福岡県嘉穂郡嘉穂町大字才田921

福岡県嘉穂町は、県中央部の盆地であり、!日産炭地である筑豊地域の南端に位置している。年間を通

じて標高1000m弱の山系から流れる豊富な水に恵まれており、夏場は比較的低い温度で経過するため、

圏芸栽培に適している。

末継花園の栽培用鉄骨ハウスは 6棟約50 a であり、それぞれ暖房機、二重カーテン装置、諜水装置等
を備えている。ユリ類とトルコギキョウの年 3 作の輪作で、鉄骨ハウスを完全利用し、しかも市場ニーズ

に対応した品質と色の組み合わせの品種構成になっているため、高価格で取引されている。

1.栽培

栽培するトルコギキョウは自家交配のオリジナル品種が半数を占めるとともに、夏場の高温環境に

弱し、トルコギキョウの施設内の気温上昇を抑えるために、温室外部にワイドスクリーン(遮光率40%)

という軽量の被覆資材を用い、巻き取り装置を簡易化し外部遮光カーテンを工夫して施設全棟に装着、

施設内の温度上昇を抑え、秀品率の向上につなげている。

2. 流通・販売

末継花園では、句ごとの品種をホームページに掲載し、数の程度も知らせている。また、出荷箱の

中には、岩手県での見学で採用したオアシスを使用して鮮度保持を図り、ユリ類の箱には、花の容姿

を写したシーノレを貼付して、市場業者や小売店への便宜を留っている。

3. 今後の方向

末継花園の代表である末継聡氏は地域における先進的な花づくりのリーダーとして、その高い技術

力は市場はもとより種苗会社からも高い評価を受けている。さらに末継氏は、筑豊地域花き生産者連

絡協議会トルコギキョウ研究会会長、 ]A花き共販委員長として、地域全体の花きの有利販売、生産

農家の所得拡大に貢献している。また、福岡県青年農業士会の会長として、後輩の指導に努めるとと

もに、氏の数々の品種開発、独自の販売戦略の結果である高い農業所得の実現は県内の若い農業者の

希望であり目標となっている。今後、末継氏を中心として、この地域が有力な花き産地として大きく

発展することが期待されている。

n
,L τ

2
4
 



(内- 3) 

|畜産部門|

出品財経営(酪農)

大矢根督氏

北海道網走郡津別町字活汲418

大矢根氏は、帯広畜産大学草地畜産専攻学科を平成 6 年に卒業し、実家の酪農を継ぐ傍ら、ニュージ

ーランドにおいて約半年間の放牧技術研修を経て、それまで、父が行ってきた繋ぎ飼い方式から放牧を中

心とした酪農経営への較換を関った。

1.経営概況(平成14年度)

借地を含む飼料畑及び採草地17.8ha、放牧地16.5halこ経産牛41頭、育成や26頭を飼養しており、中

規模経営ながら土作り・草作りを基本とした昼夜放牧を春から秋まで実施し、飼料TDN自給率64% 、

経産牛 1 頭当り乳量9， 444kgと高い飼養管理水準と経産牛 1 頭当りの所得342千円、所得率43.1%に達

する高い収益を得ている。

2. 高度な土壌分析による粗飼料生産と集約的な放牧

繋ぎ餌い方式・濃厚館料多給型による生産費の高騰や疾病の多発等、高泌乳牛の銅養管理に難問を

抱いた本人が、父が改良してきた遺伝的能力の高い牛群を大幅に入れ替えることなく、!頃識に放牧飼

養へ移行できたことは、詳細な土壌分析に基づいた肥培管理の徹底による栄養価の高いアルフアルフ

ア及びデントコーン栽培、放牧地管理、優れたサイレージ調製技術によるものである。

また、審舎周辺の離農跡地等を積極的に借地することにより集約的な昼夜放牧が可能となり、飼料

自給率が向上するとともに牛舎作業から開放され時間的ゆとりも生まれた。経産牛 1 頭当たり鈎料生
産用車地面積83. 7haを確保しながら、家畜排せっ物は自作農地ばかりでなく畑作農家へも還元され、
代わりに麦稗を譲り受ける等地域内の資源措環型農業にも取り組んでおり、人一牛一草のバランスの

取れた酪農経営を実践している。

3. 普及性と今後の方向
本技術は本人が中心となって平成 8 年に結成した「放牧酪農研究会J をとおして町内27戸中 12戸へ

普及している。また、今後、関際競争力の強化が求められる中、現在のところ単なる規模拡大につい

ては否定しており、乳価の引き下げ等が起こる場合を想定し、更なる利益率の階上や餌養規模の試算
を行っているところである。

なお、本事例のように耕作放棄地等を積極的に集積し、高度な土壌分析を核とした肥培管理による

栄養価の高い粗鋼料生産と少数精鋭の乳用牛を用いた酪農経営は、土地制約のある都府県においても

大いに普及していくものと思われる。
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(内… 4)

蚕糸岳地域特産部門

出品財産物(茶)

山内祥正氏

愛知県豊田市吉原町屋敷晶 8 番地の 2

山内氏の茶の経営規模は、 420 a (うち借地175 a )であり、栽培から製造、販売までの自匿自製自販

の経営を行い、高収益を上げている。特に、栽培面では被覆方法と品種構成による摘採時期の分散を仔

い、販売菌では品数を増やすことにより幅広く顧客層を確保している。

1.被覆方法と品種構成による摘採時期の分散

全ての茶嵐で適期摘採を行うため、かぶせ茶及びてん茶(抹茶の原料)の被覆時期や品種の組み合

わせ、さらに茶園の標高差を利用して摘採時期の作業集中を回避している。こうした技術が規模拡大

を可能にしている。

2. 顧客ニーズへの適切な対応

自園自製自販経営は高収益を上げられる反面、顧客ニーズを的確に捉えて、絶えず販路を拡大、維

持する努力が必要である。特に、てん茶は消費量が限られるため、手摘み栽培の高級茶から機械で摘

採した安価な下級茶まで品揃えを増やすことにより、一般消費者を対象とした店頭販売だけでなく、

小売業者や食品加工業者など幅広く顧客層を確保するようにしている。

また、ダイレクトメールによる宣伝広告，茶摘み体験交流会の開催などを行い、顧客の拡大に取り

車旦んでいる。

3. 有機 ]AS認証を自指した安全安心な茶づくり

安全安心な茶づくりを行うためできる限り農薬散布を減らしており、平成14年からは茶園 120 a を
有機栽諸に向けた試験問として位置づけ、 i坊除回数を年間3回以内に抑えた管理を行っている。今後

は試験結果を踏まえ、存機 ]AS認証に対志した茶づくりにも取り組んで、し、く計画である。

製造加工部門については、平成15年からてん茶の荒茶加工施設と仕上茶・抹茶加工施設の開方が有

機 ]AS の認定を受けており、加工製造指針に基づいて、他の農家で有機栽培された生葉の製茶を行

っている。

4. 普及性と今後の方向

山内氏i土、都市近郊の立地条件を活かして、自国自製自販のシステムを確立しており、荒茶を卸売

業者に販売するのがー殻的な当地域の茶業農家に比べて、極めて高い収益を確保している。このこと

は、都市近郊における茶業経営のそデ、ルケースとして注目に{産する。

また、{昔地による規模拡大、被覆技術等による摘採期間の延長、機械化による省力化等を進め、現

子生の経営面穣420 a は、愛知県内でてん茶を栽堵する農家としては最大級の経営規模となっている。

さらに、地域内における製茶加工施設問の連携による作業の分担や乗用型描採機の共同導入などに

より、施設機械を有効利帰して過剰投資にならない工夫をしている。

これらの取り組みは、今後、茶農家が規模拡大を進めていく上で、の一つの方策を示唆している。
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(内- 5) 

l 林産部門 l

出品財産物(林業経営)

合馬たけのこ振興会

(代表三村部!章氏)

福間県北九州市小倉南広大学辻三452

合馬たけのこ按興会(以下「按興会」という。)は、会員の大きな収入源であるタケノコの高単価を

維持するための活動を行っている。高単価を維持する方策として、会員が所属しているタケノコ生産に

関わる各組織(① 合馬たけのこ出荷組合、② 合罵生たけのこ生産者グ、ループ、③ 半加工出帯組合、

④ 農産物産売所運営協議会)開の構報を集約し、出荷時期や規格の謂整などを行っている。
また、振興会では会員がタケノコ生産の基礎となる出林や竹林の手入れを行こと(① 穂先タケノコ

の採取…造林地内に侵入した竹はすぐに 2""'3mfこ成長するが、それを伐採し、その穂先50""'60cmの部
分を商品として利用するために採敢すること、② 竹転造林の実施…放置竹林をスギ、とノキの造林地

に転換すること)を積極的に支援している。

1.高いたけのこ生産収益

このような振興会の活動は、振興会自体が利益を得るわけで、はなく、振興会の活動を通じて各組織
が収益をよげ、その収益が個々の会員に還元されることが重要で、ある。例えば、複数のタケノコ生産

組織に所属する平均的な会員の場合、タケノコに関わる収益は約300万円となり、家計に占めるタケ

ノコ生産収入の割合は非常に大きなものとなっている。また、林業を取り巻く験しい状況の下、林業

経営に取り組む人が減少する中で、会員はタケノコ生産に関わって竹林や山林の整備を継続して行っ

ている。言い換えれば、タケノコ生産による収益が林業経営を継続させ、その後継者を育成している

と言える。

2. 新たな林業経営のモデル

このような合罵たけのこ振興会を中心とした地域密着型の複合経営(個々の会員が高収益を得られ

る経営が積み重なることにより地域全体が良好な状態となる経営)は、林業に携わる後継者を育成し

ながら地域全体が振興する新たな林業経営モデルとして他の地域の指標と成り得るものと評価され
る。
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(内- 6) 

|水産部門|

出品財生活(地域活動)
「魚食普及活動から新たな

食文化が根付いた今」

神戸市漁業協同組合女性部

(代表井上二三枝氏)

兵庫県神戸市垂水区平磯3-1-10

国際・文化・産業の都市的性格を有する神戸市の西部に位置する神戸市漁業協同組合は、大阪

湾の温暖な気候と内湾性を活かし、沿岸漁業を展開している。同組合は昭和34年10月に設立され、
現在の組合員数は286名である。管内漁場にはイワシやイカナゴ等の20種類以上の漁獲対象魚種が

生息し、多様な水産資源を背景に船曳網漁業と海苔養殖漁業が主に営まれている。間組合は、水
産加工場や直売所の経営を通じて水産物の付加価値向上や魚食普及を図ると共に、持続的漁業を

標携しつつ水産資源の管理や漁場環境の保全に努めている。

1.受賞者の略歴と活動概要

神戸市漁業協同組合女性部は昭和35年に誕生した。平成15年末で部員数221名(平均年齢57. 5 

歳)である。女性部の組織は本部と 7 地区支部から構成され、役員21名を中心に運営されてい
る。発足以来、女性部は、広範な活動を行ってきている。主な活動は、①環境美化推進運動、

②生活改善の推進、③教育情報活動、④魚食普及活動であり、事業活動を地道に続け、着実な
実績を上げてきた。とくに魚食普及活動における女性部の活動は、本出品財に象徴されるよう

に特筆すべき成果を今日上げるに至っている。

2. 受賞財の特色
神戸市漁業協同組合女性部によるイカナゴのくぎ煮加工の普及活動は、昭和60年の県内農村

部の生活改善グ、ノレーフ。との交流を契機に消費者への情報発信の必要性を痛感したことから始ま

った。一方で女性部をくぎ煮加工の普及へと駆り立てる動機には、基幹的生産物のイカナゴの

需要の、ひいては漁家所得の低迷という状況に対する危機感があった。これを背景に、佃煮等

加工原料として市場価値の高いイカナゴの「シンコ j の需要拡大を図るために女性部はシンコ

のくぎ煮の加工法の普及活動を消費者に対して展開した。女性部は、独自のくぎ煮レシピを確
立し、生協、行政、教育機関、住民団体等と提携しつつ、消費者に向けた講習会を開催し、平

成16年現在で開講習会への参加者延べ2 ， 157人を誘引した。これら参加者を核にくぎ煮と生シン
コの需要は年々拡大し、神戸市漁協管内漁家の所得向上に効果が現れている。こうした神戸市

漁協女性部の活動は、単に魚食普及にとどまらず、イカナゴのシンコの需要拡大に向けた独自

のマーケティング活動として位置づけることができるのである。

3. 普及性と今後の方向
神戸市漁協女性部の活動は、商品化の可能性を有する地域資源に着目し、商品加工法の消費

者への提案を通じて生産物の需要拡大や単価上昇を誘発するという意味でわが国の漁協女性部

の今後の活動方向に重要な示唆を与えおり、全国に普及しうる特性を備えている。また同女性
部の今後の方向としては、これまで、の実績に立って管内漁家の所得向上、魚食普及によるマー

ケット拡大、そして漁家経営における女性の一層の地位向上を目指して飛躍的ながらも地道か
っ堅実な活動を展開することが望まれる。
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地区住民は、長年取組み続けたむらづくり構想、の作成や個別の活性化の取組みを踏まえ、拠点施設の
設置と、その実行組識として農家が結集した法人組織を立ち上げた。本法人は、女性による農産加工や
地区の担い手育成を見据えた子供たちの体験活動等を核にしたむらづくりを実践し、関塞的な山間地域
における雇用確保と都市農村交流の拡大を臨り、地域活性化に貢献している。

1.農業生産商における特徴

本法人により、農産加工品の原料や直売品目として地域農産物を買い上げるシステムが導入され、
家庭菜園の野菜の出荷が増えるとともに、高齢者が雑穀やほう葉などの原材料供給の担い手として活

曜できる場が提供された。
また、茶業経営を経済的基盤とした中で、主体的活躍の場を求める地区の20'"'-'40代の農家女性が本

法人に結集し、拠点施設である農産加工体験施設「やまゆり J での地場農産物を付加価値化する加工
販売やそば打ち等の体験教室、市内外での対面販売に取り組むことで、都市住民との顔の見える交流
が進み、その結果、地亘内に貴重な30名の雇用を創出するなど、地域活性化に大きく貢献している。

2. 生活、環境整備面における特徴
本法人では、「伊久身わくわく倶楽部j との連携の下、「やまゆり j を拠点に都市部の小学生を対象
とした体験交流活動「あぐりわくわく探検隊j を行うとともに、伊久美小学校を会場に市内の小学生
が採々な体験活動を行うサタデーオープンスクール等で、の体験活動への協力、さらに開校児童を対象

に農業体験、歴史文化学習を行う f夢講座」への講師派遣など、次世代を担う子供達に地匿の良さを
伝え、地底のファンを作る活動を積梅的に実践している。
その結果、体験活動経験者が「あぐりわくわく探検球j を手伝ったり、都市部の小学校から伊久美

小学校に転校する児童が現れる等、将来の地区の担い手づくりが図られている。
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4 日本農林漁業振興会会長賞受賞者の業績の概要
(農-1)

l 農産部門|

出品財産物(水稲、麦、大豆)

氏
氏こ

子

山
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さ
佐

恥
幸
み
美

川
西
山
川
原

山
府
保ω府
保

栃木県佐野市堀米町2848

篠原幸雄氏、美佐子氏は、樹木県南の佐野市において、 14年度実績で、25haの水田を経営し、延べ46.9

haの水稲、ビーノレ麦、大豆の作付の他、作業受託を延べ8.4ha行う、大規模土地利用型家族経営である。

経営の概要を要約すると以下のとおりである。

1.稲麦二毛作技術の50ha規模(延べ面積)での実現

関東・稲麦二毛作地帯にあるが、地域では土地利用率が後退して裏作麦 が転作麦に転換しつつあ

る中で、稲・麦・大豆作各々で高い技術を保有し、延べ50ha規模の大規模経営において、ほぽ完全に
「稲一麦J r大豆一麦: (転作)J の二毛作土地利用体系を実現している。

2. 低コスト生産と顧客志向型米生産による高所得の確保

大規模穏・麦・大立生産により、農業機械の 1 セット体系で、50ha規模の経営を成立させ、減価償却

費の低減を留っている。大豆専用のコンパインは ]A機械リースを利用している。また、記録に基づ

く合理的なデータ管理と作業遂行により、農作業をほぼ家族 3 人で実施して、高い農業所得を得てい

る。

さらに、都市近郊の地元消費を重視し、二毛作への導入が困難とされるコシヒカリの栽培、低温貯

蔵、乾燥作業の工夫(綿密な送風櫨度管理)などにより、良食味米を生産し、飲食店や消費者に産接
販売している。販売戦略はコストをかけた宣伝ではなく、味の良い品が口コミで浸透するという、販

売の王道の実践である。

以上のように、規模拡大、低コスト生産、米の販売努力の結果、1， 770万円(14年)の高い農家所

得を実現している。

3. 地域社会や地域農業への貢献

地域内の耕作放棄地解消への貢献、二毛作型転作の推進と普及、地元米の販売と品質・食味の再

評価への寄与などが特筆できる。

また、篠原氏は普及協力員や普及センターのパソコン簿記教室のインストラクターとして、美佐子

氏は学校教育ボランティアとしても活躍し、地域社会へも貢献している。
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(農- 2) 

l 園芸部門|

出品財経営(ねぎ)

那須野農業協同組合ねぎ部会

(代表村上千秋氏)

栃木県黒磯市住吉町2-8

(那須野農業協同組合黒磯営農経済センター内)

]Aなすのねぎ部会においてねぎ作は、当初、水田を中心とした農業経営改善のための転作作物とし
て導入されたが、その規模は年々拡大し、平成15年度には部会員193名、作付面積70ha、販売金額 6 億
2 千万円となり、当該地域において今後最も発展が期待される園芸作物として位置づけられるに至って

いる。

ねぎ部会の取組みの特色は次のとおりである。

1. 1那須の自美人ねぎ」ブランドの確立

平成 6 年から「那須の白美人ねぎJ を統一ブランドとしてメディア等を通じて販売を展開し、ブラ
ンドイメージの定着を図っている。また、市場とも連携して出荷規格の簡素化を図り、 A級品率の向
と市場をリードする商品づくりが高く評価されている。

2. 独自の栽培技術の確立、統一化
ハウスにおける潤年出荷体制を確立するとともに、高品質な軟白部をつくるため、発泊スチロール

製の遮光資材を利用した独自の「ハウス軟自ねぎ、栽培J 技術を開発し、高付加髄{直化にも取り組んで
いる。また、全島動移植機を基幹とする機械化に積極的に取り組むとともに、部会独自のねぎ栽培マ
ニュアルを作成することにより、部会員全員の栽培技術の統一、高位平準化を罷ることにも成功した。

3. 安全・安心で美味しいねぎ生産の取組み
部会においては、減農薬・減化学肥料に取り組んでおり、平成14年度には栃木の特別栽培農産物と
して ILink-TJ の認誌を受けた。また、蒸気消毒・太陽熱消毒の実施等、環境に車産、したねぎ生産に
も取り組んでおり、安全・安心で、美味しいねぎの生産を実現している。

4. 地域農業への貢献
稲・麦・大立を主体とした土地利用型農業が発達した地域にあって、当該部会は、経営改善効果の
高い転作作物としてねぎ作に敢り組んでいるが、部会の活動により地域の農家の生産意欲が高まり、
農家経営全体の生産規模の拡大、雇用機会の拡大等地域全体の活性化に大きく貢献している。
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(農- 3) 

|畜産部門 l

出品財経営(肉用牛)
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宮崎県宮崎市大字塩路2428

経営主の長友明氏は昭和田年に就農した。当時は f水稲+施設園芸J で、あったが、肉用育成牛 5 頭を

導入し、繁殖牛舎を建設した。その後、繁殖牛が30頭になった平成元年に翼理子氏と結婚し、経営を移

譲された。 8 年には50頭規模の肉用牛専業経営になり、現在は夫婦の協力・分担作業により 100頭規模、

飼料作付け920aの大規模経営を確立している。

1.堅実な規模拡大とたゆまぬ自給粗飼料の確保

極めて堅実な経営方針を貫き、借入れ金に頼らず自家産牛を中心に着実な規模拡大を続け、 100頭

規模の大型経営を築き上げた。また、遊休農地を借入れ、飼料作を拡大することにより TDN自給率42

%、周辺から調達するイナワラを入れると 5 1. 5% という高い自給率を達成している。夏は地域の砂地

に適し栽培が容易なメヒシパ、冬はイタリアンライグラスという年 2 作により、粗飼料の安定確保と
コスト削減を図っている。

2. 高い生産技術レベルと家畜排せっ物の経営内循環

大型経営にありがちな「量で勝負」といった方針をとらず、平均種付け回数1. 31由、平均分娩間隔

12.4ヶ月と県平均を大幅に上回るなど、生産技術のレベルが高い。また、優良繁殖牛群の整備に力を

入れ、市場評価の高い子牛を生産している。敷料には、臭気吸着高価の高いノコクズ10%、安価に入

手できる廃蘭床90%を加え、短期間で完熟堆肥を作り、それらの大部分は自家の飼料畑に還元してい

る。

3. 高所得の確保(平成 1 4 年度経営実績)

高品質の子牛生産による高販売価格、自給粗飼料生産による購入銅料費の節減、更新牛の自家生産、

人気の高い種雄牛を種付けした妊娠牛販売、廃用牛の飼い直し等による有利販売などにより、総所得

12, 725千円(成雌牛 1 頭当り 132千円)、所得率42.4% と BSEの影響が残る中で高所得を確保してい
る。

4. 普及性と今後の方向

自家産牛を中心に繁殖牛の増頭を図るとともに、遊休農地の集積を行し、飼料作付け面積の拡大を行

って高い飼料自給率を達成している本経営は、家族経営による自給飼料に立脚した大規模繁殖経営確

立の模範事例といえる。今後は、子牛の価格変動による経営の不安定性を克服するため、近く 50頭規

模の肥育牛舎を造り、自家産牛を中心に肥育に取り組むことで、繁殖肥育一貫経営を確立する計画で
ある。
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l 蚕糸地域特産部門 l

出品財産物(葉たばこ)

岩下強氏
いわした たみ

岩下多美子氏

熊本県宇土市野鶴町1442

岩下氏の経営の特徴は、水田における葉たばこ大規模経営 (6.5ha うち借地4.4ha) と高品質生産を両

立させていることである。

また、水稲 (3. 5ha) との輪作を行っている。

1.大規模家族経営の実現

大規模経営の実現のため、①葉たばこの専用機械 (AP-1)の導入による省力化を閤り、作業重複期

にアタッチメントの取換ロスが生じないよう、坂穫、防除の専用機をそれぞれ準備、②共同乾燥施設

の利用による乾燥作業委託、③酎病性があり乾燥管理が~易な品謹の導入、等の技術の改良・改善を
取り組んでいる。

また、借地にあたっては、自作地及び既存借地の周辺を重点的に借地し集団化を図っている。

さらに、生育状況に差を生じさせ、作業の集中を出来る掠り分散するため、被覆物の使い分け・作

期の調整に工夫をしている。

2. 高品質生産への取組み

品質Aクラス率99. 師、販売価格は2 ， 208円 /kgとともに極めて高く、高品質生産を実現している。そ

の最大の夜、訣は、全ほ場の巡回により生産状況を正確に把握し、それに対応して適切な措置を速やか

に実施することにある。具体的には、

① 生育初期においては、被覆物内の葉の繁り具合を確認し被覆物を除去

② 葉の熟度を判断し、適期収穫
③ 乾燥機任せではなく、乾燥過程の目視確認による乾燥操作

④ 土っくりおいては、水稲収穫後の晴天時に土壌水分の状態を見ながら、反転耕、施肥を実施。
また、酪農家から稲わらと交換した家畜糞尿を素材とする完熟堆把を800kg/l0a施用

等を実行している。

3. 普及性と今後の方向

葉たばこの希望廃作が進められているなかで、 JTは、高品質かっ長期安定的にまとまった量の供

給が可能な生産者を求めている。このような生産者の姿が、岩下氏の経営である。つまり、 JTが求

めるロットと品質の生産が可能な岩下氏の経営であればこそ、年々面積を拡大する契約を JT と取り

交わしているといえる。このことは、今後、他の葉たばこ生産者が経営改善を圏る上で、参考になる

と思われる。

なお、一昨年に長男の優作氏が就農され、 10haへの規模拡大の意向を持っておられる。
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|林産部門|

技術・ほ場(苗ほ)出品財

正明佐藤 氏

蚊阜県加茂郡富加町滝田 1348

佐藤正明氏は、昭和34年に地元の高校を卒業と同時に家業の苗木生産に従事し、父親の後を継いで、山

林用苗木生産を開始した。

1.土作りによる優良苗木生産

その技術的特徴は、優良菖木生産ための土作りに留意している点にある。 f苗木作りは土作りにあ
り J r休閑地には大立が一番良し、」との信念のもと、鶏糞や籾殻を活用した自家製堆肥を活用し、休

関地で栽培した大立を直接鍬込み良好な土壌となるように常に心がけている。

また、苗木の生産にあたっては、大きすぎる苗木を作らないように常に気を配っている。これは、

植え付け労務者の高齢化、植林地の奥地化の影響により、取扱いの楽な苗高の小さなもの(苗高45cm

程度)が女子まれているために、その需要に合わせた苗木を生産する必要があるためである。そのため、

苗木の大きさによって 4 段階に分ける f選苗」を実施し、大きさ毎のグループ。分けを行い、そのグル

ープ毎に施肥量や薬剤散布量を変えるきめ縮かい成長管理を行って、小さくても充実した詰木生産を

実現している。

2. 地域の苗木生産技術の向上

佐藤氏が実践している育苗技術は、佐藤氏が所鳳する加茂山林種苗生産組合の組合員が様々な努力
をする中で、培ってきたのもであるが、佐藤氏は、様々な技術を開発する中心者として、他の地域の靖

報を積極的に収集し、試行錯誤を繰り返し、加茂地域の笛木生産技術の向上に貢献してきた。

また、加茂山林種苗生産組合には、現在、 30"'40歳代の若い苗木生産者が数名おり、組合ではこれ

らの者に苗木技術に関する情報や経営に関するノウハウを提供し、加茂地域の山林種苗生産が継続す

るように努力しているが、佐藤氏は、このような活動に積極的に協力している。

このように自ら良質の苗木を生産するだけでなく、地域の後継者に積極的に技術や情報を伝達して

いる佐藤氏の活動は、加茂地域にとってなくてはならない重要なものと評価される。

円
ノ
ム
日

ワ
ム



|水産部門|

出品財産物(水産加工品)
「し 1わし黒潮巻き J

株式会社津久勝

(代表津久浦搭之氏)

茨城県鹿島郡波鯖町9158-1

(麗- 6) 

波崎町は、茨城県の最東南端、利根川が太平洋に注ぐ河口に位置し、太平洋・利根川水系に支えられ

た漁業・水産加工業、平塩で砂質の壌土に適合した土地集約型の施設園芸農業が盛んな町である。茨城

県沖合域は親潮と黒潮が交錯し、魚の餌となるプランクトンが豊富なため、寒・暖流性魚類の好漁場が

形成されている。とりわけ、大中型まき鰐漁業により漁獲されるいわし、さば類などの多獲性魚類の漁

獲量は同県の海面漁業生産量全体の 8 割を占めている。しかし、近年の魚倍の低迷、需要の伸び悩みに

加えて、後継者不足や漁業就労者の高齢化に伴う労働力不足により、水産加工業界は厳しい状況が続い

ている。

1.受賞者の略歴と活動概要

受賞者である津久滞裕之氏は(株)ニチレイ水産部に就職し、 2 年間の研鎮の後、家業である(株)

津久勝高店に入社、専務を歴任した後、平成15年に取締役社長に就任した。多くの加工業者が類似高
品の販売競争を展開する中、企業理念に rf言頼J を掲げ、地域関係者の協力を得ながら、市況及び顧

客ニーズに対応した商品の開発を行うことにより、地域水産業に貢献する一方で、全神、連産地工場合

(取引先約100社が集う勉強会)において東日本ブロック理事を務め、 HACCPや中国事清等について地

域の知見を高めるべく努力している。また、地元地域に対して水産加工業の理解を深めてもらいイメ

ージアップを図るため、小学生を対象とした自社工場の見学を実施し、さらに青年会議所の一員とし

て各種ボランティア活動に積極的に取り組むなど、地域振興のため精力的に尽力してきた。

2. 受賞財の特色

かたくちいわしは魚体が小さく脆弱であり、鮮度低下が速く、極めて加工し難い魚種であるため、

これまでかたくちいわしを涼料とした加工製品といえば、伝統的なみりん干し、煮干しに用いられる

他は大半が養殖餌料となっていたが、本出品財は、かたくちいわしをしその葉、梅肉と組み合わせ、

より現代の食曜持に合致した高付加価値製品として開発されたものである。健康志向が高まる出費者
ニーズ、に対志した本出品財は、これまで、利用度の低かったかたくちいわしの新たな可能性を見いだす

逸品である。

3. 普及性と今後の方向

資源量の豊富なかたくちいわしはその大半が館料向けとなっていたが、食品として開発した画期的

な製品であり、付加価値の高い利用法に結びつけることにより、健康食に関心の高い消費者ニーズに

応えるだけでなく、魚価低迷に苦しむ地元漁業者、水産加工業者に対しでも大きく寄与するものと期

待できる。かたくちいわしの漁獲高の多い同地区において、このような地道な取り組みが、かたくち
いわしの魚錨の安定や向上に寄与するものと思われる。
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出品財むらづくり活動

上鹿妻第一地区協同組合
むらかみ やすみ

(代表村上恭美氏)

岩手県盛岡市上鹿妻

地区の農家、非農家全戸が参加した「上鹿妻第一地区協同組合j を結成し、効率的な地域営農システ

ムの構築と環境保全型農業の展開、手作りの産直施設による農業経営の多角化・地産地消、青年部を中

心とした世代間交流、都市農村交流を実践し、混住化の進む都市近郊農村における農業経営の安定化と

コミュニティ形成に大きく貢献している。

1.農業生産匝における特徴

機械利用組合では担い手 7名がオペレーターとなり地区内水稲作付面積の約 8 割の水間を作業受託

しており、これによる余剰労働力を活用した転作田への果樹、野菜等の高収益作物の作付けが拡大し、

集落営農システムを基本とした地域ぐるみ農業が展開されている。
また、青年部により、共陪防諜や f結し、J を復活させた野菜ハウスの無償でのビニールかけ等の共

偶作業が行われ、野菜等の生産の裾野拡大に貢献している。また、集落水田農業ビジョンをいち早く
作成し、減農薬による特別栽培米の生産拡大を留るなど環境保全型農業を推進している。

さらに、都市近郊の立地条件を活かし手作りの産直施設 fあいさい舘J を設置し、地震内の農業総

生産の 6 訴を売上げるなど地産地消を推進し、冬場のハウス野菜の生産拡大、耕作放棄地の解消が園

られたほか、農産物加工を取り入れた経営の多角化や収入の拡大に貢献している。

2. 生活、環境整備面における特徴

本地区では非農家を含む青年部が地域コミュニティ作りをリードしており、水田を舞台とした農作
業等を競技に仕立てた「農リンピック j 開催による世代間交流、都市住民との交流の促進、子供達の

農作業体験、鹿妻堰土手の草刈り等の環境美化活動、祝い事の際の「御神輿担ぎJ や「江戸木遣j の

出前演舞などの活動を行っている。また、老人クラブの指導により、地区の小中学生等を対象とした

「上鹿妻田植踊り」や「上鹿妻念仏剣舞j の伝承活動を行っている。

さらに、女性や夫婦など30"'"'40人の住民が参加する海外視察研修を隔年で実施するなど、幅広いコ
ミュニティ活動を展開している。
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この詩子のとりまとめに当たって、農林水産省各局庁の農林水産祭

連絡担当官には大変ご尽力をいただきました。

なお、三賞受賞者の業績の詳細については、後日「平成16年度(第

羽田)農林水産祭受賞者の業績一(技術と経営) -J として取りまとめ

配布する予定です。

発行日平成16年11月 15 詞

自体名封団法人 日本農林漁業振興会
所在地 〒 101-0046 東京都千代田底神田多町 2-9-6

居中ピノレ

TEL (03) 3256-1791 附

FAX (03) 3256-1792 

U R L http://帆.vw.affskk.jp
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